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平成 28年度労災疾病臨床研究事業費補助金研究 総括研究報告書 

 

中高年齢労働者の体力増進のための予防的リハビリテーションの 

産業保健への応用に関する研究 

 

研究代表者 佐伯 覚（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 教授） 

 

研究要旨：  

中高年労働者の就労能力の低下、疾病の多発、労働災害の増加がみられる。対策とし

て、労働者の身体能力の向上が必要である。中高年齢労働者の体力増進を図るため、リ

ハビリ医学で用いられている運動療法などの技術の中から産業保健に応用できる技術

を抽出整理し、それらを活用する個別管理システムの運用を図ることで、産業保健にお

ける「予防的リハビリ」の構築を検討することを本研究の目的としている。 

本研究の特色は、リハビリ医学（第三次予防）の技法を産業保健（第一次予防）へ応

用することにあり、中高齢労働者の増進を図る「予防的リハビリ」を進めるため、リハ

ビリ治療技術を産業保健へ広げること、多様化が進む労働態様に対して集団管理とは別

に個別対応での運動指導管理を行うシステムの構築を図ることにある。リハビリ技術・

技法の転用により産業保健の現場でより効果の高い運動プログラムを実施することが

可能となり、効率的に中高年齢労働者の体力増進を図ることを目指している。 

3年間の研究の 2年目として平成 28年度は、以下の研究を行った。 

１． 産業保健での活用が期待できるリハビリ技法に関する文献調査 

２． 産業保健での活用が期待できるリハビリ技法に関する実態調査 

３．  産業保健で実施されている運動指導等に関する実態調査 

４． 障害個別対応管理システムの運用に関する実態調査 

５． 産業保健で活用できるリハビリ治療技術のマニュアル作成 

６． 産業保健で活用できる個別対応管理システムの運用モデルの試作 

抽出した文献調査では、介入内容はリハビリ医学で用いられている運動療法などの技

術と大差ないものであり、産業保健に応用できる技術であること、また、一次予防に関

連する内容が多く、二次予防、三次予防に関する報告は少なかった。産業保健領域で用

いられている介入内容は、リハビリ医療の中で長年実施されてきた治療技術と何ら変わ

りないものであり、リハビリ医療に従事するリハビリ専門職が十分活用できることがわ

かった。 

また、アンケート調査による医療機関でのリハ治療技術の産業保健への活用や応用に

ついても、実施施設が約 16％と低い状況にあり、この点は上記の文献調査を反映する

結果となった。その理由として「スタッフ不足」や「時間が無い」、「診療報酬に反映さ
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れない」といった内容があがった。特に、産業保健領域や予防領域での活動が診療報酬

に反映されず、日常診療業務以外の時間に行わざるを得ないことが産業保健領域でのリ

ハビリテーション介入を困難にしている要因と考えられた。今後、理学療法士をはじめ、

リハビリテーション科専門職種が、この産業衛生分野に参画することが望まれ、多くの

研究報告を期待するところである。 

事業所における調査では、国内の従業員数が 500人以上の事業所において、運動教育

の実践率は 34.0%、運動指導の実践率は 14.0%、運動実践の実践率は 6.0%であり、集団

を対象とした介入と比較して、個人を対象とした介入の実践率が低いことが明らかにな

った。また、いずれの介入も効果判定の実施事業所は半数未満であり、かつ、それらの

介入が効果的に行われていると回答した企業は半数程であった。運動を主とする介入の

実施率の向上、効果判定の実施率の向上、効果的な介入方法の検討が今後の課題として

挙げられた。 

個別管理システムの構築に関しては、今回新たに、歩行速度や転倒に関する項目を追

加した。中高齢のポリオ罹患者における定期的なポリオ検診におけるチェックは、より

小さな変化を早期より発見することで、ポリオ罹患者の症状の進行や機能低下を防止す

る可能性があるかもしれない。また現在ポリオ罹患者自らが全国各地に患者会を結成

し、活発的な活動を展開していることが知られており、現在実施しているようなポリオ

検診はそれらの患者の助けとなることが予想される。このようなシステマティックな個

別検診が中高年齢労働者の定期健康診断時に追加できれば極めて有用である。 

治療技術マニュアルについては、リハビリ医学の固有治療技術を産業保健で活用でき

るよう、主要項目を抽出した活用マニュアルを作成し、ホーム―ページ（HP）や書籍で

公開できるよう、マニュアルの項目立ておよび構成を検討し、エビデンスのある実用性

の高い項目を中心に取りまとめた試作版を作成した。 

モデル事業場において試験運用で使用する「個別対応管理システムの運用モデル」を

試作するとともに検証方法を立案した。労働者の運動管理指導においてより有効な介入

方法が明らかになることは、労働者の健康増進につながり、傷病発生の減少ならびに就

労能力の向上を通じて社会全体にとって有益である。 

今後、これまでリハビリ医療の中で長年実施されてきた障害者に対する治療技術アプ

ローチ（治療技術や管理方法）の取りまとめを進め、それらの治療技術を応用するシス

テムとして個別対応管理システムの構築を目指したいと考えている。そのため、次年度

（平成 29年度）には、本年度に得られたデータを用いて具体的な治療技術マニュアル

の作成、個別対応管理システムの運用モデルの試作版を用いてモデル事業場での試験運

用を行う予定である。 
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研究分担者 松嶋康之（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 准教授）



A. 研究の背景と目的 

 

第三次予防であるリハビリテーショ

ン医学は障害へのアプローチとして、

固有の治療技術と障害管理技法を有す

る専門医学である。固有治療技術は、

脳神経機能、心肺機能、筋骨格系、姿

勢など広範囲の領域に対応しており、

第一次予防として産業保健の現場で実

施される運動プログラムとの共通部分

が多い。研究分担者は約10年の歳月を

かけ、わが国で汎用されているリハビ

リテーション治療技術を網羅した技術

全書の編集・執筆に携わり同書を刊行

した（服部リハビリテーション技術全

書、2014）。障害者へのアプローチ（治

療技術や管理方法）と一般健常者への

それは共通部分が多く、一般の労働者

へも十分適用可能であると考えられる。

これは、健常者における機能障害を重

視した「国際生活機能分類（ICF）」の

理念にも合致する。しかし、障害者へ

のアプローチ（治療技術や管理方法）

は、中高年齢労働者へ積極的に活用さ

れていない現状がある。  

近年労働人口は高齢化し、特に、中

高年労働者の就労能力の低下、疾病の

多発、労働災害の増加がみられる。加

齢と就労の問題は、就労能力と作業負

荷量との不均衡より生じる。この不均

衡を是正する対策の一つが、労働者の

身体能力の増進を図ることである。労

働者の業務は複雑なタスクの組み合わ

せで構成され、さらに複数の業務を受

け持つなど多様化が進んでいる。その

ため業種・職種で作業態様を一元化し

にくく、一律的な集団的運動指導など

では十分な効果が得られにくい。研究 

分担者は加齢と就労について、障害者

の加齢モデルであるポリオ後症候群の

長期追跡コホート研究を実施し、身体

機能低下のハイリスクグループを同定

し、徹底した個別対応管理が加齢によ

る身体能力低下を予防できることを明

らかとした（佐伯、科研費2001～2）。

この個別管理対応を北九州市消防士の

体力低下防止プログラムにも取り入れ

たが、健常者である中高年齢労働者へ

は十分普及していない。  

本研究の目的は、リハビリテーショ

ン医学（第三次予防）の技法を、産業

保健（第一次予防）へ応用することに

ある。すなわち、リハビリテーション

医学の固有治療技術を産業保健で活用

できるよう抽出しマニュアル化するこ

と、多様化が進む労働態様に対して必

要な身体能力向上を図るため、集団管

理とは別に個別対応を行う管理システ

ムの構築を図ることを目的として、研

究期間の3年間で、「産業保健での活用

が期待できるリハビリテーション技法

に関する文献調査」、「産業保健での

活用が期待できるリハビリテーション

技法に関する実態調査」、「産業保健

で実施されている運動指導等に関する

実態調査」、「障害個別管理システム

の運用に関する実態調査」、「産業保

健で活用できるリハビリテーション治

療技術のマニュアル作成」、「産業保

健で個別管理システムの運用モデルの

試作」、「個別管理システムの試験的

運用実施」の7項目に分けて実施する予

定である。  

 

B. 方法 
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平成28年度の研究として、以下を行

った。

1．産業保健での活用が期待できるリハ

ビリテーション技法に関して、運動

療法などの技術および個別管理シス

テムについて、英文及び和文論文の

文献調査

2．産業保健での活用が期待できるリハ

ビリテーション技法に関して、リハ

ビリテーション専門臨床を実践して

いる医療機関等を対象とした実態調

査

3．産業保健で実施されている運動指導

等に関して、事業所を対象とした実

態調査

4. 障害個別対応管理システムの運用

に関して、加齢就労モデルであるポ

リオ後症候群患者の定期検診におい

て、評価・運動生活指導・追跡・デ

ータ管理などの個別管理システムの

運用方法の実態を比較調査

5.産業保健で活用できるリハビリ利用

技術のマニュアル作成に関して、試

作版の作成

6.産業保健で活用できる個別対応管理

システムに関して、運用モデルの試

作

C．結果

１．産業保健での活用が期待できるリ

ハビリテーション技法に関する文

献調査

文献検索ヒット数の多い検索キー

ワードは、日本語・英語論文ともに“予

防”、“Prevention”の用語が多かった。

しかし、疾患関連用語では日本語論文

では、一次予防に関する用語である

“生活習慣病”、“糖尿病”、“メタボリ

ックシンドローム”が多かったのに対

して、英語論文では、“ ”、“mental mental 

health”、“depression”の精神・心理

系の用語が多く含まれていた。今回の

文献調査でリストアップされた論文は、

日本語論文は 236編（過去 10年間）、

英語論文は 591編（過去 5年間）であ

った。

抽出された論文をさらに介入研究と

非介入研究に、またそれぞれを疾病予

防関連、作業関連性筋骨格系障害関連、

腰痛予防関連、その他に再分類し、介

入内容を吟味した。介入内容はリハビ

リ医学で用いられている運動療法など

の技術と大差ないものであり、産業保

健に応用できる技術であることがうか

がえた。

２．産業保健での活用が期待できるリ

ハビリテーション技法に関する実

態調査

アンケートの回収率は 59%（362施設

/609施設）であり、産業保健領域でリ

ハビリテーション専門職が介入をおこ

なっているのは 56施設（16%）であっ

た。具体的な内容については、産業保

健領域の介入は職場体操が 28件、職場

環境調整が 18件、作業姿勢指導が 22

件、両立支援が 10件、メンタルヘルス

が 20件、その他が 6 件であり、予防領

域の介入は腰痛予防が 45件、作業関連

疾患予防が 7件、生活習慣病予防（一

次予防）が 22件、疾患二次予防が 11

件、その他が 1件であった。介入して

いない（できない）理由は「診療報酬

に反映されない」が 106 件、「設備がな

い」が 47件、「スタッフ不足」が 159
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件、「時間が無い」が 118件、「対象者

がいない」が 89件、「必要性を感じな

い」41 件、その他が 44 件であった。 

 

３．産業保健で実施されている運動

指導等に関する実態調査 

アンケートの回収率（平成 29年 2

月 15日現在）は 16.4%（450件/2752

件）であった。運動教育を実施してい

る事業所は 34.0%（153件/450件）で

あり、その中で、運動教育の効果判定

を実施している事業所は 26.1%（40

件/153件）、運動教育が効果的に行え

ていると回答した事業所は 47.7%（73

件/153件）であった。運動指導を実

施している事業所は 14.0%（63件/450

件）であり、その中で、運動指導の効

果判定を実施している事業所は

42.9%（27件/63件）、運動指導が効果

的に行えていると回答した事業所は

54.0%（34件/63件）であった。運動

実践を実施している事業所は 6.0%

（27件/450件）であり、その中で、

運動実践の効果判定を実施している

事業所は 40.7%（11 件/27件）、運動

実践が効果的に行えていると回答し

た事業所は 55.6%（15件/27件）であ

った。また、労働者が自由に利用でき

る運動施設を職場に有する事業所は

26.9%（121件/450 件）であり、それ

が有効活用されていると回答した事

業所は 38.0%（46 件/121件）であっ

た。 

 

４．障害個別対応管理システムの運用

に関する実態調査 

2015年福岡県（産業医科大学病院）

および愛知県で実施されているポリ 

オ検診を視察した。両検診における共

通点としては、1年に少なくとも 1回

以上ポリオ検診を実施し、ポリオ罹患

者の身体機能（筋力、関節可動域、歩

行能力など）または ADL状況を把握し

ている。福岡県（産業医科大学病院）

においては身体機能に加え ADL及び

QOL評価が特徴的であり、愛知県にお

いては歩行機能の特徴的であった。両

検診の特徴を踏まえ、福岡県（産業医

科大学病院）のポリオ検診では、2016

年より新たに、移動能力との関連があ

る 10m歩行試験（快適下、努力下）、転

倒の有無や転倒状況や歩行・階段昇降に

対する自信度の問診票を追加し、６４名の

対象者に実施した。 

 

５． 産業保健で活用できるリハビリ利

用技術のマニュアル作成 

治療技術マニュアルについては、リ

ハビリ医学の固有治療技術を産業保健

で活用できるよう、主要項目を抽出し

た活用マニュアルを作成し、ホーム―

ページ（HP）や書籍で公開できるよう、

マニュアルの項目立ておよび構成を検

討した。 

 

６． 産業保健で活用できる個別対応

管理システムの運用モデルの試

作 

本年度は、次年度（平成 29年度）に

実施する「個別対応管理システムの試

験的運用実施」に関して、産業保健領

域現場における個別管理と集団管理の、

労働者の就労能力、プレゼンティーズ

ム、身体機能、および抑うつ症状に与

える短期効果および長期効果について、 
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単盲検化無作為化比較対象試験の

デザインを用いて検証するため、モデ

ル事業場において試験運用で使用す

る「個別対応管理システムの運用モデ

ル」を試作するとともに検証方法を立

案した。 

 

D. 考察 

 

本研究では、中高年齢労働者の体

力増進を図るため、リハビリテーショ

ン医学で用いられている運動療法な

どの技術の中から産業保健に応用で

きる技術を抽出整理し、それらを活用

する個別管理システムの運用を図る

ことで、産業保健における「予防的リ

ハビリテーション」の構築することを

目的としている。本年度は、そのシス

テム開発構築のための基礎データと

して、文献調査による治療技術の抽出

と整理、リハビリテーション医療で現

在用いられている技術の実態調査、産

業保健の現場である事業所で実施さ

れている運動指導等に関する実態調

査、その技術を運用できる個別管理シ

ステムのモデルとなるポリオ検診の

実態調査、事業所で活用できるリハビ

リ利用技術のマニュアル試作版作成、

ならびに、個別対応管理システムの運

用モデルの試作を実施した。  

今回の文献調査の結果から、一次予

防に関連する内容が多く、二次予防、

三次予防に関する報告は少ないことが

推察された。労働者関連におけるリハ

ビリ医学の治療技術ならびに管理シス

テムに関する論文抽出作業を行った結

果、かなりの論文数が抽出されたが、

リハビリテーション・理学療法関連の 

雑誌数は全体の 7～11％程度と少ない状

況であった。しかし、産業保健領域で用

いられている介入内容は、リハビリ医療

の中で長年実施されてきた治療技術と

何ら変わりないものであり、リハビリ医

療に従事するリハビリテーション専門

職が十分活用できることがわかった。し

かしわが国での研究報告は海外と比較

して非常に少なく、今後産業保健領域で

のさらなる研究活動が必要である。少子

高齢化に伴い、2040 年までに高齢者が

増加し続けると同時に労働者人口は減

少し続けることが予測されている。働き

盛りの労働者が疾病や傷害を予防し、健

康に働き続けられることが重要である

と同時に、高齢者の労働継続も今後の重

要な課題となる。そのためにリハビリ医

学でこれまで用いられてきた治療技術

を疾病予防・傷害予防に適応できるよう

な管理システムの構築を行っていく必

要がある。 

また、日本リハビリテーション医学会

に登録された認定研修施設において、産

業保健領域でのリハビリテーション介

入を行っている施設は 56施設（約 16%）

であり、介入率は極めて低率であった。

産業保険領域でのリハビリテーション

介入が行われていない主な理由に、「ス

タッフ不足」や「時間が無い」、「診療報

酬に反映されない」といった内容があが

った。産業保健領域や予防領域での活動

が診療報酬に反映されず、日常診療業務

以外の時間に行わざるを得ないことが

産業保健領域でのリハビリテーション

介入を困難にしている要因と考えられ

た。このようにアンケート調査において

も、医療機関でのリハビリテーション治

療技術の産業保健への活用や応用につ 
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いては低い状況であり、上記の文献調

査を反映する結果となった。今後、理

学療法士をはじめ、リハビリテーショ

ン科専門職種が、この産業衛生分野に

参画することが望まれ、多くの研究報

告を期待するところである。 

 事業所の実態調査では、日本国内に

存在する従業員数が 500人以上の事業

所において、運動教育の実践率は34.0%、

運動指導の実践率は 14.0%、運動実践

の実践率は 6.0%であり、集団を対象と

した介入と比較して、個人を対象とし

た介入の実践率が低いことが明らかに

なった。また、いずれの介入も効果判

定の実施事業所は半数未満で有り、か

つ、それらの介入が効果的に行われて

いると回答した企業は半数程であった。

運動を主とする介入の実施率の向上、

効果判定の実施率の向上、効果的な介

入方法の検討が今後の課題として掲げ

られた。 

個別管理システムの構築に関して

は、当院で実施しているポリオ検診を

元に 2015年に調査した愛知県の検診

を参考に参加スタッフの参加人数や

歩行機能評価（歩行速度）、加齢に伴

う身体機能の低下を懸念し転倒の有

無や転倒状況、歩行・階段昇降に対する

自信度の問診項目を 2016年より追加実

施した。今回追加した歩行速度や転倒

に関する問診票から得た結果より、そ

れぞれに影響を与える因子を明確に

することが出来れば、PPSの発症の予

防や活動性の低下を防ぐことが可能

となるかもしれない。また年度別の比

較で、大きな違いを認めなかった。そ

の要因としては、追跡期間が短期間で

あったかもしれない。ポリオ罹患者の 

変化を検出するためには十分な追跡期

間（少なくとも 4年以上）が必要である

と報告されており、今回は 1年間と短期

間の変化の比較であり大きな差を認め

なかった可能性がある。また今後よりポ

リオ検診の個別管理システム化の構築

には、2016年度の課題についてリハビ

リテーション科医師を中心とした全参

加職種にて検討し、さらなる検診の個別

化が確立できるように今後改訂してい

く予定がある。 

中高齢のポリオ罹患者における定期

的なポリオ検診におけるチェックは、

より小さな変化を早期より発見するこ

とで、ポリオ罹患者の症状の進行や機

能低下を防止する可能性があるかもし

れない。また現在ポリオ罹患者自らが

全国各地に患者会を結成し、活発的な

活動を展開していることが知られてお

り、現在実施しているようなポリオ検

診はそれらの患者の助けとなることが

予想される。このようなシステマティ

ックな個別検診が中高年齢労働者の定

期健康診断時に（あるいはオプション

として）追加できれば極めて有用であ

る。 

 治療マニュアルの試作版は、ユーザ

ーフレンドリーな構成で、エビデンス

のある実用性の高い項目を中心に取り

まとめられた。次年度（平成 29 年度）

でも引き続き検討を行い、使いやすい

最終版を完成させ、HPや書籍への公開

を目指す。なお、本試作版は、次年度

実施する「個別対応管理システムの試

験的運用実施【試験運用】（平成 29年）」

においても活用する。 

モデル事業場において試験運用で使

用する「個別対応管理システムの運用 
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モデル」を試作するとともに検証方法

を立案したが、本モデルの検証の結果、

労働者の運動管理指導においてより有

効な介入方法が明らかになることは、

労働者の健康増進につながり、傷病発

生の減少ならびに就労能力の向上を通

じて社会全体にとって有益となる。 

今後、治療技術アプローチ（治療技

術や管理方法）の取りまとめを進め、

また、それらの治療技術を応用するシ

ステムとして個別対応管理システムの

構築を目指したいと考えている。その

ため、次年度（平成29年度）には、事

業場で実施されている運動指導等の実

態調査結果について更に分析を進め、

治療技術マニュアルの最終版作成、個

別対応管理システムの運用を試験的に

対象事業所で実施する予定である。 

E. 研究発表 

 

・ 佐伯覚：脳卒中リハビリテーションと

復職．第 53 回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会，2016年 6月，京都 

・ 久原聡志：心疾患発症後の復職・失職

状況と運動耐容能、メンタルヘルスの

関係．第 1回産業理学療法普及啓発セ

ミナー， 2016年 7 月，大阪 

・ 村上武史,湯越愛美,木村公宣,中元洋

子,明日徹,舌間秀雄,蜂須賀明子,松

嶋康之,佐伯覚：ポリオ罹患者の ADL

と QOLの経年的変化.第 53回日本リハ

ビリテーション医学会学術集会, 2016

年 6月,京都（別紙資料 13） 

・蜂須賀明子,塚本浩,松嶋康之,佐伯

覚：上腕二頭筋に島状筋変性を呈した

ポリオの一例 筋超音波と針筋電図

の検討.第 53回日本リハビリテーシ 

ョン医学会学術集会, 2016年 6月,

京都 

・塚本浩,蜂須賀明子,佐伯覚：ポリオ

罹患者の神経筋超音波所見の検討 

（上肢）（第 1報）.第 53回日本リハ

ビリテーション医学会学術集

会,2016 年 6月,京都 

・Matsugaki R，Kuhara S，Akebi T，
Shitama S，Jiang Y,Michishita R，

Ohta M,Yamato H,Saeki 
S:Effectiveness of Supervised Ex-
ercise in Reducing Depressive 
SymptomsAmong 
HealthyWorkers:A Randomized 
Controlled Trial．ACPT Malaysia 
2016，2016 年 10 月，クアラルンプ

ール 

・Ochi M，Kato N，Wada F，Saeki S, 
Hachisuka K：The sustained effect 
of peroneal nerve functional elec-
trical stimulation assisted gait 
training in patients with chronic 
stroke: a pilot multicenter clinical 
trial 25th European Stroke Con-
ference，2016 年 4月，ベニス 

・松嶋康之：産業医科大学におけるポ

リオ検診．第 11 回日本リハビリテ

ーション医学会専門医会学術集会，

2016年 10月，金沢 

・佐伯覚：ポストポリオ症候群（PPS）

の現状．第 11 回日本リハビリテーシ

ョン医学会専門医会学術集会，2016

年 10月，金沢 

・小松拓朗,白石純一郎,岡崎哲也,松嶋

康之,佐伯覚:腱板損傷がポストポリ

オ症候群発症の一因となった一例. 

臨床リハ 25：1029-1032,20169-2, 
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 ・村上武史,湯越愛美,木村公宣,中
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平成 28年度労災疾病臨床研究事業費補助金研究 分担研究報告書 

 

産業保健での活用が期待できるリハビリ技法に関する文献調査 

（最終報告） 

 
研究分担者  佐伯 覚（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 教授） 

 

研究要旨： 

【目的】中高年労働者の就労能力の低下、疾病の多発、労働災害の増加がみられる。対

策として、労働者の身体能力の向上が必要である。中高年齢労働者の体力増進を図るた

め、個別管理システムの運用を図ることで、産業保健における「予防的リハビリ」の構

築を検討する。本研究では、これらのシステムに活用できる技術を、文献情報をもとに

リハビリ医学で用いられている運動療法などの技術の中から産業保健に応用できる技

術を抽出整理することを目的とする。 

【方法】リハビリ技法の中で、①治療技術および②個別管理システムについて、英文お

よび和文文献を対象に文献調査を行う。その際、産業保健で活用されている、あるいは、

活用が期待できる①および②について、キーワードを整理し、文献検索ヒット数より検

索キーワードの特徴を探る。さらに文献検索結果を基に文献リスト作成、ならびに文献

の概要を整理する。 

【結果】文献検索ヒット数の多い検索キーワードは、日本語・英語論文ともに“予防”、

“Prevention”の用語が多かった。しかし、疾患関連用語では日本語論文では、一次予

防に関する用語である“生活習慣病”、“糖尿病”、“メタボリックシンドローム”が多か

ったのに対して、英語論文では、 “metal”、“mental health”、“depression”の精神・

心理系の用語が多く含まれていた。今回の文献調査でリストアップされた論文は、日本

語論文は 236編（過去 10 年間）、英語論文は 591 編（過去 5年間）であった。 

 抽出された論文をさらに介入研究と非介入研究に、またそれぞれを疾病予防関連、作

業関連性筋骨格系障害関連、腰痛予防関連、その他に再分類し、介入内容を吟味した。

介入内容はリハビリ医学で用いられている運動療法などの技術と大差ないものであり、

産業保健に応用できる技術であることがうかがえた。 

【考察】今回の文献調査の結果から、一次予防に関連する内容が多く、二次予防、三次

予防に関する報告は少ないことが推察された。労働者関連におけるリハビリ医学の治療

技術ならびに管理システムに関する論文抽出作業を行った結果、かなりの論文数が抽出

されたが、リハビリテーション・理学療法関連の雑誌数は全体の 7～11％程度と少ない

状況であった。しかし、産業保健領域で用いられている介入内容は、リハビリ医療の中
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で長年実施されてきた治療技術と何ら変わりないものであり、リハビリ医療に従事する

リハビリテーション専門職が十分活用できることがわかった。しかしわが国での研究報

告は海外と比較して非常に少なく、今後産業保健領域でのさらなる研究活動が必要であ

る。少子高齢化に伴い、2040 年までに高齢者が増加し続けると同時に労働者人口は減

少し続けることが予測されている。働き盛りの労働者が疾病や傷害を予防し、健康に働

き続けられることが重要であると同時に、高齢者の労働継続も今後の重要な課題とな

る。そのためにリハビリ医学でこれまで用いられてきた治療技術を疾病予防・傷害予防

に適応できるような管理システムの構築を行っていきたい。 

研究協力者   

舌間秀雄（産業医科大学病院リハビリテーション部 技師長） 

明日 徹（産業医科大学若松病院リハビリテーション部 副技師長） 

廣滋恵一（九州栄養福祉大学リハビリテーション学部 准教授） 

中元洋子（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

久原聡志（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

村上武史（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

緒方友登（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

石倉龍太（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

大宅良輔（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

松垣竜太郎（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

木村公宣（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

早川 淳（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

河野千恵（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

花田菜摘（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

矢野雄大（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

湯越愛美（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 
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A. 研究の背景と目的 
 

第三次予防であるリハビリ医学は障

害へのアプローチとして、固有の治療

技術と障害管理技法を有する専門医学

である。固有治療技術は、脳神経機能、

心肺機能、筋骨格系、姿勢など広範囲

の領域に対応しており、第一次予防と

して産業保健の現場で実施される運動

プログラムとの共通部分が多い。研究

分担者は約 10 年の歳月をかけ、わが国

で汎用されているリハビリ治療技術を

網羅した技術全書の編集・執筆に携わ

り同書を刊行した（服部リハ技術全書、

2014）。障害者へのアプローチ（治療

技術や管理方法）は中高年齢労働者へ

も十分適用可能であるが、積極的に活

用されていない現状がある。 
近年労働人口は高齢化し、特に、中高

年労働者の就労能力の低下、疾病の多

発、労働災害の増加がみられる。加齢

と就労の問題は、就労能力と作業負荷

量との不均衡より生じる。この不均衡

を是正する対策の一つが、労働者の身

体能力の増進を図ることである。労働

者の業務は複雑なタスクの組み合わせ

で構成され、さらに複数の業務を受け

持つなど多様化が進んでいる。そのた

め業種・職種で作業態様を一元化しに

くく、一律的な集団的運動指導などで

は十分な効果が得られにくい。研究分

担者は加齢と就労について、障害者の

加齢モデルであるポリオ後症候群の長

期追跡コホート研究を実施し、身体機

能低下のハイリスクグループを同定し、

徹底した個別対応管理が加齢による身

体能力低下を予防できることを明らか 

とした（佐伯、科研費 2001～2）。こ

の個別管理対応を北九州市消防士の体

力低下防止プログラムにも取り入れた

が、健常者である中高年齢労働者へは

十分普及していない。 

 中高年齢労働者の体力増進を図る一

助として個別管理システムの構築を検

討する。そのシステムで活用できる技

術として、文献情報をもとにリハビリ 

医学で用いられている運動療法などの

技術の中から産業保健に応用できる技

術を抽出整理することを目的とする。 

 

B,C. 方法と結果 
 

１）検索キーワードの抽出・整理につ

いて 

本研究の趣旨に合致する中高年齢労

働者へのリハビリ治療技術に関する論

文を検索するにあたり、まずは検索キ

ーワードを決定する必要がある。今回

は 15名の研究協力者に依頼し、本研究

の趣旨に関連すると思われるキーワー

ドを、ブレーンストーミング方式にて

日本語、英語の両方で抽出・集約した。

集約した用語から重複した用語、類義

語等を整理し、「理学療法関連」、「産業

医学関連」、「運動療法技術関連」、「精

神・心理（メンタル）関連」、「内部疾

患関連」「その他」の関連キーワードで

分類した（表１－１～７）。 

 文献検索エンジンを用いて文献検索

を行う前に、キーワードを再検討し、

整理した（表２－１～４）。疾患関連用

語群（表２－４）に関しては検索担当

者の振り分けを考慮して①筋骨格系疾

患関連用語群、②精神・心理系関連用 
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語群、③心・腎・代謝系疾患関連用語群、

④呼吸器疾患系・がん関連用語群

の 4 群に分類し、それぞれの文献検索

作業担当者を決定した。

表２－１～４の各表のキーワードの

組み合わせから検索式を作成し、文献

検索作業を想定したところ、作業量が

かなり多くなるため、検索キーワード

を再検討し、表２－１と表２－２の２

群を併せ、３つの群に整理した（表３

－１～３）。

２）検索キーワードによる文献検索に

ついて

2015年 11月11日（水）17：00～研究

協力者に対して文献検索作業の手順に

ついて説明会を開催した（参考資料１）。

文献検索作業は、日本語論文に関し

ては CiNii、英語論文に関しては

PubMedを使用した。全ヒット件数の中

から、学会・学術大会等の抄録は削除

し、雑誌に投稿されている論文のみを

抽出した。また、抽出期間は過去 10年

間とし、抽出数は過去 10年分と過去 5

年分に分けてカウントした。

文献検索作業は 11月 11日～12月 23

日の期間に実施された。検索式は表３

－１～３の各キーワードの組み合わせ

で作成した（日本語検索式 14,756通り、

英語検索式 22,176 通り；検索式は省

略）。

各研究協力者の文献検索作業の結果、

総ヒット件数は、過去 10年間分 19344

件（日本語論文 1250件、英語論文 18094

件）、過去 5年間分は 10772件（日本語

論文 567 件、英語論文 10205 件）であ

った。結果の詳細（検索日、検索式、

ヒット件数）は表４、５に示す。

当初の予定では検索結果から、ヒッ

トした文献を Systematic review、あ

るいは Meta-analysis に限定してさら

に絞り込みを行った後、文献リストを

作成し、内容を吟味する予定であった。

しかし、Systematic review、あるいは

Meta-analysis に限定すると、最新の

文献を網羅することが不可能なため

（解析論文の発行年が Systematic 

review、Meta-analysis の発行年数よ

り古い論文となるため）、文献リスト作

成方法を再検討した。その結果、今回

のヒット件数が多数のため、ヒット件

数が少ない検索式のキーワードを削除

し、再度検索キーワードを整理した（表

６－１～３）。

日本語論文のうち過去 10 年間なら

びに 5 年間のヒット件数の多い検索式

から頻出する上位 10 の検索キーワー

ドの中で、産業保健関連用語群の“予

防”がすべての検索式に含まれていた。

理学療法・運動療法関連用語群では、

“運動療法”、“リハビリテーション”、

“身体活動”、“健康増進”、“体力”の

順で多かった。疾患関連用語群では、

“生活習慣病”、“糖尿病”、“メタボリ

ックシンドローム”、“腰痛”、“精神”、

“がん”の順で多かった（表７－１）。

英語論文のうち、過去 10年間ならびに

5 年間のヒット件数の多い検索式から

頻出する上位 10 の検索キーワードの

中 で 、 産 業 保 健 関 連 用 語 群 の

“prevention”がほとんどの検索式に

含まれていた。理学療法・運動療法関

連用語群では、“health promotion”、

“rehabilitation”の順で多く、かつ

その２つがほとんどを占めていた。疾

患関連用語群では精神・心理系関連用

語群の“metal”、“mental health”、
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“depression”の用語が多く含まれて

いた（表７－２）。

３）文献リスト抽出作業について

（参考資料２）

2016年 1月19日（火）12：30～研究

協力者に対して文献検索作業の手順

について説明会を開催した（参考資料

２）。

表４，５に記載した検索キーワード

の各群の組み合わせ（日本語検索式

1,296通、英語検索式 1,296通）から

検索式を作成した。日本語に関しては

CiNii にて、英語論文は PubMed にて

検索式で論文を検索した（学会抄録は

除く）。ただし、PubMed での検索の場

合、英語論文のみとし、それ以外の言

語での論文は除外した。検索期間は

2016年 1 月 20日～2016 年 2 月 26日

までに実施した。

（１）日本語論文検索方法（CiNii

にて）

日本語論文に関しては、CiNiiを使

用し、過去 10 年間（2006 年～2015

年）までの論文検索とし（当初の計画

は過去 5年間分としたが、論文数が少

ないため過去 10年間に拡大した）、ヒ

ットしたものから学会抄録を除いた

すべての論文について“検索日”、“タ

イトル”、

“著者”、“雑誌名”、“発行年”、“巻”、

“号”、“ページ”をエクセルに入力し

まとめた。重複論文等を削除し、論文

のタイトルより今回の研究の趣旨に

当てはまると思われる論文を全て抽

出した結果、236 論文が抽出された

（表８）。そのうち、雑誌名よりリハ

ビリテーションあるいは理学療法関

連の雑誌数は全論文数の 6.8％であ

った。

（２）英語論文検索方法（PubMedにて）

英語論文に関しては、PubMedを使用

し、過去 5 年間（2011 年～2015 年）

までの論文検索を実施した。英語論文

の取り込み基準を“ Comparative 

Study”、“Controlled Clinical Trial”、

“Randomized Controlled Trial”と

し、ヒットした論文について“検索日”、

“Title”、“Author”、“Journal”、

“Year”、“Vol”、“No”、“Page”をエ

クセルに入力した。入力された論文の

タイトルから今回の研究の趣旨に当

てはまると思われる論文を全て抽出

した結果、英語論文 591件が抽出され

た（表９）。そのうち、雑誌名より

“ Rehabilitation ” あ る い は

“Physiotherapy”、“physiotherapy”

理学療法関連の雑誌数は全論文数の

6.8％であった。

４）抽出文献の内容吟味と一覧表作成

（まとめ作業）

（１）抄録内容吟味と文献入手

表８，９のリストの文献を共同研

究者によって分担し、抄録（Abstract）

部分から、論文の概要をチェックした

（参考資料３）。①論文 No.（日本語・

英語別番号で）、②採否判定（論文の

内容をみて、今回の研究に合致してい

るかどうかで採否を入力（採 or 否）

※プルダウン形式、③目的（研究の目

的を簡潔に記載）、④対象者（対象者

の具体的内容と人数を記載）、⑤測定

項目、調査項目、⑥研究デザイン（研

究デザイン（比較対照含）：どのよう

な比較検討を行ったかなど）、⑦結果

（結果の概要）、⑧結論、⑨特記事項

（その他）の項目ごとに結果をエクセ
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ルファイルに入力し集約した。同時に

当大学図書館のホームページより論

文をダウンロードして入手した（PDF

にて保存）。この際、入手できなかっ

た文献については当大学図書館の文

献複写サービスを用いて入手した。両

方の手続きにて入手できなかった文

献に関しては詳細な内容の吟味がで

きないため今回のリストから削除し

た。

（２）文献の細分類作業と一覧表作成

研究協力者による抄録（ Abstract）チ

ェック後の採否判定を基に、再度集約

されたリストから文献の内容を吟味

し、最終採択文献リストを日本語論文

、日本語レビュー論文、英語論文、英

語レビュー論文に分類して整理した。

さらに各分類を介入研究と非介入研

究（観察研究、調査研究など）に分類

し、さらにそれぞれを“生活習慣病を

中心とした疾病予防関連”、“作業関連

性筋骨格系障害関連（腰痛予防は別枠

にした）”に細分類し、最終選択文献

リストを作成した（表１０－１～１

３）。また介入研究に関して、研究デ

５）抽出文献の概要

（１）論文の内訳について

介入研究は日本語論文16件、英語論文

91 件が、非介入研究は日本語論文 15

件、英語論文 55 件が抽出された。

介入研究日本語論文の内訳は、疾病

予防関連が 10 件、作業関連性筋骨格系

障害関連が 6 件（そのうち腰痛関連が

3件）であった。研究デザインに関

して、無作為比較対照試験は疾病予防

関連 2件、作業関連性筋骨格系障害関

連 1 件で、その他は比較対照試験ある

いは対照群のない前後比較であった。

一方、英語論文の内訳は疾病予防関連

が 18 件、作業関連性筋骨格系障害関連

が 73 件（そのうち腰痛関連 26 件）で

あった。研究デザインに関して、無作

為化比較対照試験は疾病予防関 12 件、

作業関連性筋骨格系障害関連 49件（う

ち準無作為化比較対照試験 1 件、クラ

スター無作為比較対照試験 4 件）で、

その他は比較対照試験、対照群のない

前後比較、クロスオーバー試験などで

あった。

非介入研究日本語論文の内訳は、疾

病予防関連が 3 件、作業関連性筋骨格

系障害関連が 11 件（そのうち腰痛関連

が 9件）、復職支援関連が1件であった。

一方、英語論文の内訳は疾病予防関連

が 3 件、作業関連性筋骨格系障害関連

が 52 件（そのうち腰痛関連が 15 件）

であった。

（２）介入研究で用いられたリハビリ

テーション技法に関して

日本語論文では、疾病予防関連の文

献が多く、作業関連性筋骨格障害（腰

痛予防含む））関連の文献は少なかった。

介入内容は、疾病予防関連では支援な

ザイン、介入内容のキーワードとそ

の内容を一覧表にまとめた（表１１

－１～６）。その後、各研究協力者に

よって抽出されたすべての論文（介

入研究、非介入研究に分け、細分類

したリスト別）の研究目的（Purpose）、

対 象 者（Subjects）、測 定 項 目

（Measurement Items）、結 果

（Results）、結語（Conclusion）につ

いてその概要を一覧表にまとめた（表

１２－１～１３）。レビュー論文に関

しても同様にまとめた（表１３－１

～４）。
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どを含む教育的指導に関する文献 1-7)

がほとんどで、運動介入に関する文献
7-10)は少なく、運動介入の内容は有酸

素運動であった。作業関連性筋骨格障

害（腰痛予防含む）関連では、介入内

容は、支援を含む教育的指導 11,12)、有

酸素運動 13,14)に加え、作業関連性筋骨

格系障害の腰痛予防関連ではストレ

ッチ 15)、補助器具の使用 16)の内容が

含まれていた。臨床現場で使用されて

いるリハビリテーション技法として

は、負荷量を考慮した有酸素運動（ウ

ォーキングなど）とストレッチ程度で

あった。 

総説論文は疾病予防関連の 2 件
17,18)のみであり、作業関連性筋骨格

障害に関する総説論文は 1件も検索

されなかった。 

 一方、英語論文では、日本語論文に

比べ多くの文献が抽出された。介入内

容は、疾病予防関連では支援などを含

む教育的指導に関する文献 19-24)より

も運動介入に関する文献 19,25-36)の方

が多かった。運動介入の内容は、有酸

素運動、筋力訓練が主であった。作業

関連性筋骨格障害関連では、支援を含

む教育的指導 37-43)、運動介入（有酸運

動、筋力訓練、ストレッチなどの併用）
44-59)に加え、人間工学的介入 60-68)、集

学的・包括的介入 69-71)の文献が含まれ

ていた。また筋力訓練ではフィードバ

ックを併用した文献も散見された。作

業関連性筋骨格系障害の腰痛予防関

連では、支援などを含む教育的指導
68,72-78)、運動介入（有酸運動、筋力訓

練、ストレッチなどの併用）79-92)、集

学的・包括的介入 93-97)と作業関連性筋

骨格障害関連と同様の内容であった。 

臨床現場で使用されているリハビリテ

ーション技法としては、負荷量を明 

示した有酸素運動（ウォーキング、自

転車エルゴメーターなど）、筋力訓練、

ストレッチであり、単独もしくは併用

して使用されていた。筋力訓練では筋

電図を用いたフィードバックを併用し

た論文もあった。その他の介入内容と

して、人間工学的介入や集学的介入に

関する文献が散見され、単独もしくは

上記運動介入との併用した文献もあっ

た。総説論文は、疾病予防関連、作業

関連性筋骨格障害関連ともに 10 

件抽出された（作業関連性筋骨格系障

害関連のうち 2 論文は腰痛予防関連で

あった）。 

 日本語総説論文は、高血圧、2 型糖

尿病に関するもので、運動や身体活動

量の高さが重要であると結論付けられ

ている 17,18)。英語総説論文は、疾病予

防関連では、心血管疾患リスク低下に

対するレジスタンストレーニング 98,99)

や有酸素運動 100)の有効性、血糖コント

ロールや慢性疾患の有訴率低下に対す

る有酸素運動とレジスタンストレーニ

ングの有効性 101,102）、身体活動性が健康

に寄与するという報告 103,104）、心臓リハ

ビリテーションの利点 105）などが示さ

れている。作業関連性筋骨格障害関連

では、上肢障害や頸肩腕障害の予防に

関する総説論文 106-110)が多かった。腰痛

予防関連では、力学的暴露と腰痛予防

に関するメタ解析 111)と 1 次、2 次、3

次予防のガイドラインをすべて整理し

た論文 112)のみであった。 

 

D. 考察 
 

－18－



  今回、中高年労働者の体力増進を図 
る一助として個別管理システムの構

築を検討するため、文献情報をもとに

リハビリ医学で用いられている運動

療法などの治療技術の中から産業保

健に応用できる技術を抽出・整理する

ことを目的に文献検索作業を行った。

文献検索を行う前の検索キーワード

選択については、参考資料がなかった

ため、ブレーンストーミング法を用い

て収集した。リハビリ医学で使用され

ている運動療法技術と産業保健・産業

衛生領域の用語、我々が日常接してい

る疾患を分野別に分類してキーワー

ドを抽出し検索作業を行った。結果、

最終的に検索キーワードに運動療法

技術による多くの文献を検索するこ

とはできなかった。つまり、労働者を

対象とした運動療法技術は未確立で

あることが推察された。 
日本語論文、英語論文でのヒット件数

の検索式の上位検索キーワードから、

“予防”、“prevention”が非常に多く、

労働者における予防の重要性が伺え

る結果であった。しかし、関連疾患用

語群より検索キーワードを見ると、生

活習慣病関連である内部障害系疾患

の割合が多く、一次予防に関連する内

容が多いように思われ、二次予防、三

次予防に関する報告は少ないことが

推察された。また、英語論文でのヒッ

ト数の多い検索式のキーワードでは、

精神・心理関連用語群のキーワードが

多く、腰痛等の筋骨格系疾患関連用語

群が上位 10 位に一つもみられず、10

位以下でわずかにみられる程度であ

った。この点は日本語論文での結果と

異なる点であり、我が国における労働 

者の精神・心理面での報告が少ないこ 

とが推察された。 
 今回抽出された日本語論文中、雑誌

の種類からリハビリテーションあるい

は理学療法関連の雑誌数は全抽出論文

の 6.8％（過去 10 年間分）であり、理

学療法部門における勤労者関連の論文

の少なさが顕著であった。一方、英語

論文では、Rehabilitation あるいは

Physiotherapy、Physical Therapy 関

連の雑誌数は全抽出論文の 10.8％（過

去 5 年間分）と日本語論文と同様少な 
い結果であった。 
抽出された論文の内容を精査し、介

入研究と非介入研究に分類した。さら

に論文の内容から「疾病予防関連」、「作

業関連性筋骨格系障害関連」、「作業関

連性筋骨格系障害の腰痛予防関連」の

３分野に分類し、介入内容、論文の概

要含め整理した。 
 論文の内容を吟味した結果、日本語

論文、英語論文の数に差はあるが、疾

病予防関連での介入内容は、運動指

導・栄養指導などの教育的介入と有酸

素運動を主とした運動介入とおおむね

同様であった。日本語論文に比べ英語

論文の方が、無作為化比較対照試験の

報告が多く、また運動介入の内容にお

いても、運動負荷量、時間、期間等明

記されたものが多く、わが国でのさら

なる研究活動の必要性がうかがえた。

作業関連性筋骨格系障害関連や腰痛予

防関連での介入内容は、疾病予防関連

と同様に教育的介入、運動介入（有酸

素運動、筋力訓練、ストレッチ）に加

え、他職種による集学的・包括的介入

が特徴的であった。英語論文では人間

工学的介入が日本語論文と比較して多 
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く見られたのが特徴的であり、わが国 
における人間工学的介入研究への取

り組みが今後の課題かもしれない。 
今回の文献調査結果より、産業保健

領域で用いられている介入方法、特に

運動介入方法は、運動負荷量を設定し

た有酸素運動、身体活動量を測定した

ウォーキング、また筋力訓練、ストレ

ッチなどの我々が臨床現場で用いら

れているリハビリテーション技法と

何ら変わりなかった。よって、我々リ

ハビリテーション医療に従事してい

るリハビリテーション専門職は、その

技術を産業保健領域で十分活用でき

ると思われる。 
作業関連性筋骨格系障害関連や腰

痛予防関連において、運動介入とは別

に、集学的・包括的介入や人間工学的

介入が散見されていた（運動介入との

併用もある）。集学的・包括的介入で

の、心理的サポートや行動変容に関し

ては、リハビリテーション専門職種が

患者との対応の際に、モチベーション

を向上させたり、疾病の再発予防の指

導を行ったりする上で、通常の業務の

内容で十分対応可能であり、チーム医

療を行っているリハビリテーション

専門職であれば十分対応可能と思わ

れた。また、人間工学的介入に関して

は、リハビリテーション関連職種、特

に理学療法士は、運動学や解剖学の知

識を駆使して、身体各部位への負担度

などを考慮し、運動器疾患に対する日

常業務内容で十分対応可能な内容と

思われる。このあたりの対応に関して

は理学療法士が得意としている分野

でもある。以上のようにリハビリ医学

で用いられている運動療法技術は一 

次予防においても同様な方法が用いら 
れていると思われる。ただし、リハビ

リ専門職の現状から病院や施設で、障

害を有する対象者に適応していること

から予防領域での更なる応用が望まれ

ることが予想される。 

今回、中高年労働者の体力増進を図

る一助として個別管理システムの構築

を検討するため、文献情報をもとにリ

ハビリ医学で用いられている運動療法

などの治療技術の中から産業保健に応

用できる技術を抽出・整理することを

目的に文献検索作業を行った結果、こ

れまでリハビリ医療の中で長年実施さ

れてきた障害者に対する治療技術アプ

ローチ（治療技術や管理方法）が中高

年齢労働者に対して十分活用できる内

容であることがわかった。しかし、わ

が国での報告は非常に少なく、欧米諸

国での報告と比較すると、この領域で

の更なる研究が必要である。 

我が国においては、今後、理学療法

士がこの産業衛生分野に参画すること

が望まれ、多くの研究報告を期待する

ところである。また、少子高齢化に伴

い、2040 年までに高齢者が増加し続け

ると同時に労働者人口は減少し続ける

ことが予測されている。働き盛りの労

働者が疾病や傷害を予防し、健康に働

き続けられることが重要であると同時

に、高齢者の労働継続も今後の重要な

課題となる。そのためにリハビリ医学

でこれまで用いられてきた治療技術を

疾病予防・傷害予防に適応できるよう

な管理システムの構築が、将来に向け

ての労働者人口維持への課題であろう。 
 

E. 研究発表 
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本調査の一部（中間報告までの結果） 

を第 52 回日本理学療法学術大会（千

葉）にて発表予定。 
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表１－１ リハビリテーション・理学療法関連用語群 

 
 
 
 
 
 
 
 
表１－２ 産業医学関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

リハビリテーション rehabilitation
リハビリテーション科医 physiatrist

physical therapy
physiotherapy

pjhysical therapist
physiotherapist

運動療法 exercise therapy

治療訓練 therapeutic exercise
機能訓練 functioal exercise

理学療法

理学療法士

日本語表記 英語表記

産業保健 occupational health
産業医学 industrial medicine
環境医学 environmental health
予防医学 preventional medicine
産業医 occupational health physician
安全衛生 Health and safety
健康管理 health administration

health examination

medical examination
health check

産業理学療法 occupational health
予防 prevention

work site
work place

交代制労働（勤務） shift work
作業環境 work environment

sick leave
sickness absence

復職 return to work
復職、復位 reinstatement
傷病手当金 sickness benefit

職場

病気休暇・病気欠勤

健康診断
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表１－３ 運動療法関連用語群 

 
 
 
 
 
 
表１－４ 筋骨格系関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

有酸素運動 aerobic exercise (training)
筋力訓練 strength exercise (training)

伸張運動（ストレッチ） stretching 
腰椎安定化訓練 core muscle strength exercise
腰椎安定化訓練 lumbar stabilization exercise
筋力増強訓練 muscle strengthening exercises

スクワット squat 
ストゥープ stoop
運動強度 exercise strength
運動効果 exercise effect

運動耐用能 exercise tolerance
体力 physical fitness

運動プログラム exercise program
身体運動 physical exercise
身体活動 physical activities
作業姿勢 working posture

重量物持ち上げ lifting weight
患者介助 patient-handling task
人間工学 ergonomics
健康増進 health promotion
職場介入 work site intervention
職場体操 work site exercise
職場体操 workplace exercise

日本語表記 英語表記

low back pain
lumbago

非特異性腰痛 non-specific low back pain
筋骨格系疾患 musculoskeletal disease/disorder

頸部痛 neck pain
頸肩腕症候群 cervico-omo-brachial syndrome

作業関連性運動器障害 work-related musculoskeletal disorders（WMD）
骨粗鬆症 osteoporosis

ロコモティブ症候群 locomotive syndrome
VDT症候群 visual display terminal （VDT） symdrome

腰痛
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表１－５ メンタル関連用語 群 

 
 
 
 
 
 
表１－６ 内部疾患系関連用語群 

 
 
 
 
 
 
 
表１－７ その他の関連用語 群 

 

日本語表記 英語表記

精神 mental
鬱 depression

抑鬱、ふさぎこみ melancoly
不安症 anxiety

気分、機嫌 mood
ライフワークバランス life work balance
メンタルヘルス mental health
過呼吸症候群 hyperventilation syndrome
心理的ストレス psychological stress

日本語表記 英語表記

メタボリック症候群 metabolic syndrome
心血管系疾患 cardiovasculor disease
虚血性心疾患 ischemic heart disease
高血圧症 hypertension
糖尿病 diabetes mellitus

慢性腎臓病 chronic kidney disease
renal insufficiency
kidney failure

慢性閉塞性肺疾患 chronic obstructive pulmonary disease
気管支喘息 bronchial asthma.

塵肺 pneumoconiosis
石綿関連肺疾患 asbestos

がん cancer
生活習慣病 lifestyle related disease
生活習慣修正 lifestyle modification

腎不全

日本語表記 英語表記

作業能力 work ability
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表２－１ リハビリテーション・理学療法関連用語群 

 
 
 
 
 
 
 
表２－２ 運動技術系関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

リハビリテーション rehabilitation
リハビリテーション科医 physiatrist

physical therapy
physiotherapy
pjhysical therapist
physiotherapist

理学療法

理学療法士

日本語表記 英語表記

運動療法 exercise therapy
治療訓練 therapeutic exercise
機能訓練 functioal exercise
有酸素運動 aerobic exercise (training)
筋力訓練 strength exercise (training)
伸張運動（ストレッチ） stretching 

core muscle strength exercise
lumbar stabilization exercise

筋力増強訓練 muscle strengthening exercises
スクワット squat 
ストゥープ stoop
運動強度 exercise strength
運動効果 exercise effect
運動耐用能 exercise tolerance
体力 physical fitness
運動プログラム exercise program
身体運動 physical exercise
身体活動 physical activities
作業姿勢 working posture
重量物持ち上げ lifting weight
患者介助 patient-handling task
人間工学 ergonomics
健康増進 health promotion
職場介入 work site intervention

work site exercise
workplace exercise

腰椎安定化訓練

職場体操
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表２－３ 産業保健関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

産業保健 occupational health
産業医学 industrial medicine
環境医学 environmental Health
予防医学 preventional medicine
産業医 occupational health physician
安全衛生 health and safety
健康管理 health administration

health examination
medical examination
health check

産業理学療法 occupational health
予防 prevention

work site
work place

交代制労働（勤務） shift work
作業環境 work environment

sick leave
sickness absence

復職 return to work
復職、復位 reinstatement
傷病手当金 sickness benefit

健康診断

職場

病気休暇・病気欠勤
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表２－４ 疾患関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

low back pain
lumbago

非特異性腰痛 non-specific low back pain
筋骨格系疾患 musculoskeletal disease/disorder
頸部痛 neck pain
頸肩腕症候群 cervico-omo-brachial syndrome
作業関連性運動器障害 work-related musculoskeletal disorders（WMD）
骨粗鬆症 osteoporosis
ロコモティブ症候群 locomotive syndrome
VDT症候群 visual display terminal （VDT） symdrome

精神 mental
鬱 depression
抑鬱、ふさぎこみ melancoly
不安症 anxiety
気分、機嫌 mood
ライフワークバランス life work balance
メンタルヘルス mental health
過呼吸症候群 hyperventilation syndrome
心理的ストレス psychological stress

心・腎・代謝疾患系関連用語群

メタボリック症候群 metabolic syndrome
心血管系疾患 cardiovasculor disease
虚血性心疾患 ischemic heart disease
高血圧症 hypertension
糖尿病 diabetes mellitus
慢性腎臓病 chronic kidney disease

renal insufficiency
kidney failure

生活習慣病 lifestyle related disease

呼吸器疾患系・がん関連用語群

慢性閉塞性肺疾患 chronic obstructive pulmonary disease
気管支喘息 bronchial asthma.
塵肺 pneumoconiosis
石綿関連肺疾患 asbestos
がん cancer

腰痛

腎不全

筋骨格器系疾患関連用語群

精神・心理系関連用語群
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表３－１ 理学療法・運動療法関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

リハビリテーション rehabilitation
リハビリテーション科医 physiatrist

physical therapy
physiotherapy
physical therapist
physiotherapist

運動療法 exercise therapy
治療訓練 therapeutic exercise
機能訓練 functional exercise
有酸素運動 aerobic exercise (training)
筋力訓練 strength exercise (training)
伸張運動（ストレッチ） stretching 

core muscle strength exercise
lumbar stabilization exercise

筋力増強訓練 muscle strengthening exercises
スクワット squat 
ストゥープ stoop
運動強度 exercise strength
運動効果 exercise effect
運動耐容能 exercise tolerance
体力 physical fitness
運動プログラム exercise program
身体運動 physical exercise
身体活動 physical activities
作業姿勢 working posture
重量物持ち上げ lifting weight
患者介助 patient-handling task
人間工学 ergonomics
健康増進 health promotion
職場介入 work site intervention

work site exercise
workplace exercise

理学療法

理学療法士

腰椎安定化訓練

職場体操

－36－



表３－２ 産業保健関連用語群 

 
 
  

日本語表記 英語表記

産業保健 occupational health
産業医学 industrial medicine
環境医学 environmental health
予防医学 preventive medicine
産業医 occupational health physician
安全衛生 health and safety
健康管理 health administration

health examination
medical examination
health check

産業理学療法 occupational health
予防 prevention

work site
work place

交代制労働（勤務） shift work
作業環境 work environment

sick leave
sickness absence

復職 return to work
復職、復位 reinstatement
傷病手当金 sickness benefit

健康診断

病気休暇・病気欠勤

職場
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表３－３ 疾患関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

low back pain
lumbago

非特異性腰痛 non-specific low back pain
筋骨格系疾患 musculoskeletal disease/disorder
頸部痛 neck pain
頸肩腕症候群 cervicobrachial syndrome
作業関連性運動器障害 work-related musculoskeletal disorders（WMD）
骨粗鬆症 osteoporosis
ロコモティブ症候群 locomotive syndrome
VDT症候群 visual display terminal （VDT） syndrome

精神 mental
鬱 depression
抑鬱、ふさぎこみ melancholy
不安症 anxiety
気分、機嫌 mood
ライフワークバランス life work balance
メンタルヘルス mental health
過呼吸症候群 hyperventilation syndrome
心理的ストレス psychological stress

心・腎・代謝疾患系関連用語群

メタボリック症候群 metabolic syndrome
心血管系疾患 cardiovascular disease
虚血性心疾患 ischemic heart disease
高血圧症 hypertension
糖尿病 diabetes mellitus
慢性腎臓病 chronic kidney disease

renal insufficiency
kidney failure

生活習慣病 lifestyle related disease

呼吸器疾患系・がん関連用語群

慢性閉塞性肺疾患 chronic obstructive pulmonary disease
気管支喘息 bronchial asthma.
塵肺 pneumoconiosis
石綿関連肺疾患 asbestos
がん cancer

腰痛

腎不全

筋骨格器系疾患関連用語群

精神・心理系関連用語群
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塞
性
肺
疾
患

1
2

5
2
4

2
0
1
5
/
1
2
/
7

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
予
防
　
が
ん

9
6

結
果
（
ヒ
ッ
ト
数
）
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月
日
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索
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表
４

 
日
本
語
論
文
の
ヒ
ッ
ト
件
数
一
覧
表
（
続
き
）

 

 
 

 

1
0
年

5
年

2
5

2
0
1
5
/
1
2
/
7

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
職

場
　

腰
痛

6
2

2
6

2
0
1
5
/
1
1
/
2
4

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
職

場
　

精
神

2
1

1
0

2
7

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
職

場
　

う
つ

1
9

4
2
8

2
0
1
5
/
1
2
/
8

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
職

場
　

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
8

4
2
9

2
0
1
5
/
1
2
/
3

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
職

場
　

生
活

習
慣

病
2

0
3
0

2
0
1
5
/
1
2
/
2

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
職

場
　

虚
血

性
心

疾
患

1
0

3
1

2
0
1
5
/
1
2
/
7

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
職

場
　

が
ん

3
2

3
2

2
0
1
5
/
1
1
/
2
4

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
復

職
　

精
神

2
0

1
3

3
3

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
復

職
　

う
つ

1
8

9
3
4

2
0
1
5
/
1
2
/
8

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
復

職
  

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
6

4
3
5

2
0
1
5
/
1
2
/
7

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

　
復

職
　

が
ん

1
1

3
6

2
0
1
5
/
1
2
/
7

理
学

療
法

　
産

業
理

学
療

法
　

腰
痛

1
1

3
7

2
0
1
5
/
1
2
/
7

理
学

療
法

　
予

防
　

腰
痛

1
4

1
0

3
8

2
0
1
5
/
1
2
/
1
0

理
学

療
法

　
予

防
　

骨
粗

鬆
症

3
2

3
9

2
0
1
5
/
1
1
/
2
4

理
学

療
法

　
予

防
　

精
神

1
5

7
4
0

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

理
学

療
法

　
予

防
　

う
つ

7
4

4
1

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

理
学

療
法

　
予

防
　

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

4
1

4
2

2
0
1
5
/
1
2
/
3

理
学

療
法

　
予

防
　

生
活

習
慣

病
1
0

5
4
3

2
0
1
5
/
1
2
/
2

理
学

療
法

　
予

防
　

高
血

圧
1

1
4
4

2
0
1
5
/
1
1
/
1
8

理
学

療
法

　
予

防
　

糖
尿

病
8

7
4
5

2
0
1
5
/
1
2
/
7

理
学

療
法

　
予

防
　

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

4
3

4
6

2
0
1
5
/
1
2
/
7

理
学

療
法

　
予

防
　

が
ん

1
0

4
7

2
0
1
5
/
1
2
/
7

理
学

療
法

　
職

場
　

腰
痛

4
2

4
8

2
0
1
5
/
1
2
/
2

理
学

療
法

　
職

場
　

高
血

圧
1

1

N
o
.

月
日

検
索

式
結

果
（
ヒ

ッ
ト
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表
４

 
日
本
語
論
文
の
ヒ
ッ
ト
件
数
一
覧
表
（
続
き
）

 

 
  

 

1
0
年

5
年

4
9

2
0
1
5
/
1
2
/
7

運
動

療
法

　
産

業
医

学
　

腰
痛

1
1

5
0

2
0
1
5
/
1
2
/
7

運
動

療
法

　
産

業
医

　
腰

痛
1

1
5
1

2
0
1
5
/
1
2
/
8

運
動

療
法

　
産

業
医

　
骨

粗
鬆

症
1

0
5
2

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

運
動

療
法

　
産

業
医

　
う

つ
1

1
5
3

2
0
1
5
/
1
2
/
3

運
動

療
法

　
産

業
医

　
生

活
習

慣
病

1
0

5
4

2
0
1
5
/
1
2
/
2

運
動

療
法

　
産

業
医

　
高

血
圧

1
0

5
5

2
0
1
5
/
1
1
/
1
9

運
動

療
法

　
産

業
医

　
糖

尿
病

1
1

5
6

2
0
1
5
/
1
2
/
7

運
動

療
法

　
予

防
　

腰
痛

8
3

5
7

2
0
1
5
/
1
2
/
1
0

運
動

療
法

　
予

防
　

骨
粗

鬆
症

1
6

9
5
8

2
0
1
5
/
1
1
/
2
5

運
動

療
法

　
予

防
　

精
神

8
7

5
9

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

運
動

療
法

　
予

防
　

う
つ

1
0

6
6
0

2
0
1
5
/
1
2
/
8

運
動

療
法

　
予

防
  

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
3

3
6
1

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

運
動

療
法

　
予

防
　

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

3
6

1
5

6
2

2
0
1
5
/
1
2
/
3

運
動

療
法

　
予

防
　

生
活

習
慣

病
7
6

2
4

6
3

2
0
1
5
/
1
2
/
2

運
動

療
法

　
予

防
　

虚
血

性
心

疾
患

5
3

6
4

2
0
1
5
/
1
2
/
2

運
動

療
法

　
予

防
　

高
血

圧
1
2

5
6
5

2
0
1
5
/
1
1
/
1
9

運
動

療
法

　
予

防
　

糖
尿

病
4
8

2
2

6
6

2
0
1
5
/
1
2
/
7

運
動

療
法

　
予

防
　

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

4
1

6
7

2
0
1
5
/
1
2
/
7

運
動

療
法

　
職

場
　

腰
痛

3
1

6
8

2
0
1
5
/
1
2
/
3

運
動

療
法

　
職

場
　

生
活

習
慣

病
1

0
6
9

2
0
1
5
/
1
2
/
2

運
動

療
法

　
職

場
　

虚
血

性
心

疾
患

1
0

7
0

2
0
1
5
/
1
1
/
2
5

運
動

療
法

　
職

場
　

精
神

2
2

7
1

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

運
動

療
法

　
職

場
　

う
つ

2
2

7
2

2
0
1
5
/
1
2
/
8

運
動

療
法

　
職

場
  

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
2

2
7
3

2
0
1
5
/
1
2
/
2

運
動

療
法

　
職

場
　

高
血

圧
1

0
7
4

2
0
1
5
/
1
1
/
1
9

運
動

療
法

　
職

場
　

糖
尿

病
1

0
7
5

2
0
1
5
/
1
1
/
2
5

運
動

療
法

　
復

職
　

精
神

1
1

7
6

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

運
動

療
法

　
復

職
　

う
つ

1
1

N
o
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日
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索

式
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表
４

 
日
本
語
論
文
の
ヒ
ッ
ト
件
数
一
覧
表
（
続
き
）

 

 
  

 

1
0
年

5
年

7
7

2
0
1
5
/
1
2
/
8

体
力
　
産
業
保
健
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

1
1

7
8

2
0
1
5
/
1
2
/
8

体
力
　
産
業
医
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

2
2

7
9

2
0
1
5
/
1
2
/
7

体
力
　
予
防
　
腰
痛

6
1

8
0

2
0
1
5
/
1
2
/
1
0

体
力
　
予
防
　
骨
粗
鬆
症

7
3

8
1

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

体
力
　
予
防
　
う
つ

1
2

9
8
2

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

体
力
　
予
防
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

7
6

8
3

2
0
1
5
/
1
2
/
3

体
力
　
予
防
　
生
活
習
慣
病

4
4

1
2

8
4

2
0
1
5
/
1
2
/
2

体
力
　
予
防
　
高
血
圧

7
4

8
5

2
0
1
5
/
1
2
/
7

体
力
　
予
防
　
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

1
0

8
6

2
0
1
5
/
1
2
/
7

体
力
　
予
防
　
が
ん

5
4

8
7

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

体
力
　
職
場
　
う
つ

3
2

8
8

2
0
1
5
/
1
2
/
7

体
力
　
職
場
　
が
ん

1
0

8
9

2
0
1
5
/
1
1
/
1
9

体
力
　
復
職
　
精
神

1
1

9
0

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

体
力
　
復
職
　
う
つ

2
2

9
1

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

身
体
活
動
　
産
業
保
健
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

1
1

9
2

2
0
1
5
/
1
2
/
3

身
体
活
動
　
産
業
保
健
　
生
活
習
慣
病

1
1

9
3

2
0
1
5
/
1
2
/
3

身
体
活
動
　
産
業
医
　
生
活
習
慣
病

2
1

9
4

2
0
1
5
/
1
2
/
7

身
体
活
動
　
予
防
　
腰
痛

4
2

9
5

2
0
1
5
/
1
1
/
2
9

身
体
活
動
　
予
防
　
筋
骨
格
系
疾
患

1
1

9
6

2
0
1
5
/
1
2
/
1
0

身
体
活
動
　
予
防
　
骨
粗
鬆
症

9
1

9
7

2
0
1
5
/
1
1
/
3
0

身
体
活
動
　
予
防
　
精
神

1
0

5
9
8

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

身
体
活
動
　
予
防
　
う
つ

6
1

9
9

2
0
1
5
/
1
2
/
8

身
体
活
動
　
予
防
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

3
1

1
0
0

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

身
体
活
動
　
予
防
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

3
0

1
2

1
0
1

2
0
1
5
/
1
2
/
3

身
体
活
動
　
予
防
　
生
活
習
慣
病

1
4
2

1
6

1
0
2

2
0
1
5
/
1
2
/
3

身
体
活
動
　
予
防
　
虚
血
性
心
疾
患

5
3

1
0
3

2
0
1
5
/
1
2
/
2

身
体
活
動
　
予
防
　
高
血
圧

1
3

6
1
0
4

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

身
体
活
動
　
予
防
　
腎
臓
病

1
0

1
0
5

2
0
1
5
/
1
2
/
7

身
体
活
動
　
予
防
　
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

4
1

1
0
6

2
0
1
5
/
1
2
/
7

身
体
活
動
　
予
防
　
が
ん

2
1

1
7

N
o
.

月
日
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式

結
果
（
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ッ
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表
４

 
日
本
語
論
文
の
ヒ
ッ
ト
件
数
一
覧
表
（
続
き
）

 

 
 

 

1
0
年

5
年

1
0
7

2
0
1
5
/
1
2
/
3

身
体

活
動

　
職

場
　

生
活

習
慣

病
2

1
1
0
8

2
0
1
5
/
1
1
/
2
7

身
体

活
動

　
職

場
　

糖
尿

病
1

1
1
0
9

2
0
1
5
/
1
2
/
7

身
体

活
動

　
職

場
　

が
ん

1
1

1
1
0

2
0
1
5
/
1
2
/
7

作
業

姿
勢

　
産

業
医

　
腰

痛
1

1
1
1
1

2
0
1
5
/
1
2
/
7

作
業

姿
勢

　
予

防
　

腰
痛

1
0

1
1
2

2
0
1
5
/
1
2
/
7

作
業

姿
勢

　
職

場
　

腰
痛

4
0

1
1
3

2
0
1
5
/
1
2
/
7

人
間

工
学

　
産

業
保

健
　

腰
痛

9
4

1
1
4

2
0
1
5
/
1
2
/
1

人
間

工
学

　
産

業
保

健
　

精
神

5
2

1
1
5

2
0
1
5
/
1
2
/
8

人
間

工
学

　
産

業
保

健
 　

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
5

0
1
1
6

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

人
間

工
学

　
産

業
保

健
　

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

1
0

1
1
7

2
0
1
5
/
1
2
/
7

人
間

工
学

　
産

業
医

学
　

腰
痛

2
2

1
1
8

2
0
1
5
/
1
2
/
7

人
間

工
学

　
産

業
医

　
腰

痛
6

5
1
1
9

2
0
1
5
/
1
2
/
8

人
間

工
学

　
産

業
医

　
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

4
4

1
2
0

2
0
1
5
/
1
2
/
7

人
間

工
学

　
予

防
　

腰
痛

1
0

6
1
2
1

2
0
1
5
/
1
2
/
7

人
間

工
学

　
予

防
　

が
ん

2
1

1
2
2

2
0
1
5
/
1
2
/
7

人
間

工
学

　
職

場
　

腰
痛

5
1

1
2
3

2
0
1
5
/
1
2
/
8

人
間

工
学

　
職

場
　

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
4

1

N
o
.

月
日

検
索

式
結

果
（
ヒ

ッ
ト

数
）
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表
４

 
日
本
語
論
文
の
ヒ
ッ
ト
件
数
一
覧
表
（
続
き
）

 

 
 総

ヒ
ッ
ト
件
数

 
過
去

10
年
間
分
（

12
50

件
）
、
過
去

 5
年
間
分
（

 5
67

件
）

 

1
0
年

5
年

1
2
4

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

健
康
増
進
　
産
業
保
健
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

1
0

1
2
5

2
0
1
5
/
1
2
/
3

健
康
増
進
　
産
業
保
健
　
生
活
習
慣
病

3
3

1
2
6

2
0
1
5
/
1
2
/
3

健
康
増
進
　
産
業
保
健
　
虚
血
性
心
疾
患

1
1

1
2
7

2
0
1
5
/
1
2
/
7

健
康
増
進
　
産
業
保
健
　
が
ん

1
1

1
2
8

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

健
康
増
進
　
産
業
医
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

1
0

1
2
9

2
0
1
5
/
1
2
/
3

健
康
増
進
　
産
業
医
　
生
活
習
慣
病

4
3

1
3
0

2
0
1
5
/
1
2
/
3

健
康
増
進
　
産
業
医
　
虚
血
性
心
疾
患

1
1

1
3
1

2
0
1
5
/
1
2
/
3

健
康
増
進
　
産
業
医
　
高
血
圧

1
0

1
3
2

2
0
1
5
/
1
2
/
7

健
康
増
進
　
産
業
医
　
が
ん

2
2

1
3
3

2
0
1
5
/
1
2
/
1
0

健
康
増
進
　
予
防
　
骨
粗
鬆
症

3
0

1
3
4

2
0
1
5
/
1
2
/
1

健
康
増
進
　
予
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表６－１ リハビリテーション・理学療法・運動療法関連用語群 

 
 
 
 
表６－２ 産業保健関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

リハビリテーション "rehabilitation"
理学療法 "physical therapy" 

"physiotherapy"
運動療法 "exercise therapy"
体力 "physical fitness"
身体活動 "physical activities"
作業姿勢 "posture"
人間工学 "ergonomics"
健康増進 "health promotion"

日本語表記 英語表記

産業保健 "occupational health"
産業医学 "industrial medicine"
産業医 "occupational health physician"
産業理学療法
予防 "prevention"
予防医学 "preventive medicine"
職場 "work place"
欠勤 "sick leave"
復職 "return to work"
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表６－３ 疾患関連用語群 

 
  

日本語表記 英語表記

腰痛 "low back pain"
頸部痛 "neck pain"
筋骨格系疾患 "musculoskeletal disease/disorder"
骨粗鬆症 "osteoporosis"
作業関連性運動器障害 "work-related musculoskeletal disorders（WMD）"
VDT症候群 "visual display terminal（VDT） syndrome"

精神・心理系関連用語群

精神 "mental"
うつ "depression"
メンタルヘルス "mental health"

心・腎・代謝疾患系関連用語群

メタボリックシンドローム "metabolic syndrome"
生活習慣病 "lifestyle related disease"
心血管系疾患 "cardiovascular disease"
虚血性心疾患 "ischemic heart disease"
高血圧 "hypertension"
糖尿病 "diabetes mellitus"
腎臓病 "kidney disease"

呼吸器疾患系・がん関連用語群

慢性閉塞性肺疾患 "chronic obstructive pulmonary disease"
がん "cancer"

筋骨格器系疾患関連用語群
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表７－１ 日本語論文ヒット件数が多い検索用語一覧（上位10位；上段：過去10年間分、下段：過去5年間分） 

 
 

 
  

1 運動療法 AND 予防 AND 生活習慣病

2 運動療法　　 AND 予防 AND 生活習慣病

3 運動療法 AND 予防 AND 糖尿病

4 リハビリテーション AND 予防 AND 精神

5 体力 AND 予防 AND 生活習慣病

6 健康増進 AND 予防 AND 生活習慣病

7 リハビリテーション AND 予防 AND 腰痛

8 運動療法 AND 予防 AND メタボリックシンドローム

9 身体活動 AND 予防 AND メタボリックシンドローム

10 リハビリテーション AND 予防 AND 糖尿病

順位 検索式

1 運動療法 AND 予防 AND 生活習慣病

2 運動療法 AND 予防 AND 糖尿病

3 リハビリテーション AND 予防 AND 糖尿病

4 リハビリテーション AND 予防 AND 腰痛

5 リハビリテーション AND 予防 AND 精神

6 健康増進 AND 予防 AND 生活習慣病

7 身体活動　 AND 予防 AND がん

8 身体活動　 AND 予防 AND 生活習慣病

9 健康増進 AND 予防 AND 精神

10 運動療法 AND 予防 AND メタボリックシンドローム

順位 検索式
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表７－２ 英語論文ヒット件数が多い検索用語一覧（上位10位；上段：過去10年間分、下段：過去5年間分） 

 
 

 
  

1 "health promotion" AND  "prevention" AND "mental"

2 "rehabilitation"　 AND  "prevention" AND "mental"

3 "health promotion" AND  "prevention" AND "diabetes mellitus" 

4 "health promotion" AND  "prevention" AND "mental health"

5 "health promotion" AND  "prevention" AND "hypertension"

6 "rehabilitation"　 AND  "prevention" AND "mental health"

7 "rehabilitation"　 AND  "prevention" AND "depression"

8 "health promotion" AND  "prevention" AND "depression"

9 "rehabilitation"　 AND  "prevention" AND "cardiovascular disease" 

10 "rehabilitation"　 AND  "prevention" AND "osteoporosis"

順位 検索式

1 "health promotion" AND  "prevention" AND "mental"
2 "rehabilitation" AND  "prevention" AND "mental"
3 "health promotion" AND  "prevention" AND "diabetes mellitus" 
4 "health promotion" AND  "prevention" AND "mental health"
5 "rehabilitation" AND  "prevention" AND "depression"
6 "health promotion" AND  "prevention" AND "hypertension"
7 "rehabilitation" AND  "prevention" AND "mental health"
8 "health promotion" AND  "prevention" AND "depression"
9 "rehabilitation" AND  "prevention" AND "cardiovascular disease" 

10 "posture" AND "return to work" AND "cancer"

検索式順位

－66－



表
８
 
 

日
本
語
論
文
リ
ス
ト

 

 
   

 

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

1
高

血
圧

診
療

に
お

け
る

運
動

療
法

の
有

用
性
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 発
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さ
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ダ
ム

化
比
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に
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る
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価

谷
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知

学
院
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. 
心

身
科

学
部
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2
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習
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康
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慣
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康
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究
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ヘ
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実
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ス
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を
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ョ
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0
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齢
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を
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―
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験
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0
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 r
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検
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嶋
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運
動

習
慣

の
実

態
分

析
と

効
果

的
な

運
動

対
策

の
検

討
月

野
木

ル
ミ

，
他

滋
賀

医
科

大
学

看
護

学
ジ

ャ
ー

ナ
ル

2
0
0
7

5
1

8
7
-
9
2

2
9

健
康

増
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

展
開

と
指

導
者

の
育

成
：
地

域
の

連
携

に
よ

る
実

践
的

教
育

で
学

ぶ
魅

力
あ

る
指

導
法

根
本

賢
一

地
域

総
合

研
究

2
0
0
7

7
1
2
5
-
1
4
1

3
0

A
新

聞
社

の
印

刷
部

署
に

お
け

る
腰

痛
予

防
の

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
の

導
入

と
そ

の
評

価
有

吉
浩

美
産

業
保

健
人

間
工

学
研

究
2
0
0
7

8
2

1
3
-
1
7

3
1

A
新

聞
社

の
印

刷
部

署
に

お
け

る
災

害
性

腰
痛

予
防

対
策

と
そ

の
評

価
有

吉
浩

美
産

業
保

健
人

間
工

学
研

究
2
0
0
7

8
2

2
7
-
3
4

3
2

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

と
健

康
増

進
-
-
健

康
日

本
2
1
の

造
成

に
向

け
た

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

促
進

の
取

組
み

-
-
虚

血
性

心
疾

患
患

者
に

対
す

る
身

体
活

動
促

進
の

取
組

み
井

澤
和

大
，

他
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
研

究
2
0
0
7

1
1

2
7
-
3
1

3
3

マ
レ

ー
シ

ア
の

ク
ル

ア
ン

市
に

お
け

る
健

康
調

査
：
マ

レ
ー

系
と

中
国

系
の

比
較

中
山

優
子

桐
生

短
期

大
学

紀
要

2
0
0
7

1
8

8
7
-
9
4

3
4

日
本

人
勤

労
者

に
お

け
る

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

と
身

体
活

動
の

関
連

田
代

隆
良

，
他

保
健

学
研

究
2
0
0
7

2
0

1
7
5
-
8
1

3
5

精
神

科
医

療
機

関
に

お
け

る
う

つ
病

・
不

安
障

害
の

職
場

復
帰

支
援

の
現

状
と

今
後

の
課

題
五

十
嵐

良
雄

日
本

精
神

科
病

院
協

会
雑

誌
2
0
0
7

2
6

1
1

1
0
6
0
-
1
0
6
6

3
6

管
理

栄
養

士
・
栄

養
士

に
よ

る
肥

満
予

防
の

取
り

組
み

政
安

静
子

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

2
0
0
7

2
7

5
1
6
-
1
8

3
7

事
業

所
に

お
け

る
運

動
指

導
の

実
際

と
そ

の
効

果
岡

田
邦

夫
総

合
健

診
2
0
0
7

3
4

5
5
1
1
-
5
1
5

3
8

継
続

的
健

診
成

績
の

蓄
積

と
一

次
予

防
へ

の
適

応
に

つ
い

て
：
生

涯
健

診
デ

ー
タ

の
蓄

積
と

互
換

性
へ

の
提

言
菅

沼
源

二
総

合
健

診
2
0
0
7

3
5

5
5
2
7
-
5
3
1

3
9

予
防

と
将

来
展

望
上

月
正

博
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

-
シ

ョ
ン

2
0
0
7

3
5

7
6
7
9
-
6
8
5

4
0

清
掃

職
場

に
お

け
る

作
業

関
連

性
腰

痛
と

収
集

作
業

環
境

に
関

す
る

調
査

研
究

―
腰

痛
予

防
の

た
め

の
人

間
工

学
的

改
善

視
点

の
検

討
―

:腰
痛

予
防

の
た

め
の

人
間

工
学

的
改

善
視

点
の

検
討

吉
川

　
徹

，
他

人
間

工
学

2
0
0
7

4
3

3
5
8
-
3
5
9

4
1

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

・
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
予

防
対

策
-
-
運

動
療

法
を

取
り

入
れ

て
手

塚
加

代
子

日
本

精
神

科
看

護
学

会
誌

2
0
0
7

5
0

2
4
5
1
-
4
5
5

4
2

予
防

医
学

 運
動

の
疫

学
種

田
行

男
現

代
医

学
2
0
0
7

5
5

1
1
4
7

4
3

先
進

医
療

と
し

て
の

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

上
嶋

健
治

日
本

内
科

学
会

雑
誌

2
0
0
7

9
6

1
1

2
5
4
6
-
2
5
5
3

4
4

二
次

予
防

に
お

け
る

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

宮
崎

哲
朗

，
他

日
本

医
師

会
雑

誌
2
0
0
7

1
3
6

2
3
6
-
2
3
8

4
5

総
合

病
院

に
お

け
る

職
場

復
帰

援
助

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

集
団

認
知

療
法

秋
山

　
剛

日
本

医
師

会
雑

誌
2
0
0
7

1
3
6

1
6
1
-
6
4

4
6

特
定

健
診

・
保

健
指

導
に

向
け

て
の

運
動

・
身

体
活

動
指

導
宮

地
元

彦
日

本
補

完
代

替
医

療
学

会
誌

 
2
0
0
8

5
2

1
1
5
-
1
2
2

4
7

う
つ

病
リ

ワ
ー

ク
支

援
の

現
状

と
今

後
島

　
　

　
悟

精
神

障
害

と
リ

ハ
ビ

リ
テ

-
シ

ョ
ン

2
0
0
8

1
2

1
2
4
-
2
8

4
8

復
職

準
備

を
す

る
う

つ
病

休
職

者
の

心
理

社
会

的
状

態
と

S
S
T
に

よ
る

変
化

-
-
被

受
容

感
の

改
善

を
伴

っ
た

適
度

な
自

己
注

目
を

促
す

学
習

的
介

入
山

本
貢

司
，

他
精

神
障

害
と

リ
ハ

ビ
リ

テ
-
シ

ョ
ン

2
0
0
8

1
2

1
5
0
-
5
5

4
9

胃
が

ん
術

後
患

者
の

職
場

復
帰

に
お

け
る

主
体

的
取

り
組

み
岡

本
明

美
，

他
千

葉
看

護
学

会
会

誌
2
0
0
8

1
4

2
2
8
-
3
6

5
0

振
動

板
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
装

置
を

用
い

た
腰

痛
予

防
伊

藤
友

一
運

動
療

法
と

物
理

療
法

2
0
0
8

1
9

2
9
8

－67－



表
８
 
 

日
本
語
論
文
リ
ス
ト
（
続
き
）

 

 
  

 

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

5
1

職
場

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
現

状
と

問
題

点
太

田
保

之
，

他
保

健
学

研
究

2
0
0
8

2
1

1
1
-
1
0

5
2

課
題

別
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
 う

つ
病

の
職

場
復

帰
支

援
-
-
事

業
所

内
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
体

制
を

ど
う

築
き

あ
げ

る
か

鈴
木

瑞
哉

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

2
0
0
8

2
1

2
3
7
-
4
0

5
3

保
健

指
導

に
対

す
る

行
動

変
容

難
渋

者
の

セ
ル

フ
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

テ
ス

ト
に

よ
る

予
測

小
島

真
二

，
他

人
間

ド
ッ

ク
2
0
0
8

2
2

5
7
8
7
-
7
8
2

5
4

ベ
ン

チ
ス

テ
ッ

プ
運

動
を

用
い

た
生

活
習

慣
病

予
防

・
改

善
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
始

1
年

後
の

運
動

継
続

の
状

況
と

そ
の

効
果

渋
谷

克
彦

，
他

人
間

ド
ッ

ク
 

2
0
0
8

2
3

1
 2

1
-
2
6

5
5

生
活

習
慣

病
予

防
の

機
序

 :
 高

血
圧

と
運

動
療

法
-
N

O
, 
酸

化
ス

ト
レ

ス
の

バ
ラ

ン
ス

に
着

目
し

て
-

太
田

雅
規

，
他

臨
床

ス
ポ

ー
ツ

医
学

2
0
0
8

2
5

1
0

1
1
3
3
-
1
1
3
8

5
6

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

に
対

す
る

理
学

療
法

-
予

防
へ

の
取

り
組

み
-

高
野

賢
一

郎
理

学
療

法
2
0
0
8

2
5

1
0

1
4
3
1
-
1
4
3
8

5
7

糖
尿

病
の

早
期

予
防

に
つ

い
て

武
田

淳
史

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ

2
0
0
8

2
7

1
2
7
-
3
1

5
8

肥
満

と
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

早
期

予
防

に
つ

い
て

武
田

淳
史

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ

2
0
0
8

2
7

2
5
9
-
6
1

5
9

生
活

習
慣

病
を

ふ
ま

え
た

運
動

指
導

方
法

の
検

証
 :
 無

作
為

化
比

較
研

究
浅

田
史

成
，

他
理

学
療

法
学

 
2
0
0
8

3
6

2
9
0
-
9
1

6
0

糖
尿

病
の

運
動

療
法

佐
藤

祐
造

月
刊

地
域

保
健

2
0
0
8

3
9

7
4
0
-
4
3

6
1

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

・
デ

イ
ケ

ア
に

お
け

る
う

つ
病

者
復

職
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

久
保

田
佳

子
，

他
作

業
療

法
ジ

ャ
ー

ナ
ル

2
0
0
8

4
2

2
1
3
8
-
1
4
2

6
2

移
乗

介
助

に
お

け
る

リ
フ

ト
の

腰
部

負
担

軽
減

の
効

果
 :
 介

護
者

の
介

助
技

術
の

習
得

度
を

考
慮

し
た

有
効

性
の

検
証

冨
岡

公
子

，
他

産
業

衛
生

学
雑

誌
2
0
0
8

5
0

4
1
0
3
-
1
1
0

6
3

運
動

療
法

 生
活

習
慣

病
予

防
の

た
め

の
運

動
処

方
の

基
本

的
考

え
方

と
そ

の
実

際
田

中
喜

代
次

，
他

日
本

臨
床

2
0
0
8

6
6

2
1
2
-
2
1
7

6
4

運
動

療
法

 中
等

度
の

身
体

活
動

と
2
型

糖
尿

病
の

予
防

-
-
大

規
模

臨
床

研
究

が
示

す
エ

ビ
デ

ン
ス

田
中

啓
司

 ，
他

日
本

臨
床

2
0
0
8

6
6

2
1
8
-
2
2
4

6
5

職
業

性
腰

痛
に

対
す

る
産

業
医

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
佐

伯
　

覚
M

o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
0
8

9
8

1
2
2
-
1
2
8

6
6

介
護

職
員

の
身

体
的

ス
ト

レ
ス

に
つ

い
て

-
-
実

用
的

な
予

防
的

セ
ル

フ
ケ

ア
を

考
え

る
十

田
朋

也
，

他
関

西
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

学
校

紀
要

2
0
0
9

2
4
7
-
5
1

6
7

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

該
当

者
及

び
予

備
群

の
食

生
活

と
身

体
活

動
・
運

動
の

状
況

に
つ

い
て

小
林

ゆ
か

り
，

他
信

州
公

衆
衛

生
雑

誌
2
0
0
9

4
1

3
2
-
3
3

6
8

V
D

T
作

業
に

お
け

る
作

業
姿

勢
の

改
善

を
目

的
と

し
た

補
助

具
導

入
と

そ
の

評
価

(第
1
報

)
山

村
昌

代
，

他
産

業
保

健
人

間
工

学
研

究
2
0
0
9

1
1

4
8
-
5
1

6
9

求
め

ら
れ

る
う

つ
病

の
社

会
復

帰
・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

取
り

組
み

樋
口

輝
彦

精
神

障
害

と
リ

ハ
ビ

リ
テ

-
シ

ョ
ン

2
0
0
9

1
3

1
8
8
-
9
3

7
0

高
齢

者
に

対
す

る
腰

痛
予

防
を

目
的

と
し

た
8
週

間
の

体
幹

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
効

果
：
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
の

筋
持

久
力

に
与

え
る

効
果

鈴
木

　
哲

，
他

理
学

療
法

科
学

2
0
0
9

2
4

2
2
2
1
-
2
2
6

7
1

高
齢

者
に

対
す

る
腰

痛
予

防
を

目
的

と
し

た
8
週

間
の

体
幹

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
効

果
：
健

康
関

連
Q

O
L
, 
バ

ラ
ン

ス
能

力
に

与
え

る
効

果
鈴

木
　

哲
，

他
理

学
療

法
科

学
2
0
0
9

2
4

2
2
2
7
-
2
3
3

7
2

う
つ

病
患

者
に

対
す

る
職

場
復

帰
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
取

り
組

み
加

藤
ち

え
，

他
北

海
道

作
業

療
法

2
0
0
9

2
6

1
3
4
-
4
3

7
3

多
職

種
に

よ
る

退
院

前
訪

問
指

導
を

実
施

し
た

が
ん

患
者

2
症

例
：
理

学
療

法
士

の
視

点
か

ら
久

原
聡

志
，

他
産

業
医

科
大

学
雑

誌
2
0
0
9

3
1

4
3
5
9
-
3
6
4

7
4

生
活

習
慣

病
を

ふ
ま

え
た

運
動

指
導

方
法

の
検

証
 :
 無

作
為

化
比

較
研

究
浅

田
史

成
，

他
理

学
療

法
学

2
0
0
9

3
6

2
9
0
-
9
1

7
5

「
運

動
療

法
」
か

ら
「
生

活
活

動
」
へ

—
「
動

く
」
こ

と
の

医
学

的
効

果
と

エ
ビ

デ
ン

ス
—

牧
田

　
茂

，
他

T
h
e
 J

ap
an

e
se

 J
o
u
rn

al
 o

f 
R
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n
 M

e
di

c
in

e
2
0
0
9

4
6

4
2
2
2
-
2
5
0

7
6

健
康

づ
く
り

の
た

め
の

運
動

指
針

2
0
0
6
と

生
活

習
慣

病
予

防
効

果
能

勢
　

博
，

他
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

2
0
0
9

4
6

4
2
3
7
-
2
4
2

7
7

う
つ

病
患

者
の

復
職

支
援

の
取

り
組

み
と

そ
の

有
効

性
北

川
信

樹
，

他
心

身
医

学
2
0
0
9

4
9

2
1
2
3
-
1
3
1

7
8

管
理

栄
養

士
が

中
心

と
な

っ
て

職
域

に
お

い
て

実
施

し
た

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

改
善

の
た

め
の

負
荷

の
小

さ
な

減
量

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

効
果

に
つ

い
て

由
田

克
士

，
他

日
本

栄
養

士
会

雑
誌

2
0
0
9

5
2

9
8
2
1
-
8
3
0

7
9

生
活

習
慣

病
予

防
に

必
要

な
身

体
活

動
量

・
運

動
量

・
体

力
田

畑
　

泉
日

本
公

衆
衛

生
雑

誌
2
0
0
9

5
6

3
1
8
4
-
1
8
7

8
0

メ
デ

ィ
カ

ル
チ

ェ
ッ

ク
と

運
動

処
方

 運
動

療
法

の
禁

忌
お

よ
び

制
限

鰺
坂

隆
一

体
育

の
科

学
2
0
0
9

5
9

7
3
7
0
-
3
7
3

8
1

慢
性

疾
患

と
運

動
療

法
 糖

尿
病

坂
根

直
樹

体
育

の
科

学
2
0
0
9

5
9

7
3
7
8
-
3
8
2

8
2

糖
尿

病
に

対
す

る
運

動
療

法
の

現
状

と
課

題
長

阪
裕

子
体

育
の

科
学

2
0
0
9

5
9

7
4
8
3
-
4
8
8

8
3

末
梢

動
脈

疾
患

 (
身

体
活

動
・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

生
活

習
慣

病
-
-
慢

性
疾

患
と

身
体

活
動

)
勝

村
俊

仁
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

2
6
7
-
2
7
5

8
4

脳
血

管
障

害
 (

身
体

活
動

・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

生
活

習
慣

病
-
-
慢

性
疾

患
と

身
体

活
動

)
上

月
正

博
日

本
臨

床
 

2
0
0
9

6
7

2
7
6
-
2
8
3

メ
デ

ィ
カ

ル
チ

ェ
ッ

ク
と

運
動

処
方

 (
身

体
活

動
・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

運
動

療
法

)
8
5

　
　

内
科

佐
々

木
淳

日
本

臨
床

2
0
0
9

6
7

3
4
3
-
3
4
7

8
6

　
　

整
形

外
科

畑
　

幸
彦

日
本

臨
床

2
0
0
9

6
7

3
4
8
-
3
5
0

8
7

　
　

学
校

に
お

け
る

運
動

器
検

診
武

藤
芳

照
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

3
5
1
-
3
5
5

8
8

　
　

運
動

負
荷

試
験

高
木

　
洋

日
本

臨
床

2
0
0
9

6
7

3
5
6
-
3
6
1

8
9

　
　

運
動

処
方

の
構

成
桧

垣
靖

樹
 ，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

3
6
3
-
3
6
9

9
0

　
　

運
動

療
法

の
禁

忌
お

よ
び

制
限

鰺
坂

隆
一

日
本

臨
床

2
0
0
9

6
7

3
7
0
-
3
7
3

慢
性

疾
患

と
運

動
療

法
 (

身
体

活
動

・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

運
動

療
法

)
9
1

　
　

肥
満

症
勝

川
史

憲
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

3
7
4
-
3
7
7

9
2

　
　

糖
尿

病
坂

根
直

樹
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

3
7
8
-
3
8
2

9
3

　
　

高
血

圧
牧

田
　

茂
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

3
8
3
-
3
8
6

9
4

　
　

脂
質

異
常

症
石

神
眞

人
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

3
8
7
-
3
9
1

9
5

　
　

心
疾

患
長

山
雅

俊
日

本
臨

床
 

2
0
0
9

6
7

3
9
3
-
4
0
0

9
6

　
　

慢
性

呼
吸

器
疾

患
千

住
秀

明
日

本
臨

床
 

2
0
0
9

6
7

4
0
1
-
4
0
5

9
7

　
　

慢
性

肝
疾

患
白

木
　

亮
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
0
6
-
4
0
9

9
8

　
　

関
節

疾
患

井
原

秀
俊

日
本

臨
床

2
0
0
9

6
7

4
1
0
-
4
1
3

9
9

　
　

骨
粗

鬆
症

飛
松

治
基

，
他

日
本

臨
床

2
0
0
9

6
7

4
1
4
-
4
1
8

1
0
0

　
　

腰
痛

大
久

保
衞

日
本

臨
床

 
2
0
0
9

6
7

4
1
9
-
4
2
6

1
0
1

　
　

う
つ

病
栗

本
直

樹
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
2
7
-
4
3
2

－68－



表
８
 
 

日
本
語
論
文
リ
ス
ト
（
続
き
）

 

 
 

 

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

健
康

づ
く

り
の

た
め

の
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
0
2

　
　

健
康

維
持

・
疾

病
予

防
の

た
め

の
身

体
活

動
松

井
　

崇
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
3
3
-
4
3
7

1
0
3

　
　

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

留
意

点
 ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

-
-
生

活
活

動
の

変
容

宮
地

元
彦

日
本

臨
床

2
0
0
9

6
7

4
3
8
-
4
4
3

1
0
4

　
　

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

留
意

点
 介

護
予

防
-
-
高

齢
期

に
お

け
る

運
動

の
意

義
鈴

木
隆

雄
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
4
4
-
4
4
9

1
0
5

　
　

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

留
意

点
 生

活
機

能
維

持
・
向

上
山

田
　

実
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
5
0
-
4
5
3

1
0
6

　
　

健
康

づ
く
り

運
動

 ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
鈴

木
重

行
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
5
4
-
4
5
8

1
0
7

　
　

健
康

づ
く
り

運
動

 エ
ア

ロ
ビ

ッ
ク

運
動

永
松

俊
哉

日
本

臨
床

2
0
0
9

6
7

4
6
8
-
4
7
1

1
0
8

　
　

健
康

づ
く
り

運
動

 東
洋

的
運

動
小

林
寛

道
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
7
9
-
4
8
4

1
0
9

　
　

健
康

づ
く
り

運
動

 自
転

車
運

動
高

石
鉄

雄
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
8
5
-
4
8
8

運
動

動
機

づ
け

と
継

続
の

た
め

の
行

動
変

容
1
1
0

　
　

行
動

科
学

の
理

論
・
モ

デ
ル

 (
身

体
活

動
・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

運
動

療
法

)
竹

中
晃

二
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
8
9
-
4
9
4

1
1
1

　
　

行
動

科
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

と
そ

の
実

践
 (

身
体

活
動

・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

運
動

療
法

)
山

津
幸

司
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
9
5
-
4
9
8

行
政

-
-
地

域
社

会
と

運
動

介
入

1
1
2

　
　

特
定

健
診

・
特

定
保

健
指

導
 (

身
体

活
動

・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

運
動

療
法

)
松

田
晋

哉
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

4
9
9
-
5
0
4

1
1
3

　
　

運
動

基
準

・
運

動
指

針
2
0
0
6
 (

身
体

活
動

・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

運
動

療
法

)
津

下
一

代
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

5
0
5
-
5
1
1

1
1
4

　
　

地
方

自
治

体
の

具
体

的
な

取
り

組
み

 (
身

体
活

動
・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

運
動

療
法

)
石

本
寛

子
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

5
1
2
-
5
1
5

1
1
5

　
　

医
療

法
4
2
条

施
設

に
お

け
る

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
 (

身
体

活
動

・
運

動
と

生
活

習
慣

病
-
-
運

動
生

理
学

と
最

新
の

予
防

・
治

療
) 

-
-
 (

運
動

療
法

)
今

井
　

優
，

他
日

本
臨

床
2
0
0
9

6
7

5
1
6
-
5
2
1

1
1
6

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

の
予

防
に

対
す

る
保

健
活

動
の

実
践

小
堀

悦
孝

，
他

M
o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
0
9

1
0
7

3
6
-
4
3

1
1
7

C
O

P
D

の
予

防
戦

略
-
-
禁

煙
指

導
と

肺
年

齢
 (

特
集

 慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

川
山

智
隆

，
他

M
o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
0
9

1
0
8

1
3
-
1
9

1
1
8

農
作

業
が

有
す

る
高

齢
者

の
疾

病
予

防
に

関
す

る
検

討
松

森
堅

治
，

他
農

村
工

学
研

究
所

技
報

2
0
0
9

2
0
9

1
0
5
-
1
1
5

1
1
9

教
育

 運
動

に
よ

る
介

護
予

防
と

生
活

習
慣

病
の

予
防

栗
林

　
徹

岩
手

理
学

療
法

学
2
0
1
0

2
1
-
5

1
2
0

人
間

工
学

 こ
り

、
痛

み
、

む
く
み

 イ
ス

の
調

節
・
座

り
方

で
、

予
防

・
軽

減
三

澤
哲

夫
心

と
か

ら
だ

の
オ

ア
シ

ス
2
0
1
0

4
2

1
4
-
1
7

1
2
1

運
動

と
糖

尿
病

の
か

か
わ

り
に

せ
ま

る
-
-
糖

尿
病

の
一

次
予

防
・
二

次
予

防
に

お
け

る
身

体
活

動
・
運

動
の

意
義

穴
迫

唯
衣

，
他

L
if
e
 s

ty
le

 m
e
di

c
in

e
2
0
1
0

4
3

1
9
7
-
2
0
3

1
2
2

職
場

改
善

の
た

め
の

腰
痛

重
症

度
評

価
方

法
樋

口
善

之
 ，

他
産

業
保

健
人

間
工

学
研

究
2
0
1
0

1
2

6
0
-
6
3

1
2
3

精
神

障
が

い
者

職
場

定
着

支
援

に
お

け
る

企
業

の
体

験
-
-
企

業
に

と
っ

て
可

能
な

配
慮

と
制

約
中

井
志

郎
，

他
精

神
障

害
と

リ
ハ

ビ
リ

テ
-
シ

ョ
ン

2
0
1
0

1
4

2
1
4
5
-
1
4
9

1
2
4

睡
眠

時
間

は
主

観
的

健
康

観
及

び
精

神
神

経
免

疫
学

的
反

応
と

関
連

す
る

岡
村

尚
昌

，
他

行
動

医
学

研
究

2
0
1
0

1
5

1
3
3
-
4
0

1
2
5

運
動

教
室

終
了

者
を

対
象

に
し

た
運

動
継

続
の

た
め

の
支

援
に

関
す

る
検

討
藤

田
倶

子
，

他
日

本
健

康
教

育
学

会
誌

2
0
1
0

1
8

2
1
2
6
-
1
3
5

1
2
6

特
定

健
康

診
査

・
特

定
保

健
指

導
の

効
果

に
関

す
る

検
討

田
代

隆
良

，
他

保
健

学
研

究
2
0
1
0

2
2

2
1
-
8

1
2
7

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

ガ
イ

ド
2
0
0
6
(生

活
習

慣
病

予
防

の
た

め
の

身
体

活
動

・
運

動
・
体

力
)

田
畑

　
泉

総
合

健
診

2
0
1
0

3
7

5
5
1
1
-
5
1
3

1
2
8

高
次

脳
機

能
障

害
者

に
対

す
る

社
会

復
帰

準
備

の
た

め
の

小
集

団
訓

練
「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
級

」
の

試
み

橋
本

　
学

，
他

T
h
e
 J

ap
an

e
se

 J
o
u
rn

al
 o

f 
R
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n
 M

e
di

c
in

e
2
0
1
0

4
7

1
0

7
2
8
-
7
3
4

1
2
9

職
業

性
ス

ト
レ

ス
と

抑
う

つ
の

関
係

に
お

け
る

職
場

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

の
緩

衝
効

果
の

検
討

小
松

優
紀

，
他

産
業

衛
生

学
雑

誌
2
0
1
0

5
2

3
1
4
0
-
1
4
8

1
3
0

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

を
呈

す
る

勤
労

男
性

の
減

量
と

聴
取

に
よ

る
身

体
活

動
量

の
関

係
性

に
つ

い
て

佐
藤

友
則

，
他

日
本

職
業

・
災

害
医

学
会

会
誌

2
0
1
0

5
8

1
9
-
1
4

1
3
1

高
血

圧
，

２
型

糖
尿

病
，

脂
質

異
常

症
の

一
次

予
防

の
た

め
の

至
適

運
動

強
度

の
推

定
:～

運
動

疫
学

研
究

に
よ

る
知

見
～

山
崎

先
也

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

理
学

療
法

研
究

2
0
1
1

1
1

3
-
1
1

1
3
2

運
動

に
よ

る
健

康
増

進
の

科
学

最
前

線
沖

田
孝

一
，

他
北

翔
大

学
北

方
圏

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

年
報

2
0
1
1

3
1
1
9
-
1
2
2

1
3
3

高
血

圧
, 
糖

尿
病

, 
脂

質
異

常
症

の
発

症
に

対
す

る
肥

満
お

よ
び

運
動

習
慣

の
影

響
村

瀬
訓

生
，

他
運

動
療

法
と

物
理

療
法

2
0
1
1

2
2

1
8
5
-
9
2

1
3
4

循
環

器
病

予
防

を
め

ざ
す

在
宅

医
療

連
携

向
け

健
康

管
理

支
援

技
術

谷
　

昇
子

，
他

M
e
di

c
al

 I
m

ag
in

g 
T
e
c
h
n
o
lo

gy
2
0
1
1

2
9

2
7
7
-
8
1

1
3
5

筋
骨

格
系

疾
患

予
防

の
た

め
の

室
適

日
常

身
体

活
動

パ
タ

ー
ン

の
解

明
 :
 加

速
度

計
を

用
い

た
1
0
年

間
の

縦
断

研
究

朴
　

眩
泰

，
他

医
科

学
応

用
研

究
財

団
研

究
報

告
2
0
1
1

3
0

1
2
9
-
1
3
3

1
3
6

靴
内

装
着

型
お

よ
び

固
定

型
足

底
圧

計
測

シ
ス

テ
ム

を
用

い
た

3
種

類
の

室
内

フ
ロ

ア
マ

ッ
ト

の
人

間
工

学
的

評
価

ナ
ス

ク
ヒ

，
他

産
業

医
科

大
学

雑
誌

2
0
1
1

3
3

1
1
-
1
0

1
3
7

生
活

習
慣

病
予

防
の

た
め

の
テ

ー
ラ

ー
メ

イ
ド

運
動

処
方

プ
ロ

グ
ラ

ム
真

田
樹

義
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ズ

ム
学

会
誌

2
0
1
1

3
5

2
9
8
-
1
0
6

1
3
8

特
定

健
診

対
象

者
へ

の
教

育
的

運
動

指
導

に
よ

る
予

防
効

果
の

検
証

松
本

大
輔

，
他

理
学

療
法

学
2
0
1
1

3
8

2
1
3
2
-
1
3
3

1
3
9

生
活

習
慣

病
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
：
疾

病
予

防
と

適
切

な
治

療
中

尾
睦

宏
バ

イ
オ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
研

究
2
0
1
1

3
8

2
7
1
-
7
6

1
4
0

企
業

に
お

け
る

子
宮

頸
が

ん
検

診
の

現
状

と
課

題
松

浦
祐

介
，

他
日

本
臨

床
細

胞
学

会
雑

誌
2
0
1
1

5
0

1
6
-
1
0

1
4
1

事
業

所
に

お
け

る
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

予
防

活
動

 :
 定

期
健

康
診

断
を

活
用

し
た

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
の

有
用

性
大

平
泰

子
，

他
心

身
医

学
2
0
1
1

5
1

3
2
3
6

1
4
2

運
動

器
領

域
の

健
康

増
進

に
お

け
る

心
身

医
学

の
役

割
 :
 ロ

コ
モ

に
対

す
る

心
療

整
形

外
科

的
ア

プ
ロ

ー
チ

谷
川

浩
隆

心
身

医
学

2
0
1
1

5
1

3
2
2
0
-
2
2
7

1
4
3

労
働

環
境

の
変

化
と

職
場

の
う

つ
病

 :
 職

場
復

帰
を

中
心

に
大

西
　

守
心

身
医

学
2
0
1
1

5
1

5
4
0
2
-
4
0
7

1
4
4

 一
般

住
民

に
お

け
る

睡
眠

障
害

と
生

活
習

慣
の

関
連

に
つ

い
て

西
村

 美
八

，
他

弘
前

醫
學

2
0
1
1

6
2

1
3
4
-
4
3

1
4
5

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
(要

旨
) 

精
神

障
害

者
の

職
場

定
着

を
進

め
る

た
め

に
相

澤
 欽

一
，

他
職

リ
ハ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

2
0
1
1

6
8

6
6
-
7
5

1
4
6

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

に
お

け
る

予
防

・
治

療
の

基
本

的
な

考
え

方
島

本
 和

明
日

本
臨

床
2
0
1
1

6
9

5
2
1
-
5
2
4

－69－



表
８
 
 

日
本
語
論
文
リ
ス
ト
（
続
き
）

 

 
 

 

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

の
介

入
に

よ
る

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

の
予

防
と

治
療

 
1
4
7

　
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

肥
満

者
に

対
す

る
運

動
療

法
田

中
 喜

代
次

 ，
他

日
本

臨
床

2
0
1
1

6
9

5
3
8
-
5
4
3

1
4
8

　
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
に

お
け

る
運

動
療

法
の

実
際

と
注

意
点

江
川

 達
郎

，
他

日
本

臨
床

2
0
1
1

6
9

5
4
4
-
5
5
0

1
4
9

　
運

動
療

法
に

よ
る

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

発
症

予
防

効
果

の
エ

ビ
デ

ン
ス

江
崎

 治
日

本
臨

床
2
0
1
1

6
9

5
5
1
-
5
5
5

1
5
0

生
活

習
慣

病
予

防
を

目
的

と
し

た
運

動
療

法
の

正
し

い
知

識
押

田
 芳

治
日

本
体

質
医

学
会

雑
誌

2
0
1
1

7
3

2
1
1
9
-
1
2
5

1
5
1

腰
痛

予
防

と
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

志
波

 直
人

M
o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
1

1
3
4

1
-
5

1
5
2

腰
痛

予
防

に
必

要
な

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

の
基

礎
知

識
河

村
 顕

治
M

o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
1

1
3
4

7
-
1
2

1
5
3

腰
痛

の
診

断
石

田
 健

司
M

o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
1

1
3
4

1
3
-
1
8

1
5
4

腰
痛

を
き

た
す

疾
患

佐
藤

 公
昭

，
他

M
o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
1

1
3
4

1
9
-
2
5

1
5
5

腰
痛

予
防

と
理

学
療

法
高

野
 吉

朗
，

他
M

o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
1

1
3
4

2
6
-
3
6

1
5
6

腰
痛

予
防

と
作

業
療

法
岩

佐
 親

宏
，

他
M

o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
1

1
3
4

3
7
-
4
2

1
5
7

腰
痛

予
防

と
腰

痛
体

操
中

島
 義

博
，

他
M

o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
1

1
3
4

4
3
-
5
0

1
5
8

精
神

障
が

い
者

雇
用

へ
の

取
り

組
み

齊
藤

 朋
美

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

2
0
1
1

5
3
4

3
4
-
3
7

1
5
9

地
域

住
民

の
た

め
の

運
動

療
法

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

の
モ

デ
ル

化
事

業
開

発
研

究
 -

 第
2
報

 -
宮

下
 浩

二
，

他
生

命
健

康
科

学
研

究
所

紀
要

2
0
1
2

8
7
6
-
8
1

1
6
0

運
動

実
施

の
支

援
に

よ
る

体
力

の
向

上
と

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

の
予

防
・
改

善
の

関
係

百
々

瀬
 い

づ
み

，
他

天
使

大
学

紀
要

2
0
1
2

1
2

5
3
-
6
7

1
6
1

う
つ

病
と

「
復

職
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
菅

原
 誠

精
神

科
 

2
0
1
2

2
0

6
6
1
0
-
6
1
7

1
6
2

福
祉

事
業

所
で

の
う

つ
病

の
復

職
支

援
 :
 ル

ポ
ゼ

の
活

動
を

通
し

て
田

尾
 有

樹
子

精
神

科
2
0
1
2

2
0

6
6
1
8
-
6
2
4

1
6
3

脊
柱

起
立

筋
の

酸
素

供
給

と
筋

活
動

に
お

よ
ぼ

す
前

屈
姿

勢
の

影
響

モ
ヴ

ァ
ヘ

ッ
ド

 メ
フ

ル
ヌ

シ
ュ

，
他

産
業

医
科

大
学

雑
誌

2
0
1
2

3
4

1
1
5
-
2
5

1
6
4

流
れ

作
業

に
お

け
る

主
観

的
作

業
速

度
評

価
と

職
業

性
腰

痛
リ

ス
ク

と
の

関
連

樋
口

 善
之

，
他

産
業

医
科

大
学

雑
誌

2
0
1
2

3
4

1
4
7
-
5
5

1
6
5

う
つ

病
休

職
者

の
職

場
復

帰
の

困
難

感
と

社
会

機
能

お
よ

び
う

つ
症

状
と

の
関

連
：
職

場
復

帰
の

困
難

感
尺

度
の

作
成

田
上

 明
日

香
，

他
行

動
療

法
研

究
2
0
1
2

3
8

1
1
1
-
2
2

1
6
6

リ
ワ

ー
ク

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

広
が

り
に

み
る

現
代

的
な

意
義

五
十

嵐
 良

雄
臨

床
精

神
医

学
2
0
1
2

4
1

1
1

1
5
0
3
-
1
5
0
8

1
6
7

生
活

習
慣

病
患

者
に

対
す

る
運

動
療

法
の

効
果

に
つ

い
て

徳
岡

 健
太

郎
，

他
成

人
病

と
生

活
習

慣
病

2
0
1
2

4
2

5
5
1
9
-
5
2
6

1
6
8

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の
構

成
成

分
と

肥
満

田
中

 茂
穂

成
人

病
と

生
活

習
慣

病
2
0
1
2

4
2

5
5
2
7
-
5
3
1

1
6
9

運
動

と
生

活
習

慣
病

の
疫

学
に

つ
い

て
澤

田
 亨

成
人

病
と

生
活

習
慣

病
2
0
1
2

4
2

5
5
3
2
-
5
3
6

1
7
0

運
動

効
果

と
遺

伝
に

つ
い

て
家

光
 素

行
成

人
病

と
生

活
習

慣
病

2
0
1
2

4
2

5
5
3
7
-
5
4
1

1
7
1

健
康

日
本

2
1
(第

2
次

)と
健

康
づ

く
り

の
た

め
の

運
動

基
準

・
指

針
の

改
定

宮
地

 元
彦

成
人

病
と

生
活

習
慣

病
2
0
1
2

4
2

5
5
4
3
-
5
4
8

1
7
2

青
少

年
期

と
成

人
期

の
運

動
習

慣
の

変
化

が
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
に

及
ぼ

す
影

響
高

橋
 英

孝
成

人
病

と
生

活
習

慣
病

2
0
1
2

4
2

5
5
4
9
-
5
5
4

1
7
3

精
神

疲
労

を
評

価
す

る
指

標
の

探
索

山
田

 晋
平

，
他

人
間

工
学

2
0
1
2

4
8

6
2
9
5
-
3
0
3

1
7
4

職
場

の
運

動
療

法
と

う
つ

病
の

予
防

内
田

 直
，

他
心

身
医

学
2
0
1
2

5
2

8
7
1
8
-
7
2
5

1
7
5

わ
が

国
に

お
け

る
復

職
支

援
の

現
状

と
課

題
五

十
嵐

 良
雄

心
身

医
学

2
0
1
2

5
2

8
7
2
6
-
7
3
3

1
7
6

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

に
お

け
る

減
量

の
維

持
と

職
場

環
境

の
関

連
性

：
J
-
S
T
O

P
-
M

E
T
S
2
追

跡
調

査
鈴

木
 恵

子
，

他
日

本
職

業
・
災

害
医

学
会

会
誌

2
0
1
2

6
0

1
6
-
1
0

1
7
7

多
施

設
共

同
研

究
に

よ
る

病
棟

勤
務

看
護

師
の

腰
痛

実
態

調
査

藤
村

 宜
史

，
他

日
本

職
業

・
災

害
医

学
会

会
誌

2
0
1
2

6
0

2
 9

1
-
9
6

1
7
8

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
事

例
に

み
る

 気
づ

き
と

対
応

(1
1
)現

代
型

う
つ

病
(そ

の
5
)短

期
間

再
発

へ
の

対
応

夏
目

 誠
1

安
全

と
健

康
2
0
1
2

6
3

1
1

1
1
1
3
-
1
1
1
5

1
7
9

運
動

療
法

の
有

用
性

と
実

際
船

山
 崇

，
他

日
本

臨
床

2
0
1
2

7
0

7
7
2
-
7
7
6

1
8
0

運
動

療
法

に
お

け
る

有
酸

素
運

動
と

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
使

い
分

け
江

川
 達

郎
，

他
日

本
臨

床
2
0
1
2

7
0

7
7
7
-
7
8
0

1
8
1

転
倒

予
防

介
入

の
有

効
性

と
課

題
猪

飼
 哲

夫
M

o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
2

1
5
0

5
9
-
6
5

1
8
2

働
く
人

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

 職
場

復
帰

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

松
崎

 一
葉

，
他

へ
る

す
あ

っ
ぷ

2
1

2
0
1
2

3
3
4

2
5
-
2
7

1
8
3

復
職

支
援

に
お

け
る

訪
問

看
護

師
の

取
り

組
み

 :
 家

族
関

係
の

調
整

と
多

職
種

連
携

の
試

み
前

田
 昌

紀
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

2
0
1
3

8
6

4
5
4
-
4
5
7

1
8
4

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

予
防

・
改

善
に

対
す

る
運

動
療

法
指

導
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

研
究

 -
 運

動
指

導
と

栄
養

指
導

を
併

用
し

た
介

入
効

果
の

検
討

 -
 

矢
澤

 浩
成

，
他

生
命

健
康

科
学

研
究

所
紀

要
2
0
1
3

9
7
0
-
7
4

1
8
5

職
場

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

充
実

の
た

め
の

運
動

の
活

用
可

能
性

征
矢

 敦
至

ス
ポ

ー
ツ

精
神

医
学

2
0
1
3

1
0

7
-
1
0

1
8
6

復
職

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
認

知
行

動
療

法
 :
 第

三
世

代
の

認
知

行
動

療
法

に
着

目
し

て
井

上
 裕

美
同

志
社

政
策

科
学

研
究

2
0
1
3

1
5

1
1
4
1
-
1
5
0

1
8
7

大
学

生
の

健
康

診
断

を
利

用
し

た
、

生
活

習
慣

病
予

防
対

策
〜

継
続

事
例

に
み

る
効

果
と

課
題

の
一

考
察

〜
丸

岡
 里

香
，

他
人

間
福

祉
研

究
2
0
1
3

1
6

1
1
9
-
1
2
5

1
8
8

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

と
関

連
他

領
域

と
の

接
点

を
改

め
て

探
る

西
谷

 美
帆

，
他

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

2
0
1
3

1
8

1
 1

6
-
1
9

1
8
9

2
型

糖
尿

病
に

対
す

る
携

帯
情

報
端

末
を

用
い

た
セ

ル
フ

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
可

能
性

稲
田

 修
士

，
他

行
動

医
学

研
究

2
0
1
3

1
9

2
6
4
-
6
7

1
9
0

女
性

職
員

を
対

象
と

し
て

行
っ

た
骨

粗
鬆

症
予

防
を

目
的

と
し

た
運

動
療

法
に

つ
い

て
の

無
作

為
化

対
照

試
験

秋
山

 寛
治

 ，
他

日
本

骨
粗

鬆
症

学
会

雑
誌

2
0
1
3

2
1

2
3
4
9
-
3
5
1

1
9
1

う
つ

病
の

予
防

と
治

療
に

お
け

る
運

動
の

効
果

冨
田

 真
幸

精
神

科
2
0
1
3

2
2

6
6
3
1
-
6
3
6

1
9
2

企
業

で
の

運
動

療
法

 :
 な

ぜ
広

ま
ら

な
い

の
か

?
林

 同
文

精
神

科
2
0
1
3

2
2

6
6
3
7
-
6
3
9

1
9
3

介
護

老
人

保
健

施
設

職
員

の
移

乗
関

連
用

具
に

対
す

る
認

識
及

び
腰

痛
と

の
関

連
朝

倉
 弘

美
，

他
理

学
療

法
科

学
2
0
1
3

2
8

3
3
2
9
-
3
3
4

1
9
4

作
業

管
理

 :
 ム

リ
・
ム

ダ
・
ム

ラ
の

排
除

か
ら

始
め

る
産

業
保

健
泉

 博
之

日
本

義
肢

装
具

学
会

誌
2
0
1
3

2
9

3
1
7
9
-
1
9
0
,

1
9
5

中
小

規
模

事
業

所
に

お
け

る
健

康
増

進
の

取
り

組
み

太
田

 雅
規

 ，
他

日
本

義
肢

装
具

学
会

誌
2
0
1
3

2
9

4
2
7
0
-
2
7
7

1
9
6

地
域

在
住

高
齢

者
に

対
す

る
太

極
拳

ゆ
っ

た
り

体
操

の
短

期
継

続
が

動
脈

硬
化

関
連

指
標

に
及

ぼ
す

影
響

森
 耕

平
，

他
理

学
療

法
2
0
1
3

4
0

2
1
1
8
-
1
1
9

1
9
7

う
つ

病
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

と
復

職
支

援
廣

 尚
典

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

2
0
1
3

4
1

7
6
3
1
-
6
3
6

1
9
8

う
つ

病
に

よ
る

長
期

休
業

者
の

リ
ワ

ー
ク

プ
ロ

グ
ラ

ム
利

用
中

の
認

知
機

能
の

変
化

羽
岡

 健
史

，
他

臨
床

精
神

医
学

2
0
1
3

4
2

4
4
9
7
-
5
0
3

1
9
9

生
活

習
慣

病
の

予
防

と
運

動
鈴

木
 隆

雄
理

学
療

法
ジ

ャ
ー

ナ
ル

2
0
1
3

4
7

4
2
8
1
-
2
8
7

－70－



表
８
 
 

日
本
語
論
文
リ
ス
ト
（
続
き
）

 

 
 

 

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

2
0
0

産
業

衛
生

(1
)産

業
衛

生
領

域
で

の
腰

痛
問

題
：
福

祉
・
医

療
職

場
で

の
新

た
な

腰
痛

予
防

対
策

垰
田

 和
史

理
学

療
法

ジ
ャ

ー
ナ

ル
2
0
1
3

4
7

1
0

9
2
9
-
9
3
6

2
0
1

教
示

内
容

の
違

い
が

V
D

T
作

業
中

の
頭

部
・
胸

郭
・
骨

盤
の

角
度

に
与

え
る

影
響

尾
内

 勝
治

，
他

人
間

工
学

2
0
1
3

4
9

5
2
2
9
-
2
3
7

2
0
2

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

改
善

の
た

め
の

運
動

 :
 ニ

コ
ニ

コ
ペ

ー
ス

運
動

の
す

す
め

桧
垣

 靖
樹

心
身

医
学

2
0
1
3

5
3

3
2
3
7
-
2
4
6

2
0
3

勤
労

者
の

夕
食

終
了

か
ら

就
寝

時
間

ま
で

の
間

隔
と

健
康

状
態

と
の

関
係

中
本

 真
理

子
，

他
日

本
栄

養
・
食

糧
学

会
誌

2
0
1
3

6
6

4
1
8
5
-
1
9
3

2
0
4

人
間

工
学

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

と
介

護
職

場
に

お
け

る
参

加
型

職
場

環
境

改
善

吉
川

 悦
子

労
働

の
科

学
2
0
1
3

6
8

7
3
9
8
-
4
0
1

2
0
5

運
動

器
機

能
向

上
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

一
次

予
防

事
業

・
二

次
予

防
事

業
の

参
加

者
及

び
効

果
の

比
較

加
藤

 智
香

子
，

他
生

命
健

康
科

学
研

究
所

紀
要

2
0
1
4

1
0

3
2
-
3
8

2
0
6

健
康

へ
の

配
慮

と
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
対

策
状

況
に

つ
い

て
：
佐

世
保

市
民

の
健

康
に

関
す

る
実

態
調

査
報

告
石

橋
 な

つ
み

，
他

長
崎

国
際

大
学

論
叢

2
0
1
4

1
4

1
8
5
-
1
9
3

2
0
7

作
業

負
担

評
価

の
た

め
の

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

腰
部

負
荷

推
定

シ
ス

テ
ム

土
谷

 圭
央

，
他

産
業

保
健

人
間

工
学

研
究

2
0
1
4

1
6

 6
8
-
7
1

2
0
8

「
運

動
療

法
か

ら
考

え
る

」
健

康
づ

く
り

の
た

め
の

身
体

活
動

(運
動

)に
つ

い
て

稲
次

 潤
子

日
本

女
性

医
学

学
会

雑
誌

2
0
1
4

2
1

2
1
8
0
-
1
8
3

2
0
9

運
動

と
認

知
症

予
加

藤
 守

匡
，

他
老

年
精

神
医

学
雑

誌
2
0
1
4

2
5

1
2

1
3
2
0
-
1
3
2
7

2
1
0

血
中

ク
エ

ン
酸

濃
度

と
歩

数
お

よ
び

生
活

習
慣

病
関

連
指

標
と

の
関

係
梅

井
 凡

子
，

他
理

学
療

法
科

学
2
0
1
4

2
9

1
9
7
-
1
0
0

2
1
1

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

予
防

・
改

善
の

た
め

の
食

事
と

運
動

中
田

 由
夫

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ

2
0
1
4

3
3

1
1
0
-
1
2

2
1
2

う
つ

病
休

職
者

へ
の

精
神

科
デ

イ
ケ

ア
に

お
け

る
「
復

職
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
菅

原
　

誠
日

本
精

神
科

病
院

協
会

雑
誌

2
0
1
4

3
3

1
0

1
0
0
6
-
1
0
1
3

2
1
3

産
業

保
健

分
野

に
お

け
る

人
間

工
学

の
実

践
的

活
用

(5
)介

護
労

働
と

腰
痛

予
防

の
人

間
工

学
岩

切
一

幸
産

業
医

学
ジ

ャ
ー

ナ
ル

2
0
1
4

3
7

1
1
2
-
1
7

2
1
4

産
業

保
健

分
野

に
お

け
る

人
間

工
学

の
実

践
的

活
用

 グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
と

そ
の

活
用

(3
)腰

痛
予

防
と

人
間

工
学

最
前

線
榎

原
　

毅
産

業
医

学
ジ

ャ
ー

ナ
ル

2
0
1
4

3
7

5
2
7
-
3
1

2
1
5

就
労

支
援

立
石

清
一

郎
，

他
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

2
0
1
4

4
2

1
2

1
1
4
7
-
1
1
5
1

2
1
6

今
日

の
糖

尿
病

診
療

—
心

血
管

合
併

症
の

予
防

と
診

断
—

三
木

隆
幸

T
h
e
 J

ap
an

e
se

 J
o
u
rn

al
 o

f 
R
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n
 M

e
di

c
in

e
2
0
1
4

5
1

8
,9

5
4
7
-
5
5
0

2
1
7

肥
満

・
生

活
習

慣
病

と
肝

胆
道

疾
患

，
運

動
療

法
に

よ
る

予
防

と
治

療
正

田
純

一
，

他
体

力
科

学
2
0
1
4

6
3

1
1
5
8
-
1
5
8

2
1
8

特
定

健
診

2
千

万
人

の
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
保

健
事

業
の

P
D

C
A

津
下

一
代

保
健

医
療

科
学

2
0
1
4

6
3

5
4
3
8
-
4
4
8

2
1
9

職
域

に
お

け
る

栄
養

教
育

と
食

環
境

介
入

に
関

す
る

実
践

的
研

究
入

山
八

江
栄

養
学

雑
誌

2
0
1
4

7
2

6
2
8
1
-
2
9
1

2
2
0

高
齢

者
の

生
活

習
慣

病
と

de
c
o
n
di

ti
o
n
in

gに
対

す
る

早
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

の
介

入
効

果
稲

川
利

光
M

o
n
th

ly
 b

o
o
k 

m
e
di

c
al

 r
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

2
0
1
4

1
7
4

3
9
-
4
7

2
2
1

職
場

に
お

け
る

精
神

障
害

者
へ

の
雇

用
上

の
配

慮
：
実

践
的

活
用

に
向

け
て

の
障

害
者

雇
用

リ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

の
分

析
か

ら
前

原
和

明
総

合
人

間
科

学
2
0
1
5

3
2
2
3
-
2
3
5

2
2
2

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

の
腰

痛
予

防
対

策
：
腰

痛
予

防
体

操
と

ト
ラ

ン
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

カ
ー

ド
に

よ
る

効
果

樋
浦

裕
里

，
他

リ
ハ

ビ
リ

ナ
ー

ス
2
0
1
5

8
6

5
9
4
-
5
9
7

2
2
3

在
宅

生
活

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

病
院

へ
の

導
入

 リ
フ

ト
に

よ
る

腰
痛

予
防

対
策

と
在

宅
生

活
の

実
現

栄
健

一
郎

訪
問

看
護

と
介

護
2
0
1
5

2
0

3
2
1
7
-
2
2
1

2
2
4

勤
労

者
に

お
け

る
運

動
療

法
の

可
能

性
：
う

つ
病

の
予

防
か

ら
治

療
,社

会
復

帰
ま

で
堀

　
　

輝
 ，

他
日

本
生

物
学

的
精

神
医

学
会

誌
2
0
1
5

2
6

1
6
4
-
6
8

2
2
5

大
腸

が
ん

生
存

者
の

職
場

復
帰

へ
の

阻
害

・
促

進
要

因
 :
 マ

レ
ー

シ
ア

の
保

健
医

療
従

事
者

に
つ

い
て

の
質

的
調

査
チ

ョ
ウ

ジ
ェ

 ロ
ー

ン
，

他
産

業
医

科
大

学
雑

誌
2
0
1
5

3
7

2
1
2
7
-
1
3
8

2
2
6

産
業

保
健

ス
タ

ッ
フ

と
工

場
側

ス
タ

ッ
フ

が
一

体
と

な
っ

た
活

動
で

、
生

活
習

慣
病

予
防

を
徹

底
：
ト

ヨ
タ

自
動

車
株

式
会

社
 貞

宝
(て

い
ほ

う
)工

場
エ

ル
ダ

ー
2
0
1
5

3
7

1
2

2
2
-
2
5

2
2
7

IT
企

業
に

お
け

る
ス

ト
レ

ス
対

処
能

力
に

着
目

し
た

労
働

適
応

能
力

向
上

の
た

め
の

職
場

環
境

改
善

太
田

 雅
規

，
他

産
業

医
科

大
学

雑
誌

2
0
1
5

3
7

1
2
3
-
3
2

2
2
8

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

職
に

お
け

る
腰

痛
実

態
調

査
 :
 ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

両
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n
g 

in
 U

S
 y

o
u
n
g 

ad
u
lt
s.

V
ill
an

ti
 A

C
, 
e
t 

al
F
am

 P
ra

c
t.

2
0
1
6

J
an

4
5
9
0

B
ri
dg

in
g 

H
e
al

th
 C

ar
e
 a

n
d 

th
e
 W

o
rk

pl
ac

e
: 
F
o
rm

u
la

ti
o
n
 o

f 
a 

R
e
tu

rn
-
to

-
W

o
rk

 I
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 f

o
r 

B
re

as
t 

C
an

c
e
r 

P
at

ie
n
ts

 U
si

n
g 

an
 I
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 M

ap
pi

n
g 

A
pp

ro
ac

h
.

D
é
si

ro
n
 H

A
, 
e
t 

al
J
 O

c
c
u
p 

R
e
h
ab

il.
2
0
1
6

J
an

4
5
9
1

T
h
e
 p

re
va

le
n
c
e
 d

if
fe

re
n
c
e
s 

o
f 

m
u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
pr

o
bl

e
m

s 
an

d 
re

la
te

d 
ph

ys
ic

al
 w

o
rk

lo
ad

 a
m

o
n
g 

h
o
sp

it
al

 s
ta

ff
.

G
e
n
ç
 A

, 
e
t 

al
J
 B

ac
k 

M
u
sc

u
lo

sk
e
le

t 
R
e
h
ab

il.
 

2
0
1
6

J
an

1
4
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表
１
０
－
１
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 
疾

病
予
防
関
連
論
文
リ
ス
ト

 
 

 
    表
１
０
－
２
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 
作

業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
リ
ス
ト

 
 

 
   N

o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

6
日

赤
健

康
体

操
を

活
用

し
た

身
心

へ
の

影
響

に
つ

い
て

特
に

、
健

康
な

高
齢

者
を

対
象

と
し

て
重

川
敬

三
日

本
赤

十
字

秋
田

短
期

大
学

紀
要

2
0
0
6

1
0

1
-
7

1
4

血
圧

低
下

の
た

め
の

個
別

健
康

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

効
果

に
関

す
る

非
無

作
為

化
比

較
試

験
石

川
県

小
松

市
に

お
け

る
国

保
ヘ

ル
ス

ア
ッ

プ
モ

デ
ル

事
業

三
浦

克
之

，
他

日
本

公
衆

衛
生

雑
誌

2
0
0
6

5
3

8
5
3
3
-
5
4
2

5
4

ベ
ン

チ
ス

テ
ッ

プ
運

動
を

用
い

た
生

活
習

慣
病

予
防

・
改

善
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
始

1
年

後
の

運
動

継
続

の
状

況
と

そ
の

効
果

渋
谷

克
彦

，
他

人
間

ド
ッ

ク
 

2
0
0
8

2
3

1
 2

1
-
2
6

7
4

生
活

習
慣

病
を

ふ
ま

え
た

運
動

指
導

方
法

の
検

証
 :
 無

作
為

化
比

較
研

究
浅

田
史

成
，

他
理

学
療

法
学

2
0
0
9

3
6

2
9
0
-
9
1

1
2
5

運
動

教
室

終
了

者
を

対
象

に
し

た
運

動
継

続
の

た
め

の
支

援
に

関
す

る
検

討
藤

田
倶

子
，

他
日

本
健

康
教

育
学

会
誌

2
0
1
0

1
8

2
1
2
6
-
1
3
5

1
2
6

特
定

健
康

診
査

・
特

定
保

健
指

導
の

効
果

に
関

す
る

検
討

田
代

隆
良

，
他

保
健

学
研

究
2
0
1
0

2
2

2
1
-
8

1
3
0

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

を
呈

す
る

勤
労

男
性

の
減

量
と

聴
取

に
よ

る
身

体
活

動
量

の
関

係
性

に
つ

い
て

佐
藤

友
則

，
他

日
本

職
業

・
災

害
医

学
会

会
誌

2
0
1
0

5
8

1
9
-
1
4

1
3
8

特
定

健
診

対
象

者
へ

の
教

育
的

運
動

指
導

に
よ

る
予

防
効

果
の

検
証

松
本

大
輔

，
他

理
学

療
法

学
2
0
1
1

3
8

2
1
3
2
-
1
3
3

1
9
0

女
性

職
員

を
対

象
と

し
て

行
っ

た
骨

粗
鬆

症
予

防
を

目
的

と
し

た
運

動
療

法
に

つ
い

て
の

無
作

為
化

対
照

試
験

秋
山

 寛
治

 ，
他

日
本

骨
粗

鬆
症

学
会

雑
誌

2
0
1
3

2
1

2
3
4
9
-
3
5
1

2
1
0

血
中

ク
エ

ン
酸

濃
度

と
歩

数
お

よ
び

生
活

習
慣

病
関

連
指

標
と

の
関

係
梅

井
 凡

子
，

他
理

学
療

法
科

学
2
0
1
4

2
9

1
9
7
-
1
0
0

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

1
9
8

う
つ

病
に

よ
る

長
期

休
業

者
の

リ
ワ

ー
ク

プ
ロ

グ
ラ

ム
利

用
中

の
認

知
機

能
の

変
化

羽
岡

 健
史

，
他

臨
床

精
神

医
学

2
0
1
3

4
2

4
4
9
7
-
5
0
3

2
0
1

教
示

内
容

の
違

い
が

V
D

T
作

業
中

の
頭

部
・
胸

郭
・
骨

盤
の

角
度

に
与

え
る

影
響

尾
内

 勝
治

，
他

人
間

工
学

2
0
1
3

4
9

5
2
2
9
-
2
3
7

2
2
4

勤
労

者
に

お
け

る
運

動
療

法
の

可
能

性
：
う

つ
病

の
予

防
か

ら
治

療
,社

会
復

帰
ま

で
堀

　
　

輝
 ，

他
日

本
生

物
学

的
精

神
医

学
会

誌
2
0
1
5

2
6

1
6
4
-
6
8
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 表
１
０
－
３
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文

 
作

業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文

 
 

 
   表
１
０
－
１
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

疾
病
予
防
関
連
論
文
リ
ス
ト

 
 

 
   表
１
０
－
２
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
リ
ス
ト

 
 

 
 

 

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

3
0

A
新

聞
社

の
印

刷
部

署
に

お
け

る
腰

痛
予

防
の

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
の

導
入

と
そ

の
評

価
有

吉
浩

美
産

業
保

健
人

間
工

学
研

究
2
0
0
7

8
2

1
3
-
1
7

6
8

V
D

T
作

業
に

お
け

る
作

業
姿

勢
の

改
善

を
目

的
と

し
た

補
助

具
導

入
と

そ
の

評
価

(第
1
報

)
山

村
昌

代
，

他
産

業
保

健
人

間
工

学
研

究
2
0
0
9

1
1

4
8
-
5
1

2
2
9

勤
労

者
の

運
動

器
疼

痛
に

対
す

る
産

業
理

学
療

法
的

ア
プ

ロ
ー

チ
：
腰

痛
を

対
象

と
し

た
パ

イ
ロ

ッ
ト

ス
タ

デ
ィ

ー
下

 和
弘

，
他

理
学

療
法

学
2
0
1
5

4
2

2
1
6
0
-
1
6
1

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

9
検

診
と

生
活

習
慣

病
大

塚
盛

男
，

他
日

本
健

康
医

学
会

雑
誌

2
0
0
6

1
5

2
2
-
6

1
4
4

 一
般

住
民

に
お

け
る

睡
眠

障
害

と
生

活
習

慣
の

関
連

に
つ

い
て

西
村

 美
八

，
他

弘
前

醫
學

2
0
1
1

6
2

1
3
4
-
4
3

2
0
3

勤
労

者
の

夕
食

終
了

か
ら

就
寝

時
間

ま
で

の
間

隔
と

健
康

状
態

と
の

関
係

中
本

 真
理

子
，

他
日

本
栄

養
・
食

糧
学

会
誌

2
0
1
3

6
6

4
1
8
5
-
1
9
3

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

2
2
5

大
腸

が
ん

生
存

者
の

職
場

復
帰

へ
の

阻
害

・
促

進
要

因
 :
 マ

レ
ー

シ
ア

の
保

健
医

療
従

事
者

に
つ

い
て

の
質

的
調

査
チ

ョ
ウ

ジ
ェ

 ロ
ー

ン
，

他
産

業
医

科
大

学
雑

誌
2
0
1
5

3
7

2
1
2
7
-
1
3
8

2
2
7

IT
企

業
に

お
け

る
ス

ト
レ

ス
対

処
能

力
に

着
目

し
た

労
働

適
応

能
力

向
上

の
た

め
の

職
場

環
境

改
善

太
田

 雅
規

，
他

産
業

医
科

大
学

雑
誌

2
0
1
5

3
7

1
2
3
-
3
2
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表
１
０
－
３
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文

 
 

 
     表
１
０
－
４
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

復
職
支
援
関
連
論
文

 
 

 

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

3
1

A
新

聞
社

の
印

刷
部

署
に

お
け

る
災

害
性

腰
痛

予
防

対
策

と
そ

の
評

価
有

吉
浩

美
産

業
保

健
人

間
工

学
研

究
2
0
0
7

8
2

2
7
-
3
4

4
0

清
掃

職
場

に
お

け
る

作
業

関
連

性
腰

痛
と

収
集

作
業

環
境

に
関

す
る

調
査

研
究

―
腰

痛
予

防
の

た
め

の
人

間
工

学
的

改
善

視
点

の
検

討
―

:腰
痛

予
防

の
た

め
の

人
間

工
学

的
改

善
視

点
の

検
討

吉
川

　
徹

，
他

人
間

工
学

2
0
0
7

4
3

3
5
8
-
3
5
9

6
2

移
乗

介
助

に
お

け
る

リ
フ

ト
の

腰
部

負
担

軽
減

の
効

果
 :
 介

護
者

の
介

助
技

術
の

習
得

度
を

考
慮

し
た

有
効

性
の

検
証

冨
岡

公
子

，
他

産
業

衛
生

学
雑

誌
2
0
0
8

5
0

4
1
0
3
-
1
1
0

1
6
3

脊
柱

起
立

筋
の

酸
素

供
給

と
筋

活
動

に
お

よ
ぼ

す
前

屈
姿

勢
の

影
響

モ
ヴ

ァ
ヘ

ッ
ド

 メ
フ

ル
ヌ

シ
ュ

，
他

産
業

医
科

大
学

雑
誌

2
0
1
2

3
4

1
1
5
-
2
5

1
6
4

流
れ

作
業

に
お

け
る

主
観

的
作

業
速

度
評

価
と

職
業

性
腰

痛
リ

ス
ク

と
の

関
連

樋
口

 善
之

，
他

産
業

医
科

大
学

雑
誌

2
0
1
2

3
4

1
4
7
-
5
5

1
7
7

多
施

設
共

同
研

究
に

よ
る

病
棟

勤
務

看
護

師
の

腰
痛

実
態

調
査

藤
村

 宜
史

，
他

日
本

職
業

・
災

害
医

学
会

会
誌

2
0
1
2

6
0

2
 9

1
-
9
6

1
9
3

介
護

老
人

保
健

施
設

職
員

の
移

乗
関

連
用

具
に

対
す

る
認

識
及

び
腰

痛
と

の
関

連
朝

倉
 弘

美
，

他
理

学
療

法
科

学
2
0
1
3

2
8

3
3
2
9
-
3
3
4

2
2
8

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

職
に

お
け

る
腰

痛
実

態
調

査
 :
 ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

両
側

面
で

の
施

設
間

腰
痛

有
訴

率
比

較
山

本
 将

之
，

他
理

学
療

法
学

2
0
1
5

4
2

2
1
5
4
-
1
5
5

2
3
4

事
業

場
の

産
業

看
護

職
の

有
無

と
健

康
づ

く
り

活
動

の
実

施
と

の
関

連
金

森
 悟

，
他

産
業

衛
生

学
雑

誌
2
0
1
5

5
7

6
2
9
7
-
3
0
5

N
o
.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

年
巻

号
ペ

ー
ジ

7
2

う
つ

病
患

者
に

対
す

る
職

場
復

帰
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
取

り
組

み
加

藤
ち

え
，

他
北

海
道

作
業

療
法

2
0
0
9

2
6

1
3
4
-
4
3
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表
１
０
－
５
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
疾
病

予
防
関
連
論
文
リ
ス
ト

 

 
  

 

N
o
.

T
it
le

A
u
th

o
r

J
o
u
rn

al
Y
e
ar

V
o
l

N
o
.

P
ag

e

1
R
an

do
m

is
e
d 

c
o
n
tr

o
lle

d 
tr

ia
l 
o
f 

in
fo

rm
al

 t
e
am

 s
po

rt
s 

fo
r 

c
ar

di
o
re

sp
ir
at

o
ry

 f
it
n
e
ss

 a
n
d 

h
e
al

th
 b

e
n
e
fi
t 

in
P
ac

if
ic

 a
du

lt
s.

B
id

dl
e
 M

G
, 
e
t 

al
J
 P

ri
m

 H
e
al

th
 C

ar
e
. 

2
0
1
1

3
4

2
6
9
-
2
7
7

5
D

ia
be

te
s 

pr
e
ve

n
ti
o
n
 a

n
d 

c
o
n
tr

o
l 
in

 t
h
e
 w

o
rk

pl
ac

e
: 
a 

pi
lo

t 
pr

o
je

c
t 

fo
r 

c
o
u
n
ty

 e
m

pl
o
ye

e
s.

B
ar

h
am

 K
, 
e
t 

al
J
 P

u
bl

ic
 H

e
al

th
 M

an
ag

 P
ra

c
t.
 

2
0
1
1

1
7

3
2
3
3
-
2
4
1

9
H

e
ar

t 
ra

te
 r

e
sp

o
n
se

 t
o
 e

xe
rc

is
e
 a

n
d 

c
ar

di
o
re

sp
ir
at

o
ry

 f
it
n
e
ss

 o
f 

yo
u
n
g 

w
o
m

e
n
 a

t 
h
ig

h
 f

am
ili
al

 r
is

k 
fo

r
h
yp

e
rt

e
n
si

o
n
: 
e
ff

e
c
ts

 o
f 

in
te

rv
al

 v
s 

c
o
n
ti
n
u
o
u
s 

tr
ai

n
in

g.
C

io
la

c
 E

G
, 
e
t 

al
E
u
r 

J
 C

ar
di

o
va

sc
 P

re
v 

R
e
h
ab

il.
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dy
 o

f 
lo

w
 b

ac
k 

pa
in

 a
m

o
n
g 

o
il 

dr
ill
in

g 
w

o
rk

e
rs

 i
n
 I
n
di

a.
T
iw

ar
i 
R
R
, 
e
t 

al
T
o
xi

c
o
l 
In

d 
H

e
al

th
. 

2
0
1
4

3
0

1
6
0
-
6
3

5
2
5

A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f 
w

o
rk

e
r 

c
h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

an
d 

e
ar

ly
 r

e
im

bu
rs

e
m

e
n
t 

fo
r 

ph
ys

ic
al

 t
h
e
ra

py
, 
c
h
ir
o
pr

ac
ti
c
 a

n
d 

o
pi

o
id

pr
e
sc

ri
pt

io
n
s 

w
it
h
 w

o
rk

e
rs

' 
c
o
m

pe
n
sa

ti
o
n
 c

la
im

 d
u
ra

ti
o
n
, 
fo

r 
c
as

e
s 

o
f 

ac
u
te

 l
o
w

 b
ac

k 
pa

in
: 
an

o
bs

e
rv

at
io

n
al

 c
o
h
o
rt

 s
tu

dy
.

B
u
ss

e
 J

W
, 
e
t 

al
B

M
J
 O

pe
n
. 

2
0
1
5

2
6

5
(8

)

5
6
3

U
se

 o
f 

P
h
ys

ic
al

 T
h
e
ra

py
 f

o
r 

L
o
w

 B
ac

k 
P
ai

n
 b

y 
M

e
di

c
ai

d 
E
n
ro

lle
e
s.

F
ri
tz

 J
M

, 
e
t 

al
P
h
ys

 T
h
e
r.
 

2
0
1
5

9
5

1
2

1
6
6
8
-
1
6
7
9
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表
１
１
－
１
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 
疾

病
予
防
関
連
論
文
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧

 

 
 

 

N
o
.

デ
ザ

イ
ン

介
入

キ
ー

ワ
ー

ド
介

入
内

容

6
前

後
比

較
試

験
「
日

赤
健

康
体

操
」

歌
と

体
操

を
組

み
合

わ
せ

た
「
日

赤
健

康
体

操
」

1
4

比
較

対
照

試
験

個
別

健
康

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

グ
ル

ー
プ

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

、
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

個
別

面
接

支
援

群
（
個

別
健

康
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
、

グ
ル

ー
プ

支
援

群
（
グ

ル
ー

プ
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
）
、

通
信

支
援

群
（
郵

便
o
rメ

ー
ル

で
の

ア
ド

バ
イ

ス
）
の

3
群

と
対

照
群

（
5
か

月
間

）

5
4

前
後

比
較

試
験

ベ
ン

チ
ス

テ
ッ

プ
運

動
ベ

ン
チ

ス
テ

ッ
プ

運
動

（
8
週

間
）

7
4

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

身
体

活
動

量
の

指
標

、
治

療
と

し
て

の
運

動
療

法
の

指
導

①
身

体
活

動
量

を
指

標
と

す
る

運
動

指
導

群
：
現

在
の

活
動

量
を

問
診

後
、

実
施

可
能

な
生

活
活

動
（
強

度
3
メ

ッ
ッ

以
上

）
も

し
く
は

運
動

を
導

き
出

し
、

増
加

分
の

身
体

活
動

に
よ

る
予

測
消

費
カ

ロ
リ

ー
（
6
ヶ

月
分

）
に

換
算

さ
れ

る
脂

肪
量

を
提

示
②

治
療

と
し

て
の

運
動

療
法

指
導

：
組

成
の

結
果

か
ら

必
要

な
運

動
（
筋

量
が

標
準

よ
り

少
な

い
場

合
は

筋
力

増
強

運
動

、
脂

肪
が

標
準

よ
り

多
い

場
合

は
有

酸
素

運
動

、
筋

量
・
脂

肪
量

共
に

標
準

の
場

合
は

体
力

づ
く
り

と
し

て
運

動
を

推
奨

）
を

、
本

人
と

話
し

合
い

な
が

ら
、

可
能

な
運

動
を

決
定

し
て

指
導

③
対

照
群

（
指

導
の

み
）

1
2
5

比
較

対
照

試
験

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
支

援
運

動
教

室
終

了
後

に
電

話
・
家

庭
訪

問
に

よ
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
支

援
（
３

か
月

間
）

1
2
6

比
較

対
照

試
験

保
健

師
に

よ
る

積
極

的
支

援
の

効
果

面
接

に
よ

る
個

別
支

援
（
初

回
、

3
か

月
、

6
か

月
）

2
回

o
r3

回
実

施
群

、
1
回

の
み

実
施

群

1
3
0

比
較

対
照

試
験

生
活

、
栄

養
、

運
動

指
導

医
師

、
保

健
師

、
管

理
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

に
よ

る
同

様
の

包
括

的
な

生
活

習
慣

改
善

指
導

運
動

内
容

は
3
M

E
T
s以

上
の

運
動

お
よ

び
生

活
活

動

1
3
8

比
較

対
照

試
験

教
育

的
運

動
指

導
教

育
的

運
動

指
導

（
管

理
栄

養
士

に
よ

る
栄

養
指

導
、

理
学

療
法

士
に

よ
る

生
活

習
慣

病
・
運

動
器

疾
患

等
に

つ
い

て
の

講
義

4
5
分

、
理

学
療

法
士

に
よ

る
教

育
的

運
動

指
導

、
保

健
師

に
よ

る
生

活
指

導
4
5
分

の
合

計
9
0
分

；
1
回

／
2
週

聞
、

6
 ヵ

月
間

の
合

計
1
2
 回

）
対

照
群

は
評

価

1
9
0

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

栄
養

指
導

、
ホ

ー
ム

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

運
動

群
：
栄

養
指

導
と

ホ
ー

ム
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
（
ス

ト
レ

ッ
チ

、
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

バ
ラ

ン
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

；
運

動
強

度
は

、
2
～

2
．

5
メ

ッ
ツ

；
3
回

／
週

、
3
0
分

程
度

）
の

実
施

対
照

群
：
栄

養
指

導
の

み

2
1
0

比
較

対
照

試
験

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

（
5
か

月
間

）
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表
１
１
－
２
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文

 
作

業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧

 

 
      表
１
１
－
３
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文

 
作

業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文

の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧

 

 
 

 

N
o
.

デ
ザ
イ
ン

介
入
キ
ー
ワ
ー
ド

介
入
内
容

1
9
8

前
後
比
較
研
究

リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

自
己
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
復
帰
後
の
業
務
に
関
連
す
る
専
門
書
で
の
学
習
、
パ
ソ
コ
ン
作
業
技
術
）
、

集
団
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
新
聞
記
事
の
要
約
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
疑
似
的
な
会
議
、
実
際
の
職
務
を
想
定
し
た
内
容
へ
の
取
り
組
み
、
職
場
復
帰

に
向
け
た
準
備
）

2
0
1

前
後
比
較
研
究

教
示
条
件

視
覚
的
教
示
（
視
覚
で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
指
示
）
、
言
語
的
教
示
（
口
頭
で
の
指
示
）

2
2
4

前
後
比
較
研
究

運
動
療
法

①
運
動
療
法
（
1
7
．
5
K
c
al
／
K
g／

w
e
e
k以

上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
目
安
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
週
3
日
以
上
8
週
間
）

②
1
0
、
0
0
0
歩
／
日
を
目
指
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
4
週
間
）

N
o
.

デ
ザ
イ
ン

介
入
キ
ー
ワ
ー
ド

介
入
内
容

3
0

前
後
比
較
研
究

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
導
入

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
（
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
ス
、
殿
筋
の
伸
張
を
主
と
し
た
体
操
；
1
0
種
類
1
0
分
間
）

6
8

前
後
比
較
研
究

補
助
具
（
ソ
フ
ト
ジ
ム
ニ
ッ
ク
）
使
用

骨
盤
を
軽
度
前
傾
さ
せ
る
補
助
具
の
使
用

2
2
9

無
作
為
化
比
較
対
照
試
験

産
業
理
学
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ

理
学
療
法
士
に
よ
る
生
活
中
・
業
務
中
で
の
腰
痛
予
防
指
導
、
ホ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
指
導

理
学
療
法
士
ま
た
は
保
健
師
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
面
談
（
身
体
活
動
量
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
；
身
体
活
動
量
の
レ
ポ
ー
ト
の
配
布
、
説
明
、
目

標
設
定
な
ら
び
に
ホ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
確
認
再
指
導
、
腰
痛
予
防
・
改
善
に
か
か
わ
る
個
別
相
談
；
1
回
／
週
、
約
1
0
分
間
／
回
、
1
2
週
間
）
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表
１
１
－
４
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
疾
病

予
防
関
連
論
文

の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧

 

 
 

 

N
o
.

デ
ザ

イ
ン

介
入

キ
ー

ワ
ー

ド
介

入
内

容

1
無

作
為

化
比

較
対

照
試

験
ス

ポ
ー

ツ
活

動
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

（
サ

ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
、

タ
ッ

チ
ラ

グ
ビ

ー
、

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

な
ど

）
、

N
o
n
-
c
o
n
ve

n
ti
o
n
al

 g
am

e
 4

5
分

　
3
回

/
週

　
3
-
4
週

間

5
前

後
比

較
試

験
教

育
、

ス
ト

レ
ッ

チ
糖

尿
病

予
防

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
米

国
）
；
運

動
療

法
、

栄
養

指
導

、
教

育
な

ど

9
比

較
対

照
試

験
有

酸
素

運
動

、
筋

力
訓

練
耐

久
性

訓
練

4
0
分

（
6
0
-
7
0
V
O

2
m

ax
）
、

イ
ン

タ
ー

バ
ル

訓
練

（
歩

行
5
0
-
6
0
V
O

2
m

ax
 2

分
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
8
0
-
9
0
V
O

2
m

ax
　

1
分

）
　

3
回

/
週

　
1
6
週

間

2
8

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
中

等
度

強
度

の
身

体
運

動
（
3
0
分

；
5
日

/
週

）
、

万
歩

計
で

の
歩

数
計

測

3
1

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

有
酸

素
運

動
と

抵
抗

運
動

（
2
日

/
週

）

4
4

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

、
ス

ト
レ

ッ
チ

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
、

有
酸

素
運

動
、

ス
ト

レ
ッ

チ
、

ク
ー

ル
ダ

ウ
ン

1
3
0

比
較

対
照

研
究

特
殊

プ
ロ

グ
ラ

ム
心

臓
リ

ハ
、

L
E
A
R
N

プ
ロ

グ
ラ

ム
：
管

理
栄

養
士

が
行

う
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

始
ま

る
1
2
週

間
に

わ
た

る
体

重
管

理
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、

食
事

記
録

、
カ

ロ
リ

ー
摂

取
、

運
動

計
画

を
毎

日
記

録
す

る
。

1
3
4

比
較

対
照

研
究

有
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

耐
久

性
訓

練
（
5
0
-
6
0
％

）
3
0
分

、
筋

力
訓

練
（
6
0
-
7
0
％

）
3
0
分

1
5
1

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
有

酸
素

運
動

（
最

高
酸

素
摂

取
量

の
5
0
%
）

1
5
5

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

有
酸

素
運

動
（
5
0
-
8
0
％

）
1
2
kc

al
/
kg

/
w

、
1
0
kc

al
/
kg

/
w

、
抵

抗
運

動
（
3
日

/
週

；
上

肢
・
下

肢
・
体

幹
そ

れ
ぞ

れ
1
0
-
1
2
回

 2
-
3
セ

ッ
ト

）
漸

増
的

に
負

荷
増

加

2
4
7

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

栄
養

指
導

と
運

動
指

導
（
少

な
く
と

も
3
0
分

/
日

の
身

体
活

動
）

2
7
2

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

ヘ
ル

ス
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
栄

養
指

導
と

運
動

指
導

）

3
0
3

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

認
知

行
動

療
法

、
教

育
（
栄

養
指

導
、

体
重

制
御

）
、

運
動

指
導

（
中

等
度

負
荷

量
）

3
8
2

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
看

護
師

に
よ

る
健

康
チ

ェ
ッ

ク
の

み
、

運
動

（
中

等
度

負
荷

）
＋

健
康

チ
ェ

ッ
ク

4
1
2

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

2
つ

の
ホ

ー
ム

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

（
①

全
身

運
動

；
3
-
4
日

/
週

、
3
0
分

/
日

、
②

セ
ラ

バ
ン

ド
を

使
用

し
た

頸
部

・
肩

甲
帯

の
漸

増
抵

抗
運

動
；
3
日

/
週

　
1
5
-
2
0
分

）

5
0
9

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
自

転
車

エ
ル

ゴ
メ

ー
タ

ー
に

よ
る

有
酸

素
運

動
（
負

荷
量

は
体

力
に

合
わ

せ
て

漸
増

）

5
7
6

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

自
己

学
習

、
講

義
、

対
話

式
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
で

の
教

育
①

 自
己

学
習

読
書

グ
ル

ー
プ

：
高

血
圧

に
関

す
る

知
識

を
習

得
す

る
た

め
に

、
毎

月
の

掲
示

板
や

健
康

教
育

の
小

冊
子

の
ポ

ス
タ

ー
テ

キ
ス

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
読

み
、

オ
リ

エ
ン

テ
―

シ
ョ
ン

を
受

け
る

②
 定

期
的

な
講

義
：
毎

月
の

電
話

連
絡

に
よ

っ
て

高
血

圧
症

の
講

義
を

受
け

る
。

各
講

義
は

約
3
0
分

実
施

③
 イ

ン
タ

ー
ア

ク
テ

ィ
ブ

（
対

話
教

育
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
）
：
視

覚
的

な
健

康
教

育
ツ

ー
ル

（
漫

画
の

絵
、

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ
ン

、
食

品
モ

デ
ル

、
塩

の
ス

プ
ー

ン
、

オ
イ

ル
ポ

ッ
ト

、
歩

数
計

）
の

使
用

と
参

加
者

の
積

極
的

な
関

与
に

よ
っ

て
実

施

5
8
4

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
高

強
度

の
運

動
と

中
等

度
の

運
動

の
比

較

－97－



表
１
１
－
５
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧

 

 
 

 

N
o
.

デ
ザ

イ
ン

介
入

キ
ー

ワ
ー

ド
介

入
内

容

2
無

作
為

化
比

較
対

照
試

験
筋

力
訓

練
、

ス
ト

レ
ッ

チ
（
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ
ン

）
肩

甲
帯

体
操

（
2
-
3
時

間
ご

と
に

8
-
1
0
回

）
、

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

（
ホ

ッ
ト

パ
ッ

ク
と

ス
ト

レ
ッ

チ
）

3
5

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

、
ス

ト
レ

ッ
チ

、
物

理
療

法
ス

ト
レ

ッ
チ

、
抵

抗
運

動
（
作

業
療

法
も

含
む

）
、

有
酸

素
運

動
、

温
泉

療
法

（
6
時

間
/
日

、
5
日

/
週

、
5
週

間
）

4
3

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

、
ス

ト
レ

ッ
チ

9
0
分

の
運

動
（
簡

単
な

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

；
1
0
分

、
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

；
5
分

、
有

酸
素

運
動

；
7
0
-
8
5
％

　
3
0
-
3
5
分

、
ス

ト
レ

ッ
チ

；
1
0
分

、
筋

力
訓

練
；

2
5
分

、
ク

ー
ル

ダ
ウ

ン
；
5
分

）

5
6

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
中

等
度

か
ら

高
強

度
の

身
体

活
動

的
な

運
動

5
8

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

人
間

工
学

的
介

入

人
間

工
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

S
te

p1
：
職

場
環

境
の

写
真

撮
影

（
グ

ル
ー

プ
メ

ン
バ

ー
の

職
場

に
人

間
工

学
の

専
門

家
を

同
行

）
S
te

p2
：
職

業
病

で
あ

る
腰

痛
・
頸

部
痛

に
加

え
て

よ
り

高
頻

度
で

重
症

な
も

の
第

3
位

ま
で

決
定

S
te

p3
：
会

議
で

リ
ス

ク
や

経
費

、
複

雑
性

、
互

換
性

、
妥

当
性

な
ど

を
加

味
し

て
最

も
大

事
な

人
間

工
学

的
評

価
3
つ

を
3
か

月
ま

で
に

決
定

S
te

p4
：
優

先
順

位
を

つ
け

た
す

べ
て

の
危

険
因

子
の

抽
出

な
ら

び
に

戦
略

立
案

S
te

p5
：
予

想
し

た
作

業
軽

減
な

ど
に

つ
い

て
の

評
価

S
te

p6
：
評

価
内

容
が

妥
当

で
あ

っ
た

か
な

ど
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

実
施

（
必

要
で

あ
れ

ば
そ

の
後

に
追

加
で

実
施

）

6
5

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

筋
電

図
に

よ
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

筋
力

訓
練

（
2
回

/
日

、
6
日

/
週

）

6
9

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
物

理
療

法
バ

イ
オ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

セ
ラ

バ
ン

ド
で

の
抵

抗
運

動
、

電
気

と
温

熱
療

法

8
5

ク
ラ

ス
タ

ー
無

作
為

化
比

較
対

照
試

験
筋

力
訓

練
抵

抗
運

動

9
8

比
較

対
照

試
験

教
育

（
認

知
行

動
療

法
）

通
常

の
認

知
行

動
療

法
、

職
業

的
な

認
知

行
動

療
法

※
就

業
お

よ
び

職
業

復
帰

に
焦

点
を

あ
て

た
治

療
法

　
（
治

療
の

中
心

は
職

場
で

の
不

満
な

ど
の

早
期

発
見

、
治

療
の

ゴ
ー

ル
到

達
の

た
め

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

・
背

景
の

解
明

）

1
1
9

前
後

比
較

研
究

筋
力

訓
練

高
強

度
抵

抗
運

動
（
1
R
M

の
6
0
-
8
5
%
の

抵
抗

運
動

1
0
回

２
セ

ッ
ト

）
、

耐
久

性
運

動
（
3
5
-
4
0
%
の

抵
抗

運
動

を
2
0
回

2
セ

ッ
ト

）

1
4
7

前
後

比
較

研
究

人
間

工
学

的
介

入
人

間
工

学
的

介
入

（
正

し
い

作
業

姿
勢

な
ど

の
情

報
提

供
と

教
育

）

1
4
9

コ
ホ

ー
ト

研
究

理
学

療
法

通
常

の
理

学
療

法

1
5
0

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

特
殊

プ
ロ

グ
ラ

ム
W

o
rk

pl
ac

e
 S

o
lu

ti
o
n
（
W

P
S
）
：
1
5
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
で

調
査

3
回

の
面

談
を

通
じ

て
1
対

1
の

コ
ン

サ
ル

ト
を

提
供

す
る

1
5
2

比
較

対
照

試
験

臨
床

的
・
職

業
的

介
入

少
な

く
と

も
一

つ
の

医
療

専
門

家
、

す
な

わ
ち

、
医

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

行
動

セ
ラ

ピ
ス

ト
、

心
理

学
者

や
看

護
師

か
ら

臨
床

介
入

を
受

け
る

（
詳

細
な

記
載

は
な

い
）

1
5
7

比
較

対
照

試
験

ス
ト

レ
ッ

チ
、

筋
力

訓
練

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
（
po

st
u
al

 s
ta

bi
lit

y、
st

re
n
gt

h
e
n
in

g、
 f

le
xi

bi
lit

y、
m

o
bi

lit
y、

st
re

tc
h
in

g）

1
6
7

比
較

対
照

試
験

特
殊

プ
ロ

グ
ラ

ム

T
h
e
 w

o
rk

si
te

 h
e
ar

t 
h
e
al

th
 i
m

pr
o
ve

m
e
n
t 

pr
o
je

c
t 

（
W

H
H

IP
）
介

入
（
教

育
的

講
義

、
身

体
活

動
と

健
康

食
品

の
励

行
）

職
場

に
お

け
る

心
の

健
康

改
善

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
W

H
H

IP
）
と

は
社

会
生

態
学

的
モ

デ
ル

に
基

づ
い

た
3
つ

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

①
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
：
看

護
助

手
の

健
康

に
影

響
を

与
え

る
作

業
要

因
を

評
価

す
る

．
具

体
的

に
は

評
価

に
基

づ
い

た
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
お

よ
び

管
理

提
供

を
行

う
。

②
初

期
教

育
：
物

理
的

な
活

動
に

焦
点

を
当

て
、

心
血

管
疾

患
予

防
教

育
を

提
供

し
、

職
場

で
の

食
生

活
の

変
化

を
目

指
す

．
具

具
体

的
に

は
教

育
講

演
を

行
う

。
③

動
機

づ
け

の
進

め
：
業

務
に

従
事

す
る

看
護

助
手

の
や

る
気

を
引

き
出

す
．

食
事

で
の

脂
肪

摂
取

量
や

塩
分

摂
取

量
を

減
ら

す
．

具
体

的
に

は
動

機
、

追
加

教
育

、
看

護
助

手
の

た
め

の
積

極
的

な
身

体
活

動
（
例

え
ば

、
1
0
分

間
で

の
運

動
の

区
切

り
を

入
れ

る
事

．
従

業
員

に
無

償
で

の
施

設
の

ジ
ム

使
用

を
許

可
す

る
こ

と
）
の

提
供

．
健

康
的

な
（
例

え
ば

、
毎

週
の

健
康

食
品

の
味

覚
テ

ス
ト

等
）
食

生
活

の
提

供
。

1
6
8

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

有
酸

素
運

動
（
最

大
酸

素
摂

取
量

の
5
0
-
7
0
％

）
、

筋
力

訓
練

（
1
R
M

の
6
0
%
）

1
6
9

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

人
間

工
学

的
介

入
（
座

位
姿

勢
の

違
い

）
異

な
る

姿
勢

1
7
0

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

精
神

的
な

負
荷

精
神

的
な

負
荷

（
同

時
作

業
）
の

有
無

1
7
4

前
後

比
較

試
験

振
動

バ
ス

運
転

手
の

振
動

暴
露

1
7
7

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

有
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

、
Y
o
ga

ヨ
ガ

、
有

酸
素

運
動

（
予

測
最

大
H

R
6
5
-
9
0
％

）
、

筋
力

訓
練

－98－



表
１
１
－
５
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧
（
続
き
）

 

 
 

 

N
o
.

デ
ザ

イ
ン

介
入

キ
ー

ワ
ー

ド
介

入
内

容

2
1
7

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

歩
数

計
の

分
布

2
4
6

準
無

作
為

化
比

較
対

照
試

験
包

括
的

介
入

学
際

的
、

協
調

的
、

個
別

的
な

復
職

へ
の

介
入

　
介

入
方

法
は

C
o
o
rd

in
at

e
d 

an
d 

T
ai

lo
re

d 
W

o
rk

 R
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n
（
C

T
W

R
）
と

C
o
n
ve

n
ti
o
n
al

 C
as

e
 M

an
ag

e
m

e
n
t（

C
C

M
）
の

二
種

類
C

T
W

R
は

以
下

の
3
項

目
か

ら
構

成
さ

れ
る

。
　

（
1
）
学

際
的

な
チ

ー
ム

に
よ

る
身

体
障

害
、

機
能

障
害

、
復

職
に

際
し

て
の

バ
リ

ア
と

な
る

因
子

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

（
IC

F
に

基
づ

く
形

で
抽

出
）

　
（
2
）
復

職
の

バ
リ

ア
と

な
る

因
子

に
打

ち
勝

つ
行

動
や

、
”
強

み
”
の

強
化

な
ど

、
復

職
へ

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
作

成
（
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

訓
練

、
運

動
を

含
む

）
　

（
3
）
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
行

。
必

要
に

応
じ

て
介

入
チ

ー
ム

の
精

神
科

医
が

面
談

を
行

い
、

標
準

的
な

精
神

療
法

を
実

施
。

※
C

C
M

と
は

地
方

自
治

体
の

社
会

保
険

役
員

（
S
o
c
ia

l 
In

su
ra

n
c
e
 O

ff
ic

e
r;
 S

IO
）
が

病
気

休
暇

に
伴

う
保

険
金

の
受

け
取

り
状

況
を

監
視

し
、

欠
勤

か
ら

8
週

間
以

内
に

、
医

学
的

情
報

、
社

会
的

情
報

、
職

業
的

情
報

よ
り

復
職

に
関

す
る

予
後

を
評

価
し

、
病

気
休

暇
が

長
引

き
そ

う
な

被
験

者
に

は
頻

回
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
う

。
S
IO

は
被

保
険

者
と

労
働

市
場

と
の

つ
な

が
り

を
維

持
、

改
善

す
る

役
割

を
果

た
し

、
時

短
勤

務
に

よ
る

復
職

、
賃

金
を

保
証

さ
れ

た
職

業
訓

練
（
w

ag
e
 s

u
bs

id
is

e
d 

jo
b-

tr
ai

n
in

g）
や

教
育

を
行

う
。

さ
ら

に
、

一
般

開
業

医
へ

の
受

診
は

制
限

な
く
行

わ
せ

、
病

院
で

の
精

神
科

治
療

へ
の

紹
介

は
、

一
般

開
業

医
が

自
由

に
行

う
（
精

神
科

で
の

治
療

は
有

料
）
。

2
5
1

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

Y
o
ga

ヨ
ガ

（
9
0
分

　
9
週

間
）

2
6
7

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

人
間

工
学

的
介

入

M
T
群

：
職

場
で

の
仕

事
方

法
や

座
位

・
立

位
作

業
の

姿
勢

等
の

調
整

を
含

む
概

要
や

職
場

環
境

の
調

整
を

短
時

間
で

指
導

を
受

け
る

。
E
T
群

：
介

入
に

は
指

導
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
を

導
入

し
、

内
容

は
2
つ

の
フ

ェ
イ

ズ
か

ら
な

る
フ

ェ
イ

ズ
Ⅰ

（
1
-
6
日

目
、

1
3
-
1
5
日

目
の

セ
ッ

シ
ョ
ン

1
、

2
、

5
）
：
1
.5

時
間

ス
ラ

イ
ド

と
ビ

デ
オ

に
よ

る
教

育
、

基
本

的
人

間
工

学
的

知
識

に
つ

い
て

指
導

が
行

わ
れ

た
。

内
容

は
、

仕
事

に
関

連
す

る
筋

骨
格

系
障

害
と

危
険

因
子

の
認

知
や

仕
事

姿
勢

を
変

動
す

る
こ

と
の

重
要

性
の

理
解

や
最

大
限

に
快

適
な

ワ
ー

ク
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

に
再

編
成

す
る

知
識

な
ど

を
目

的
に

取
り

入
れ

た
内

容
で

あ
る

。
フ

ェ
イ

ズ
Ⅱ

（
7
-
1
2
日

目
の

セ
ッ

シ
ョ
ン

3
.4

）
：
5
0
分

間
の

セ
ッ

シ
ョ
ン

中
に

特
異

的
な

立
位

姿
勢

を
7
-
9
日

目
（
3
セ

ッ
シ

ョ
ン

）
は

5
0
分

間
の

セ
ッ

シ
ョ
ン

の
う

ち
5
分

間
実

施
、

1
0
-
1
2
日

目
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

4
）
は

2
0
分

間
実

施
し

た
。

備
忘

録
は

3
日

に
１

度
朝

仕
事

に
お

け
る

人
間

工
学

的
な

有
益

な
情

報
含

む
も

の
を

書
く
。

2
7
3

前
後

比
較

研
究

教
育

生
活

習
慣

指
導

、
運

動
指

導
（
電

話
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

）

2
7
5

前
後

比
較

研
究

人
間

工
学

的
介

入

労
働

者
の

健
康

を
促

進
す

る
た

め
に

3
か

月
間

介
入

し
た

強
調

し
た

内
容

は
、

①
人

間
工

学
と

安
全

性
、

②
安

全
な

患
者

の
取

り
扱

い
、

③
労

働
者

体
力

①
：
5
3
項

目
（
職

場
環

境
な

ど
）
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

よ
っ

て
安

全
機

能
の

評
価

を
行

っ
た

。
リ

ー
ダ

ー
と

の
面

接
を

行
っ

た
②

：
移

乗
介

助
に

関
す

る
マ

ン
ツ

ー
マ

ン
で

の
指

導
を

行
っ

た
③

：
ス

ト
レ

ッ
チ

や
筋

力
強

化
方

法
を

記
載

し
た

ポ
ス

タ
ー

を
控

室
等

に
置

い
た

2
7
6

比
較

対
照

試
験

機
能

回
復

プ
ロ

グ
ラ

ム
包

括
的

評
価

、
理

学
療

法
士

・
作

業
療

法
士

に
よ

る
漸

増
的

身
体

運
動

、
認

知
行

動
療

法
、

薬
物

管
理

3
4
3

比
較

対
照

試
験

教
育

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
介

入

3
5
7

ク
ロ

ス
オ

ー
バ

ー
試

験
予

防
シ

ス
テ

ム
の

導
入

歯
学

部
学

生
へ

頭
部

、
頸

部
、

上
部

体
幹

肢
位

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

3
7
6

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

頸
部

、
肩

甲
帯

、
体

幹
筋

の
筋

力
訓

練

3
8
6

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

、
理

学
療

法
運

動
、

理
学

療
法

、
教

育
、

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

、
マ

ッ
サ

ー
ジ

（
3
-
4
時

間
/
日

）
と

職
業

環
境

下
で

の
訓

練

3
9
5

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

包
括

的
介

入

職
業

復
帰

の
た

め
の

集
学

的
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
講

義
、

討
論

、
軽

度
な

運
動

）
病

院
で

頸
部

痛
・
背

部
痛

と
診

断
さ

れ
た

患
者

は
、

仕
事

に
フ

ォ
ー

カ
ス

を
あ

て
た

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

群
（
R
T
W

群
）
と

集
学

的
治

療
群

（
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

）
に

分
け

ら
れ

た
。

コ
ン

ロ
ト

ー
ル

群
に

は
毎

日
の

活
動

や
運

動
、

仕
事

が
、

首
や

背
中

を
傷

つ
け

ダ
メ

ー
ジ

を
与

え
て

い
る

の
で

は
な

い
と

い
う

こ
と

を
説

明
し

て
、

恐
怖

心
を

取
り

除
き

、
活

動
レ

ベ
ル

を
上

げ
、

セ
ル

フ
ケ

ア
を

強
化

す
る

。
R
T
W

群
は

職
場

復
帰

の
為

に
ケ

ー
ス

ワ
ー

カ
ー

と
、

職
歴

・
家

族
の

生
活

・
障

害
に

つ
い

て
話

し
合

う
と

い
う

も
の

。
ケ

ー
ス

ワ
ー

カ
ー

は
患

者
の

雇
用

者
に

電
話

で
コ

ン
タ

ク
ト

を
取

り
、

彼
ら

の
問

題
と

な
る

こ
と

と
、

仕
事

で
可

能
な

事
に

つ
い

て
尋

ね
、

患
者

と
一

緒
に

職
業

復
帰

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
作

成
。

ま
た

患
者

と
ケ

ー
ス

ワ
ー

カ
ー

は
、

雇
用

者
と

の
会

議
で

関
連

す
る

問
題

に
つ

い
て

議
論

し
、

患
者

へ
の

要
求

が
な

さ
れ

た
場

合
、

ケ
ー

ス
ワ

ー
カ

ー
が

患
者

の
支

援
を

行
う

と
い

っ
た

介
入

が
行

わ
れ

た
。

－99－



表
１
１
－
５
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧
（
続
き
）

 

 

N
o
.

デ
ザ

イ
ン

介
入

キ
ー

ワ
ー

ド
介

入
内

容

3
9
8

比
較

対
照

試
験

教
育

屋
内

と
屋

外
で

の
復

職
介

入
「
教

育
」
「
身

体
活

動
」
「
マ

イ
ン

ド
フ

ル
ネ

ス
（
瞑

想
）
」
「
ヨ

ガ
」
「
復

職
作

業
の

開
始

」
と

い
っ

た
取

り
組

み
か

ら
構

成
M

ar
ie

n
da

lガ
ー

デ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

月
曜

か
ら

金
曜

日
の

朝
か

ら
午

後
ま

で
を

1
6
週

間
。

朝
の

コ
ー

ヒ
ー

/
紅

茶
、

ラ
ン

チ
、

マ
イ

ン
ド

フ
ル

ネ
ス

（
瞑

想
）
、

運
動

、
ヨ

ガ
、

散
歩

、
花

壇
の

小
枝

の
カ

ッ
ト

、
ま

た
は

草
取

り
、

疾
病

給
付

や
労

働
規

制
の

情
報

収
集

、
理

学
療

法
士

や
心

理
学

者
と

話
を

す
る

と
い

う
よ

う
な

内
容

が
共

有
し

て
行

わ
れ

た
。

大
体

の
内

容
は

共
有

し
て

行
う

も
、

個
人

に
合

わ
せ

た
マ

イ
ン

ド
フ

ル
ネ

ス
（
瞑

想
）
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

チ
ー

ム
で

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
、

実
践

に
向

け
た

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
や

研
修

を
各

々
の

目
標

に
向

け
て

行
っ

た
。

4
1
5

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

特
殊

プ
ロ

グ
ラ

ム

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

用
い

た
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
平

均
7
.4

週
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

6
つ

の
レ

ッ
ス

ン
で

構
成

さ
れ

、
1
週

間
に

1
レ

ッ
ス

ン
の

ペ
ー

ス
が

選
択

）
2
段

階
の

ス
キ

ル
取

得
フ

ェ
ー

ズ
（
各

ス
キ

ル
の

参
加

者
の

理
解

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

に
焦

点
を

当
て

、
参

加
者

は
セ

ル
フ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
通

じ
て

足
り

な
い

ス
キ

ル
を

学
ぶ

）
と

実
践

の
フ

ェ
ー

ズ
（
日

常
生

活
の

中
で

実
践

す
る

た
め

に
獲

得
し

た
ス

キ
ル

を
入

れ
、

参
加

の
奨

励
に

焦
点

を
当

て
た

。
参

加
者

は
、

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

の
W

e
bペ

ー
ジ

上
で

、
発

生
し

た
問

題
や

経
験

を
入

力
す

る
）
を

学
ん

だ
。

4
3
6

ク
ロ

ス
オ

ー
バ

ー
試

験
人

間
工

学
的

介
入

座
位

作
業

の
継

続
　

vs
 3

0
分

ご
と

に
座

位
と

立
位

を
繰

り
返

す
作

業
の

継
続

（
実

験
室

に
て

）

4
4
0

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

人
間

工
学

的
介

入

人
間

工
学

に
関

す
る

講
義

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

職
場

環
境

評
価

と
調

整
人

間
工

学
に

基
づ

い
た

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
資

格
を

持
つ

本
研

究
の

研
究

者
に

よ
っ

て
行

わ
れ

る
人

間
工

学
に

基
づ

い
た

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
対

話
型

の
理

論
と

実
践

か
ら

な
る

レ
ッ

ス
ン

セ
ッ

シ
ョ
ン

（
9
0
分

）
。

W
U

E
M

S
D

s、
予

防
の

重
要

性
、

仕
事

机
調

整
、

お
よ

び
職

場
訓

練
の

た
め

の
リ

ス
ク

要
因

の
よ

う
な

オ
フ

ィ
ス

の
人

間
工

学
に

関
す

る
情

報
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

。
自

分
の

仕
事

机
を

調
整

す
る

方
法

を
指

導
さ

れ
る

。

4
7
5

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

高
強

度
の

筋
力

訓
練

を
長

期
間

実
施

4
9
3

比
較

対
照

試
験

臨
床

実
習

臨
床

実
習

の
有

無
に

よ
る

比
較

5
5
0

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

音
楽

療
法

B
o
n
n
y 

M
e
th

o
d 

o
f 

G
u
id

e
d 

Im
ag

e
ry

 a
n
d 

M
u
si

c
治

療
群

（
gu

id
e
d 

im
ag

e
ry

 a
n
d 

m
u
si

c
；
G

IM
）
：
介

入
方

法
：
セ

ッ
シ

ョ
ン

は
9
週

間
で

6
回

ガ
イ

ド
付

き
イ

メ
ー

ジ
と

音
楽

の
リ

ス
ニ

ン
グ

を
２

時
間

実
施

。
（
口

頭
で

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

も
含

め
る

）
ク

ラ
シ

ッ
ク

の
音

楽
鑑

賞
3
0
−

4
5
分

、
ガ

イ
ド

付
き

の
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ
ン

運
動

を
実

施
す

る
。

音
楽

は
あ

ら
か

じ
め

設
定

さ
れ

た
音

楽
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
リ

ス
ト

か
ら

セ
ラ

ピ
ス

ト
に

よ
っ

て
選

択
さ

れ
、

ゆ
っ

た
り

と
し

た
音

楽
の

組
み

合
わ

せ
で

あ
り

、
ロ

マ
ン

チ
ッ

ク
な

交
響

曲
レ

パ
ー

ト
リ

ー
か

ら
選

択
さ

れ
る

。
2
つ

の
組

み
合

わ
せ

の
音

楽
は

、
１

曲
目

が
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

提
供

す
る

た
め

や
ケ

ア
を

目
的

に
作

成
さ

れ
、

２
曲

目
は

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
し

、
睡

眠
の

強
化

を
目

的
と

し
て

い
る

。
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

：
介

入
方

法
：
デ

ン
マ

ー
ク

に
は

ス
ト

レ
ス

求
職

者
の

標
準

治
療

は
な

い
。

待
機

リ
ス

ト
グ

ル
ー

プ
は

９
週

間
待

機
し

、
そ

の
後

に
治

療
群

と
同

じ
G

IM
を

実
施

。
標

準
的

ケ
ア

と
し

て
、

一
般

開
業

医
へ

の
訪

問
や

薬
物

療
法

、
理

学
療

法
ま

た
は

運
動

、
職

場
や

自
治

体
も

し
く
は

自
己

の
取

り
組

み
を

含
む

こ
と

と
し

、
ア

ク
セ

ス
セ

ッ
シ

ョ
ン

及
び

治
療

の
種

類
や

数
を

参
加

者
に

よ
っ

て
監

視
し

た
。

5
5
2

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

上
肢

、
肩

甲
帯

の
筋

力
訓

練

5
6
0

ク
ラ

ス
タ

ー
無

作
為

化
比

較
対

照
試

験
人

間
工

学
的

介
入

、
行

動
変

容
ア

プ
ロ

ー
チ

（
S
O

C
）
介

入
標

準
的

介
入

群
（
st

an
da

rd
 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
 w

o
rk

gr
o
u
p）

：
人

間
工

学
に

基
づ

き
推

奨
さ

れ
る

作
業

環
境

の
推

奨
と

観
察

個
別

的
介

入
群

（
ta

ilo
re

d 
in

te
rv

e
n
ti
o
n
 w

o
rk

gr
o
u
p）

：
人

間
工

学
に

基
づ

き
推

奨
さ

れ
る

作
業

環
境

の
推

奨
＋

個
別

の
行

動
変

容
ア

プ
ロ

ー
チ

5
6
1

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

栄
養

と
身

体
活

動
に

関
す

る
指

導

5
7
2

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

万
歩

計
装

着
に

よ
る

歩
行

チ
ェ

ッ
ク

指
導

5
7
3

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

（
心

理
面

）

復
職

に
向

け
て

の
心

理
的

教
育

介
入

：
精

神
心

理
教

育
を

経
験

し
た

看
護

師
、

心
理

学
者

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
理

学
療

法
士

精
神

保
健

上
の

問
題

で
病

気
休

暇
を

し
た

こ
と

が
あ

る
者

に
対

し
て

指
導

6
つ

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
1
回

/
週

、
2
時

間
）
2
つ

の
異

な
る

場
所

で
開

催
。

各
セ

ッ
シ

ョ
ン

は
、

各
場

所
で

約
9
回

開
催

。
セ

ッ
シ

ョ
ン

は
、

ス
ト

レ
ス

や
仕

事
の

生
活

に
焦

点
を

当
て

た
問

題
解

決
の

手
法

と
対

処
戦

略
に

基
づ

く
講

義
や

グ
ル

ー
プ

討
議

。

5
7
7

比
較

対
照

試
験

人
間

工
学

的
介

入
分

離
型

キ
ー

ボ
ー

ド
の

使
用

5
8
8

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

頸
部

筋
の

持
久

力
訓

練
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表
１
１
－
６
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧

 

 

N
o
.

デ
ザ

イ
ン

介
入

キ
ー

ワ
ー

ド
介

入
内

容

3
無

作
為

化
比

較
対

照
試

験
教

育
、

ス
ト

レ
ッ

チ
講

義
3
0
分

、
ス

ト
レ

ッ
チ

6
0
分

2
4

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

ス
ト

レ
ッ

チ
、

M
o
bi

liz
at

io
n

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
セ

ラ
ピ

ー
（
M

o
bi

liz
at

io
n
）

3
3

比
較

対
照

試
験

包
括

的
介

入

臨
床

医
に

よ
る

①
簡

易
的

な
介

入
 v

s 
②

集
学

的
包

括
的

な
介

入
①

簡
単

な
臨

床
的

介
入

　
腰

痛
の

病
態

（
予

後
、

治
療

法
、

疼
痛

管
理

な
ど

）
や

対
処

す
る

運
動

に
つ

い
て

の
指

導
　

可
能

な
範

囲
で

の
復

職
の

勧
め

、
身

体
活

動
及

び
運

動
増

加
の

指
導

　
理

学
療

法
士

に
よ

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

②
学

際
的

な
介

入
　

作
業

履
歴

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
　

ケ
ー

ス
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
に

よ
る

面
談

、
部

分
的

な
復

職
を

目
指

し
た

再
生

計
画

作
成

　
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
師

、
臨

床
社

会
医

学
の

専
門

家
、

理
学

療
法

士
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
、

お
よ

び
作

業
療

法
士

を
含

む
全

体
の

学
際

的
な

チ
ー

ム
に

よ
っ

て
議

論
　

2
週

間
ご

と
に

、
認

知
療

法
に

特
化

し
た

一
般

臨
床

医
に

よ
っ

て
全

体
の

調
整

を
行

っ
た

　
介

入
の

よ
り

詳
細

な
記

述
は

、
当

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

閲
覧

可
能

3
4

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

包
括

的
介

入

他
職

種
に

よ
る

包
括

的
治

療
 v

s 
移

動
に

特
化

し
た

訓
練

（
ス

ト
レ

ッ
チ

、
J
o
g、

水
泳

な
ど

；
1
時

間
/
回

　
3
回

/
週

　
5
週

間
）

持
久

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（
ス

テ
ッ

ピ
ン

グ
、

ジ
ョ
ギ

ン
グ

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
運

動
）

作
業

療
法

士
に

よ
る

重
量

物
持

ち
上

げ
動

作
や

職
場

環
境

で
の

活
動

監
督

温
泉

療
法

の
提

供
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

（
医

師
）
と

の
面

談
（
毎

週
）
、

ス
タ

ッ
フ

会
議

出
席

、
患

者
間

の
非

公
式

会
議

の
頻

繁
開

催
臨

床
心

理
士

に
よ

る
面

談
（
必

要
に

応
じ

て
週

1
あ

る
い

は
頻

繁
に

予
定

）
ダ

イ
エ

ッ
ト

ア
ド

バ
イ

ス
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

中
に

グ
ル

ー
プ

セ
ッ

シ
ョ
ン

で
3
回

提
供

産
業

医
に

よ
る

職
場

で
の

人
間

工
学

に
基

づ
い

た
ア

ド
バ

イ
ス

理
学

療
法

士
に

よ
る

A
IT

（
ac

ti
ve

 i
n
di

vi
du

al
 t

re
at

m
e
n
t）

の
提

供
（
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

L
B

P
患

者
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

国
際

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
従

っ
た

自
動

等
張

運
動

）

8
2

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

集
学

的
な

介
入

、
理

学
療

法
と

医
師

の
み

の
介

入
簡

単
な

介
入

：
理

学
療

法
士

と
医

師
に

よ
る

訓
練

と
ア

ド
バ

イ
ス

の
み

集
学

的
な

介
入

：
他

職
種

に
よ

る
復

職
に

向
け

た
多

面
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

1
3
7

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

高
負

荷
背

筋
耐

久
性

筋
力

訓
練

（
等

運
動

性
）
、

低
負

荷
腹

筋
訓

練
（
深

部
筋

訓
練

）

1
4
1

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

理
学

療
法

通
常

の
理

学
療

法
（
オ

ラ
ン

ダ
腰

痛
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
と

徒
手

療
法

的
な

手
技

1
7
1

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

理
学

療
法

L
o
w

、
M

e
di

u
m

、
H

ig
h
で

個
別

の
理

学
療

法

1
7
8

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

理
学

療
法

、
筋

力
訓

練
、

教
育

外
来

通
院

理
学

療
法

、
腰

痛
に

特
化

し
た

運
動

療
法

、
P
T
に

よ
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
よ

る
ケ

ア

1
9
5

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

、
ス

ト
レ

ッ
チ

（
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ
ン

）
下

肢
の

筋
力

訓
練

と
ス

ト
レ

ッ
チ

運
動

（
決

ま
っ

た
6
種

類
の

運
動

）

2
0
0

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

包
括

的
介

入
簡

単
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

（
医

師
と

理
学

療
法

士
の

み
）
と

学
際

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

（
他

職
種

；
リ

ウ
マ

チ
D

r、
脊

椎
D

r、
リ

ハ
医

、
P
T
、

O
T
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
な

ど
に

よ
る

介
入

）
面

接
に

よ
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

や
健

康
状

態
に

よ
る

復
職

の
た

め
の

計
画

立
案

・
支

援

2
4
3

ク
ラ

ス
タ

ー
無

作
為

化
比

較
対

照
試

験
教

育

教
育

的
、

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

介
入

、
左

記
プ

ラ
ス

医
学

的
作

業
評

価
介

入
E
P
S
、

E
P
S
O

C
を

対
象

と
し

て
2
〜

3
ヶ

月
の

中
で

2
回

の
教

育
を

行
っ

た
。

時
間

は
4
5
分

程
度

で
あ

り
、

目
的

は
腰

部
痛

に
関

し
て

知
識

を
深

め
る

こ
と

と
し

、
腰

部
痛

の
痛

み
の

原
因

に
つ

い
て

講
義

し
、

そ
れ

に
対

し
て

職
場

で
ど

う
い

う
こ

と
に

気
を

つ
け

れ
ば

良
い

か
な

ど
を

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

し
た

。
さ

ら
に

E
P
S
O

C
は

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

診
察

を
受

け
、

理
学

療
法

評
価

を
行

い
問

題
点

に
対

し
て

理
学

療
法

を
行

っ
た

。

2
4
9

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

職
場

環
境

調
整

、
認

知
行

動
療

法
、

疼
痛

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

全
対

象
者

は
腰

痛
の

自
己

管
理

に
焦

点
を

当
て

、
グ

ル
ー

プ
で

の
認

知
行

動
ア

プ
ロ

ー
チ

実
施

（
2
〜

3
時

間
/
週

、
期

間
は

最
大

1
0
週

間
）

介
入

群
：
上

記
に

加
え

て
、

腰
痛

管
理

と
人

間
工

学
の

知
識

を
有

す
る

作
業

療
法

士
に

よ
る

個
別

就
労

サ
ポ

ー
ト

（
サ

ポ
ー

ト
内

容
は

腰
痛

に
関

す
る

最
良

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
労

働
管

理
に

関
す

る
教

育
で

、
テ

ー
ラ

ー
メ

イ
ド

の
介

入
；
9
0
分

以
下

/
回

、
最

大
8
回

ま
で

、
1
6
週

間
）

2
6
1

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

、
ス

ト
レ

ッ
チ

、
バ

ラ
ン

ス
片

脚
立

位
、

ス
ク

ワ
ッ

ト
、

サ
イ

ド
ブ

リ
ッ

ジ
、

ジ
ャ

ン
プ

、
腕

立
て

、
ス

ト
レ

ッ
チ

（
下

肢
、

体
幹

）
、

下
肢

筋
力

訓
練

2
9
6

前
後

比
較

研
究

教
育

、
筋

力
訓

練
体

幹
筋

の
安

定
化

訓
練

、
認

知
行

動
療

法
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表
１
１
－
６
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文
の
研
究
デ
ザ
イ
ン
、
介
入
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ら
び
に
介
入
内
容
一
覧
（
続
き
）

 

 
 

 

N
o
.

デ
ザ

イ
ン

介
入

キ
ー

ワ
ー

ド
介

入
内

容

3
3
3

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

講
義

、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

配
布

3
4
7

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

集
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

 v
s 

理
学

療
法

の
み

関
連

性
の

検
討

3
5
4

比
較

対
照

試
験

歩
行

訓
練

長
時

間
の

歩
行

4
1
3

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

筋
力

訓
練

腰
椎

安
定

化
運

動

4
8
1

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

対
面

式
の

コ
ー

チ
ン

グ
、

電
話

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

フ
ォ

ロ
ー

5
2
6

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

教
育

疼
痛

を
考

慮
し

な
い

指
導

と
調

整
し

た
指

導
の

比
較

5
3
0

ク
ラ

ス
タ

ー
無

作
為

化
比

較
対

照
試

験
筋

力
訓

練
通

常
の

訓
練

＋
体

幹
コ

ア
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
（
2
日

/
週

　
2
4
週

間
）

5
3
2

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

理
学

療
法

通
常

の
理

学
療

法
（
筋

力
訓

練
、

耐
久

性
訓

練
、

ス
ト

レ
ッ

チ
、

神
経

筋
促

通
な

ど
）

5
3
7

前
後

比
較

試
験

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
半

構
造

化
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

5
5
7

前
後

比
較

試
験

教
育

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
教

育
・
指

導

5
7
0

無
作

為
化

比
較

対
照

試
験

運
酸

素
運

動
、

筋
力

訓
練

歩
行

群
（
5
日

/
週

　
中

等
度

の
強

度
で

3
0
分

）
　

運
動

群
（
有

酸
素

運
動

、
上

下
肢

・
体

幹
の

筋
力

訓
練

、
ス

ト
レ

ッ
チ

）
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表
１
２
－
１
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 
疾

病
予
防
関
連
論
文

の
概
要
一
覧

 

 

N
o
.

目
的

対
象

者
(対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

6
歌

と
体

操
を

組
み

合
わ

せ
た

「
日

赤
健

康
体

操
」
の

心
身

に
及

ぼ
す

影
響

を
検

討
す

る
こ

と
。

6
3
～

7
6
歳

の
健

常
者

1
6
名

（
男

性
7
名

、
女

性
9
名

）
運

動
負

荷
時

の
心

拍
数

と
血

圧
変

動
、

体
操

時
の

心
拍

数
測

定
お

よ
び

体
操

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

男
女

と
も

体
操

時
の

心
拍

数
の

変
動

は
V

T
時

の
平

均
心

拍
数

未
満

で
の

運
動

状
態

で
あ

っ
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

「
気

持
ち

よ
い

」
な

ど
好

意
的

回
答

で
あ

っ
た

。

日
赤

健
康

体
操

は
有

酸
素

運
動

と
し

て
適

切
な

運
動

状
況

を
示

し
、

安
全

に
実

施
で

き
る

。
生

活
習

慣
病

の
予

防
と

改
善

、
高

齢
者

の
身

体
機

能
の

改
善

な
ど

楽
曲

と
共

に
楽

し
み

な
が

ら
実

施
で

き
る

運
動

と
し

て
推

奨
で

き
る

。

1
4

血
圧

低
下

の
個

別
健

康
支

援
の

効
果

判
定

の
た

め
３

つ
の

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

し
て

効
果

を
判

定
す

る
こ

と
。

正
常

高
値

～
軽

症
高

血
圧

の
2
0
-
6
9
歳

の
男

女
血

圧
、

体
重

、
B

M
I、

総
摂

取
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
生

活
習

慣
調

査
対

照
群

と
比

較
し

て
、

収
縮

期
血

圧
変

化
は

グ
ル

ー
プ

支
援

群
で

有
意

に
最

も
大

き
く
、

次
い

で
通

信
支

援
群

が
有

意
に

低
下

し
た

。
個

別
面

接
支

援
群

が
最

も
変

化
が

小
さ

か
っ

た
。

グ
ル

ー
プ

支
援

群
の

女
性

の
血

圧
低

下
が

最
も

大
き

か
っ

た
。

個
別

健
康

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

グ
ル

ー
プ

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

を
加

味
し

た
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
双

方
向

の
通

信
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
血

圧
低

下
に

有
効

で
あ

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

5
4

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

や
そ

の
予

備
群

で
あ

る
従

業
員

を
対

象
と

し
た

ベ
ン

チ
ス

テ
ッ

プ
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
開

始
1
年

後
の

長
期

的
な

効
果

（
運

動
の

継
続

や
効

果
の

持
続

性
）
に

つ
い

の
検

証
す

る
こ

と
。

健
康

診
断

に
て

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

ま
た

は
予

備
群

と
診

断
さ

れ
た

3
3
名

ベ
ン

チ
ス

テ
ッ

プ
運

動
の

継
続

状
況

や
食

生
活

や
運

動
習

慣
等

の
生

活
習

慣
の

変
化

、
身

体
測

定
（
身

長
・
体

重
・
腹

囲
）
、

血
液

検
査

（
脂

質
代

謝
）

運
動

指
導

を
行

っ
て

1
年

後
、

ベ
ン

チ
ス

テ
ッ

プ
運

動
を

継
続

し
て

い
た

の
は

2
8
。

6
%
。

そ
の

内
、

指
導

通
り

の
頻

度
で

行
っ

て
い

た
の

は
1
4
。

3
%
と

1
年

間
で

4
割

も
減

少
し

て
い

た
。

ま
た

、
腹

囲
に

関
し

て
は

、
ベ

ン
チ

ス
テ

ッ
プ

運
動

、
ま

た
そ

の
他

の
運

動
を

継
続

し
て

い
た

者
で

有
意

に
改

善
し

て
い

た
が

、
生

活
習

慣
非

改
善

群
で

は
増

加
。

B
M

Iや
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
値

で
も

同
様

の
結

果
と

な
っ

た
。

ベ
ン

チ
ス

テ
ッ

プ
運

動
を

継
続

す
る

こ
と

に
よ

り
1
年

後
の

B
M

Iや
腹

囲
の

減
少

が
認

め
ら

れ
た

。
ま

た
運

動
教

育
に

よ
り

生
活

習
慣

も
見

直
し

を
促

す
効

果
も

あ
る

と
思

わ
れ

る
が

、
運

動
や

生
活

習
慣

の
改

善
を

継
続

さ
せ

る
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

7
4

生
活

習
慣

法
予

防
の

た
め

の
運

動
指

導
方

法
を

検
証

す
る

こ
と

。
某

製
造

業
の

1
工

場
に

お
け

る
従

業
員

2
0
0
名

の
う

ち
、

同
意

が
得

ら
れ

た
3
6
名

（
運

動
指

導
群

：
9
名

「
身

体
活

動
量

を
指

標
」
、

運
動

指
導

群
：
6
名

「
治

療
と

し
て

の
運

動
療

法
指

導
」
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
：

8
名

）
　

1
3
名

は
生

化
学

検
査

拒
否

運
動

自
己

効
力

感
、

生
体

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
法

に
よ

る
体

組
成

（
体

重
、

骨
格

筋
量

、
体

脂
肪

量
、

内
臓

脂
肪

面
積

）
、

生
化

学
検

査
（
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
中

性
脂

肪
）

3
群

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
に

有
意

差
は

な
く
、

身
体

活
動

群
の

み
1
回

目
と

3
回

目
の

指
導

前
後

の
運

動
自

己
効

力
感

が
有

意
に

向
上

し
た

。
生

活
習

慣
病

予
防

の
運

動
指

導
と

し
て

は
、

身
体

活
動

量
を

指
標

に
し

た
運

動
指

導
の

ほ
う

が
「
運

動
が

で
き

る
」
と

い
う

自
信

に
繋

が
る

。

1
2
5

運
動

教
室

終
了

者
を

対
象

に
し

た
運

動
継

続
の

た
め

の
支

援
に

関
す

る
検

討
を

行
う

こ
と

。

4
0
歳

以
上

の
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
該

当
者

及
び

予
備

群
で

、
Ａ

市
が

実
施

し
た

運
動

教
室

終
了

者
1
6
名

体
重

、
B

M
I、

運
動

自
信

感
、

運
動

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
、

予
防

的
保

健
行

動
、

身
体

活
動

量
支

援
前

後
で

は
、

対
象

者
1
6
名

の
B

M
Iは

有
意

に
減

少
し

た
。

支
援

後
B

M
Iが

よ
り

減
少

す
る

傾
向

が
見

ら
れ

た
運

動
継

続
群

で
は

、
非

継
続

群
よ

り
も

支
援

前
か

ら
運

動
自

信
感

が
高

く
運

動
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

の
得

点
が

高
い

傾
向

が
み

ら
れ

て
い

た
。

ま
た

運
動

継
続

群
だ

け
で

な
く
非

継
続

群
に

お
い

て
も

身
体

活
動

量
は

増
加

し
た

。

健
康

教
育

終
了

後
に

お
け

る
体

重
計

測
や

血
液

検
査

結
果

を
用

い
た

身
体

状
態

の
説

明
や

実
践

の
聞

き
取

り
に

よ
る

賞
賛

や
励

ま
し

な
ど

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

支
援

は
身

体
活

動
量

の
増

加
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

1
2
6

特
定

健
康

診
査

・
特

定
保

健
指

導
の

効
果

に
関

す
る

検
討

す
る

こ
と

。
4
0
歳

～
 6

1
歳

（
平

均
5
3
.7

±
4
.9

歳
）
の

男
性

5
0
人

B
M

I、
腹

囲
、

拡
張

期
血

圧
、

空
腹

時
血

糖
、

H
D

L
-
C

、
A

S
T
、

A
L
T
、

γ
-
G

T
P

2
回

以
上

の
支

援
群

で
は

、
B

M
Iと

腹
囲

は
有

意
に

減
少

し
、

拡
張

期
血

圧
、

空
腹

時
血

糖
、

H
D

L
-
C

、
A

S
T
、

A
L
T
、
γ

-
G

T
P

は
有

意
に

改
善

し
た

が
、

1
回

の
み

の
グ

ル
ー

プ
（
初

回
群

）
で

は
改

善
し

な
か

っ
た

。

健
康

増
進

の
た

め
生

活
習

慣
を

改
善

す
る

に
は

、
2
回

以
上

の
個

別
支

援
に

よ
る

継
続

し
た

保
健

指
導

が
必

要
で

あ
る

。

1
3
0

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

症
例

に
お

い
て

、
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
ガ

イ
ド

2
0
0
6
を

用
い

た
聴

取
に

よ
る

身
体

活
動

量
評

価
の

有
用

性
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。

J
−

S
T
O

P
-
M

E
T
S

2
に

参
加

し
た

メ
タ

ボ
患

者
2
6
名

身
体

組
成

分
析

、
身

体
活

動
量

評
価

、
運

動
負

荷
テ

ス
ト

体
重

、
血

圧
、

脂
質

代
謝

、
糖

代
謝

、
肝

機
能

、
尿

酸
な

ど
5
％

減
量

達
成

群
で

は
体

重
が

減
少

し
、

血
圧

の
有

意
な

低
下

と
、

脂
質

代
謝

、
糖

代
謝

、
肝

機
能

の
有

意
な

改
善

、
尿

酸
の

低
下

を
認

め
た

。
5
％

減
量

未
達

成
群

で
は

体
重

が
減

少
し

た
が

、
血

圧
の

低
下

や
脂

質
代

謝
糖

代
謝

、
肝

機
能

の
改

善
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

5
％

減
量

達
成

群
の

身
体

活
動

の
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
量

（
E
x）

は
指

導
後

有
意

に
増

加
し

た
が

、
5
％

減
量

未
達

成
群

で
は

変
化

し
な

か
っ

た
。

5
％

減
量

達
成

群
に

お
け

る
身

体
活

動
量

の
増

加
は

運
動

量
の

増
加

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
生

活
活

動
量

に
は

変
化

が
な

か
っ

た
。

体
重

変
化

を
目

的
変

数
と

し
た

重
回

帰
分

析
で

は
、

運
動

量
の

変
化

が
有

意
な

説
明

変
数

で
あ

っ
た

。

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

ガ
イ

ド
2
0
0
6
を

用
い

た
聴

取
に

よ
る

身
体

活
動

量
の

評
価

は
臨

床
的

に
有

用
で

あ
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

1
3
8

本
研

究
の

目
的

は
特

定
健

康
診

査
対

象
者

へ
の

教
育

的
運

動
指

導
が

与
え

る
生

活
習

慣
病

や
運

動
器

疾
患

等
に

対
す

る
包

括
的

な
予

防
効

果
の

検
証

を
行

い
効

果
的

な
運

動
指

導
の

方
法

を
検

討
す

る
こ

と
。

対
象

は
特

定
健

診
対

象
者

7
5
名

で
対

照
群

と
介

人
群

に
分

け
、

介
入

群
に

は
2
週

聞
に

1
回

を
6
ヵ

月
間

の
計

1
2
回

の
教

育
的

運
動

指
導

を
行

 っ
 た

。

身
体

組
成

、
血

管
機

能
、

運
動

機
能

、
健

康
関

連
Q

O
L
 、

運
動

習
慣

お
よ

び
健

康
阻

害
要

因
（
運

動
器

疾
患

 ）
対

照
群

は
、

介
入

前
後

に
お

い
て

身
体

組
成

で
体

重
B

M
I 
、

体
脂

肪
率

が
有

意
に

増
加

 し
、

除
脂

肪
体

重
は

有
意

に
減

少
し

て
い

た
。

し
か

し
腹

囲
に

は
変

化
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

 。
血

圧
値

に
つ

い
て

は
 

、
S

B
P

で
有

意
に

増
加

し
、

C
a
rd

io
−

A
n
kl

e
 V

a
sc

u
la

r 
In

d
e
xは

有
意

に
減

少
し

て
い

た
。

運
動

機
能

で
は

握
力

、
膝

伸
展

筋
力

で
有

意
に

向
上

し
た

が
、

足
指

筋
力

、
フ

ァ
ン

ク
シ

ョ
ナ

ル
リ

ー
チ

テ
ス

ト
で

有
意

に
減

少
し

て
い

た
。

Q
O

L
運

動
習

慣
健

康
阻

害
要

因
に

つ
い

て
は

有
意

な
変

化
は

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

介
人

群
は

、
対

照
群

と
異

な
り

、
体

重
等

は
維

持
し

、
腹

囲
は

有
意

に
減

少
し

て
い

た
。

動
脈

硬
化

関
連

指
数

や
運

動
機

能
で

は
 、

F
R

T
で

減
少

し
て

い
た

も
の

の
、

そ
の

他
の

項
目

で
有

意
な

変
化

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

Q
O

L
に

お
い

て
は

身
体

機
能

と
活

力
で

有
意

に
改

善
が

み
ら

れ
、

全
体

的
健

康
感

、
心

の
健

康
で

も
改

善
傾

向
が

認
め

ら
れ

た
。

運
動

習
慣

に
は

変
化

は
な

い
が

、
運

動
頻

度
に

お
い

て
有

意
に

改
善

が
認

め
ら

れ
た

。
ま

た
 、

対
照

群
同

様
健

康
阻

害
要

因
に

つ
い

て
有

意
な

変
化

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
が

両
群

と
も

約
1
0
〜

4
0
％

程
度

存
在

し
て

い
た

。

本
研

究
に

よ
り

、
理

学
療

法
士

に
よ

る
教

育
的

運
動

指
導

が
身

体
組

成
 ・

Q
O

L
 ・

運
動

頻
度

を
改

善
お

よ
び

包
括

的
な

予
防

効
果

が
あ

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。
し

か
し

、
理

学
療

法
士

が
予

防
分

野
に

参
画

す
る

意
義

を
裏

付
け

る
研

究
に

到
達

す
る

に
は

さ
ら

な
る

検
討

が
必

要
で

あ
る

 。
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表
１
２
－
１
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 
疾

病
予
防
関
連
論
文

の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 
   表
１
２
－
２
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 
作

業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧

 

 

N
o
.

目
的

対
象

者
(対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

1
9
0

成
人

女
性

に
お

け
る

骨
粗

鬆
症

予
防

と
し

て
の

運
動

療
法

の
可

能
性

と
課

題
を

知
る

こ
と

。

栄
養

指
導

と
週

3
回

の
ホ

ー
ム

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

を
実

施
し

た
運

動
群

2
8
名

と
、

特
に

運
動

や
生

活
上

の
制

限
は

設
け

ず
に

栄
養

指
導

を
行

っ
た

対
照

群
2
7
名

介
入

前
後

の
登

録
者

背
景

、
D

X
A

法
に

よ
る

骨
密

度
、

身
体

機
能

評
価

な
ど

を
比

較
研

究
完

了
者

は
運

動
群

7
1
.4

%
、

対
照

群
5
9
.3

%
で

、
運

動
群

に
お

け
る

目
標

運
動

回
数

の
達

成
率

は
4
5
%
で

あ
り

、
本

研
究

で
実

施
し

た
運

動
内

容
は

推
奨

さ
れ

る
運

動
レ

ベ
ル

よ
り

も
軽

い
程

度
の

内
容

で
あ

っ
た

が
、

運
動

群
で

は
介

入
後

の
Z
ス

コ
ア

が
有

意
に

改
善

し
、

運
動

療
法

の
効

果
が

示
さ

れ
た

。

当
院

女
性

職
員

を
対

象
に

、
運

動
療

法
に

つ
い

て
無

作
為

化
対

照
試

験
を

行
っ

た
。

運
動

群
で

は
、

Z
ス

コ
ア

が
介

入
後

に
有

意
に

改
善

し
た

。

2
1
0

血
中

ク
エ

ン
酸

濃
度

に
着

目
し

、
そ

の
生

活
習

慣
病

予
防

に
対

す
る

効
果

に
つ

い
て

検
討

を
す

る
こ

と
。

中
高

年
女

性
9
9
名

体
重

、
B

M
I、

肥
満

度
、

最
高

血
圧

、
脈

圧
、

R
B

C
、

H
b
、

H
t％

、
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
中

ク
エ

ン
酸

濃
度

の
変

化
量

が
高

い
群

と
低

い
群

で
の

比
較

に
お

い
て

、
体

重
、

B
M

I、
肥

満
度

、
最

高
血

圧
、

脈
圧

、
R

B
C

、
H

b
、

H
t％

、
L
D

L
 コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
8
項

目
で

群
間

で
の

有
意

差
が

認
め

ら
れ

た
。

血
中

ク
エ

ン
酸

濃
度

が
少

な
い

運
動

量
で

あ
っ

て
も

効
果

的
に

脂
肪

が
燃

焼
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。

N
o
.

目
的

対
象

者
（対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

1
9
8

本
研

究
は

作
業

能
力

に
関

連
す

る
と

考
え

ら
れ

る
認

知
機

能
に

着
目

し
、

 リ
ワ

ー
ク

プ
ロ

グ
ラ

ム
利

用
期

間
中

の
認

知
機

能
の

変
化

を
う

つ
病

患
者

を
対

象
に

調
査

す
る

こ
と

。

職
場

復
帰

に
向

け
た

準
備

を
開

始
で

き
る

病
状

に
ま

で
改

善
し

た
と

主
治

医
で

あ
る

精
神

科
め

い
医

が
判

断
し

、
か

つ
、

職
場

復
帰

す
る

意
思

の
あ

る
外

来
う

つ
病

患
38

名
（
男

性
33

名
、

女
性

5
名

）

ス
ト

ル
ー

プ
テ

ス
ト

、
ト

レ
イ

ル
メ

イ
キ

ン
グ

テ
ス

ト
、

三
宅

式
 記

銘
力

検
査

ス
ト

ル
ー

プ
テ

ス
ト

と
ト

レ
イ

ル
メ

イ
キ

ン
グ

テ
ス

ト
の

成
 績

に
有

意
な

向
上

を
認

め
た

。
う

つ
病

患
者

の
集

中
力

や
作

業
速

度
を

中
心

と
し

た
認

知
機

能
の

向
上

に
加

え
、

職
場

復
帰

の
準

備
性

が
高

め
ら

れ
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

2
0
1

V
D

T
作

業
に

よ
る

腰
痛

予
防

の
方

法
を

考
案

す
る

た
め

の
基

礎
研

究
と

し
て

、
作

業
中

に
与

え
る

言
語

的
・視

覚
的

教
示

が
作

業
中

の
脊

柱
が

屈
曲

し
た

姿
勢

で
あ

る
S

lu
m

pe
d
　

S
it
ti
n
g姿

勢
を

改
善

す
る

効
果

が
あ

る
か

を
検

討
す

る
こ

と
。

健
常

男
性

9
名

3
0
分

間
の

パ
ソ

コ
ン

を
使

用
し

た
文

字
入

力
作

業
中

の
頭

頚
部

、
胸

郭
、

骨
盤

の
連

続
的

な
二

次
元

計
測

に
よ

る
角

度
と

即
時

的
な

三
次

元
計

測
に

よ
る

角
度

教
示

な
し

条
件

と
比

較
し

て
視

覚
教

示
条

件
で

連
続

的
な

二
次

元
計

測
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

頭
部

傾
斜

角
度

と
即

時
的

な
三

次
元

計
測

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
骨

盤
に

対
す

る
胸

郭
の

角
度

は
有

意
に

減
少

し
た

。

V
D

T
作

業
中

の
S

lu
m

pe
d
　

S
it
ti
n
g姿

勢
予

防
の

手
段

の
1
つ

と
し

て
視

覚
的

教
示

が
有

効
で

あ
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

2
2
4

勤
労

者
の

う
つ

病
予

防
に

運
動

療
法

は
有

効
か

否
か

を
調

べ
る

こ
と

。
①

う
つ

病
勤

労
者

（
詳

細
不

明
）と

健
常

者 ②
49

0
名

の
健

常
勤

労
者

（
男

性
：4

1
5

名
、

女
性

：
7
5名

、
年

齢
4
4
.7

±
1
0
.9

歳
）

　
運

動
習

慣
あ

り
群

2
1
4
名

（
e
xe

rc
is

in
g　

gr
o
u
p：

E
G

　
男

性
：
1
87

名
、

女
性

2
5
名

）
と

運
動

習
慣

な
し

群
27

6
名

（
n
on

-
e
xe

rc
is

in
g　

gr
o
u
p：

n
o
n
-
E
G

）
に

分
け

た
。

※
運

動
習

慣
あ

り
群

は
1
日

3
0
分

以
上

の
運

動
を

1
週

間
に

2
回

以
上

、
1
年

以
上

運
動

を
行

っ
て

い
る

も
の

を
運

動
習

慣
あ

り
群

と
定

義

①
精

神
症

状
評

価
と

し
て

ハ
ミ

ル
ト

ン
の

う
つ

病
評

価
尺

度
（
H

A
M

-
D

）
、

う
つ

性
自

己
評

価
尺

度
（S

e
lf-

ra
ti
n
g 

D
e
pr

e
ss

io
n
　

S
c
al

e
：

S
D

S
）
、

社
会

適
応

度
の

評
価

尺
度

と
し

て
、

日
本

語
版

自
記

式
社

会
適

応
度

評
価

尺
度

（
S

o
c
ia

l 
S

e
lf
-
A

d
a
p
ta

ti
o
n
 E

va
lu

a
ti
o
n
 

S
c
al

e
 J

a
pa

n
e
se

 v
e
rs

io
n
：
S

A
S

S
－

J
）
、

身
体

評
価

と
し

て
は

、
血

圧
、

B
o
dy

 M
a
ss

 I
n
de

x（
B

M
I）

、
腹

囲
測

定
、

一
般

血
液

検
査

（
中

性
脂

肪
、

総
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
H

D
L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
血

糖
値

、
　

H
bA

lc
）
、

ま
た

血
中

バ
イ

オ
ロ

ジ
カ

ル
マ

ー
カ

ー
と

し
て

、
H

V
A

（
h
om

o
v
a
n
ill
ic

　
a
c
id

）
、

M
H

P
G

（
3
-m

e
th

o
xy

-
4
-

h
yd

ro
xy

ph
e
n
y
lg

ly
c
o
1
）
、

B
D

N
F
（
B

ra
in

－
de

ri
v
e
d 

n
e
ur

o
tr

o
ph

ic
　

fa
c
to

r）
、

N
O

x濃
度

②
ピ

ッ
ツ

バ
ー

グ
睡

眠
評

価
表

①
う

つ
病

患
者

群
で

は
、

運
動

療
法

開
始

時
と

8
週

後
で

H
A

M
-
D

得
点

、
　

S
D

S
得

点
は

有
意

に
改

善
し

た
が

、
S

A
S

S
得

点
に

変
化

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
る

血
中

B
D

N
F
濃

度
は

、
開

始
前

と
8
週

後
の

間
で

有
意

な
変

化
は

認
め

な
か

っ
た

。
健

常
人

群
に

お
け

る
血

中
B

D
N

F
濃

度
も

開
始

前
と

8
週

後
の

間
で

有
意

な
変

化
は

認
め

な
か

っ
た

。
う

つ
病

群
で

は
、

血
中

N
O

x濃
度

は
開

始
前

に
比

べ
、

8
週

後
に

は
有

意
に

増
加

し
た

。
健

常
人

群
で

は
、

開
始

前
と

8
週

後
の

間
で

有
意

な
変

化
は

認
め

な
か

っ
た

。
開

始
前

の
血

中
N

O
x濃

度
は

う
つ

病
群

と
健

常
人

の
間

で
有

意
差

は
認

め
な

か
っ

た
。

　
運

動
療

法
開

始
前

、
血

中
h
o
m

o
v
a
n
ill
ic

　
a
c
id

（
H

V
A

）
濃

度
は

健
常

人
群

に
お

い
て

、
う

つ
病

群
に

比
し

て
有

意
に

高
値

で
あ

っ
た

。
一

方
、

血
中

M
H

P
G

濃
度

は
う

つ
病

群
と

健
常

人
群

の
間

で
有

意
差

は
認

め
な

か
っ

た
。

血
中

3
-
m

e
th

o
xy

-
4
-h

yd
ro

xy
ph

e
n
y
lg

ly
c
o
1

（
M

H
P

G
）
値

は
、

開
始

前
に

比
べ

、
運

動
療

法
8
週

後
に

有
意

に
増

加
し

た
。

健
常

人
群

で
は

、
血

中
H

V
A

値
は

、
開

始
前

に
比

べ
運

動
療

法
8
週

後
と

有
意

に
減

少
し

た
。

血
中

M
H

P
G

値
は

、
開

始
前

と
8

週
後

の
間

で
有

意
な

変
化

は
認

め
な

か
っ

た
。

②
両

群
と

も
に

入
眠

ま
で

の
時

間
が

短
縮

し
、

総
睡

眠
時

間
は

増
加

し
た

。
運

動
習

慣
の

な
い

群
は

介
入

前
に

比
べ

、
入

眠
ま

で
の

時
間

が
有

意
に

減
少

し
た

。

健
常

者
が

運
動

を
行

う
こ

と
で

、
う

つ
病

の
前

駆
症

状
で

あ
る

睡
眠

障
害

が
改

善
し

、
安

定
し

た
睡

眠
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。

－104－



  表
１
２
－
３
 
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 
作

業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一
覧

 

 
  表
１
２
－
４
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

疾
病
予
防
関
連
論
文
の
概
要
一
覧

 

 

N
o
.

目
的

対
象

者
（対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

3
0

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
の

導
入

と
そ

の
継

続
効

果
に

つ
い

て
論

述
す

る
こ

と
某

新
聞

社
の

90
7
名

（
男

性
80

9
名

、
女

性
98

名
）

長
坐

位
体

位
前

屈
、

腰
痛

自
覚

症
状

の
有

無
（
ア

ン
ケ

ー
ト

）
ス

ト
レ

ッ
チ

体
操

導
入

後
、

長
坐

位
体

位
前

屈
角

度
が

有
意

に
増

加
し

た
。

腰
痛

の
自

覚
症

状
の

有
無

も
有

意
に

減
少

し
た

。
高

齢
化

が
進

む
組

織
へ

の
腰

痛
予

防
対

策
と

し
て

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
の

導
入

は
効

果
的

で
あ

っ
た

。

6
8

ソ
フ

ト
ジ

ム
ニ

ッ
ク

（
補

助
具

）
導

入
が

作
業

姿
勢

に
変

化
を

も
た

ら
す

か
を

検
証

す
る

こ
と

某
工

業
会

社
生

産
計

画
部

門
8
名

（
男

性
7
名

、
女

性
1
名

）
作

業
観

察
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

（
前

傾
姿

勢
の

割
合

、
姿

勢
の

変
化

）、
質

問
紙

導
入

に
よ

り
前

傾
姿

勢
の

割
合

が
減

少
し

た
。

導
入

に
よ

り
姿

勢
意

識
の

変
化

が
生

じ
た

。
補

助
具

導
入

に
よ

り
姿

勢
改

善
に

繋
が

っ
た

。

2
2
9

企
業

に
勤

務
す

る
勤

労
者

を
対

象
に

、
①

腰
痛

の
有

訴
率

に
つ

い
て

調
査

し
、

②
腰

痛
有

訴
者

に
対

す
る

産
業

理
学

療
法

的
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
し

、
そ

の
効

果
を

検
証

す
る

こ
と

。

①
同

一
企

業
に

勤
務

す
る

勤
労

者
47

1
名 ②

同
一

企
業

の
腰

痛
有

訴
者

3
7
名

①
腰

痛
の

有
無

、
業

務
内

容
、

運
動

習
慣

、
健

康
関

連
Q

O
L
（
E
u
ro

 
Q

o
l 
5
 D

im
e
n
si

o
n
）
、

過
去

1
年

間
の

腰
痛

に
よ

る
休

業
経

験
の

有
無

、
専

門
家

に
よ

る
腰

痛
予

防
の

指
導

の
経

験
お

よ
び

希
望

※
腰

痛
有

訴
者

の
み

：
過

去
1
年

間
の

腰
痛

の
程

度
（
1
0
0
m

V
A

S
）
、

罹
患

期
間

、
腰

痛
特

異
的

Q
O

L
（
R

ol
a
n
d-

M
o
rr

is
 D

is
a
bi

lit
y
 

Q
u
e
st

io
n
n
ai

re
）
、

腰
痛

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
人

の
有

無
、

医
療

機
関

で
の

治
療

歴
、

治
療

の
効

果
、

治
療

の
満

足
度

、
腰

痛
に

よ
る

業
務

へ
の

影
響

②
腰

痛
の

程
度

（
1
00

m
V

A
S

）
、

腰
痛

関
連

Q
O

L
、

過
去

1
カ

月
に

腰
痛

の
た

め
に

要
し

た
金

銭
的

負
担

、
運

動
に

対
す

る
恐

怖
回

避
志

向
（
T
a
m

pa
 S

c
al

e
 f

o
r 

K
in

e
si

o
ph

o
bi

a
）
、

腰
痛

の
慢

性
化

・
難

治
化

リ
ス

ク
（
S

u
bg

ro
u
pi

n
g 

fo
r 

T
a
rg

e
te

d 
T
re

at
m

e
n
t 

B
a
c
k 

S
c
re

e
in

g 
T
o
o
l）

、
健

康
関

連
Q

O
L
（
M

O
S

 3
6
 I
te

m
 S

h
o
rt

-
F
o
rm

 H
e
al

th
 

S
u
rb

e
y
）
、

6
分

間
最

大
歩

行
距

離
、

長
座

位
体

前
屈

、
体

格
指

数
（
B

M
I）

、
1
日

あ
た

り
の

歩
数

お
よ

び
運

動
量

①
腰

痛
有

訴
率

は
2
8
%
で

あ
っ

た
。

腰
痛

群
は

非
腰

痛
群

と
比

べ
、

年
齢

が
高

く
、

Q
O

L
が

低
か

っ
た

。
②

介
入

前
後

の
群

内
比

較
で

は
、

介
入

群
で

腰
痛

の
程

度
、

過
去

1
ヵ

月
に

腰
痛

の
た

め
に

要
し

た
金

銭
的

負
担

、
R

D
Q

、
B

M
Iが

有
意

に
低

下
し

、
6
M

D
、

長
座

位
体

前
屈

、
歩

数
、

運
動

量
が

有
意

に
増

加
し

た
。

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
で

は
B

M
I、

歩
数

、
運

動
量

が
有

意
に

低
下

し
た

。
介

入
後

の
両

群
間

の
比

較
で

は
、

S
F
-
3
6
の

役
割

・
社

会
的

健
康

度
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
が

介
入

群
よ

り
も

有
意

に
高

か
っ

た
。

ま
た

、
6
M

D
、

長
座

位
体

前
屈

、
歩

数
、

運
動

量
に

お
い

て
介

入
群

が
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

よ
り

も
有

意
に

高
値

で
あ

っ
た

。

産
業

理
学

療
法

的
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
腰

痛
改

善
の

検
討

で
は

、
介

入
に

よ
る

効
果

の
増

大
が

認
め

ら
れ

た
。

N
o
.

目
的

対
象

者
（対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

9
中

年
層

を
対

象
と

し
た

人
口

層
に

お
け

る
生

活
習

慣
病

の
実

態
を

知
る

と
と

も
に

、
職

場
に

お
け

る
生

活
習

慣
病

対
策

の
た

め
に

、
動

脈
硬

化
性

心
血

管
病

に
関

連
す

る
因

子
の

実
態

に
つ

い
て

検
討

し
た

大
学

職
員

3
2
77

人
（
男

性
22

9
7人

、
女

性
98

0
人

）
を

対
象

に
健

康
診

断
結

果
を

解
析

既
往

歴
、

現
在

の
症

状
、

喫
煙

、
飲

酒
、

血
液

一
般

検
査

等
、

及
び

心
電

図
検

査
生

活
習

慣
に

つ
い

て
は

、
喫

煙
歴

、
飲

酒
歴

と
も

に
男

性
が

女
性

に
比

べ
有

意
に

高
値

で
あ

っ
た

。
検

査
値

異
常

者
の

割
合

も
B

M
I 
、

血
圧

、
脂

質
検

査
、

糖
代

謝
検

査
も

と
も

に
男

性
の

方
が

有
意

に
高

値
で

あ
っ

た
。

有
所

見
の

多
か

っ
た

は
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

血
圧

、
B

M
I 
、

中
性

脂
肪

の
順

で
あ

っ
た

。
一

方
、

何
ら

か
の

治
療

歴
の

あ
る

者
は

血
圧

や
糖

代
謝

に
比

べ
脂

質
代

謝
異

常
者

で
比

較
的

少
な

か
っ

た
。

生
活

習
慣

と
し

て
、

喫
煙

歴
、

飲
酒

歴
と

も
に

男
性

が
女

性
に

比
べ

有
意

に
高

値
で

あ
っ

た
。

検
査

値
異

常
者

の
割

合
も

B
M

L
血

圧
、

脂
質

検
査

、
糖

代
謝

検
査

も
と

も
に

男
性

の
方

が
有

意
に

高
埴

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

男
性

職
員

に
お

い
て

も
職

種
に

よ
り

差
が

あ
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
有

所
見

の
多

か
っ

た
は

総
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
血

圧
、

B
M

I 
、

中
性

脂
肪

の
順

で
あ

っ
た

が
、

脂
質

代
謝

異
常

者
に

お
け

る
治

療
歴

は
血

圧
や

糖
代

謝
に

比
べ

て
少

な
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

1
4
4

岩
木

健
康

増
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
 ト

を
利

用
し

、
2
0
歳

以
上

の
男

女
を

対
象

に
（
po

pu
la

ti
o
n
ba

se
d 

st
u
dy

）
、

睡
眠

状
態

と
生

活
習

慣
を

調
査

し
両

者
の

関
連

を
検

討
し

た
．

「
岩

木
健

康
増

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

健
診

に
参

加
し

た
弘

前
市

岩
木

地
区

在
住

の
一

般
成

人
1
、

3
3
4
名

で
あ

る
．

こ
の

う
ち

、
欠

損
値

の
あ

る
者

を
除

外
し

た
1
、

2
7
3 

名
（男

性
4
8
3名

、
女

性
7
9
0名

）を
解

析
対

象
と

し
た

性
別

、
年

齢
、

 喫
煙

習
慣

（
1
日

あ
た

り
の

喫
煙

本
数

）
、

飲
酒

習
慣

（
 

1
 日

あ
た

り
の

総
ア

ル
コ

ー
ル

量
）
、

運
動

習
慣

（
 1

 週
間

 あ
た

り
の

運
動

回
数

）
、

睡
眠

障
害

、
抑

う
つ

の
有

無
、

 有
病

の
有

無
に

つ
い

て
自

記
式

質
問

紙
に

記
載

を
求

め
た

．
さ

ら
に

、
そ

の
内

容
を

個
別

面
接

で
確

認
し

た
．

睡
眠

に
つ

い
て

は
、

ピ
ッ

ツ
バ

ー
グ

睡
眠

質
問

票
（
P

it
ts

bu
rg

h
 S

le
e
p 

Q
u
al

it
y
 I
n
de

x；
P

S
Q

I）
を

用
い

た
。

ま
た

、
抑

う
つ

の
有

無
に

つ
い

て
は

、
う

つ
病

自
己

評
価

尺
度

（C
e
n
te

r 
fo

r 
E
pi

de
m

io
lo

gi
c
 S

tu
di

e
s 

D
e
pr

e
ss

io
n
 S

c
al

e
；
C

E
S

-
D

）
を

用
い

た
。

対
象

者
の

睡
眠

障
害

と
生

活
習

慣
の

関
係

に
つ

い
て

、
P

S
Q

I 
の

総
合

得
点

を
従

属
変

数
と

し
、

飲
酒

習
慣

、
喫

煙
習

慣
、

抑
う

つ
の

有
無

、
B

M
I 
を

独
立

変
数

と
し

た
重

回
帰

分
析

を
行

っ
た

結
果

、
男

女
と

も
す

べ
て

の
年

代
に

お
い

て
、

睡
眠

障
害

と
抑

う
つ

度
（C

E
S

-
D

 得
点

）と
の

間
に

正
の

相
関

を
認

め
た

。
さ

ら
に

、
男

性
の

中
年

群
で

は
睡

眠
障

害
と

B
M

Iと
の

間
に

有
意

な
正

の
相

関
を

認
め

た
。

本
研

究
で

は
、

男
女

と
も

に
、

す
べ

て
の

年
代

で
、

睡
眠

障
害

と
 

C
E
S

-
D

 得
点

と
の

間
に

正
の

相
関

を
認

め
た

。
こ

の
こ

と
は

、
精

神
疾

患
患

者
の

み
な

ら
ず

、
比

較
的

う
つ

状
態

の
低

い
一

般
住

民
に

お
い

て
も

、
う

つ
状

態
が

喫
煙

・飲
酒

・
肥

満
な

ど
の

生
活

習
慣

を
凌

駕
し

て
睡

眠
と

密
接

に
関

係
す

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

2
0
3

徳
島

県
勤

労
者

に
お

い
て

、
夕

食
終

了
か

ら
就

寝
ま

で
の

間
隔

と
生

活
習

慣
病

の
有

病
状

況
と

の
関

係
に

つ
い

て
横

断
研

究

2
0
歳

以
上

の
勤

労
者

7
3
5名

食
物

摂
取

頻
度

調
査

生
活

に
関

す
る

質
問

票
調

査
、

採
血

、
身

体
計

測
高

血
圧

に
関

し
て

、
対

照
群

に
比

し
3
～

4
時

間
、

4
時

間
以

上
の

群
で

、
有

意
に

調
整

オ
ッ

ズ
比

が
低

下
し

た
。

さ
ら

に
2
1
時

以
降

の
食

事
摂

取
者

で
、

高
血

圧
の

調
整

オ
ッ

ズ
比

は
3
～

4
時

間
空

け
る

群
で

有
意

に
低

下
し

、
量

反
応

性
の

関
係

が
認

め
ら

れ
た

。

夕
食

終
了

か
ら

就
寝

ま
で

の
間

隔
を

空
け

る
こ

と
が

、
高

血
圧

の
予

防
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。
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表
１
２
－
５
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧

 

 

  
 

N
o
.

目
的

対
象
者
（
対
象
者
数
含
）

測
定
項
目
（
調
査
項
目
）

結
果

結
論

2
2
5

大
腸
が
ん
生
存
者
の
職
場
復
帰
の
過
程

で
生
じ
る
種
々
の
阻
害
要
因
と
促
進
要

因
を
保
健
医
療
従
事
者
の
認
知
か
ら
探

る
こ
と
。

多
様
な
分
野
の
保
健
医
療
従
事
者
（
政

府
お
よ
び
民
間
部
門
）
1
2
名

半
構
造
化
面
接
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
軸
足
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
お
よ
び
選
択
的
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
文
脈
情
報

主
要
な
阻
害
要
因
は
、
副
作
用
と
心
理
的
阻
害
要
因
（
個
人
的
要

因
）
、
補
償
（
経
済
的
要
因
）
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
の

困
難
さ
（
労
働
関
連
要
因
）
、
長
期
病
気
休
職
制
度
、
雇
用
者
の
消

極
的
な
姿
勢
、
知
識
と
意
識
の
欠
如
（
環
境
要
因
）
で
あ
っ
た
。

主
要
な
促
進
要
因
は
、
就
労
生
活
の
再
開
意
欲
、
社
会
へ
の
貢
献

意
欲
（
個
人
的
要
因
）
、
健
康
保
険
の
財
源
を
維
持
す
る
た
め
の
経

済
的
圧
力
（
経
済
的
要
因
）
、
仕
事
上
の
要
求
水
準
の
軽
減
（
労
働

要
因
）
、
支
援
的
職
場
、
病
気
離
職
に
対
す
る
厳
格
な
職
場
の
方
針

（
環
境
要
因
）
で
あ
っ
た
。

が
ん
生
存
者
の
職
場
復
帰
へ
の
早
期
の
取
り
組
み
に
は
、
闘
病
後

の
職
場
復
帰
を
改
善
す
る
た
め
に
調
整
可
能
な
要
因
（
労
働
関
連
要

因
お
よ
び
環
境
要
因
）
に
照
準
を
合
わ
せ
、
産
業
医
と
雇
用
者
を
加

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

2
2
7

ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
の
違
い
に
着
目
し
、

労
働
適
応
能
力
の
向
上
に
有
用
な
職
場

環
境
の
改
善
項
目
を
検
証
す
る
。

某
IT
企
業
の
労
働
者
1
3
3
0
名

労
働
適
応
能
力
指
標
（
W
A
I）
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
改
善
意
識
調
査
票

（
M
IR
R
O
R
）

W
A
Iス
コ
ア
向
上
に
は
、
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
が
低
い
場
合
、
教
育
や

訓
練
の
機
会
を
積
極
的
に
与
え
、
通
勤
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
取
り
組

み
、
業
務
の
明
確
化
を
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
支
援
体
制
の
確

立
が
有
用
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
が
高
い
場
合
は
、
仕
事
に

裁
量
度
を
与
え
、
能
力
を
向
上
す
る
た
め
の
研
修
・
訓
練
の
機
会
を

与
え
、
責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
っ
た
。

日
本
の
IT
企
業
に
お
い
て
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
に
基
づ
い
て
職
場
環

境
を
改
善
す
る
こ
と
は
労
働
者
の
労
働
適
応
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
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表
１
２
－
６
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連

(腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一

覧
 

 

N
o
.

目
的

対
象

者
（
対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

3
1

無
理

な
作

業
姿

勢
が

生
じ

て
い

る
印

刷
部

署
に

お
け

る
腰

痛
の

実
態

調
査

と
作

業
姿

勢
や

作
業

環
境

の
改

善
の

対
策

を
検

討
す

る
こ

と

A
新

聞
社

の
印

刷
部

署
に

所
属

す
る

1
0
8

名
腰

痛
実

態
調

査
（
ア

ン
ケ

ー
ト

）
に

よ
る

作
業

姿
勢

点
、

腰
痛

の
有

無
、

欠
勤

者
の

有
無

腰
痛

欠
勤

者
3
名

は
環

境
改

善
に

よ
り

職
場

復
帰

し
た

が
2
名

は
配

置
転

換
、

1
名

は
通

常
業

務
継

続
で

あ
っ

た
。

作
業

時
期

、
作

業
管

理
、

作
業

環
境

管
理

に
よ

り
腰

痛
に

よ
る

労
働

災
害

や
欠

勤
者

が
出

な
く
な

っ
た

。

4
0

本
調

査
は

清
掃

職
場

に
お

け
る

腰
痛

の
発

生
状

況
と

発
症

要
因

に
関

す
る

結
果

か
ら

、
作

業
関

連
性

腰
痛

の
予

防
対

策
に

つ
い

て
人

間
工

学
的

改
善

視
点

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
こ

と
。

質
問

紙
調

査
は

2
0
0
5
年

 1
1
月

 ～
2
0
0
6

年
1
月

に
全

国
4
7
都

道
府

県
の

自
治

体
職

場
に

勤
務

す
る

収
集

職
員

6
6
7
5
名

と
事

務
職

員
1
2
0
0
名

を
対

象

無
記

名
、

自
記

式
に

よ
る

質
問

紙
調

査
（
横

断
的

研
究

）
を

実
施

調
査

票
は

各
腰

痛
に

よ
る

休
業

有
無

と
作

業
関

連
性

腰
痛

の
関

連
要

因
を

分
析

収
集

職
員

5
0
4
6
名

（
有

効
回

答
率

7
5
.6

%
）
と

事
務

職
員

7
2
5
名

（
有

効
回

答
率

6
0
.7

%
）
の

回
答

が
得

ら
れ

た
。

1
）
（
作

業
関

連
腰

痛
の

発
生

状
況

と
休

業
状

況
）
 

収
集

職
員

の
腰

痛
有

訴
率

は
6
8
.8

%
で

、
事

務
職

員
の

腰
痛

有
訴

率
5
1
.1

%
よ

 り
高

か
っ

た
。

腰
痛

既
往

の
あ

る
職

員
の

う
ち

で
は

過
去

1
年

 の
腰

痛
休

業
経

験
は

、
収

集
職

員
は

約
3
割

で
、

事
務

職
員

の
 

約
2
倍

 だ
っ

た
。

ま
た

、
腰

痛
休

業
経

験
の

あ
る

収
集

職
員

の
休

業
方

法
は

 「
有

給
休

暇
に

よ
る

」
が

7
7
.5

%
と

最
も

多
く
、

「
病

気
休

暇
の

利
用

」
は

2
7
.7

%
、

「
公

務
災

害
と

し
て

休
み

を
取

っ
た

」
人

は
5
.6

%
に

 
と

ど
ま

っ
た

。
2
）
作

業
条

件
と

腰
痛

発
生

と
の

関
係

・
勤

続
年

数
が

多
い

ほ
ど

腰
痛

に
よ

る
休

業
率

が
高

く
な

っ
た

。
・
週

あ
た

り
の

収
集

量
が

多
い

と
休

業
率

が
高

く
な

っ
た

。
・
「
中

腰
で

作
業

す
る

こ
と

が
多

い
」
「
作

業
中

に
ひ

ね
 り

姿
勢

を
と

る
こ

と
が

多
い

」
「
休

日
が

少
な

い
」
「
た

く
さ

ん
の

も
の

を
持

ち
上

げ
た

り
運

ん
だ

り
す

る
」
が

、
腰

痛
に

よ
る

休
業

に
関

連
す

る
要

因
の

上
位

に
あ

げ
ら

れ
た

。
・
職

種
別

、
睡

眠
時

間
 の

長
短

、
始

業
前

の
運

動
実

施
の

有
無

、
乗

車
人

数
の

相
違

等
で

は
休

業
率

の
発

生
に

差
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

①
清

掃
事

業
に

お
い

て
収

集
職

員
 の

腰
痛

発
生

が
重

大
な

休
業

 ・
治

療
原

因
と

な
っ

て
い

て
、

従
 っ

て
労

働
負

担
と

し
て

重
視

さ
れ

る
べ

き
こ

と
 が

裏
づ

け
ら

れ
た

。
②

清
掃

業
務

に
お

け
る

作
業

関
 連

腰
痛

発
生

が
複

合
作

業
条

件
 

と
密

接
に

関
連

 し
て

 い
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
③

筋
負

荷
増

大
作

業
方

法
、

作
業

時
間

と
休

息
条

件
、

複
合

作
業

環
境

、
チ

ー
ム

作
業

体
制

が
作

業
関

連
腰

痛
の

発
生

と
有

意
に

関
係

が
深

い
と

認
め

ら
れ

、
そ

れ
故

に
現

場
作

業
者

の
協

働
努

力
と

労
働

条
件

整
備

お
よ

び
日

常
作

業
改

善
が

重
要

で
あ

る
と

指
摘

さ
れ

た
。

6
2

リ
フ

ト
介

助
と

人
力

介
助

に
よ

る
移

乗
介

助
の

腰
部

負
担

や
、

介
護

者
の

リ
フ

ト
介

助
作

業
の

習
得

度
に

よ
る

効
果

を
検

討
す

る
こ

と
。

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
計

5
名

腰
部

傍
脊

柱
筋

の
表

面
筋

電
図

、
上

体
傾

斜
角

各
セ

ラ
ピ

ス
ト

は
1
～

4
回

行
い

、
1
回

目
と

4
回

目
の

腰
部

の
筋

電
位

に
は

左
右

差
は

な
か

っ
た

が
、

上
体

傾
斜

角
は

4
回

目
の

方
が

有
意

に
低

か
っ

た
。

リ
フ

ト
介

助
と

人
力

介
助

で
も

腰
部

の
筋

電
図

に
は

左
右

差
を

認
め

な
か

っ
た

が
、

上
体

傾
斜

角
は

リ
フ

ト
介

助
の

方
が

有
意

に
低

か
っ

た
。

移
乗

介
助

を
安

全
に

施
行

す
る

た
め

に
は

、
介

助
機

器
の

使
用

や
使

用
方

法
に

関
す

る
指

導
が

必
要

。
作

業
時

間
は

人
力

介
助

よ
り

時
間

を
要

す
る

も
の

で
あ

り
、

介
護

者
の

人
員

配
置

体
制

を
改

め
る

の
も

重
要

で
あ

る
。

1
6
3

前
屈

姿
勢

お
よ

び
重

量
物

の
保

持
が

脊
柱

起
立

筋
の

疲
労

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

、
筋

電
図

お
よ

び
筋

へ
の

酸
素

供
給

の
観

点
か

ら
調

べ
る

こ
と

。

男
性

1
2
名

（
1
9
〜

2
8
歳

：
 平

均
年

齢
2
3

±
2
.6

）
立

位
姿

勢
お

よ
び

前
屈

姿
勢

（
体

幹
角

度
6
0
°

）
保

持
時

の
筋

内
血

中
飽

和
酸

素
濃

度
（
近

赤
外

線
分

光
分

析
法

）
お

よ
び

表
面

筋
電

図
の

実
効

値
お

よ
び

メ
ジ

ア
ン

周
波

数
の

変
化

保
持

荷
重

が
増

加
す

る
と

、
姿

勢
保

持
に

伴
う

筋
内

血
中

飽
和

酸
素

濃
度

の
低

下
は

よ
り

顕
在

化
し

、
両

手
荷

重
0
kg

 と
1
5
　

kg
 と

の
間

に
有

意
の

差
が

認
め

ら
れ

た
。

ま
た

、
前

屈
姿

勢
の

保
持

に
伴

い
筋

電
図

の
中

間
周

波
数

は
有

意
の

低
下

を
示

し
た

。

前
屈

姿
勢

に
お

け
る

重
量

物
の

保
持

に
よ

る
筋

疲
労

の
発

現
を

客
観

的
に

示
し

て
い

る
。

1
6
4

筋
骨

格
系

障
害

に
対

す
る

作
業

負
担

評
価

指
標

と
し

て
の

主
観

的
作

業
速

度
評

価
の

有
効

性
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
。

男
性

労
働

者
1
5
7
9
名

「
基

本
的

属
性

」
、

「
主

観
的

作
業

速
度

」
、

作
業

環
境

（
「
作

業
空

間
が

狭
い

」
、

「
担

当
す

る
持

ち
場

が
広

す
ぎ

る
」
、

「
足

場
が

狭
い

」
、

「
体

に
振

動
を

感
じ

る
」
）
、

作
業

中
の

動
作

お
よ

び
重

量
物

の
運

搬
頻

度
と

（
「
体

を
前

後
左

右
に

曲
げ

る
、

ま
た

は
ひ

ね
る

」
、

「
中

腰
や

足
を

踏
ん

張
る

」
、

「
首

を
前

後
左

右
に

大
き

く
曲

げ
る

、
ま

た
は

ひ
ね

る
」
、

「
重

量
が

2
kg

以
上

の
も

の
を

リ
フ

ト
や

ホ
イ

ス
ト

な
ど

の
補

助
機

械
を

使
用

せ
ず

に
持

ち
上

げ
、

ま
た

は
移

動
す

る
」
、

「
振

動
工

具
を

使
用

す
る

」
、

「
何

か
を

カ
ー

杯
引

っ
張

る
あ

る
い

は
押

す
」
）
、

腰
痛

の
重

症
度

、
繰

返
し

1
回

当
た

り
の

作
業

時
間

（
秒

単
位

）

主
観

的
作

業
速

度
評

価
は

望
ま

し
く
な

い
作

業
環

境
、

不
良

作
業

姿
勢

、
動

作
、

重
量

物
の

取
り

扱
い

頻
度

と
の

有
意

な
関

連
が

認
め

ら
れ

た
。

主
観

的
作

業
速

度
評

価
が

「
非

常
に

速
い

」
は

、
そ

う
で

な
い

者
と

比
較

 し
て

、
従

事
す

る
業

務
の

中
に

職
業

性
腰

痛
の

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

が
よ

り
多

 く
含

ま
れ

る
傾

向
が

有
意

に
高

い
こ

と
が

示
さ

れ
た

。

作
業

負
担

評
価

指
標

 と
 し

て
の

主
観

的
作

業
速

度
評

価
の

有
効

性
を

支
持

す
る

も
の

で
あ

っ
た

。

1
7
7

多
施

設
共

同
研

究
に

よ
る

病
棟

勤
務

看
護

師
の

腰
痛

実
態

調
査

を
行

う
こ

と
。

2
0
1
0
年

5
月

に
労

災
病

院
1
5
施

設
に

勤
務

す
る

病
棟

看
護

師
、

1
3
1
2
例

腰
痛

の
有

無
、

腰
痛

の
程

度
、

R
o
la

n
d
-
M

o
rr

is
 D

is
a
b
ili
ty

 
Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
（
R

D
Q

）
、

神
経

症
状

随
伴

の
有

無
、

器
質

的
病

変
の

診
断

の
有

無
、

腰
痛

既
往

の
有

無
、

腰
痛

が
起

こ
る

職
務

臨
床

看
護

職
者

の
仕

事
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
測

定
尺

度

看
護

業
務

中
の

腰
痛

有
訴

率
は

6
0
.0

%
で

あ
り

、
腰

痛
の

程
度

は
V

A
S

 2
7
.7

±
1
7
.4

で
、

腰
痛

有
訴

者
の

R
D

Q
は

2
.3

±
3
.1

点
で

あ
っ

た
。

腰
痛

有
訴

者
の

多
く
は

体
位

変
換

、
中

腰
に

よ
る

処
置

、
移

乗
動

作
な

ど
直

接
腰

部
に

負
担

の
か

か
る

業
務

中
に

腰
痛

を
感

じ
て

い
た

。
そ

し
て

臨
床

看
護

職
者

の
仕

事
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
測

定
尺

度
下

位
尺

度
の

う
ち

「
仕

事
の

量
的

負
担

に
関

す
る

ス
ト

レ
ッ

サ
ー

」
（
オ

ッ
ズ

比
：
1
.4

9
）
、

「
患

者
と

の
人

間
関

係
に

関
す

る
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
」
（
オ

ッ
ズ

比
：
1
.2

）
が

促
進

要
因

と
し

て
腰

痛
と

統
計

学
的

に
有

意
な

関
連

を
示

し
た

。

看
護

師
の

腰
痛

有
訴

率
は

高
率

で
あ

り
、

腰
痛

の
た

め
日

常
生

活
に

支
障

を
来

た
し

て
い

る
も

の
も

少
な

く
な

い
。

看
護

師
の

腰
痛

を
取

り
巻

く
要

因
は

多
岐

に
わ

た
る

た
め

、
理

学
的

要
因

、
労

働
環

境
に

加
え

、
心

理
的

要
因

も
評

価
し

た
上

で
腰

痛
へ

の
対

策
を

展
開

す
る

必
要

が
あ

る
。

1
9
3

介
護

老
人

保
健

施
設

に
勤

務
す

る
職

員
の

移
乗

関
連

用
具

に
対

す
る

認
識

及
び

使
用

状
況

、
腰

痛
の

実
態

を
調

査
し

、
職

員
の

腰
痛

の
予

防
・
軽

減
の

方
法

を
検

討
す

る
こ

と
。

介
護

老
人

保
健

施
設

3
施

設
に

勤
務

す
る

全
職

員
2
0
0
名

記
名

式
調

査
用

紙
に

よ
る

調
査

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド

・
リ

フ
ト

の
使

用
目

的
に

つ
い

て
偏

っ
た

理
解

を
し

て
い

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。
職

員
の

約
8
0
%
に

腰
痛

が
出

現
し

て
い

る
が

、
腰

痛
予

防
教

育
を

受
け

て
い

る
職

員
は

約
3
0
%
で

あ
っ

た
。

移
乗

関
連

用
具

に
つ

い
て

の
正

し
い

知
識

を
得

る
た

め
の

教
育

シ
ス

テ
ム

の
構

築
が

、
用

具
の

使
用

率
を

高
め

、
職

員
の

腰
痛

予
防

と
軽

減
が

可
能

に
な

る
。

－107－



 表
１
２
－
６
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連

(腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一

覧
（
続
き
）

 

 
     表
１
２
－
７
 
非
介
入
研
究
日
本
語
論
文
 

復
職
支
援
関
連
論
文
の
概
要
一
覧

 

 
 

 

N
o
.

目
的

対
象

者
（
対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

2
2
8

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
職

の
腰

痛
状

況
、

、
各

施
設

に
お

け
る

福
祉

機
器

の
導

入
状

況
を

把
握

し
、

今
後

の
具

体
的

な
腰

痛
予

防
対

策
を

検
討

す
る

こ
と

。

1
7施

設
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
職

施
設

の
機

能
、

リ
ハ

職
員

数
、

腰
痛

予
防

研
修

の
有

無
、

福
祉

用
具

の
種

類
と

数
、

腰
痛

に
関

す
る

項
目

腰
痛

有
訴

率
は

5
2.

3
％

。
一

週
間

以
上

の
持

続
す

る
腰

痛
経

験
、

1
か

月
以

内
の

再
発

者
35

.8
％

。
腰

痛
予

防
対

策
研

修
会

へ
の

参
加

が
少

な
い

も
の

は
有

訴
率

が
高

い
が

、
福

祉
用

具
の

充
実

度
は

関
連

が
な

か
っ

た
。

腰
痛

を
引

き
起

こ
す

場
面

は
、

移
乗

動
作

、
起

居
介

助
、

立
位

介
助

、
歩

行
介

助
の

順
で

多
か

っ
た

。
福

祉
用

具
（
特

に
リ

フ
ト

）
の

使
用

状
況

は
低

か
っ

た
（
27

.9
％

）
。

職
種

間
に

お
け

る
有

訴
率

に
有

意
差

は
な

か
っ

た
。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
職

に
対

す
る

腰
痛

予
防

対
策

の
重

要
で

あ
り

、
教

育
の

重
要

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

各
職

能
に

応
じ

た
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

2
3
4

事
業

場
の

産
業

看
護

師
の

有
無

と
健

康
に

関
連

し
た

活
動

実
施

と
の

関
連

に
つ

い
て

調
べ

る
こ

と
。

従
業

員
5
0名

以
上

の
企

業
3
26

6社
目

的
変

数
：
種

類
別

健
康

つ
く
り

の
た

め
の

活
動

（
栄

養
、

運
動

、
睡

眠
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
、

禁
煙

飲
 酒

、
歯

科
）
と

説
明

変
数

：
職

業
看

護
師

の
有

無

対
象

の
う

ち
4
15

社
か

ら
回

収
 し

た
（
回

収
率

1
2.

7
％

）
。

産
業

看
護

職
が

い
る

事
業

場
は

1
72

社
（
41

.4
％

）
で

あ
っ

た
。

健
康

づ
く
り

活
動

の
実

施
は

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
禁

煙
、

運
動

、
栄

養
、

歯
科

、
睡

眠
、

の
順

で
多

か
っ

た
。

産
業

看
護

職
が

い
な

い
事

業
場

を
基

準
と

し
た

場
合

、
産

業
看

護
 職

が
い

る
事

業
場

に
お

け
る

健
康

づ
く
り

活
動

実
施

の
オ

ッ
ズ

比
は

睡
眠

を
除

き
い

ず
れ

も
有

意
で

あ
っ

た
。

全
国

の
上

場
企

業
の

事
業

場
に

お
い

て
、

企
業

 の
規

模
や

健
康

づ
く
り

の
方

針
を

考
慮

し
た

上
で

も
、

産
業

看
護

 職
が

い
る

事
業

場
は

い
な

い
事

業
場

と
比

較
し

て
栄

養
、

運
動

 メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
、

禁
煙

。
飲

酒
、

歯
科

の
健

康
づ

く
り

活
動

を
 実

施
し

て
い

た
。

健
康

づ
く
り

活
動

の
実

施
に

は
、

事
業

場
の

産
 業

看
護

職
の

存
在

が
関

連
し

て
い

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

N
o
.

目
的

対
象

者
（
対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

7
2

う
つ

病
患

者
に

対
す

る
復

職
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

践
を

報
告

し
，

臨
床

背
景

や
作

業
療

法
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
評

価
と

復
職

転
帰

と
の

関
連

を
調

査
す

る
こ

と
。

原
則

単
極

性
う

つ
病

で
休

職
中

も
し

く
は

病
休

中
で

あ
り

、
症

状
が

概
ね

改
善

し
復

職
を

具
体

的
に

検
討

し
て

い
る

2
4
名

年
齢

、
勤

続
年

数
、

休
職

期
間

、
休

職
回

数
、

最
終

週
参

加
頻

度
、

総
出

席
日

数
、

参
加

率
、

R
A

P
A

S
、

転
帰

う
つ

病
の

症
状

改
善

と
そ

れ
に

基
づ

く
能

力
の

回
復

を
本

人
が

自
覚

し
評

価
で

き
る

こ
と

が
、

そ
の

後
の

ス
ム

ー
ズ

な
復

職
に

関
連

す
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

休
職

者
の

職
場

復
帰

を
円

滑
に

進
め

る
こ

と
は

重
要

な
課

題
で

あ
り

、
作

業
療

法
は

職
業

前
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
し

て
の

有
用

性
が

示
さ

れ
た

。
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表
１
２
－
８
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
疾
病

予
防
関
連
論
文

の
概
要
一
覧

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

1
糖

尿
病

や
心

疾
患

予
防

の
た

め
の

運
動

効
果

を
検

証
す

る
こ

と
。

2
0
人

（
う

ち
1
3
人

女
性

）
V

O
2
m

a
x、

下
肢

筋
力

、
血

圧
、

血
液

デ
ー

タ
（
糖

、
脂

質
、

炎
症

マ
ー

カ
ー

な
ど

）
V

O
2
m

a
x、

下
肢

筋
力

、
H

D
L
は

改
善

し
た

が
、

他
の

改
善

は
な

か
っ

た
。

sm
a
ll-

si
d
e
d
 g

a
m

e
は

呼
吸

循
環

器
系

の
運

動
と

し
て

健
康

に
つ

な
が

り
、

肥
満

の
抑

制
に

つ
な

が
る

5

肥
満

者
へ

の
減

量
プ

ロ
グ

ラ
ム

効
果

を
検

討
す

る
こ

と
。

4
5
人

の
肥

満
患

者
（
1
0
人

肥
満

、
3
5
人

肥
満

の
リ

ス
ク

高
い

人
）

体
重

、
B

M
I、

B
P

、
H

b
A

1
c
、

糖
、

脂
質

、
Q

O
L
質

問
票

（
S

F
-
1
2
）
・
身

体
活

動
質

問
票

、
食

生
活

の
質

問
票

3
が

月
後

体
重

、
B

M
Iは

減
少

し
、

身
体

活
動

は
増

加
し

た
。

1
2
月

後
、

4
0
名

中
9
名

（
2
2
.5

％
）
は

体
重

5
％

、
5
名

は
7
％

の
減

量
に

成
功

し
た

。
介

入
群

は
Q

O
L
と

3
-
F
a
c
to

r 
e
a
ti
n
gに

て
改

善
を

示
し

た
。

H
b
A

1
c
や

B
P

に
関

し
て

は
有

意
差

は
な

か
っ

た
。

運
動

介
入

に
よ

る
体

重
減

少
は

、
会

社
の

雇
用

適
応

の
助

け
に

な
る

。

9

家
族

性
の

高
血

圧
若

年
女

性
に

対
す

る
負

荷
強

度
の

違
い

に
よ

る
運

動
効

果
の

検
討

を
行

う
こ

と
。

4
4
人

の
家

族
性

高
血

圧
の

あ
る

若
年

女
性

V
O

2
m

a
x、

gr
a
d
e
d
 e

xe
rc

is
e
 t

e
st

、
運

動
時

の
心

拍
反

応
性

心
拍

の
回

復
は

高
強

度
群

の
み

で
改

善
し

た
。

両
群

と
も

心
肺

機
能

は
改

善
し

た
が

、
高

強
度

群
の

み
中

等
度

強
度

群
に

比
べ

、
呼

吸
性

代
償

時
の

酸
素

消
費

量
と

A
T
到

達
ま

で
の

最
大

努
力

が
改

善
し

た
。

運
動

強
度

は
重

要
な

要
因

で
あ

り
、

家
族

性
高

血
圧

の
あ

る
若

年
女

性
に

対
す

る
負

荷
強

度
に

新
た

な
発

見
で

あ
る

。

2
8

肥
満

予
備

軍
へ

の
教

育
と

運
動

介
入

に
よ

る
効

果
を

検
証

す
る

こ
と

。
9
8
人

の
肥

満
予

備
軍

①
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
配

布
の

み
、

②
３

H
の

身
体

活
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
教

育
を

受
け

る
群

、
③

３
H

の
教

育
＋

歩
数

計
を

使
用

し
て

活
動

量
を

自
覚

さ
せ

た
群

実
施

2
時

間
後

の
血

糖
値

の
変

化
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

と
比

較
し

て
、

歩
数

計
使

用
群

は
血

糖
値

が
減

少
し

た
。

教
育

の
み

群
と

は
有

意
差

は
な

か
っ

た
。

歩
数

計
の

使
用

で
の

実
用

的
な

群
ベ

ー
ス

の
構

造
化

さ
れ

た
教

育
に

よ
る

定
期

的
な

グ
ル

コ
ー

ス
調

節
の

改
善

は
、

2
4
ヶ

月
維

持
さ

れ
た

。

3
1

２
型

糖
尿

病
患

者
の

運
動

療
法

効
果

を
検

証
す

る
こ

と
7
3
人

の
イ

ン
シ

ュ
リ

ン
療

法
患

者
H

b
A

1
c
、

B
M

I、
C

R
P

、
C

H
D

、
U

K
P

D
S

身
体

活
動

量
は

、
運

動
群

で
有

意
に

高
か

っ
た

。
 H

b
A

1
c
、

B
M

I、
腰

囲
、

C
R

P
、

血
圧

、
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
お

よ
び

冠
状

動
脈

性
心

疾
患

の
リ

ス
ク

ス
コ

ア
の

値
は

、
運

動
群

で
の

み
有

意
に

減
少

し
た

。

2
型

糖
尿

病
の

イ
ン

ス
リ

ン
治

療
患

者
に

お
い

て
、

監
督

さ
れ

た
運

動
は

、
血

糖
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
お

よ
び

脂
肪

お
よ

び
炎

症
の

マ
ー

カ
ー

を
改

善
す

る
上

で
安

全
か

つ
有

効
で

あ
っ

た
。

し
た

が
っ

て
、

こ
れ

ら
の

パ
ラ

メ
ー

タ
に

対
す

る
イ

ン
ス

リ
ン

の
有

害
作

用
を

相
殺

す
る

。

4
4

糖
尿

病
リ

ス
ク

を
有

す
る

中
年

の
成

人
の

ア
デ

ィ
ポ

ネ
ク

チ
ン

、
運

動
行

動
お

よ
び

代
謝

リ
ス

ク
因

子
に

対
す

る
家

庭
ベ

ー
ス

の
運

動
の

短
期

（
3
ヶ

月
）
お

よ
び

長
期

（
9
ヶ

月
）
効

果
を

評
価

す
る

こ
と

。

少
な

く
と

も
1
つ

の
糖

尿
病

の
危

険
因

子
を

持
つ

1
3
5
名

（
男

性
：
3
8
名

、
女

性
：
9
7

名
）

・
血

漿
ア

デ
ィ

ポ
ネ

ク
チ

ン
・
運

動
の

自
己

効
力

感
・
身

体
活

動
量

・
代

謝
性

疾
患

危
険

因
子

：
イ

ン
ス

リ
ン

レ
ベ

ル
、

H
O

M
A

-
IR

、
体

力
、

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

、
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

構
成

要
素

運
動

群
は

、
3
ヶ

月
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

で
運

動
の

自
己

効
力

感
、

B
M

Iと
柔

軟
性

が
有

意
に

改
善

し
、

9
ヶ

月
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

で
も

B
M

Iと
柔

軟
性

を
維

持
し

た
。

9
カ

月
後

に
運

動
群

は
身

体
活

動
量

が
増

加
し

た
が

、
対

照
群

で
は

減
少

し
た

。

自
宅

で
の

運
動

は
、

ア
デ

ィ
ポ

ネ
ク

チ
ン

に
対

す
る

改
善

効
果

は
乏

し
か

っ
た

が
、

運
動

習
慣

や
代

謝
疾

患
の

リ
ス

ク
因

子
は

有
意

に
改

善
し

、
9
ヵ

月
後

も
効

果
が

持
続

し
た

。

1
3
0

T
h
e
 L

E
A

R
N

 （
L
if
e
st

y
le

、
 E

xe
rc

is
e
、

 
A

tt
it
u
d
e
s、

 R
e
la

ti
o
n
sh

ip
s、

 
N

u
tr

it
io

n
）
 p

ro
gr

a
m

　
ｖ
ｓ
 伝

統
的

な
心

臓
リ

ハ
は

ど
ち

ら
が

体
重

を
減

ら
す

か
を

検
証

す
る

こ
と

。

4
４

人
の

C
V

D
 （

男
女

2
2
人

づ
つ

）
体

重
減

少
、

B
M

I減
少

L
E
A

R
N

の
方

が
、

1
0
週

間
の

実
施

に
て

有
意

に
体

重
と

 B
M

Iを
減

少
さ

せ
る

L
E
A

R
N

の
よ

う
に

細
か

く
介

入
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

1
3
4

２
型

糖
尿

病
を

も
つ

o
r 

持
た

な
い

心
疾

患
患

者
に

毎
日

の
運

動
や

最
大

運
動

耐
応

能
で

の
運

動
は

効
果

的
か

ど
う

か
を

検
証

す
る

こ
と

。

心
疾

患
の

み
4
4
人

、
心

疾
患

+
２

型
D

M
　

3
9
人

6
ヶ

月
の

運
動

後
の

活
動

量
と

最
大

心
拍

数
日

常
生

活
で

の
運

動
量

は
心

疾
患

+
２

型
D

M
は

変
化

な
し

。
心

疾
患

の
み

は
日

常
最

大
運

動
量

は
有

意
に

増
加

。
6
ヶ

月
の

運
動

で
、

ど
ち

ら
も

有
意

に
最

大
運

動
耐

容
能

は
上

が
っ

た
。

心
疾

患
+
２

型
D

M
は

運
動

量
が

少
な

い
。

個
別

メ
ニ

ュ
ー

は
ど

ち
ら

も
耐

容
能

を
あ

げ
る

。

1
5
1

エ
ア

ロ
ビ

ク
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

中
の

習
慣

的
な

身
体

活
動

レ
ベ

ル
が

体
重

、
腹

囲
、

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

、
お

よ
び

血
圧

に
与

え
る

影
響

を
評

価
す

る
こ

と
。

閉
経

後
の

女
性

3
2
5
人

（
4
、

8
、

1
2
kc

a
l/

kg
/
w

e
e
k）

の
3
つ

の
有

酸
素

運
動

群
と

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
（
６

ヶ
月

）

体
重

、
腹

囲
、

運
動

量
、

血
圧

腹
囲

は
各

有
酸

素
運

動
群

で
歩

数
／

日
が

多
い

方
が

有
意

に
減

少
し

、
体

重
は

4
kc

a
l/

kg
/
w

e
e
k 

群
の

歩
数

が
多

い
群

で
有

意
に

減
少

し
た

が
、

血
圧

は
有

意
差

な
か

っ
た

。

習
慣

的
な

身
体

活
動

は
、

体
重

超
過

お
よ

び
肥

満
の

閉
経

後
女

性
の

腹
囲

を
減

少
さ

せ
る

上
で

、
層

別
化

さ
れ

た
有

酸
素

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
有

効
性

に
影

響
を

及
ぼ

す
。

し
か

し
、

血
圧

や
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
に

は
効

果
が

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

1
5
5

２
型

糖
尿

病
患

者
の

運
動

療
法

と
C

R
P

の
関

連
を

検
討

す
る

こ
と

。
2
0
9
人

の
2
型

D
M

患
者

（
有

酸
素

運
動

、
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
運

動
、

コ
ン

ビ
ネ

ー
シ

ョ
ン

運
動

の
３

群
に

分
け

る
）

C
R

P
、

ウ
ェ

ス
ト

サ
イ

ズ
、

B
M

I、
p
e
a
kV

O
2
、

H
b
A

1
C

、
空

腹
時

血
糖

値
、

体
力

、
体

脂
肪

C
R

P
は

体
脂

肪
量

、
ウ

ェ
ス

ト
サ

イ
ズ

、
B

M
I、

p
e
a
kV

O
2
と

関
連

が
あ

る
。

C
R

P
は

対
照

群
と

比
較

し
て

３
群

と
も

低
下

し
な

か
っ

た
。

空
腹

時
血

糖
、

糖
化

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

（
H

b
A

1
C

）
お

よ
び

脂
肪

量
の

変
化

は
、

C
R

P
の

低
下

と
関

連
し

た
が

、
体

力
ま

た
は

体
重

の
変

化
は

伴
わ

な
か

っ
た

。
H

b
A

1
C

お
よ

び
体

脂
肪

の
変

化
の

三
分

位
値

間
の

C
R

P
に

つ
い

て
有

意
な

傾
向

が
観

察
さ

れ
た

。

有
酸

素
運

動
、

レ
ジ

ス
タ

ン
ス

訓
練

、
混

合
訓

練
は

、
2
型

糖
尿

病
患

者
の

C
R

P
レ

ベ
ル

を
低

下
さ

せ
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

H
b
A

1
C

、
空

腹
時

血
糖

、
脂

肪
量

の
運

動
関

連
改

善
は

、
C

R
P

の
減

少
と

関
連

し
て

い
た

。

2
4
7

耐
糖

能
異

常
者

に
対

す
る

生
活

様
式

へ
の

介
入

（
運

動
、

食
事

な
ど

）
が

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

有
病

率
に

及
ぼ

す
効

果
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。

耐
糖

能
異

常
者

1
4
7
名

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

有
病

率
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

点
で

6
6
.4

%
（
介

入
群

6
3
.9

%
、

対
照

群
6
8
.9

%
）
が

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

に
該

当
し

た
。

介
入

終
了

時
（
約

4
.2

年
後

）
、

対
照

群
と

比
較

し
て

介
入

群
で

は
有

意
に

有
病

率
が

有
意

に
減

少
し

て
い

た
。

食
事

療
法

と
運

動
の

併
用

は
耐

糖
能

を
改

善
さ

せ
、

2
型

糖
尿

病
を

予
防

す
る

だ
け

で
は

な
く
、

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

有
病

率
を

低
下

さ
せ

る
。

2
7
2

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

ヘ
ル

ス
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
H

M
P

）
が

女
性

労
働

者
の

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

関
連

因
子

の
改

善
、

健
康

習
慣

の
改

善
に

寄
与

す
る

か
検

証
す

る
こ

と
。

女
性

労
働

者
6
3
名

（
H

M
P

群
3
2
名

、
対

照
群

3
1
名

）
体

重
、

腹
囲

、
血

圧
、

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

の
有

無
採

血
：
空

腹
時

血
糖

、
中

性
脂

肪
、

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

対
照

群
と

比
較

し
て

M
H

P
群

で
腹

囲
、

空
腹

時
血

糖
が

有
意

に
改

善
し

た
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

M
H

P
は

女
性

労
働

者
の

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

関
連

因
子

の
改

善
に

有
効

で
あ

る
。
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表
１
２
－
８
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
疾
病

予
防
関
連
論
文

の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

  
 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
bj

e
c
ts

M
e
as

u
re

m
e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

3
0
3

肥
満

を
有

し
た

精
神

疾
患

患
者

に
対

し
減

量
を

目
的

と
し

た
運

動
介

入
を

行
い

、
そ

の
効

果
を

検
証

す
る

こ
と

。

肥
満

の
精

神
病

患
者

２
９

１
名

B
M

I、
体

重
結

果
と

し
て

2
7
9名

が
参

加
し

た
。

5
8
％

は
統

合
失

調
症

、
2
2
％

は
双

極
性

障
害

、
1
2
％

は
重

度
の

鬱
病

患
者

で
あ

っ
た

。
１

８
ヶ

月
後

、
運

動
介

入
群

は
18

週
間

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
比

べ
B

M
I、

体
重

減
少

が
有

意
に

減
少

し
た

。
な

お
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

に
お

い
て

は
有

意
差

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

重
度

の
精

神
病

で
肥

満
患

者
に

対
し

運
動

療
法

を
行

う
こ

と
で

体
重

を
減

少
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

3
8
2

増
加

す
る

心
血

管
リ

ス
ク

に
対

し
、

中
年

男
性

で
治

療
の

み
ま

た
は

運
動

介
入

と
の

併
用

に
よ

る
健

康
チ

ェ
ッ

ク
の

効
果

を
研

究
す

る
こ

と
。

1
6
8人

の
3
5
～

4
5
歳

の
最

も
少

な
い

2
つ

の
心

血
管

リ
ス

ク
因

子
を

も
ち

、
身

体
活

動
が

週
3回

未
満

の
頻

度
の

男
性

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

の
有

無
、

自
己

報
告

で
の

身
体

活
動

量
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
（
M

e
tS

）
は

国
際

糖
尿

病
/ア

メ
リ

カ
心

臓
組

合
と

身
体

活
動

頻
度

の
自

己
報

告
に

よ
っ

て
定

義
さ

れ
た

。

健
康

に
焦

点
を

当
て

る
こ

と
は

中
年

男
性

で
身

体
活

動
頻

度
を

増
加

さ
せ

た
。

1
年

後
、

1
9
％

が
週

に
3
回

へ
身

体
活

動
が

増
加

し
て

い
た

。
全

て
の

群
が

3回
へ

増
加

し
て

い
た

（
運

動
介

入
群

で
男

性
の

2
6
％

、
健

康
チ

ェ
ッ

ク
群

で
男

性
の

15
％

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

の
1
6
％

）
。

各
群

間
に

有
意

差
は

な
か

っ
た

。
 介

入
は

1年
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

、
M

e
ts

ま
た

は
そ

の
他

の
心

血
管

の
転

帰
で

意
味

の
あ

る
影

響
は

な
か

っ
た

。

こ
の

健
康

促
進

ト
ラ

イ
ア

ル
で

は
、

中
年

男
性

の
す

べ
て

の
研

究
グ

ル
ー

プ
で

身
体

活
動

が
増

加
し

た
。

介
入

は
、

参
加

者
の

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

ま
た

は
他

の
心

血
管

の
転

帰
に

影
響

を
与

え
な

か
っ

た
。

こ
の

ト
ラ

イ
ア

ル
は

、
地

方
自

治
体

の
ヘ

ル
ス

ケ
ア

と
運

動
サ

ー
ビ

ス
間

の
身

体
活

動
促

進
に

お
け

る
意

識
と

協
力

を
高

め
た

。

4
1
2

原
因

不
明

の
首

の
痛

み
に

対
し

二
つ

の
異

な
る

運
動

の
違

い
に

よ
り

痛
み

、
強

さ
、

恐
怖

回
避

の
考

え
方

に
効

果
が

あ
る

の
か

比
較

す
る

こ
と

。

首
の

痛
み

に
よ

り
病

気
休

暇
を

と
っ

た
2
3

名
の

男
性

と
6
0
名

の
女

性
疼

痛
、

肩
や

首
の

筋
力

、
恐

怖
心

疼
痛

は
両

群
と

も
に

減
少

し
通

常
の

身
体

活
動

に
加

え
肩

や
首

の
筋

力
訓

練
を

行
っ

た
群

（S
S

T
群

）、
通

常
の

運
動

群
（
G

P
A

群
）と

も
に

-
1
変

化
し

た
。

2
群

間
で

の
違

い
は

明
ら

か
で

な
か

っ
た

。
2
群

間
で

の
筋

力
に

有
意

差
は

生
じ

な
か

っ
た

。
頸

部
屈

筋
は

S
S

T
 群

で
1
4
.7

 
N

、
G

P
A

群
で

6
.9

 N
の

有
意

な
増

加
を

示
し

た
。

さ
ら

に
S

T
T
群

は
頸

部
伸

筋
で

1
8
.6

 N
 の

有
意

な
増

加
を

示
し

た
。

恐
怖

回
避

に
関

し
て

は
S

T
T
群

で
6
、

G
P

A
群

で
3
の

改
善

が
あ

っ
た

。
群

間
に

有
意

差
が

認
め

ら
れ

た
。

こ
の

研
究

は
頸

部
の

痛
み

が
あ

る
身

体
障

害
を

抱
え

る
者

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
ホ

ー
ム

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

首
の

運
動

を
行

っ
て

も
痛

み
や

筋
力

で
付

加
的

改
善

は
な

い
と

い
う

事
を

示
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
疼

痛
を

生
じ

て
い

る
箇

所
へ

の
筋

力
訓

練
は

恐
怖

回
避

へ
の

考
え

を
減

ら
す

。

5
0
9

入
院

治
療

の
補

助
と

し
て

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

受
け

て
い

る
う

つ
病

患
者

は
、

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

生
理

的
、

心
理

的
要

因
で

有
効

か
ど

う
か

を
調

べ
る

こ
と

。

重
度

～
中

等
度

の
う

つ
病

4
2
人

心
肺

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

（
V

O
2
pe

a
k、

V
A

T
、

ワ
ッ

ト
）
、

ウ
エ

ス
ト

周
囲

径
と

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

他
治

療
の

6週
間

後
、

心
肺

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

（
V

O
2
pe

a
k、

V
A

T
、

ワ
ッ

ト
）
、

ウ
エ

ス
ト

周
囲

径
と

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

が
運

動
参

加
者

で
著

明
に

改
善

し
た

。

う
つ

病
患

者
に

お
け

る
運

動
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

体
力

、
メ

ッ
ツ

因
子

、
お

よ
び

心
理

的
成

果
を

向
上

さ
せ

る
。

 心
肺

機
能

・
代

謝
障

害
と

う
つ

病
の

関
連

を
考

え
る

と
、

運
動

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
、

標
準

的
な

抗
う

つ
薬

治
療

の
補

助
と

し
て

推
奨

さ
れ

る
。

5
7
6

中
国

東
莞

市
の

社
会

経
済

的
地

位
の

低
い

高
血

圧
患

者
の

管
理

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ベ
ー

ス
の

健
康

教
育

戦
略

を
評

価
す

る
こ

と
。

地
域

保
健

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

に
登

録
し

た
L
ia

o
bu

町
の

36
0
名

の
高

血
圧

患
者

G
ro

u
p 

1
：
se

lf-
le

ar
n
in

g 
re

ad
in

g
G

ro
u
p 

2
：
m

o
n
th

ly
 r

e
gu

la
r 

di
da

c
ti
c
 

le
c
tu

re
G

ro
u
p 

3
：
m

o
n
th

ly
 i
n
te

ra
c
ti
v
e
 

e
du

c
a
ti
o
n
 w

o
rk

sh
o
p

血
圧

 （
B

P
）
、

 高
血

圧
に

関
す

る
知

識
ス

コ
ア

、
抗

圧
治

療
に

対
す

る
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

、
生

活
様

式
、

B
M

I、
血

清
脂

質
（
2
年

間
の

介
入

）

正
常

化
し

た
血

圧
を

有
す

る
被

験
者

の
割

合
は

、
グ

ル
ー

プ
2
、

3
で

有
意

に
増

加
し

た
が

、
グ

ル
ー

プ
1
で

は
有

意
な

変
化

は
な

か
っ

た
。

高
血

圧
関

連
の

知
識

ス
コ

ア
、

薬
物

の
定

期
服

用
の

遵
守

、
適

切
な

塩
分

の
摂

取
量

と
定

期
的

な
運

動
の

改
善

は
、

グ
ル

ー
プ

1
、

2
、

3
と

順
に

増
え

た
。

グ
ル

ー
プ

3
は

B
M

Iと
血

清
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

レ
ベ

ル
が

最
も

減
少

し
た

。

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

（
対

話
型

）
な

教
育

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
は

、
高

血
圧

患
者

に
お

い
て

、
高

血
圧

に
関

す
る

知
識

を
向

上
さ

せ
、

高
血

圧
に

関
連

す
る

合
併

症
を

予
防

す
る

た
め

の
臨

床
的

リ
ス

ク
要

因
を

軽
減

す
る

た
め

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ベ
ー

ス
の

健
康

増
進

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
で

最
も

効
果

的
な

戦
略

と
い

え
る

か
も

し
れ

な
い

。

5
8
4

従
来

の
中

等
度

負
荷

で
の

連
続

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
M

IC
T
）
と

比
較

し
て

短
期

間
の

運
動

遵
守

を
促

進
す

る
た

め
の

運
動

の
戦

略
と

し
て

の
高

負
荷

イ
ン

タ
ー

バ
ル

ト
レ

ー
ン

ン
グ

（
H

IIT
）
の

有
用

性
を

決
定

す
る

こ
と

。
よ

り
大

き
な

心
血

管
代

謝
の

利
益

に
つ

な
が

る
運

動
の

種
類

を
決

定
す

る
た

め
に

、
高

負
荷

イ
ン

タ
ー

バ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
H

IIT
）
ま

た
は

中
等

度
負

荷
連

続
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（
M

IC
T
）
で

の
体

力
と

身
体

計
測

の
変

化
を

比
較

す
る

こ
と

。

3
2
名

（
3
0～

60
歳

）
の

糖
尿

病
予

備
群

心
拍

数
、

訓
練

日
誌

、
加

速
度

計
、

心
肺

機
能

(体
力

）
、

 身
体

計
測

、
血

圧
1
か

月
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

て
、

H
IIT

の
方

が
M

IC
T
よ

り
も

所
定

の
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
を

遵
守

で
き

て
い

た
。

1
ヶ

月
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

、
M

IC
T
と

比
較

し
て

、
加

速
度

計
で

測
定

さ
れ

た
週

あ
た

り
の

活
動

量
に

費
や

さ
れ

た
時

間
は

測
定

さ
れ

、
H

IIT
で

高
か

っ
た

。
ま

た
1
ヶ

月
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

評
価

さ
れ

た
心

肺
機

能
と

収
縮

期
血

圧
は

均
等

に
改

善
し

た
。

糖
尿

病
予

備
群

は
、

短
期

間
で

は
H

II
T
の

方
が

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
が

高
く
、

M
IC

T
よ

り
も

大
き

い
レ

ベ
ル

で
あ

っ
た

と
い

う
予

備
的

根
拠

を
示

し
た

。

－110－



表
１
２
－
９
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

2

職
場

に
お

け
る

頭
痛

、
頸

部
お

よ
び

肩
の

痛
み

に
伴

う
行

動
ま

た
は

身
体

症
状

の
軽

減
に

お
け

る
教

育
的

お
よ

び
身

体
的

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

有
効

性
を

評
価

す
る

こ
と

。

3
8
4
人

（
教

育
群

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

）
2
0
項

目
の

質
問

票
（
質

問
は

介
入

6
か

月
後

と
1
2
か

月
後

）
介

入
群

は
6
か

月
後

の
症

状
軽

減
し

た
が

、
1
2
か

月
後

は
有

意
差

な
し

大
規

模
な

労
働

集
団

に
お

け
る

身
体

的
お

よ
び

精
神

的
不

満
の

負
担

を
軽

減
す

る
上

で
、

こ
の

認
知

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

有
効

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

3
5

こ
の

研
究

は
、

作
業

関
連

上
肢

筋
骨

格
系

障
害

（
M

S
D

）
の

大
規

模
な

疫
学

研
究

の
た

め
の

同
時

組
み

合
わ

せ
解

析
方

法
を

紹
介

す
る

こ
と

、
作

業
関

連
上

肢
筋

骨
格

系
障

害
の

暴
露

応
答

解
析

に
適

用
さ

れ
た

と
き

、
こ

の
解

析
方

法
と

従
来

用
い

ら
れ

て
い

た
職

業
レ

ベ
ル

組
み

合
わ

せ
解

析
方

法
を

比
較

す
る

こ
と

。

3
年

間
の

作
業

関
連

上
肢

筋
骨

格
系

障
害

の
研

究
期

間
か

ら
得

ら
れ

た
7
3
3
人

身
体

的
暴

露
変

数
（
い

く
つ

か
の

異
な

る
力

作
業

と
手

・
手

関
節

の
異

な
る

肢
位

）
絶

対
値

の
差

は
小

さ
い

も
の

の
、

一
般

的
に

使
用

さ
れ

る
職

業
レ

ベ
ル

の
組

み
合

わ
せ

分
析

方
法

は
、

同
時

解
析

方
法

と
比

較
し

て
有

意
に

異
な

る
組

み
合

わ
せ

の
露

出
分

布
を

示
し

た
。

ど
ち

ら
の

方
法

も
、

手
根

管
症

候
群

で
な

い
人

よ
り

手
根

管
症

候
群

の
人

で
、

い
く
つ

か
の

有
意

に
高

い
力

と
姿

勢
の

混
合

暴
露

が
示

さ
れ

た
。

同
時

組
み

合
わ

せ
解

析
方

法
は

、
一

般
的

に
疫

学
的

研
究

に
使

用
さ

れ
る

職
業

レ
ベ

ル
の

組
み

合
わ

せ
解

析
方

法
と

比
較

し
て

合
成

暴
露

パ
ラ

メ
ー

タ
の

よ
り

現
実

的
な

分
布

情
報

を
提

供
す

る
。

新
し

く
開

発
さ

れ
た

同
時

組
み

合
わ

せ
解

析
方

法
は

、
職

業
レ

ベ
ル

の
組

み
合

わ
せ

分
析

方
法

に
比

べ
て

予
測

力
を

テ
ス

ト
す

る
た

め
に

、
大

規
模

な
作

業
関

連
上

肢
筋

骨
格

系
疫

学
的

研
究

で
使

用
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
3

日
本

の
労

働
者

に
お

け
る

長
期

間
の

有
酸

素
運

動
が

、
脂

質
、

血
糖

値
、

お
よ

び
血

漿
高

分
子

ア
デ

ィ
ポ

ネ
ク

チ
ン

、
抗

ア
テ

ロ
ー

ム
性

動
脈

硬
化

ア
デ

ィ
ポ

カ
イ

ン
に

与
え

る
効

果
を

調
べ

る
こ

と
。

労
働

者
7
9
名

・
体

組
成

・
Q

O
L
：
th

e
 W

o
rl
d
 H

e
a
lt
h
 O

rg
a
n
iz

a
ti
o
n
 q

u
a
lit

y
 o

f 
lif

e
 2

6
（
W

H
O

-
Q

O
L
 2

6
）

・
体

脂
肪

率
、

腹
囲

・
中

性
脂

肪
、

総
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
H

D
L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

運
動

群
で

は
、

3
ヵ

月
後

の
体

重
、

体
脂

肪
率

、
腹

囲
、

W
H

O
-
Q

O
L
 

2
6
、

中
性

脂
肪

、
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

が
有

意
に

改
善

し
た

。
運

動
前

と
比

較
し

て
統

計
学

的
有

意
差

は
な

か
っ

た
も

の
の

、
運

動
群

の
高

分
子

ア
デ

ィ
ポ

ネ
ク

チ
ン

濃
度

は
、

9
ヶ

月
の

期
間

中
で

増
加

傾
向

が
み

ら
れ

た
。

有
酸

素
運

動
は

、
体

組
成

お
よ

び
脂

質
の

改
善

に
つ

な
が

り
、

高
分

子
量

ア
デ

ィ
ポ

ネ
ク

チ
ン

濃
度

は
、

向
上

す
る

傾
向

が
み

ら
れ

た
。

5
6

頸
部

と
上

肢
の

症
状

を
持

つ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

関
連

の
勤

労
者

に
対

し
て

、
通

常
の

ケ
ア

に
比

べ
て

ワ
ー

ク
ス

タ
イ

ル
（
W

S
）

介
入

や
ワ

ー
ク

ス
タ

イ
ル

と
身

体
活

動
介

入
（
W

S
P

A
）
の

費
用

対
効

果
を

評
価

す
る

こ
と

。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
勤

労
者

4
6
6
名

・
費

用
・
疼

痛
総

費
用

に
関

し
て

は
、

3
群

間
に

お
い

て
有

意
差

を
認

め
な

か
っ

た
。

疼
痛

の
改

善
に

お
い

て
は

W
S

群
で

は
効

果
が

大
き

か
っ

た
が

、
W

S
P

A
群

で
は

効
果

が
な

か
っ

た
。

費
用

の
減

少
に

有
意

差
を

認
め

な
か

っ
た

が
、

W
S

介
入

は
疼

痛
強

度
を

低
下

さ
せ

る
た

め
に

効
果

的
で

あ
っ

た
。

5
8

心
理

社
会

的
お

よ
び

身
体

的
リ

ス
ク

要
因

へ
の

労
働

者
の

曝
露

を
減

ら
す

た
め

に
参

加
型

人
間

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

有
効

性
を

検
討

す
る

こ
と

。

4
企

業
の

3
7
部

門
（
勤

労
者

3
0
4
7
名

）
・
th

e
 J

o
b
 C

o
n
te

n
t 

Q
u
e
st

io
n
n
a
ir
e

・
th

e
 D

u
tc

h
 M

u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
.

介
入

群
と

対
照

群
で

有
意

差
を

認
め

な
か

っ
た

。
 6

ヶ
月

後
の

損
失

は
、

介
入

群
で

3
5
％

、
対

照
群

で
2
9
％

で
あ

っ
た

。
参

加
型

人
間

工
学

は
、

大
規

模
な

労
働

者
グ

ル
ー

プ
の

中
で

腰
痛

と
頸

部
痛

の
た

め
の

心
理

社
会

的
お

よ
び

身
体

的
な

危
険

因
子

へ
の

曝
露

を
減

少
さ

せ
る

の
に

効
果

的
で

は
な

か
っ

た
。

6
5

筋
電

図
に

よ
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
や

集
中

的
な

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
、

長
期

病
気

休
暇

中
の

女
性

に
お

け
る

作
業

能
力

の
増

加
に

つ
な

が
る

か
を

調
べ

る
こ

と
。

病
気

休
暇

中
で

頸
部

痛
を

も
つ

女
性

勤
労

者
6
0
名

・
健

康
　

・
痛

み
　

・
筋

肉
の

活
性

化
　

・
作

業
能

力
の

デ
ー

タ

介
入

群
で

は
対

照
群

と
比

較
し

て
疼

痛
の

軽
減

を
認

め
、

痛
み

の
減

少
と

筋
活

動
の

増
加

は
3
ヶ

月
後

の
作

業
能

力
と

関
連

し
、

痛
み

の
減

少
は

1
ヵ

月
後

の
作

業
能

力
と

関
連

し
て

い
た

。
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

、
作

業
能

力
の

改
善

と
精

神
的

健
康

と
関

連
し

て
い

た
。

筋
電

図
に

よ
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
は

作
業

能
力

改
善

と
自

己
評

価
に

関
連

し
て

い
た

。

2
つ

の
介

入
は

、
肯

定
的

な
結

果
を

示
し

、
疼

痛
お

よ
び

作
業

能
力

を
示

す
た

め
に

健
康

ケ
ア

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
使

用
す

る
た

め
に

発
展

す
る

こ
と

を
示

唆
し

た
。

自
宅

で
簡

単
に

行
う

こ
と

が
で

き
、

コ
ー

チ
し

や
す

い
集

中
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

仕
事

能
力

の
向

上
に

関
連

し
て

い
た

。

6
9

仕
事

関
連

の
頸

部
痛

に
対

し
て

、
運

動
と

受
動

的
な

治
療

、
バ

イ
オ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

効
果

を
比

較
す

る
こ

と
。

7
2
名

中
、

研
究

を
完

了
し

た
6
0
名

・
痛

み
：
v
is

u
a
l 
a
n
a
lo

g 
sc

a
le

・
n
e
c
k 

d
is

a
b
ili
ty

 i
n
d
e
x 

（
N

D
I）

・
表

面
筋

電
図

疼
痛

お
よ

び
N

D
Iは

、
他

の
3
群

よ
り

も
バ

イ
オ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
群

で
有

意
に

減
少

し
、

6
ヶ

月
間

持
続

し
た

。
頸

部
の

筋
活

動
に

お
い

て
も

バ
イ

オ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

群
で

有
意

に
低

下
し

た
。

6
週

間
の

バ
イ

オ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

訓
練

は
仕

事
関

連
の

頸
部

と
肩

の
痛

み
を

軽
減

し
、

筋
肉

の
活

性
化

を
改

善
し

た
。

8
5

就
業

者
に

対
す

る
筋

力
訓

練
は

仕
事

に
よ

る
非

特
異

的
な

首
・
肩

の
疼

痛
に

効
果

が
あ

る
の

か
を

検
討

す
る

首
・
肩

に
疼

痛
を

も
つ

5
3
7
名

の
就

業
者

。
無

作
為

に
週

3
回

の
頸

部
・
肩

の
高

強
度

筋
力

訓
練

を
実

施
す

る
群

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

に
分

類

セ
ル

フ
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

頸
部

と
肩

の
痛

み
介

入
群

は
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

に
比

べ
、

首
・
肩

と
も

に
疼

痛
が

軽
減

し
て

い
る

。
オ

ッ
ズ

比
は

頸
部

で
2
.0

、
肩

で
3
.9

で
あ

っ
た

。
高

強
度

の
筋

力
訓

練
は

、
勤

労
者

に
対

す
る

頸
部

と
肩

の
疼

痛
を

軽
減

す
る

。

9
8

2
つ

の
心

理
療

法
の

介
入

に
よ

る
効

果
を

検
討

す
る

こ
と

。
1
6
8
名

の
勤

労
者

通
常

の
認

知
行

動
療

法
（
C

B
T
群

：
7
9

名
）
群

と
職

業
特

異
的

な
認

知
行

動
療

法
（
W

-
C

B
T
群

：
8
9
名

）
群

（
1
2
ヶ

月
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
）

職
場

復
帰

ま
で

の
期

間
、

精
神

的
健

康
面

、
雇

い
主

の
費

用
W

-
C

B
T
群

は
C

B
T
群

よ
り

完
全

な
職

場
復

帰
は

、
5
6
日

早
く
、

部
分

的
な

復
帰

は
1
2
日

早
か

っ
た

。
精

神
的

健
康

面
は

、
両

群
軽

減
し

て
い

た
。

C
B

T
に

は
職

場
復

帰
ま

で
の

期
間

を
減

少
し

、
精

神
的

健
康

面
を

軽
減

さ
せ

る
効

果
が

あ
り

、
特

に
仕

事
に

関
連

す
よ

う
な

取
り

組
み

は
よ

り
効

果
的

で
あ

る
。

1
1
9

本
研

究
の

目
的

は
、

化
学

療
法

を
受

け
る

が
ん

患
者

に
お

け
る

高
強

度
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
職

場
復

帰
の

関
連

を
明

確
に

す
る

こ
と

。

7
2
名

の
が

ん
患

者
（
男

性
8
名

、
女

性
6
4

名
）
と

年
齢

を
マ

ッ
チ

さ
せ

て
3
8
名

の
健

常
者

（
男

性
9
名

、
女

性
2
9
名

）
。

筋
力

訓
練

、
イ

ン
タ

ー
バ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

自
主

訓
練

指
導

を
1
8
週

間
介

入

メ
イ

ン
ア

ウ
ト

カ
ム

：
診

断
3
年

後
の

週
の

勤
務

時
間

疾
病

就
業

状
態

を
電

話
に

て
調

査
介

入
群

は
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
よ

り
週

の
勤

務
時

間
減

少
が

有
意

に
で

あ
っ

た
（
介

入
群

-
5
.0

時
間

/
週

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

-
1
0
.8

時
間

/
週

）
。

が
ん

患
者

に
お

け
る

高
強

度
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

化
学

療
法

後
の

仕
事

能
力

の
減

少
を

最
小

に
す

る
。

－111－



表
１
２
－
９
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

1
4
7

V
D

T
労

働
者

の
作

業
姿

勢
に

対
し

て
、

人
間

工
学

的
訓

練
効

果
が

あ
る

か
を

検
討

す
る

こ
と

。

1
日

4
時

間
労

働
す

る
従

業
員

7
0
名

上
肢

の
動

き
の

早
さ

　
：
R

a
p
id

 U
p
p
e
r 

L
im

b
 A

ss
e
ss

m
e
n
t 

（
R

U
L
A

）
職

業
（
労

働
）
安

全
衛

生
法

で
推

奨
さ

れ
て

い
る

最
大

の
順

守
事

項
は

画
面

で
見

ら
れ

た
（
2
1
.4

％
）
、

最
低

の
遵

守
事

項
は

椅
子

で
あ

っ
た

。
（
1
0
％

）
。

R
U

L
A

ス
コ

ア
は

有
意

に
改

善
し

た
。

V
D

T
労

働
者

に
お

い
て

職
場

環
境

を
変

え
な

く
て

も
人

間
工

学
的

な
訓

練
介

入
に

て
V

D
T
労

働
者

の
行

動
を

有
意

に
改

善
で

き
、

職
場

環
境

に
適

応
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

1
4
9

（
1
）
理

学
療

法
の

過
程

に
お

け
る

抑
う

つ
症

状
の

過
程

を
決

定
す

る
、

（
2
）
抑

う
つ

症
状

の
解

消
を

最
も

よ
く
予

測
す

る
変

数
を

特
定

す
る

、
（
3
）
抑

う
つ

症
状

か
ら

の
回

復
と

長
期

的
結

果
と

の
関

係
を

探
る

こ
と

。

1
0
6
人

の
作

業
関

連
疾

病
と

鬱
を

も
つ

患
者

疼
痛

強
度

、
抑

う
つ

症
状

、
及

び
他

の
心

理
社

会
的

要
因

抑
う

つ
症

状
の

患
者

の
4
0
％

は
解

決
さ

れ
、

解
決

は
1
年

間
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
時

の
痛

み
と

能
力

障
害

に
関

連
し

て
い

た
。

 治
療

完
了

時
の

抑
う

つ
症

状
の

持
続

性
は

、
前

処
置

時
の

抑
う

つ
症

状
お

よ
び

疼
痛

の
致

死
率

の
上

昇
、

な
ら

び
に

中
程

度
の

治
療

時
の

抑
う

つ
症

状
お

よ
び

疼
痛

自
己

効
力

の
改

善
の

欠
如

に
よ

っ
て

予
測

さ
れ

た
。

抑
う

つ
症

状
は

理
学

療
法

の
過

程
で

解
決

し
、

痛
み

と
障

害
の

長
期

的
な

改
善

と
関

連
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

知
見

は
、

そ
の

抑
う

つ
症

状
を

有
す

る
患

者
が

、
理

学
療

法
に

応
答

す
る

可
能

性
が

あ
る

患
者

、
追

加
の

治
療

を
正

当
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

患
者

を
識

別
す

る
の

に
手

助
け

と
な

る
。

1
5
0

低
所

得
企

業
の

中
堅

雇
用

者
の

職
場

解
決

策
（
W

o
rk

p
la

c
e
 S

o
lu

ti
o
n
s 

：
W

S
）
の

有
効

性
を

調
べ

る
こ

と
。

4
8
企

業
（
そ

れ
ぞ

れ
1
0
0
〜

9
9
9
人

の
従

業
員

）
1
5
ヶ

月
フ

ォ
ロ

ー

保
険

加
入

、
健

康
関

連
方

策
、

問
題

追
跡

、
健

康
関

連
要

因
介

入
群

が
5
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

で
大

幅
な

改
善

を
示

し
た

。
W

P
S

は
低

所
得

中
小

企
業

の
対

策
を

改
善

さ
せ

る
。

1
5
2

本
研

究
の

目
的

は
、

筋
骨

格
系

や
精

神
障

害
を

有
す

る
者

に
対

し
て

臨
床

介
入

の
み

と
臨

床
＋

作
業

関
連

の
介

入
を

受
け

て
い

る
者

の
特

徴
を

探
求

す
る

こ
と

。

6
9
9
名

の
新

規
の

疾
病

リ
ス

ト
の

者
健

康
状

態
、

機
能

、
作

業
能

力
、

自
己

効
力

感
、

社
会

支
援

、
作

業
状

況
、

期
待

組
み

合
わ

せ
の

介
入

を
受

け
た

精
神

障
害

の
患

者
は

、
臨

床
的

介
入

の
み

を
受

け
た

患
者

よ
り

も
高

率
で

仕
事

復
帰

し
た

。
作

業
関

連
の

介
入

の
有

病
率

は
、

若
い

人
、

よ
り

高
度

な
教

育
を

受
け

た
人

々
の

方
が

高
か

っ
た

。
筋

骨
格

系
障

害
を

有
す

る
患

者
に

お
い

て
、

健
康

、
作

業
能

力
、

復
職

へ
の

肯
定

的
期

待
は

復
職

に
関

連
し

て
い

た
。

し
か

し
、

組
み

合
わ

の
介

入
は

、
こ

の
群

に
お

い
て

復
職

に
は

影
響

し
な

か
っ

た
。

組
み

合
わ

せ
の

介
入

を
受

け
た

も
の

は
、

精
神

的
障

害
を

有
す

る
患

者
に

お
い

て
復

職
率

が
増

加
す

る
が

、
筋

骨
格

系
の

患
者

に
お

い
て

は
そ

う
で

な
い

だ
ろ

う
。

健
康

状
態

と
復

帰
の

肯
定

的
期

待
を

よ
り

よ
く
す

る
こ

と
、

作
業

能
力

を
よ

り
よ

く
す

る
こ

と
は

、
筋

骨
格

系
障

害
の

患
者

に
と

っ
て

復
職

に
関

連
す

る
。

1
5
7

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
職

業
姿

勢
お

よ
び

運
動

介
入

が
、

従
来

の
治

療
と

比
較

し
て

亜
急

性
非

特
異

的
腰

痛
の

患
者

の
慢

性
的

な
リ

ス
ク

状
態

を
減

少
さ

せ
、

慢
性

的
な

リ
ス

ク
の

変
化

が
特

定
の

転
帰

の
変

化
と

相
関

す
る

か
ど

う
か

を
調

べ
る

こ
と

。

１
０

０
人

を
ラ

ン
ダ

ム
に

２
群

化
介

入
群

は
運

動
と

教
育

を
実

施
し

、
姿

勢
を

ビ
デ

オ
撮

影
し

て
検

討

S
T
a
rT

 B
a
c
k 

S
c
re

e
n
in

g 
T
o
o
l 
（
S

B
S

T
）
、

 R
o
la

n
d
 M

o
rr

is
 

sc
o
re

、
E
u
ro

p
e
a
n
 Q

u
a
lit

y
 o

f 
L
if
e
 Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
-
5
 

d
im

e
n
si

o
n
s 

-
3
 l
e
v
e
ls

介
入

群
が

作
業

環
境

に
お

け
る

腰
痛

の
慢

性
化

リ
ス

ク
を

減
少

さ
せ

る
。

腰
部

痛
に

お
け

る
機

能
障

害
と

健
康

関
連

Q
O

L
に

は
相

関
が

あ
る

。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
の

作
業

環
境

に
関

し
て

は
、

介
入

群
で

有
益

な
効

果
を

も
た

ら
す

可
能

性
が

あ
る

。

1
6
7

職
場

に
お

け
る

心
臓

健
康

改
善

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
W

H
H

IP
）
の

効
果

を
調

べ
る

こ
と

。

女
性

看
護

助
手

　
3
9
名

満
足

度
ア

ン
ケ

ー
ト

、
調

査
項

目
票

（
民

族
、

配
偶

者
の

有
無

、
年

齢
、

任
期

、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
項

目
）

治
療

群
は

作
業

能
力

で
有

意
な

改
善

を
示

し
た

。
W

H
H

IP
が

作
業

能
力

を
改

善
さ

れ
た

と
い

う
予

備
的

な
証

拠
は

あ
っ

た
．

そ
し

て
、

将
来

の
研

究
は

改
善

さ
れ

た
実

行
可

能
性

に
よ

る
患

者
へ

の
影

響
を

評
価

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

1
6
8

運
動

介
入

は
、

運
動

耐
容

能
を

増
加

さ
せ

る
か

、
筋

骨
格

系
疼

痛
減

少
に

導
く

か
、

作
業

能
力

、
生

産
性

、
身

体
疲

労
度

の
認

知
度

の
改

善
に

導
く
か

、
病

気
休

暇
を

改
善

し
う

る
か

を
検

討
す

る
こ

と
。

生
産

労
働

者
　

6
7
名

疼
痛

評
価

N
R

S
、

作
業

能
力

、
生

産
性

（
質

問
紙

）
、

知
覚

身
体

運
動

（
Ｆ

ＩＮ
Ａ

Ｌ
Ｅ

ア
ン

ケ
ー

ト
）

運
動

介
入

は
筋

骨
格

痛
、

作
業

能
力

、
生

産
性

、
知

覚
さ

れ
る

身
体

運
動

、
お

よ
び

病
気

休
暇

発
生

に
有

意
な

差
を

認
め

な
か

っ
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

や
テ

キ
ス

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

介
入

は
、

疼
痛

お
よ

び
作

業
性

の
同

様
の

結
果

が
得

ら
れ

た
。

介
入

は
有

酸
素

運
動

能
力

を
改

善
し

た
が

、
筋

骨
格

系
の

痛
み

や
そ

の
他

の
仕

事
に

関
連

す
る

要
因

を
改

善
す

る
こ

と
に

は
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
。

1
6
9

座
位

姿
勢

下
で

の
手

工
芸

製
作

作
業

時
の

体
幹

筋
疲

労
を

評
価

す
る

こ
と

。
健

常
男

性
2
3
名

Ｖ
Ａ

Ｓ
、

表
面

筋
電

図
分

析
あ

ぐ
ら

座
位

は
正

座
よ

り
も

、
両

方
の

腰
部

多
裂

筋
の

側
面

と
内

腹
斜

筋
の

疲
労

が
大

き
く
不

快
感

も
大

き
か

っ
た

。
V

A
S

評
価

は
正

座
姿

勢
よ

り
も

、
あ

ぐ
ら

座
位

姿
勢

で
高

値
で

あ
っ

た
。

標
準

化
し

た
中

間
周

波
数

の
勾

配
と

V
A

S
は

、
両

姿
勢

と
も

有
意

な
負

の
相

関
が

あ
っ

た
。

工
芸

の
仕

事
に

お
け

る
体

幹
筋

疲
労

は
腰

痛
発

生
の

た
め

の
潜

在
的

な
リ

ス
ク

で
あ

る
。

筋
電

図
と

不
快

感
の

分
析

に
お

い
て

正
座

が
あ

ぐ
ら

座
位

よ
り

好
ま

し
い

結
果

と
な

っ
た

。
不

快
感

の
評

価
は

、
こ

の
よ

う
な

姿
勢

で
体

幹
の

筋
肉

疲
労

を
特

定
す

る
の

に
筋

電
図

反
応

と
一

致
し

て
い

る
。

1
7
0

断
続

的
な

静
的

作
業

時
の

筋
肉

依
存

性
な

ら
び

に
タ

ス
ク

依
存

性
応

答
を

調
べ

る
こ

と
。

健
常

成
人

2
4
名

H
R

、
筋

酸
素

化
、

E
M

G
反

応
、

N
IR

S
反

応
、

バ
イ

オ
デ

ッ
ク

ス
精

神
的

負
荷

を
加

え
た

条
件

で
は

、
筋

活
動

（
4
-
9
％

）
の

減
少

、
心

血
管

負
荷

（
2
-
4
％

）
の

増
加

、
運

動
協

調
性

の
（
9
-
2
4
％

の
力

変
動

の
増

）
障

害
を

も
た

ら
し

、
よ

り
身

体
的

負
荷

が
大

き
い

と
顕

著
で

あ
っ

た
。

労
働

者
の

健
康

と
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
問

題
に

対
処

す
る

た
め

の
業

務
設

定
時

に
、

二
重

課
題

で
の

筋
活

動
と

作
業

特
異

性
の

相
互

作
用

を
考

慮
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

ろ
う

。

1
7
4

都
営

バ
ス

ド
ラ

イ
バ

の
全

身
振

動
曝

露
に

よ
る

影
響

を
調

べ
る

こ
と

。
バ

ス
ド

ラ
イ

バ
　

1
3
名

振
動

測
定

シ
ス

テ
ム

、
Ｇ

Ｐ
Ｓ

デ
ー

タ
、

連
続

W
B

V
デ

ー
タ

バ
ス

や
車

の
両

方
で

高
速

道
路

の
セ

ク
シ

ョ
ン

で
わ

ず
か

に
高

か
っ

た
。

振
動

衝
撃

は
市

内
の

路
上

で
最

も
高

か
っ

た
。

車
と

バ
ス

の
主

な
違

い
は

、
振

動
曝

露
が

お
お

よ
そ

全
て

の
道

路
タ

イ
プ

で
、

2
倍

程
度

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

車
や

バ
ス

の
座

席
間

に
み

ら
れ

る
顕

著
な

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

違
い

は
、

す
べ

て
の

暴
露

が
衝

撃
を

減
衰

す
る

の
で

は
な

く
、

バ
ス

の
座

席
で

は
む

し
ろ

増
幅

す
る

結
果

と
な

っ
た

。

ほ
と

ん
ど

の
場

合
、

バ
ス

の
振

動
レ

ベ
ル

が
推

奨
さ

れ
る

値
を

超
え

る
結

果
と

な
っ

た
。

道
路

種
別

に
も

有
意

な
差

が
生

ま
れ

て
い

た
こ

と
や

、
バ

ス
や

車
の

両
方

で
、

高
速

道
路

は
わ

ず
か

に
高

い
結

果
と

な
っ

た
。

1
7
7

高
齢

労
働

者
に

対
す

る
介

入
（
1
）
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

行
動

、
す

な
わ

ち
、

ス
ポ

ー
ツ

、
激

し
い

身
体

活
動

（
V

P
A

）
、

果
物

の
摂

取
量

及
び

（
2
）
活

力
に

関
連

す
る

結
果

の
作

業
介

入
（
3
）
バ

イ
タ

ル
の

有
効

性
を

評
価

す
る

こ
と

。

4
5
歳

以
上

の
労

働
者

　
7
3
0
名

加
速

度
計

（
活

動
量

）
、

健
康

増
進

身
体

活
動

（
S

Q
U

A
S

H
ア

ン
ケ

ー
ト

）
、

果
物

と
野

菜
の

摂
取

量
ア

ン
ケ

ー
ト

評
価

グ
ル

ー
プ

の
労

働
者

を
比

較
し

た
場

合
、

介
入

群
の

労
働

者
が

大
幅

に
毎

週
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

増
加

し
、

果
物

の
摂

取
量

増
加

を
示

し
た

。
ま

た
、

介
入

は
仕

事
一

日
後

に
N

F
R

に
影

響
を

与
え

た
。

V
P

A
、

有
酸

素
運

動
能

力
と

精
神

的
健

康
に

は
影

響
を

与
え

な
か

っ
た

。

ヨ
ガ

や
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
介

入
、

最
低

限
の

果
物

摂
取

は
、

健
康

増
進

、
健

康
的

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

へ
と

導
か

れ
る

た
め

労
働

者
へ

の
導

入
を

考
慮

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

－112－



表
１
２
－
９
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

2
1
7

職
場

の
健

康
促

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

健
康

リ
ス

ク
を

向
上

さ
せ

、
小

規
模

の
雇

用
者

の
費

用
対

効
果

が
あ

る
か

ど
う

か
を

決
定

す
る

こ
と

。

冠
動

脈
疾

患
の

リ
ス

ク
要

因
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

た
従

業
員

　
1
7
2
人

（
介

入
群

2
9
名

　
対

照
群

3
1
名

）

F
ra

m
in

gh
a
m

 R
is

k 
S

c
o
re

、
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
th

e
 a

b
so

lu
te

 
c
h
a
n
ge

 i
n
 c

o
ro

n
a
ry

 h
e
a
rt

 d
is

e
a
se

 r
is

k、
歩

数
介

入
群

：
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
に

お
い

て
群

内
で

有
意

差
、

群
間

で
有

意
差

あ
り

。
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

に
お

い
て

群
間

で
有

意
差

あ
り

、
歩

数
に

お
い

て
群

内
で

有
意

差
あ

り

L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

お
よ

び
全

体
的

な
冠

動
脈

疾
患

の
リ

ス
ク

を
減

少
で

き
る

こ
と

を
実

証
し

た
。

2
4
6

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

問
題

を
抱

え
る

病
気

休
暇

中
の

労
働

者
に

対
す

る
学

際
的

な
協

調
的

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
な

復
職

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
復

職
ま

で
の

期
間

に
与

え
る

影
響

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

病
気

休
暇

中
の

労
働

者
1
9
6
名

（
テ

ー
ラ

ー
メ

ー
ド

介
入

群
1
0
6
名

、
従

来
型

介
入

群
9
0
名

）

復
職

迄
の

期
間

1
年

間
の

介
入

終
了

時
点

で
病

気
休

暇
に

よ
る

給
付

を
受

け
て

い
た

の
は

、
テ

ー
ラ

ー
メ

ー
ド

介
入

群
で

3
5
名

（
3
1
%
）
、

従
来

型
介

入
群

で
2
1
名

（
1
7
%
）
で

あ
っ

た
。

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
介

入
群

は
、

従
来

型
介

入
群

と
比

較
し

て
復

職
ま

で
に

時
間

を
要

し
た

。

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
型

介
入

は
、

測
定

さ
れ

た
交

絡
を

考
慮

し
た

後
、

従
来

の
管

理
に

比
べ

復
職

を
遅

ら
せ

た
。

復
職

の
遅

延
は

実
行

ま
た

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

障
害

、
ま

た
は

そ
の

両
方

に
起

因
し

う
る

。
ま

た
、

職
場

に
お

け
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

問
題

を
持

つ
従

業
員

を
保

持
す

る
複

雑
さ

を
反

映
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

2
5
1

慢
性

頚
部

痛
者

に
対

す
る

ヨ
ガ

の
効

果
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。
慢

性
頚

部
痛

者
5
1
名

（
ヨ

ガ
群

2
5
名

、
運

動
群

2
6
名

）
頚

部
痛

（
V

A
S

）
運

動
群

と
比

較
し

て
ヨ

ガ
群

で
は

頚
部

痛
V

A
S

が
有

意
に

減
少

し
て

い
た

。
慢

性
頚

部
痛

者
に

対
し

て
ヨ

ガ
は

自
宅

で
の

運
動

よ
り

も
有

効
で

あ
る

。

2
6
7

人
間

工
学

的
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（
E
T
）
と

座
位

―
立

位
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
、

筋
骨

格
疾

患
、

視
覚

的
不

快
感

、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
与

え
る

影
響

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

健
常

女
性

2
2
名

（
E
T
群

1
1
名

、
対

照
群

1
1
名

）
疼

痛
や

不
快

感
の

程
度

・
部

位
、

視
覚

に
関

す
る

症
状

（
か

ゆ
み

、
か

す
み

等
）
の

有
無

、
作

業
効

率
（
量

、
質

）
疼

痛
や

不
快

感
の

有
訴

数
は

対
照

群
と

比
較

し
て

E
T
群

で
有

意
に

少
な

か
っ

た
（
p
<
0
.0

5
、

 0
.0

1
）

視
覚

に
関

す
る

症
状

の
有

訴
数

は
、

焦
点

を
合

わ
せ

る
の

が
難

し
い

と
い

う
症

状
、

ぼ
や

け
た

感
じ

が
、

対
照

群
と

比
較

し
て

E
T
群

で
有

意
に

少
な

か
っ

た
。

作
業

効
率

は
両

群
で

有
意

な
差

が
な

か
っ

た

人
間

工
学

的
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（
E
T
）
と

座
位

―
立

位
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、

事
務

作
業

者
の

各
種

症
状

の
予

防
に

有
用

で
あ

る
。

2
7
3

職
場

で
の

健
康

に
関

す
る

包
括

的
な

介
入

が
筋

骨
格

系
疾

患
の

発
生

や
重

症
度

に
与

え
る

影
響

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

労
働

者
（
カ

ナ
ダ

の
司

法
省

に
勤

務
）

2
3
3
名

N
o
rd

ic
 M

u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e

過
去

1
2
か

月
間

で
の

筋
骨

格
系

痛
の

有
訴

者
は

介
入

前
が

被
験

者
の

8
9
%
で

あ
っ

た
の

に
対

し
て

、
介

入
後

は
7
9
%
で

あ
っ

た
。

腰
背

部
痛

は
5
8
%
か

ら
4
6
%
に

、
頚

部
痛

は
5
7
%
か

ら
4
8
%
に

減
少

し
た

。
過

去
1
2
か

月
間

で
筋

骨
格

系
痛

が
通

常
業

務
の

邪
魔

を
し

た
割

合
は

8
3
%
か

ら
4
6
%
に

減
少

し
た

。

職
場

で
の

健
康

に
関

す
る

包
括

的
な

介
入

は
、

筋
骨

格
系

疾
患

の
発

生
を

減
少

さ
せ

、
重

症
度

も
下

げ
る

。

2
7
5

m
u
lt
ic

o
m

p
o
n
e
n
t 

in
te

rv
e
n
ti
o
n
（
M

I）
の

、
職

場
レ

ベ
ル

で
の

効
果

、
個

人
レ

ベ
ル

で
の

効
果

を
明

ら
か

に
す

る
M

Iの
実

現
可

能
性

を
明

ら
か

に
す

る

3
7
4
名

の
労

働
者

（
看

護
師

、
看

護
助

手
）

職
場

の
安

全
性

や
職

場
で

の
社

会
的

サ
ポ

ー
ト

、
患

者
介

助
、

疼
痛

、
身

体
活

動
に

関
す

る
オ

リ
ジ

ナ
ル

な
質

問
紙

介
入

前
と

比
較

し
て

、
患

者
介

助
の

安
全

性
が

有
意

に
向

上
し

、
4
5
kg

以
上

の
重

り
を

持
ち

上
げ

る
こ

と
が

可
能

な
者

が
有

意
に

増
加

し
、

安
全

作
業

に
関

す
る

項
目

が
有

意
に

改
善

し
た

。
身

体
活

動
は

介
入

前
後

で
有

意
な

変
化

が
な

か
っ

た
。

M
Iは

労
働

者
の

安
全

管
理

、
健

康
保

持
に

有
用

で
あ

る
。

2
7
6

1
．

慢
性

的
な

下
肢

障
害

者
と

慢
性

的
な

腰
痛

症
者

を
比

較
す

る
こ

と
。

2
．

慢
性

的
な

下
肢

障
害

者
に

対
す

る
機

能
回

復
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
効

果
を

検
討

す
る

こ
と

。

下
肢

障
害

者
3
2
0
名

と
、

腰
痛

症
者

1
8
4
4

名
雇

用
形

態
、

仕
事

満
足

度
、

仕
事

内
容

（
ブ

ル
ー

o
rホ

ワ
イ

ト
）
、

作
業

要
求

度
、

大
う

つ
病

の
有

無
、

物
質

関
連

障
害

の
有

無
、

オ
ピ

オ
イ

ド
依

存
の

有
無

、
ベ

ッ
ク

抑
う

つ
尺

度
、

V
A

S
（
疼

痛
）
、

1
年

後
の

仕
事

復
帰

率
、

仕
事

へ
の

定
着

度

腰
痛

者
と

比
較

し
て

下
肢

障
害

者
は

手
術

を
受

け
て

い
る

者
、

座
位

で
の

作
業

か
ら

軽
作

業
の

者
が

有
意

に
多

く
、

中
等

度
か

ら
強

度
の

作
業

者
、

オ
ピ

オ
イ

ド
依

存
が

有
意

に
少

な
く
、

ベ
ッ

ク
抑

う
つ

尺
度

が
有

意
に

低
く
、

疼
痛

も
有

意
に

軽
度

で
あ

っ
た

。
機

能
回

復
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
効

果
は

、
腰

痛
症

者
と

同
様

に
下

肢
障

害
者

の
ベ

ッ
ク

抑
う

つ
尺

度
、

疼
痛

で
認

め
ら

れ
た

。

機
能

回
復

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

腰
痛

症
者

と
同

様
に

下
肢

障
害

者
に

も
有

効
で

あ
る

3
4
3

臨
床

で
勤

務
す

る
看

護
職

員
を

対
象

と
し

た
、

職
業

上
の

危
険

予
防

の
た

め
の

介
入

方
法

と
し

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
の

教
育

に
効

果
が

あ
る

か
を

調
査

す
る

こ
と

で
あ

る
。

台
湾

の
3
2
9
名

の
女

性
看

護
職

員
ア

ン
ケ

ー
ト

、
仕

事
上

の
危

険
に

関
す

る
知

識
、

腰
痛

や
睡

眠
不

足
な

ど
7
3
.1

％
が

睡
眠

不
足

、
6
9
.8

％
が

腰
痛

で
苦

し
ん

で
い

た
。

ウ
ェ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

介
入

後
、

介
入

群
は

知
識

や
態

度
、

実
技

の
テ

ス
ト

結
果

が
対

照
群

よ
り

も
よ

い
結

果
と

な
っ

た
。

職
業

上
の

危
険

予
防

に
関

す
る

知
識

は
有

意
に

介
入

群
が

良
好

な
結

果
と

な
っ

た
。

ウ
ェ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
介

入
事

業
は

、
職

業
上

の
危

険
を

予
防

す
る

た
め

の
知

識
や

態
度

、
技

術
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

有
効

な
手

段
で

あ
る

。

3
5
7

歯
学

生
に

対
す

る
筋

骨
格

系
障

害
予

防
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

。
1
6
名

の
歯

学
生

動
作

解
析

前
後

の
頸

部
や

上
背

部
の

過
伸

展
を

予
防

で
き

る
か

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
っ

た
群

の
ほ

う
が

、
有

意
に

作
業

中
の

頸
部

・
上

背
部

の
過

伸
展

を
予

防
で

き
た

。
頸

部
お

よ
び

上
背

部
の

過
伸

展
を

予
防

す
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
は

、
筋

骨
格

系
障

害
の

予
防

や
予

測
に

つ
な

が
る

。

3
7
6

プ
ロ

の
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

音
楽

家
の

集
合

で
関

連
し

た
危

険
因

子
と

演
奏

に
関

連
し

た
筋

骨
格

系
症

候
群

で
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
影

響
を

評
価

す
る

こ
と

。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

8
つ

の
主

要
な

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

P
R

M
D

（
P

e
rf

o
rm

a
n
c
e
 r

e
la

te
d
 m

a
sc

u
lo

sk
e
lt
a
l 
d
is

o
rd

e
r；

0
-
1
0

の
1
1
段

階
評

価
）

姿
勢

、
動

き
や

す
さ

、
ス

ト
レ

ス
、

集
中

力
、

自
信

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

レ
ベ

ル
、

筋
力

、
演

奏
能

力
（
リ

ハ
ー

サ
ル

、
練

習
、

本
番

）
を

5
段

階
評

価

運
動

参
加

者
（
N

=
3
0
）
は

、
介

入
後

で
P

R
M

D
sの

頻
度

及
び

重
症

度
が

有
意

に
減

少
し

た
、

6
か

月
後

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

（
n
 =

2
3
）
と

比
較

し
て

有
意

差
が

な
か

っ
た

。
運

動
群

は
、

介
入

後
と

6
か

月
後

で
R

P
E

で
有

意
に

改
善

し
た

が
、

リ
ハ

ー
サ

ル
と

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

間
は

改
善

し
な

か
っ

た
。

さ
ら

に
、

参
加

者
は

、
介

入
後

と
6
か

月
後

で
リ

ハ
ー

サ
ル

中
の

全
体

的
な

演
奏

能
力

に
対

す
る

介
入

効
果

を
報

告
し

た
。

音
楽

家
の

た
め

に
合

わ
せ

た
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
演

奏
に

関
連

し
た

筋
骨

格
系

症
候

群
を

管
理

す
る

の
に

効
果

的
で

あ
っ

た
、

特
に

演
奏

に
関

連
し

た
筋

骨
格

系
症

候
群

の
頻

度
と

重
症

度
を

低
減

さ
せ

た
。

理
学

療
法

は
演

奏
に

関
連

し
た

筋
骨

格
系

症
候

群
の

予
測

因
子

を
修

正
す

る
も

の
と

し
て

考
慮

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

3
8
6

慢
性

筋
骨

格
系

症
候

群
の

患
者

に
対

し
、

職
業

参
加

に
よ

る
包

括
的

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

復
職

の
影

響
を

調
査

す
る

こ
と

。

職
業

活
動

に
強

い
制

限
の

あ
る

慢
性

筋
骨

格
系

症
候

群
の

患
者

（
n
=
2
2
2
）

安
定

し
た

職
業

参
加

（
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

後
最

大
6
ヶ

月
の

勤
務

）
、

病
気

欠
勤

の
期

間
、

勤
務

状
況

、
P

a
in

　
D

is
a
b
ili
y
　

In
d
e
x

包
括

的
機

能
能

力
的

評
価

後
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
介

入
は

、
安

定
し

た
職

業
参

加
に

お
い

て
調

整
後

の
オ

ッ
ズ

比
3
.5

倍
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

両
群

で
病

気
欠

勤
の

期
間

、
な

ら
び

に
1
年

後
の

包
括

的
機

能
能

力
的

評
価

後
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
安

定
し

た
職

業
参

加
で

高
い

オ
ッ

ズ
比

は
示

さ
な

か
っ

た
。

包
括

的
機

能
能

力
的

評
価

後
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

介
入

は
疼

痛
に

関
す

る
能

力
障

害
を

軽
減

し
た

。

包
括

的
機

能
能

力
的

評
価

の
復

職
は

、
安

定
し

た
職

業
参

加
に

対
し

て
よ

り
効

果
的

で
あ

っ
た

が
、

病
気

欠
勤

の
期

間
や

雇
用

率
の

影
響

に
差

は
な

か
っ

た
。

3
9
5

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ま

た
は

集
学

的
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
し

た
患

者
間

の
復

職
を

比
較

す
る

こ
と

。

頸
部

・
背

部
痛

の
あ

る
4
0
5
名

の
患

者
年

齢
、

性
別

、
教

育
、

復
職

率
1
年

後
、

職
業

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
は

7
0
%
、

集
学

的
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
7
5
%
が

復
職

し
た

。
専

門
的

治
療

で
職

場
に

焦
点

を
あ

て
る

こ
と

は
、

通
常

の
集

学
的

治
療

と
比

較
し

て
実

際
に

復
職

率
を

変
え

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。

－113－



表
１
２
－
９
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

3
9
8

持
続

性
ス

ト
レ

ス
症

状
の

た
め

長
期

欠
勤

者
の

た
め

の
屋

外
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

影
響

を
評

価
す

る
こ

と
。

M
a
ri
e
n
d
a
l　

G
a
rd

e
n
s（

M
G

）
か

ら
4
8

名
、

S
tr

e
ss

＆
J
o
b
m

a
n
a
ge

m
e
n
t（

S
J
）

か
ら

4
5
名

P
S

S
-
1
0
、

睡
眠

測
定

、
注

意
深

さ
、

自
己

効
力

感
、

日
常

能
力

、
職

業
活

動
両

グ
ル

ー
プ

に
お

い
て

有
意

差
は

な
く
、

わ
ず

か
な

差
で

し
か

な
か

っ
た

。
ご

く
わ

ず
か

な
違

い
が

み
と

め
ら

れ
た

が
、

屋
外

で
の

設
定

が
効

果
的

で
あ

る
こ

と
を

加
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

。

4
1
5

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

し
、

従
業

員
の

心
理

的
幸

福
、

お
よ

び
仕

事
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
発

揮
に

対
す

る
そ

の
有

効
性

を
評

価
す

る
こ

と
。

製
造

会
社

研
究

開
発

部
門

の
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
（
N

=
2
6
6
）

B
ri
e
f 

J
o
b
 S

tr
e
ss

 Q
u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 （

B
J
S

Q
）

全
体

を
通

じ
て

、
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

知
識

に
関

し
て

群
×

時
間

の
交

互
作

用
が

認
め

ら
れ

た
。

3
回

以
上

の
訓

練
群

に
お

い
て

、
問

題
解

決
と

回
避

・
抑

制
に

つ
い

て
群

×
時

間
の

交
互

作
用

が
認

め
ら

れ
た

。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

ス
ト

レ
ス

管
理

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
ス

ト
レ

ス
管

理
に

関
す

る
知

識
を

向
上

さ
せ

る
の

に
有

効
で

あ
っ

た
。

4
3
6

日
中

の
断

続
的

仕
事

に
対

し
高

さ
調

節
可

能
な

仕
事

机
の

導
入

は
疲

労
、

骨
格

筋
の

不
快

感
、

坐
位

で
の

仕
事

生
産

量
を

改
善

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
調

査
す

る
こ

と
。

肥
満

の
オ

フ
ィ

ス
労

働
者

2
3
名

C
IS

2
0
-
R

、
M

A
F
 S

c
a
le

疲
労

感
の

ス
コ

ア
は

立
ち

座
り

を
繰

り
返

し
な

が
ら

行
っ

た
群

と
比

較
し

て
座

っ
た

ま
ま

仕
事

を
行

っ
た

群
で

有
意

に
高

か
っ

た
。

背
部

の
筋

骨
格

系
不

快
感

は
立

ち
座

り
を

繰
り

返
し

な
が

ら
行

っ
た

群
で

有
意

に
軽

減
し

た
。

作
業

生
産

性
も

立
ち

座
り

を
繰

り
返

し
な

が
ら

行
っ

た
群

で
高

い
傾

向
に

あ
っ

た
。

3
0
分

毎
の

立
ち

座
り

動
作

は
座

っ
た

ま
ま

の
姿

勢
と

比
較

し
て

疲
労

の
減

少
、

作
業

の
生

産
性

向
上

、
肥

満
オ

フ
ィ

ス
ワ

ー
カ

ー
の

背
部

不
快

感
を

改
善

す
る

。

4
4
0

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
作

業
に

よ
る

仕
事

関
連

の
上

肢
筋

骨
格

障
害

（
W

U
E
M

S
D

s）
に

対
し

、
人

間
工

学
的

介
入

の
効

果
を

判
定

す
る

こ
と

。

4
0
0
名

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

労
働

者
V

A
S

、
U

p
p
e
r 

E
xt

re
m

it
y
 F

u
n
c
ti
o
n
 S

c
a
le

、
S

F
-
3
6

6
ヶ

月
後

、
介

入
群

で
姿

勢
と

仕
事

机
が

有
意

に
改

良
さ

れ
て

い
た

。
そ

の
上

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

と
比

較
し

て
介

入
群

で
W

U
E
M

S
S

の
強

さ
、

継
続

期
間

、
頻

度
に

有
意

な
改

善
が

み
ら

れ
た

。
加

え
て

、
機

能
状

態
、

身
体

状
態

、
精

神
状

態
、

Q
O

L
も

有
意

に
改

善
し

た
。

W
U

E
M

S
S

に
よ

る
勤

労
日

数
の

減
少

は
有

意
に

改
善

し
な

か
っ

た
。

人
間

工
学

的
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

労
働

者
に

お
け

る
W

U
E
M

S
D

sの
危

険
因

子
を

減
少

さ
せ

、
二

次
予

防
に

有
効

で
あ

る
可

能
性

が
あ

る
。

4
7
5

筋
骨

格
筋

系
障

害
の

た
め

の
職

場
で

の
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

実
施

の
長

期
的

な
影

響
を

調
べ

る
こ

と
。

民
間

企
業

の
3
3
3
人

と
公

共
会

社
の

1
4
0

人
の

検
査

技
師

。
頸

部
、

肩
部

、
肘

部
、

手
部

の
疼

痛
3
年

間
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

頸
部

、
肩

部
、

肘
部

、
手

部
の

疼
痛

は
軽

減
し

、
最

初
の

1
年

目
は

主
に

維
持

し
た

。
民

間
企

業
が

公
共

会
社

よ
り

も
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
、

訓
練

を
多

く
受

け
る

比
率

、
自

己
報

告
性

の
健

康
の

変
化

、
痛

み
の

な
い

部
位

で
の

疼
痛

の
予

防
に

有
意

に
良

好
で

あ
っ

た
。

筋
力

強
化

は
長

期
的

に
勤

務
時

間
中

に
正

常
に

実
施

で
き

、
頸

部
、

肩
部

、
上

腕
部

の
痛

み
に

効
果

的
で

あ
る

。

4
9
3

歯
科

学
生

の
作

業
姿

勢
が

筋
骨

格
系

疾
患

に
及

ぼ
す

要
因

と
仕

事
の

関
係

性
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。

歯
学

生
1
・
2
年

生
6
0
人

と
、

5
・
6
年

生
6
0

人
性

別
、

運
動

歴
、

筋
骨

格
系

疼
痛

の
重

症
度

な
ど

の
デ

ー
タ

は
ア

ン
ケ

ー
ト

に
て

聴
取

。
治

療
時

の
学

生
の

姿
勢

観
察

と
、

痛
み

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
R

E
B

A
法

で
ス

コ
ア

化
し

て
評

価

被
験

者
の

8
0
.8

％
は

、
歯

科
処

置
の

た
め

の
正

し
い

姿
勢

を
認

識
し

て
い

な
い

。
疼

痛
の

重
症

度
は

臨
床

実
習

を
行

っ
て

い
る

暴
露

群
の

方
が

対
照

群
よ

り
有

意
に

高
か

っ
た

。
ほ

と
ん

ど
の

被
験

者
（
8
4
％

）
で

筋
骨

格
系

障
害

の
リ

ス
ク

は
中

程
度

あ
っ

た
。

よ
り

多
く
の

臨
床

活
動

に
関

与
し

て
い

た
学

生
は

、
多

く
の

筋
肉

の
痛

み
を

経
験

し
て

い
た

。

人
間

工
学

的
な

原
理

を
知

っ
て

い
る

学
生

は
、

自
身

の
健

康
を

維
持

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。

5
5
0

仕
事

の
ス

ト
レ

ス
の

心
理

社
会

的
措

置
に

つ
い

て
、

イ
メ

ー
ジ

と
音

楽
誘

導
（
G

IM
）
、

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

、
音

楽
鑑

賞
、

お
よ

び
画

像
な

ど
の

心
理

療
法

の
介

入
効

果
を

検
討

す
る

こ
と

。

病
欠

中
の

2
0
名

の
労

働
者

無
作

為
に

音
楽

療
法

群
（
G

IM
群

）
と

対
照

群
に

割
り

つ
け

唾
液

コ
ル

チ
ゾ

ー
ル

、
テ

ス
ト

ス
テ

ロ
ン

、
メ

ラ
ト

ニ
ン

の
変

化
、

お
よ

び
自

己
申

告
に

よ
る

心
理

的
ス

ト
レ

ス
症

状
（
ス

ト
レ

ス
認

知
、

気
分

障
害

、
睡

眠
の

質
、

身
体

的
な

苦
痛

症
状

、
労

働
準

備
、

幸
福

感
、

不
安

、
抑

う
つ

、
即

時
ス

ト
レ

ス
）

対
照

群
と

比
較

し
て

、
G

IM
群

は
9
週

間
で

幸
福

感
、

気
分

障
害

、
身

体
的

な
苦

痛
症

状
、

コ
ル

チ
ゾ

ー
ル

濃
度

に
有

意
な

改
善

を
認

め
た

。
早

期
介

入
と

介
入

遅
延

で
の

比
較

で
は

職
場

復
帰

な
ど

で
有

意
差

を
認

め
た

。
9
週

間
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

全
対

象
者

の
8
3
%
が

職
場

復
帰

し
た

。

G
IM

は
、

仕
事

関
連

ス
ト

レ
ス

の
た

め
の

有
効

な
治

療
法

で
あ

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

、
さ

ら
な

る
研

究
が

推
奨

さ
れ

る
。

5
5
2

手
作

業
す

る
女

性
労

働
者

の
上

肢
の

痛
み

を
軽

減
す

る
た

め
に

個
別

対
応

す
る

身
体

活
動

プ
ロ

ト
コ

ル
を

評
価

す
る

こ
と

。

6
0
名

の
女

性
労

働
者

介
入

群
と

対
照

群
に

無
作

為
割

付
け

（
介

入
群

に
は

週
2
回

、
6
か

月
間

の
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
）

D
A

S
H

、
N

P
D

S
-
I 
sc

o
re

s
介

入
群

は
肩

の
痛

み
が

減
少

し
、

R
O

M
が

増
加

を
示

し
た

。
ま

た
、

上
肢

痛
お

よ
び

頚
部

障
害

の
減

少
に

伴
い

、
握

力
の

増
加

を
認

め
た

。

上
肢

や
頚

部
に

痛
み

や
障

害
の

あ
る

女
性

労
働

者
に

、
作

業
関

連
筋

骨
格

系
障

害
の

た
め

の
個

別
的

職
場

運
動

プ
ロ

ト
コ

ル
を

実
施

し
、

有
効

性
を

示
し

た
。

5
6
0

作
業

関
連

筋
骨

格
系

の
痛

み
や

不
快

感
（
M

S
P

D
）
の

予
防

の
た

め
、

標
準

的
な

人
間

工
学

の
ア

ド
バ

イ
ス

と
行

動
変

容
ア

プ
ロ

ー
チ

（
S

O
C

）
の

利
点

を
調

査
を

す
る

こ
と

。

（
2
4
2
人

の
労

働
者

を
含

む
）
2
5
の

ワ
ー

ク
グ

ル
ー

プ
対

面
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
で

の
仕

事
満

足
度

調
査

、
作

業
関

連
筋

骨
格

系
の

痛
み

や
不

快
感

（
M

S
P

D
）
に

つ
い

て
の

横
断

的
分

析
人

間
工

学
ア

ド
バ

イ
ス

群
と

行
動

変
容

ア
プ

ロ
ー

チ
（
S

O
C

）
群

に
つ

い
て

、
作

業
関

連
筋

骨
格

障
害

の
有

病
率

は
両

群
に

差
は

な
い

が
腰

の
障

害
は

人
間

工
学

ア
ド

バ
イ

ス
群

に
有

意
差

を
認

め
た

。

腰
痛

M
S

P
D

防
止

に
は

人
間

工
学

ア
ド

バ
イ

ス
よ

り
、

行
動

変
容

ア
プ

ロ
ー

チ
（
S

O
C

）
群

で
介

入
効

果
を

認
め

た
。

予
防

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

計
画

す
る

際
に

組
織

安
全

性
を

考
慮

す
べ

き
で

あ
る

。

5
6
1

筋
骨

格
系

の
症

状
、

身
体

機
能

、
作

業
能

力
、

仕
事

関
連

の
活

力
、

仕
事

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

、
お

よ
び

病
欠

に
関

す
る

職
場

健
康

増
進

介
入

の
効

果
を

調
べ

る
こ

と
。

3
1
4
名

の
生

産
関

係
労

働
者

in
te

rv
e
n
ti
o
n
 g

ro
u
p
 （

n
 =

 1
6
2
）
 :
 

re
c
e
iv

in
g 

p
e
rs

o
n
a
l 
c
o
a
c
h
in

g、
 

ta
ilo

re
d
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n

c
o
n
tr

o
l 
gr

o
u
p
 （

n
 =

 1
5
2
）
 :
 r

e
c
e
iv

in
g 

u
su

a
l 
c
a
re

病
欠

期
間

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
W

o
rk

-
re

la
te

d
 v

it
a
lit

y
、

 W
o
rk

 
p
e
rf

o
rm

a
n
c
e
、

 W
o
rk

 a
b
ili
ty

、
 P

h
y
si

c
a
l 
fu

n
c
ti
o
n
in

g）
b
a
se

lin
e
、

 a
ft

e
r 

6
M

、
 1

2
M

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

6
ヶ

月
ま

た
は

1
2
ヶ

月
で

筋
骨

格
系

症
状

、
身

体
機

能
、

作
業

能
力

、
仕

事
関

連
の

活
力

、
仕

事
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
、

お
よ

び
病

欠
に

お
い

て
有

意
な

変
化

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

介
入

は
身

体
活

動
、

栄
養

、
お

よ
び

体
重

に
関

連
す

る
転

帰
に

つ
い

て
は

改
善

し
た

が
、

筋
骨

格
系

の
症

状
を

減
少

さ
せ

、
他

の
作

業
関

連
項

目
の

改
善

に
成

功
し

な
か

っ
た

。

5
7
2

食
肉

加
工

労
働

者
に

お
け

る
身

体
活

動
を

増
加

さ
せ

、
健

康
関

連
転

帰
を

改
善

す
る

た
め

に
、

歩
数

計
を

基
に

し
た

介
入

を
用

い
る

こ
と

の
実

現
可

能
性

を
調

べ
る

こ
と

。

食
肉

加
工

労
働

者
5
8
名

（
平

均
年

齢
4
1
.0

歳
；
1
8
-
6
5
）

身
体

活
動

量
、

 健
康

関
連

Q
O

L
1
2
週

間
の

介
入

と
介

入
後

3
か

月
後

介
入

群
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
は

高
く
、

介
入

群
の

歩
数

は
5
9
9
3
か

ら
9
7
9
2
へ

、
対

照
群

は
5
7
8
8
か

ら
6
5
5
1
へ

増
加

し
た

。
こ

の
増

加
は

3
か

月
後

も
継

続
し

て
い

た
（
5
9
％

）
。

1
2
週

間
の

介
入

で
有

意
差

な
ら

び
に

高
い

効
果

量
が

認
め

ら
れ

た
。

さ
ら

に
、

健
康

関
連

Q
O

L
で

は
身

体
、

精
神

ス
コ

ア
は

1
2
週

間
の

介
入

で
有

意
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

毎
週

電
子

メ
ー

ル
で

サ
ポ

ー
ト

さ
れ

て
い

る
目

標
設

定
、

お
よ

び
自

己
監

視
と

組
み

合
わ

せ
て

、
歩

数
計

駆
動

の
歩

行
介

入
は

、
短

期
的

に
職

場
の

設
定

内
の

ス
テ

ッ
プ

数
を

増
や

す
こ

と
で

実
現

可
能

な
、

潜
在

的
に

効
果

的
で

あ
る

。
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 表
１
２
－
９
 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業

関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 
 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
bj

e
c
ts

M
e
as

u
re

m
e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

5
7
3

本
研

究
の

目
的

は
、

精
神

障
害

を
有

す
る

危
険

性
が

あ
る

病
気

休
暇

中
の

者
に

対
す

る
標

準
的

な
ケ

ー
ス

管
理

の
補

助
と

し
て

復
職

に
お

い
て

心
理

教
育

の
効

果
を

評
価

す
る

こ
と

。

4
-
8週

間
の

病
欠

者
4
5
41

人
異

な
っ

た
診

断
で

あ
る

が
、

す
べ

て
精

神
障

害
危

険
性

を
有

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

、
3
か

月
、

6
か

月
で

の
完

全
復

職
の

相
対

リ
ス

ク
比

、
精

神
的

症
状

に
関

す
る

質
問

、
精

神
関

連
Q

O
L

介
入

は
、

精
神

的
な

症
状

の
レ

ベ
ル

を
減

少
さ

せ
、

精
神

関
連

Q
O

L
を

改
善

し
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

介
入

群
は

、
3
か

月
、

6
ヶ

月
両

方
で

内
在

統
制

感
の

ス
コ

ア
が

改
善

し
た

。

精
神

障
害

の
リ

ス
ク

を
有

す
る

病
気

休
暇

中
の

者
に

対
す

る
心

理
学

的
教

育
の

提
供

は
、

最
初

の
6
ヶ

月
の

間
に

完
全

復
帰

す
る

可
能

性
へ

影
響

し
な

か
っ

た
。

し
た

が
っ

て
、

我
々

は
復

職
を

推
進

す
る

た
め

に
こ

の
形

式
で

心
理

教
育

を
提

供
す

る
こ

と
は

推
奨

し
な

い
。

5
7
7

1
）
太

り
す

ぎ
や

肥
満

の
労

働
者

に
お

い
て

、
標

準
的

な
作

業
キ

ー
ボ

ー
ド

に
関

連
す

る
デ

ザ
イ

ン
、

受
容

性
、

お
よ

び
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

の
認

識
を

探
る

こ
と

。
2
）
自

己
記

入
式

身
体

不
快

感
、

タ
イ

ピ
ン

グ
の

生
産

性
の

側
面

に
関

す
る

代
替

的
、

よ
り

人
間

工
学

的
に

健
全

な
キ

ー
ボ

ー
ド

を
導

入
の

影
響

を
評

価
す

る
こ

と
。

2
6
名

の
肥

満
労

働
者

se
lf-

re
po

rt
e
d 

qu
e
st

io
n
n
ai

re
s

o
bj

e
c
ti
v
e
 t

y
pi

n
g 

te
st

s
肥

満
の

参
加

者
は

、
上

下
肢

な
ら

び
に

腰
部

の
不

快
感

に
有

意
な

減
少

を
報

告
し

た
が

、
す

べ
て

の
参

加
者

は
、

腰
の

不
快

感
の

有
意

な
減

少
を

示
し

た
。

労
働

者
が

新
し

い
キ

ー
ボ

ー
ド

を
好

み
、

労
働

者
の

身
体

の
不

快
を

減
少

と
関

連
し

た
こ

と
、

そ
し

て
そ

れ
は

労
働

者
の

生
産

性
と

コ
ス

ト
の

意
味

を
持

っ
て

い
る

と
い

う
点

で
、

さ
ら

な
る

研
究

に
値

す
る

主
な

か
つ

論
で

あ
っ

た
。

5
8
8

3
か

月
間

の
ne

c
k-

sp
e
c
if
ic

 e
xe

rc
is

e
s 

（
N

S
E
s）

 が
治

療
待

ち
の

慢
性

む
ち

打
ち

関
連

障
害

（
W

A
D

）
患

者
に

有
効

か
否

か
を

検
討

す
る

こ
と

。

慢
性

（
6
-3

6
か

月
）の

む
ち

打
ち

患
者

（
W

A
D

；
gr

a
de

s 
2
 a

n
d 

3
、

N
=
4
1;

 女
性

3
1
、

男
性

1
0
、

平
均

3
8
±

1
1
.2

歳
）

N
e
c
k-

sp
e
c
if
ic

 d
is

a
bi

lit
y
 （

N
e
c
k 

D
is

a
bi

lit
y
 I
n
de

x 
[N

D
I]
）
、

 n
e
ck

 
pa

in
 （

vi
su

al
 a

n
al

o
g 

sc
al

e
）
、

 g
e
n
er

a
l 
pa

in
-
re

la
te

d 
di

sa
bi

lit
y
 

（
P

a
in

 D
is

a
bi

lit
y
 I
n
de

x 
[P

D
I]
）
、

 s
e
lf-

pe
rc

e
iv

e
d 

pe
rf

o
rm

a
n
c
e 

a
bi

lit
y
 （

S
e
lf-

E
ff

ic
ac

y 
S

c
al

e
 [

S
E
S

]）
、

 a
n
d 

h
e
al

th
-
re

la
te

d 
qu

a
lit

y
 o

f 
lif

e
 （

E
u
ro

Q
o
l 
5
 d

im
e
n
si

o
n
s 

[E
Q

-
5
D

]）

N
S

E
は

有
意

に
治

療
待

ち
の

患
者

と
比

較
し

て
N

D
I、

 S
E
S

、
 E

Q
-

5
D

を
改

善
し

た
。

N
S

E
sに

関
し

て
P

a
in

 D
is

a
bi

lit
y
 I
n
de

x以
外

の
す

べ
て

の
結

果
で

継
時

的
に

有
意

な
改

善
を

認
め

、
未

治
療

群
で

は
有

意
に

悪
化

し
た

。

N
S

E
sは

未
治

療
の

む
ち

打
ち

関
連

障
害

の
患

者
に

対
し

て
未

介
入

よ
り

も
よ

り
有

益
で

あ
る

。
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表
１
２
－
１
０

 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一
覧

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

3
腰

痛
に

対
す

る
職

業
訓

練
効

果
を

調
べ

る
こ

と
。

8
8
人

女
性

ヘ
ル

パ
ー

腰
痛

の
程

度
（
V

A
S

）
、

体
力

、
心

身
機

能
評

価
完

遂
者

は
2
2
名

（
3
3
％

）
で

、
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

が
高

い
人

（
週

3
回

以
上

実
施

）
は

腰
痛

増
悪

な
し

、
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

が
低

い
人

（
週

三
回

未
満

の
実

施
）
は

腰
痛

増
悪

し
た

。

ヘ
ル

パ
ー

の
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

は
低

め
で

あ
っ

た
が

、
O

J
T
の

若
干

の
効

果
は

示
さ

れ
た

。

2
4

腰
痛

患
者

に
対

す
る

ス
ト

レ
ッ

チ
や

徒
手

療
法

の
効

果
を

調
べ

る
こ

と
。

1
6
0
人

の
腰

痛
患

者
①

st
a
y
 a

c
ti
v
e
の

み
群

　
②

st
a
y
 

a
c
ti
v
e
+
ス

ト
レ

ッ
チ

群
　

③
st

a
y
 a

c
ti
v
e
+

ス
ト

レ
ッ

チ
＋

徒
手

療
法

群
　

④
st

a
y
 

a
c
ti
v
e
+
ス

ト
レ

ッ
チ

＋
徒

手
療

法
＋

ス
テ

ロ
イ

ド
使

用
群

Q
O

L
ス

コ
ア

多
く
の

治
療

介
入

群
の

方
が

Q
O

L
も

良
い

傾
向

に
あ

っ
た

。
健

康
関

連
Q

O
L
へ

の
効

果
は

、
利

用
可

能
な

治
療

方
法

の
数

が
よ

り
多

か
っ

た
。

3
3

腰
痛

に
お

け
る

欠
勤

に
つ

い
て

、
短

期
介

入
の

運
動

療
法

と
専

門
分

野
の

多
部

門
の

介
入

（
包

括
的

介
入

）
が

1
年

後
に

与
え

る
影

響
を

調
べ

る
こ

と
。

3
5
1
人

の
腰

痛
患

者
（
3
4
4
人

が
回

収
可

能
）
・
1
2
5
人

が
多

く
の

専
門

分
野

の
介

入
・
1
3
3
人

が
短

期
介

入

ア
ン

ケ
ー

ト
（
R

o
la

n
d
 M

o
rr

is
 S

c
o
re

、
腰

痛
の

ス
ケ

ー
ル

、
S

F
３

６
）

精
神

的
健

康
で

包
括

的
介

入
群

の
方

が
若

干
よ

か
っ

た
。

病
院

ベ
ー

ス
の

学
際

的
介

入
は

、
簡

単
な

介
入

と
比

べ
、

腰
痛

に
よ

る
欠

勤
者

の
復

職
を

増
加

さ
せ

、
健

康
状

態
を

改
善

す
る

た
め

に
優

れ
て

い
る

と
は

限
ら

な
か

っ
た

。

3
4

腰
痛

患
者

に
対

す
る

包
括

的
ケ

ア
と

個
別

治
療

を
比

較
す

る
こ

と
。

1
3
2
人

の
外

来
患

者
（
6
8
人

が
一

般
的

な
個

別
治

療
群

、
6
4
人

が
個

別
治

療
＋

包
括

的
ケ

ア
（
F
R

P
）
群

）

6
か

月
後

の
機

能
回

復
や

欠
勤

日
数

の
比

較
両

群
共

に
介

入
後

は
欠

勤
日

数
が

減
少

し
た

。
F
R

P
の

方
が

さ
ら

に
欠

勤
日

数
が

少
な

く
な

っ
た

。
両

方
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
障

害
や

病
気

、
休

暇
日

数
を

減
ら

す
の

に
効

果
的

で
あ

る
。

F
R

P
は

、
病

気
、

休
暇

日
数

を
減

少
さ

せ
る

の
に

有
意

に
有

効
で

あ
る

8
2

腰
痛

に
対

し
て

理
学

療
法

士
と

医
師

の
み

の
介

入
よ

り
も

、
集

学
的

な
介

入
が

よ
り

効
果

的
で

あ
る

こ
と

を
証

明
す

る
こ

と
。

腰
痛

を
持

つ
3
5
1
名

の
就

業
者

簡
単

な
介

入
は

リ
ハ

医
・
理

学
療

法
士

に
て

臨
床

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
で

あ
っ

た
。

ま
た

集
学

的
な

介
入

は
他

職
種

に
よ

る
介

入
が

追
加

し
て

計
画

さ
れ

た
。

評
価

は
質

問
紙

に
て

、
健

康
面

、
機

能
障

害
、

対
象

特
性

、
職

場
環

境
の

因
子

が
評

価
さ

れ
た

。

集
学

的
な

介
入

は
、

簡
単

な
介

入
よ

り
職

場
復

帰
を

よ
り

短
期

間
と

す
る

。
集

学
的

な
介

入
は

簡
単

な
介

入
と

比
較

し
て

、
よ

り
効

果
的

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

1
3
7

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

な
運

動
は

、
腰

痛
は

急
性

腰
痛

予
防

に
な

る
か

を
検

討
す

る
こ

と
。

2
6
人

の
腰

痛
の

な
い

人
、

強
運

動
群

と
弱

運
動

群
腰

痛
出

現
日

数
、

腰
痛

の
程

度
強

運
動

群
の

方
は

低
強

度
運

動
群

に
比

べ
、

腰
痛

が
出

現
し

た
日

は
多

か
っ

た
が

、
程

度
の

関
し

て
は

、
重

度
な

傾
向

は
な

か
っ

た
。

科
学

的
な

結
果

は
出

な
か

っ
た

が
、

強
運

動
群

は
腰

痛
再

発
を

防
ぐ

か
も

し
れ

な
い

。

1
4
1

D
e
lit

to
's

 c
la

ss
if
ic

a
ti
o
n
-
b
a
se

d
 

sy
st

e
m

を
使

用
し

た
、

慢
性

腰
痛

へ
の

有
効

性
を

検
討

す
る

す
る

こ
と

。

1
5
6
人

（
c
la

ss
if
ic

a
ti
o
n
-
b
a
se

d
群

 7
4

人
、

通
常

理
学

療
法

士
群

 8
2
人

）
G

lo
b
a
l 
p
e
rc

e
iv

e
d
 e

ff
e
c
t 

（
G

P
E
）
、

能
力

 （
O

sw
e
st

ry
 D

is
a
b
ili
ty

 
In

d
e
x）

、
疼

痛
 （

N
u
m

e
ri
c
a
l 
R

a
ti
n
g 

S
c
a
le

）
、

F
e
a
r-

A
v
o
id

a
n
c
e
 

B
e
lie

fs
 Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 A

c
ti
v
it
y
、

B
e
lie

fs
 Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 W

o
rk

、
Ö

re
b
ro

 M
u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
P

a
in

 S
c
re

e
n
in

g 
Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e

（
Ö

M
P

S
Q

）
、

3
6
-
It

e
m

 S
h
o
rt

 F
o
rm

 H
e
a
lt
h
 S

u
rv

e
y

8
週

間
後

で
は

、
c
la

ss
if
ic

a
ti
o
n
-
b
a
se

d
群

が
能

力
項

目
で

オ
ッ

ズ
比

で
 1

.0
1
倍

良
好

で
あ

っ
た

。
c
la

ss
if
ic

a
ti
o
n
-
b
a
se

d
群

は
通

常
理

学
療

法
士

群
と

有
意

な
差

は
な

か
っ

た
。

1
7
1

腰
痛

患
者

に
対

し
て

、
階

層
的

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
ア

プ
ロ

ー
チ

が
、

現
在

の
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

と
比

べ
、

臨
床

的
お

よ
び

経
済

的
利

益
を

も
た

ら
す

か
？

を
検

討
す

る
こ

と
。

1
8
歳

以
上

の
男

女
　

6
4
9
名

ロ
ー

ラ
ン

ド
モ

リ
ス

障
害

質
問

票
、

腰
痛

評
価

、
不

安
う

つ
、

健
康

関
連

Ｑ
Ｏ

Ｌ
R

M
D

Q
ス

コ
ア

調
整

後
の

平
均

変
化

は
、

4
ヶ

月
と

1
2
か

月
で

対
照

群
よ

り
介

入
群

で
有

意
に

高
か

っ
た

。
1
2
ヵ

月
の

時
点

で
、

プ
ラ

イ
マ

リ
階

層
ケ

ア
は

、
対

照
群

と
比

較
し

て
、

健
康

上
の

利
益

の
増

加
と

コ
ス

ト
削

減
に

関
連

し
て

い
た

。
二

次
ア

ウ
ト

カ
ム

の
多

く
で

介
入

群
に

優
位

な
有

意
差

を
認

め
た

。

現
在

の
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

と
比

較
し

て
予

後
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

お
よ

び
治

療
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
含

む
成

層
管

理
ア

プ
ロ

ー
チ

は
、

臨
床

お
よ

び
経

済
的

利
益

の
改

善
を

示
し

た
。

1
7
8

産
業

保
健

に
お

け
る

腰
痛

の
二

次
予

防
を

目
的

と
し

た
2
つ

の
介

入
（
運

動
介

入
と

セ
ル

フ
ケ

ア
）
の

有
効

性
を

評
価

す
る

こ
と

。

工
場

勤
務

従
業

員
　

2
4
8
0
名

腰
痛

（
V

A
S

）
、

ロ
ー

ラ
ン

ド
・
モ

リ
ス

ス
ケ

ー
ル

の
身

体
的

障
害

（
R

M
-

1
8
）
、

健
康

関
連

Q
O

L
運

動
介

入
群

は
セ

ル
フ

ケ
ア

群
と

比
較

し
て

腰
痛

を
減

少
さ

せ
た

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
3
ヶ

月
で

腰
痛

を
減

少
さ

せ
た

が
、

健
康

関
連

Q
O

L
ま

た
は

機
能

障
害

に
対

し
て

は
効

果
的

で
は

な
か

っ
た

。

腰
痛

を
呈

し
て

い
る

従
業

員
に

対
す

る
両

方
の

介
入

は
、

痛
み

を
減

少
さ

せ
た

が
、

欠
勤

日
数

と
身

体
機

能
障

害
へ

の
影

響
は

軽
微

で
あ

っ
た

。
運

動
は

健
康

関
連

Q
O

L
を

改
善

さ
せ

た
が

、
効

果
の

程
度

は
か

な
り

小
さ

か
っ

た
。

1
9
5

中
等

度
の

ホ
ー

ム
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
（
バ

ラ
ン

ス
の

維
持

に
焦

点
を

当
て

た
）
が

腰
痛

を
予

防
で

き
る

か
を

予
備

的
に

調
べ

る
こ

と
（
1
年

間
）
。

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

を
主

と
し

た
大

学
病

院
研

究
室

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
究

員
3
0
名

腰
痛

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

録
、

医
療

的
評

価
、

血
液

生
化

学
デ

ー
タ

、
肺

活
量

測
定

お
よ

び
臨

床
検

査
値

1
年

間
で

腰
痛

を
経

験
し

た
者

は
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

が
約

6
0
％

に
対

し
、

介
入

群
で

は
0
％

と
発

生
が

阻
止

さ
れ

た
。

介
入

群
は

、
バ

ラ
ン

ス
制

御
筋

の
強

度
に

有
意

な
改

善
を

示
し

て
い

た
。

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
は

変
化

を
示

さ
な

か
っ

た
。

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

効
果

は
呼

吸
器

系
へ

も
予

想
外

の
利

益
を

も
た

ら
す

結
果

で
あ

っ
た

。

5
0
歳

台
の

健
常

労
働

者
に

お
け

る
腰

痛
発

生
予

防
に

、
家

庭
に

よ
る

バ
ラ

ン
ス

能
力

・
バ

ラ
ン

ス
筋

力
向

上
が

有
益

で
あ

る
こ

と
を

示
唆

し
て

い
る

。
さ

ら
に

我
々

は
改

善
さ

れ
た

姿
勢

が
呼

吸
機

能
の

改
善

に
関

連
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
と

仮
定

し
た

。

2
0
0

腰
痛

や
疾

患
を

発
症

し
た

従
業

員
の

仕
事

復
帰

の
可

能
性

に
つ

い
て

、
学

際
的

介
入

、
簡

潔
介

入
の

2
群

間
で

比
較

す
る

こ
と

（
2
年

間
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）
。

従
業

員
　

3
5
1
名

病
気

休
暇

、
学

際
的

介
入

、
休

暇
給

付
、

職
種

変
更

、
退

職
調

査
等

2
年

間
の

追
跡

期
間

中
の

少
な

く
と

も
4
週

間
で

復
職

し
た

。
初

年
の

病
気

休
暇

は
簡

潔
介

入
群

（
中

央
値

1
4
週

間
）
よ

り
も

学
際

的
介

入
群

（
中

央
値

2
0
週

間
）
の

週
数

が
有

意
に

低
か

っ
た

。
2
年

目
の

病
気

休
暇

の
週

数
で

は
有

意
差

を
認

め
な

か
っ

た
。

サ
ブ

グ
ル

ー
プ

解
析

に
お

い
て

両
群

の
病

気
休

暇
再

発
率

に
有

意
差

を
認

め
な

か
っ

た
。

簡
潔

か
つ

学
際

的
介

入
の

2
年

間
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
は

、
一

般
的

に
は

1
年

間
の

効
果

と
同

様
で

あ
っ

た
。

2
4
3

腰
痛

の
職

員
に

対
し

て
情

報
と

支
援

が
病

気
休

暇
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
か

を
評

価
す

る
こ

と
。

1
8
歳

以
上

の
労

働
者

1
7
4
6
名

（
1
3
5
施

設
）
。

・
教

育
的

介
入

＋
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

群
（
E
P

S
群

：
4
5
施

設
）

・
教

育
的

介
入

＋
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

＋
外

来
受

診
 群

（
E
P

S
O

C
群

：
4
8
施

設
）

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

（
4
2
施

設
）

病
気

休
暇

の
数

病
気

休
暇

は
E
P

S
で

7
%
、

E
P

S
O

C
で

4
%
減

少
し

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
は

7
%

増
加

し
た

。
腰

痛
有

訴
者

は
E
P

S
群

で
1
5
5
名

か
ら

1
5
9
名

に
増

加
し

た
。

E
P

S
O

C
群

で
は

1
5
9
名

か
ら

1
3
6
名

へ
と

有
意

に
減

少
し

、
対

照
群

で
は

1
0
5
名

か
ら

1
1
2
名

へ
と

有
意

に
増

加
し

た
。

教
育

的
介

入
、

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

、
外

来
受

診
は

病
気

休
暇

の
減

少
に

有
効

で
あ

っ
た

。
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表
１
２
－
１
０

 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

3
腰

痛
に

対
す

る
職

業
訓

練
効

果
を

調
べ

る
こ

と
。

8
8
人

女
性

ヘ
ル

パ
ー

腰
痛

の
程

度
（
V

A
S

）
、

体
力

、
心

身
機

能
評

価
完

遂
者

は
2
2
名

（
3
3
％

）
で

、
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

が
高

い
人

（
週

3
回

以
上

実
施

）
は

腰
痛

増
悪

な
し

、
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

が
低

い
人

（
週

三
回

未
満

の
実

施
）
は

腰
痛

増
悪

し
た

。

ヘ
ル

パ
ー

の
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

は
低

め
で

あ
っ

た
が

、
O

J
T
の

若
干

の
効

果
は

示
さ

れ
た

。

2
4

腰
痛

患
者

に
対

す
る

ス
ト

レ
ッ

チ
や

徒
手

療
法

の
効

果
を

調
べ

る
こ

と
。

1
6
0
人

の
腰

痛
患

者
①

st
a
y
 a

c
ti
v
e
の

み
群

　
②

st
a
y
 

a
c
ti
v
e
+
ス

ト
レ

ッ
チ

群
　

③
st

a
y
 a

c
ti
v
e
+

ス
ト

レ
ッ

チ
＋

徒
手

療
法

群
　

④
st

a
y
 

a
c
ti
v
e
+
ス

ト
レ

ッ
チ

＋
徒

手
療

法
＋

ス
テ

ロ
イ

ド
使

用
群

Q
O

L
ス

コ
ア

多
く
の

治
療

介
入

群
の

方
が

Q
O

L
も

良
い

傾
向

に
あ

っ
た

。
健

康
関

連
Q

O
L
へ

の
効

果
は

、
利

用
可

能
な

治
療

方
法

の
数

が
よ

り
多

か
っ

た
。

3
3

腰
痛

に
お

け
る

欠
勤

に
つ

い
て

、
短

期
介

入
の

運
動

療
法

と
専

門
分

野
の

多
部

門
の

介
入

（
包

括
的

介
入

）
が

1
年

後
に

与
え

る
影

響
を

調
べ

る
こ

と
。

3
5
1
人

の
腰

痛
患

者
（
3
4
4
人

が
回

収
可

能
）
・
1
2
5
人

が
多

く
の

専
門

分
野

の
介

入
・
1
3
3
人

が
短

期
介

入

ア
ン

ケ
ー

ト
（
R

o
la

n
d
 M

o
rr

is
 S

c
o
re

、
腰

痛
の

ス
ケ

ー
ル

、
S

F
３

６
）

精
神

的
健

康
で

包
括

的
介

入
群

の
方

が
若

干
よ

か
っ

た
。

病
院

ベ
ー

ス
の

学
際

的
介

入
は

、
簡

単
な

介
入

と
比

べ
、

腰
痛

に
よ

る
欠

勤
者

の
復

職
を

増
加

さ
せ

、
健

康
状

態
を

改
善

す
る

た
め

に
優

れ
て

い
る

と
は

限
ら

な
か

っ
た

。

3
4

腰
痛

患
者

に
対

す
る

包
括

的
ケ

ア
と

個
別

治
療

を
比

較
す

る
こ

と
。

1
3
2
人

の
外

来
患

者
（
6
8
人

が
一

般
的

な
個

別
治

療
群

、
6
4
人

が
個

別
治

療
＋

包
括

的
ケ

ア
（
F
R

P
）
群

）

6
か

月
後

の
機

能
回

復
や

欠
勤

日
数

の
比

較
両

群
共

に
介

入
後

は
欠

勤
日

数
が

減
少

し
た

。
F
R

P
の

方
が

さ
ら

に
欠

勤
日

数
が

少
な

く
な

っ
た

。
両

方
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
障

害
や

病
気

、
休

暇
日

数
を

減
ら

す
の

に
効

果
的

で
あ

る
。

F
R

P
は

、
病

気
、

休
暇

日
数

を
減

少
さ

せ
る

の
に

有
意

に
有

効
で

あ
る

8
2

腰
痛

に
対

し
て

理
学

療
法

士
と

医
師

の
み

の
介

入
よ

り
も

、
集

学
的

な
介

入
が

よ
り

効
果

的
で

あ
る

こ
と

を
証

明
す

る
こ

と
。

腰
痛

を
持

つ
3
5
1
名

の
就

業
者

簡
単

な
介

入
は

リ
ハ

医
・
理

学
療

法
士

に
て

臨
床

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
で

あ
っ

た
。

ま
た

集
学

的
な

介
入

は
他

職
種

に
よ

る
介

入
が

追
加

し
て

計
画

さ
れ

た
。

評
価

は
質

問
紙

に
て

、
健

康
面

、
機

能
障

害
、

対
象

特
性

、
職

場
環

境
の

因
子

が
評

価
さ

れ
た

。

集
学

的
な

介
入

は
、

簡
単

な
介

入
よ

り
職

場
復

帰
を

よ
り

短
期

間
と

す
る

。
集

学
的

な
介

入
は

簡
単

な
介

入
と

比
較

し
て

、
よ

り
効

果
的

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

1
3
7

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

な
運

動
は

、
腰

痛
は

急
性

腰
痛

予
防

に
な

る
か

を
検

討
す

る
こ

と
。

2
6
人

の
腰

痛
の

な
い

人
、

強
運

動
群

と
弱

運
動

群
腰

痛
出

現
日

数
、

腰
痛

の
程

度
強

運
動

群
の

方
は

低
強

度
運

動
群

に
比

べ
、

腰
痛

が
出

現
し

た
日

は
多

か
っ

た
が

、
程

度
の

関
し

て
は

、
重

度
な

傾
向

は
な

か
っ

た
。

科
学

的
な

結
果

は
出

な
か

っ
た

が
、

強
運

動
群

は
腰

痛
再

発
を

防
ぐ

か
も

し
れ

な
い

。

1
4
1

D
e
lit

to
's

 c
la

ss
if
ic

a
ti
o
n
-
b
a
se

d
 

sy
st

e
m

を
使

用
し

た
、

慢
性

腰
痛

へ
の

有
効

性
を

検
討

す
る

す
る

こ
と

。

1
5
6
人

（
c
la

ss
if
ic

a
ti
o
n
-
b
a
se

d
群

 7
4

人
、

通
常

理
学

療
法

士
群

 8
2
人

）
G

lo
b
a
l 
p
e
rc

e
iv

e
d
 e

ff
e
c
t 

（
G

P
E
）
、

能
力

 （
O

sw
e
st

ry
 D

is
a
b
ili
ty

 
In

d
e
x）

、
疼

痛
 （

N
u
m

e
ri
c
a
l 
R

a
ti
n
g 

S
c
a
le

）
、

F
e
a
r-

A
v
o
id

a
n
c
e
 

B
e
lie

fs
 Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 A

c
ti
v
it
y
、

B
e
lie

fs
 Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 W

o
rk

、
Ö

re
b
ro

 M
u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
P

a
in

 S
c
re

e
n
in

g 
Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e

（
Ö

M
P

S
Q

）
、

3
6
-
It

e
m

 S
h
o
rt

 F
o
rm

 H
e
a
lt
h
 S

u
rv

e
y

8
週

間
後

で
は

、
c
la

ss
if
ic

a
ti
o
n
-
b
a
se

d
群

が
能

力
項

目
で

オ
ッ

ズ
比

で
 1

.0
1
倍

良
好

で
あ

っ
た

。
c
la

ss
if
ic

a
ti
o
n
-
b
a
se

d
群

は
通

常
理

学
療

法
士

群
と

有
意

な
差

は
な

か
っ

た
。

1
7
1

腰
痛

患
者

に
対

し
て

、
階

層
的

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
ア

プ
ロ

ー
チ

が
、

現
在

の
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

と
比

べ
、

臨
床

的
お

よ
び

経
済

的
利

益
を

も
た

ら
す

か
？

を
検

討
す

る
こ

と
。

1
8
歳

以
上

の
男

女
　

6
4
9
名

ロ
ー

ラ
ン

ド
モ

リ
ス

障
害

質
問

票
、

腰
痛

評
価

、
不

安
う

つ
、

健
康

関
連

Ｑ
Ｏ

Ｌ
R

M
D

Q
ス

コ
ア

調
整

後
の

平
均

変
化

は
、

4
ヶ

月
と

1
2
か

月
で

対
照

群
よ

り
介

入
群

で
有

意
に

高
か

っ
た

。
1
2
ヵ

月
の

時
点

で
、

プ
ラ

イ
マ

リ
階

層
ケ

ア
は

、
対

照
群

と
比

較
し

て
、

健
康

上
の

利
益

の
増

加
と

コ
ス

ト
削

減
に

関
連

し
て

い
た

。
二

次
ア

ウ
ト

カ
ム

の
多

く
で

介
入

群
に

優
位

な
有

意
差

を
認

め
た

。

現
在

の
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

と
比

較
し

て
予

後
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

お
よ

び
治

療
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
含

む
成

層
管

理
ア

プ
ロ

ー
チ

は
、

臨
床

お
よ

び
経

済
的

利
益

の
改

善
を

示
し

た
。

1
7
8

産
業

保
健

に
お

け
る

腰
痛

の
二

次
予

防
を

目
的

と
し

た
2
つ

の
介

入
（
運

動
介

入
と

セ
ル

フ
ケ

ア
）
の

有
効

性
を

評
価

す
る

こ
と

。

工
場

勤
務

従
業

員
　

2
4
8
0
名

腰
痛

（
V

A
S

）
、

ロ
ー

ラ
ン

ド
・
モ

リ
ス

ス
ケ

ー
ル

の
身

体
的

障
害

（
R

M
-

1
8
）
、

健
康

関
連

Q
O

L
運

動
介

入
群

は
セ

ル
フ

ケ
ア

群
と

比
較

し
て

腰
痛

を
減

少
さ

せ
た

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
3
ヶ

月
で

腰
痛

を
減

少
さ

せ
た

が
、

健
康

関
連

Q
O

L
ま

た
は

機
能

障
害

に
対

し
て

は
効

果
的

で
は

な
か

っ
た

。

腰
痛

を
呈

し
て

い
る

従
業

員
に

対
す

る
両

方
の

介
入

は
、

痛
み

を
減

少
さ

せ
た

が
、

欠
勤

日
数

と
身

体
機

能
障

害
へ

の
影

響
は

軽
微

で
あ

っ
た

。
運

動
は

健
康

関
連

Q
O

L
を

改
善

さ
せ

た
が

、
効

果
の

程
度

は
か

な
り

小
さ

か
っ

た
。

1
9
5

中
等

度
の

ホ
ー

ム
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
（
バ

ラ
ン

ス
の

維
持

に
焦

点
を

当
て

た
）
が

腰
痛

を
予

防
で

き
る

か
を

予
備

的
に

調
べ

る
こ

と
（
1
年

間
）
。

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

を
主

と
し

た
大

学
病

院
研

究
室

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
究

員
3
0
名

腰
痛

エ
ピ

ソ
ー

ド
記

録
、

医
療

的
評

価
、

血
液

生
化

学
デ

ー
タ

、
肺

活
量

測
定

お
よ

び
臨

床
検

査
値

1
年

間
で

腰
痛

を
経

験
し

た
者

は
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

が
約

6
0
％

に
対

し
、

介
入

群
で

は
0
％

と
発

生
が

阻
止

さ
れ

た
。

介
入

群
は

、
バ

ラ
ン

ス
制

御
筋

の
強

度
に

有
意

な
改

善
を

示
し

て
い

た
。

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
は

変
化

を
示

さ
な

か
っ

た
。

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

効
果

は
呼

吸
器

系
へ

も
予

想
外

の
利

益
を

も
た

ら
す

結
果

で
あ

っ
た

。

5
0
歳

台
の

健
常

労
働

者
に

お
け

る
腰

痛
発

生
予

防
に

、
家

庭
に

よ
る

バ
ラ

ン
ス

能
力

・
バ

ラ
ン

ス
筋

力
向

上
が

有
益

で
あ

る
こ

と
を

示
唆

し
て

い
る

。
さ

ら
に

我
々

は
改

善
さ

れ
た

姿
勢

が
呼

吸
機

能
の

改
善

に
関

連
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
と

仮
定

し
た

。

2
0
0

腰
痛

や
疾

患
を

発
症

し
た

従
業

員
の

仕
事

復
帰

の
可

能
性

に
つ

い
て

、
学

際
的

介
入

、
簡

潔
介

入
の

2
群

間
で

比
較

す
る

こ
と

（
2
年

間
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）
。

従
業

員
　

3
5
1
名

病
気

休
暇

、
学

際
的

介
入

、
休

暇
給

付
、

職
種

変
更

、
退

職
調

査
等

2
年

間
の

追
跡

期
間

中
の

少
な

く
と

も
4
週

間
で

復
職

し
た

。
初

年
の

病
気

休
暇

は
簡

潔
介

入
群

（
中

央
値

1
4
週

間
）
よ

り
も

学
際

的
介

入
群

（
中

央
値

2
0
週

間
）
の

週
数

が
有

意
に

低
か

っ
た

。
2
年

目
の

病
気

休
暇

の
週

数
で

は
有

意
差

を
認

め
な

か
っ

た
。

サ
ブ

グ
ル

ー
プ

解
析

に
お

い
て

両
群

の
病

気
休

暇
再

発
率

に
有

意
差

を
認

め
な

か
っ

た
。

簡
潔

か
つ

学
際

的
介

入
の

2
年

間
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
は

、
一

般
的

に
は

1
年

間
の

効
果

と
同

様
で

あ
っ

た
。

2
4
3

腰
痛

の
職

員
に

対
し

て
情

報
と

支
援

が
病

気
休

暇
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
か

を
評

価
す

る
こ

と
。

1
8
歳

以
上

の
労

働
者

1
7
4
6
名

（
1
3
5
施

設
）
。

・
教

育
的

介
入

＋
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

群
（
E
P

S
群

：
4
5
施

設
）

・
教

育
的

介
入

＋
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

＋
外

来
受

診
 群

（
E
P

S
O

C
群

：
4
8
施

設
）

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

（
4
2
施

設
）

病
気

休
暇

の
数

病
気

休
暇

は
E
P

S
で

7
%
、

E
P

S
O

C
で

4
%
減

少
し

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
は

7
%

増
加

し
た

。
腰

痛
有

訴
者

は
E
P

S
群

で
1
5
5
名

か
ら

1
5
9
名

に
増

加
し

た
。

E
P

S
O

C
群

で
は

1
5
9
名

か
ら

1
3
6
名

へ
と

有
意

に
減

少
し

、
対

照
群

で
は

1
0
5
名

か
ら

1
1
2
名

へ
と

有
意

に
増

加
し

た
。

教
育

的
介

入
、

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

、
外

来
受

診
は

病
気

休
暇

の
減

少
に

有
効

で
あ

っ
た

。

2
4
9

腰
痛

を
有

す
る

労
働

者
に

対
し

て
、

個
別

職
業

サ
ポ

ー
ト

（
動

作
指

導
）
の

実
行

可
能

性
、

有
効

性
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。

腰
痛

症
者

5
1
名

労
働

能
力

知
覚

（
p
e
rc

e
iv

e
d
 w

o
rk

 a
b
ili
ty

）
、

介
入

の
実

施
率

、
ド

ロ
ッ

プ
ア

ウ
ト

率
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
不

可
率

3
1
名

（
6
1
%
）
が

半
数

以
上

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
参

加
で

き
た

。
介

入
効

果
は

は
っ

き
り

し
な

か
っ

た
。

（
有

意
差

が
な

か
っ

た
）

方
法

論
に

問
題

が
あ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

。
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表
１
２
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１
０

 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

2
6
1

若
年

徴
収

兵
に

体
す

る
神

経
筋

運
動

（
N

e
u
ro

m
u
sc

u
lo

r 
e
xe

rc
is

e
；
N

E
）
 と

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

腰
痛

に
よ

る
欠

勤
に

与
え

る
効

果
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。

若
年

徴
収

兵
1
4
0
9
名

腰
痛

症
発

症
率

調
査

：
7
1
9
名

介
入

効
果

の
検

証
：
6
9
0
名

腰
痛

に
よ

る
欠

勤
日

数
、

腰
痛

に
関

す
る

受
診

数
、

重
症

者
数

対
照

群
に

比
較

し
て

N
E
＋

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
群

の
腰

痛
に

よ
る

欠
勤

日
数

は
有

意
に

少
な

か
っ

た
。

運
動

と
教

育
的

介
入

は
腰

痛
に

よ
る

欠
勤

数
の

減
少

に
有

効
で

あ
る

。

2
9
6

病
院

勤
務

労
働

者
の

慢
性

腰
痛

に
対

す
る

多
面

的
運

動
介

入
の

効
果

を
検

証
す

る
こ

と
。

慢
性

腰
痛

者
1
0
9
名

R
o
la

n
d
-
M

o
rr

is
 D

is
a
b
ili
ty

 Q
u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 （

R
D

Q
）
、

V
A

S
中

間
評

価
時

で
は

看
護

師
グ

ル
ー

プ
で

腰
痛

の
有

意
な

改
善

が
認

め
ら

れ
た

。
ま

た
1
/
3
が

臨
床

的
に

有
意

な
改

善
を

認
め

た
。

痛
み

や
障

害
で

は
有

意
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

医
療

従
事

者
に

お
け

る
集

中
的

介
入

（
M

G
P

）
は

、
短

期
的

な
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
時

点
で

も
有

効
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

3
3
3

イ
ラ

ン
の

自
動

車
工

場
で

勤
務

す
る

者
を

対
象

と
し

た
3
つ

の
人

間
工

学
的

腰
痛

予
防

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

効
果

を
検

証
す

る
こ

と
。

イ
ラ

ン
の

自
動

車
工

場
に

勤
務

す
る

7
6
0

名
N

o
rd

ic
 q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 

開
始

時
の

腰
痛

発
生

率
に

群
間

で
差

は
な

い
。

１
年

間
の

介
入

で
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

群
と

講
義

群
に

は
腰

痛
発

生
率

に
差

は
な

か
っ

た
が

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

参
加

群
は

腰
痛

発
生

率
を

有
意

に
減

ら
し

た
（
2
3
〜

4
2
%
）
。

自
動

車
工

場
に

勤
務

す
る

労
働

者
の

腰
痛

予
防

に
は

、
講

義
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

よ
り

も
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
よ

る
介

入
が

よ
り

効
果

的
で

あ
る

。

3
4
7

非
特

異
性

腰
痛

患
者

の
多

種
の

身
体

病
訴

は
、

復
職

や
病

欠
ま

た
は

社
会

給
付

に
関

連
が

あ
る

か
を

調
査

す
る

こ
と

。

病
欠

（
4
−

1
2
週

間
）
の

主
原

因
が

非
特

異
性

腰
痛

に
よ

る
2
8
5
名

の
職

員
能

力
障

害
（
R

o
la

n
d
 M

o
rr

is
 Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
）
、

S
F
-
3
6
、

F
e
a
r-

A
v
o
id

a
n
c
e
 B

e
lie

fs
 Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
、

仕
事

関
連

の
質

問
（
復

職
に

関
す

る
期

待
、

欠
勤

に
よ

る
失

業
リ

ス
ク

）
、

M
e
n
ta

l 
D

is
o
rd

e
r 

Q
u
e
st

io
n
n
a
ir
e

全
て

の
身

体
的

要
因

、
性

（
女

性
）
、

低
い

労
働

能
力

は
、

多
種

の
身

体
病

訴
の

レ
ベ

ル
の

高
さ

と
関

連
し

て
い

た
。

欠
勤

者
の

割
合

は
、

１
年

後
有

意
に

増
加

し
て

い
た

。
1
、

2
年

後
の

復
職

の
割

合
は

、
開

始
時

の
多

種
の

身
体

病
訴

の
レ

ベ
ル

と
負

の
関

連
を

認
め

た
。

多
種

の
身

体
病

訴
も

レ
ベ

ル
の

高
さ

は
、

2
年

間
の

フ
ォ

ロ
ー

に
お

い
て

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
の

不
健

康
と

仕
事

能
力

、
病

欠
の

長
期

化
、

う
ま

く
い

か
な

い
復

職
な

ど
が

有
意

に
関

連
し

て
い

た
。

3
5
4

除
草

作
業

に
よ

る
筋

骨
格

系
障

害
を

予
防

す
る

た
め

、
実

験
室

で
生

体
力

学
的

観
点

か
ら

除
草

作
業

動
作

の
修

正
を

行
う

こ
と

。

各
群

1
1
名

（
平

均
年

齢
2
1
.6

歳
）
と

2
3
名

（
平

均
年

齢
2
2
.1

歳
）

股
・
膝

・
足

関
節

の
角

度
草

刈
り

前
に

歩
い

た
ほ

う
が

、
有

意
に

足
関

節
の

可
動

域
が

拡
大

し
、

雑
草

と
の

距
離

が
遠

い
状

態
で

草
刈

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
草

刈
り

前
に

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
を

行
う

と
、

関
節

の
柔

軟
性

が
得

ら
れ

、
よ

り
よ

い
姿

勢
で

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

4
1
3

初
め

て
腰

部
の

顕
微

的
手

術
を

経
験

し
た

患
者

の
不

安
に

よ
る

退
行

姿
勢

、
Q

O
L
、

仕
事

復
帰

、
機

能
状

態
、

疼
痛

、
脊

柱
の

可
動

性
で

術
後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
上

で
、

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

腰
椎

安
定

運
動

の
効

果
を

調
査

す
る

こ
と

。

腰
椎

顕
微

術
後

の
患

者
4
4
名

術
後

1
、

2
日

目
、

6
ヶ

月
時

で
の

腰
痛

の
期

間
、

下
肢

痛
、

脊
柱

の
可

動
性

、
O

sw
e
st

ry
 D

is
a
b
ili
ty

 I
n
d
e
x 

（
O

D
I）

、
N

o
tt

in
gh

a
m

 H
e
a
lt
h
 

P
ro

fi
le

 （
N

H
P

）
 、

F
e
a
r 

A
v
o
id

a
n
c
e
 B

e
lie

f 
Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 

（
F
A

B
Q

）

下
肢

痛
は

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
と

比
較

し
介

入
群

で
減

少
し

、
脊

柱
の

可
動

性
も

増
加

し
た

。
O

D
Iと

F
A

B
Q

ス
コ

ア
に

お
い

て
介

入
群

で
統

計
学

的
有

意
な

減
少

を
認

め
た

。

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

腰
椎

安
定

運
動

は
、

脊
柱

の
外

科
術

後
フ

ォ
ロ

ー
中

の
患

者
に

お
い

て
、

疼
痛

減
少

、
脊

柱
の

可
動

性
増

加
、

早
期

の
仕

事
復

帰
に

推
奨

さ
れ

る
か

も
し

れ
な

い
。

4
8
1

腰
痛

患
者

へ
の

直
接

指
導

、
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
と

し
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

電
話

を
利

用
し

運
動

指
導

の
有

効
性

を
評

価
す

る
こ

と
。

4
1
2
名

G
P

A
Q

質
問

票
に

よ
る

身
体

活
動

量
記

載
な

し
運

動
不

足
患

者
に

身
体

活
動

を
促

進
し

、
特

に
腰

痛
患

者
へ

身
体

活
動

を
維

持
促

進
す

る
た

め
に

有
効

な
方

法
を

開
発

し
評

価
し

て
発

信
す

る
必

要
が

あ
る

。

5
2
6

通
常

の
治

療
に

加
え

て
2
つ

の
異

な
る

ア
ド

バ
イ

ス
方

法
の

治
療

効
果

を
評

価
す

る
こ

と
。

9
9
名

の
急

性
腰

痛
症

患
者

を
苦

痛
に

耐
え

て
活

動
す

る
活

動
維

持
群

と
活

動
を

調
節

す
る

調
節

群
の

２
群

に
分

け
る

歩
数

計
歩

数
と

疼
痛

強
度

（
N

R
S

）
を

7
日

間
記

録
3
日

目
ま

で
は

歩
数

に
差

は
な

か
っ

た
が

活
動

維
持

群
の

み
7
日

目
で

歩
数

が
増

加
し

、
活

動
維

持
群

は
9
8
6
5
歩

、
調

節
群

は
6
6
0
9
歩

で
有

意
差

を
認

め
た

。
N

R
S

は
1
日

目
と

7
日

目
で

は
活

動
維

持
群

で
5
.0

 か
ら

 2
.8

へ
、

調
節

群
で

は
4
.8

 か
ら

 2
.3

へ
減

少
し

、
両

群
と

も
に

類
似

し
た

傾
向

を
示

し
た

。

急
性

腰
痛

患
者

の
活

動
維

持
群

は
調

節
群

よ
り

活
動

的
で

本
研

究
結

果
は

治
療

的
ア

ド
バ

イ
ス

と
同

じ
よ

う
に

腰
痛

症
患

者
へ

の
健

康
増

進
身

体
活

動
と

し
て

の
活

動
維

持
指

導
が

順
守

さ
れ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

5
3
0

腰
痛

は
消

防
士

の
主

要
な

障
害

で
あ

り
、

筋
持

久
力

低
下

に
関

係
す

る
。

研
究

目
的

は
、

消
防

士
に

対
す

る
職

場
で

の
腰

部
と

体
幹

筋
持

久
力

の
運

動
指

導
の

影
響

を
調

査
す

る
こ

と
で

あ
る

。

消
防

士
9
6
人

（
訓

練
群

5
4
人

、
対

照
群

4
2
人

）
腰

部
体

幹
筋

持
久

力
は

、
B

ie
ri
n
g-

S
o
re

n
se

n
 t

e
st

と
p
la

n
k 

te
st

で
評

価
。

訓
練

群
の

み
通

常
の

署
内

訓
練

に
加

え
て

2
4
週

間
に

わ
た

り
週

2
回

の
体

幹
訓

練
を

実
施

し
た

。

2
4
週

間
で

訓
練

群
は

対
照

群
に

比
べ

て
腰

部
筋

持
久

力
が

1
2
%
増

加
し

、
腹

部
筋

持
久

力
は

2
1
%
増

加
し

た
。

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
消

防
士

の
腰

部
と

腹
部

の
筋

持
久

力
を

向
上

さ
せ

、
将

来
の

腰
痛

か
ら

安
全

か
つ

有
効

に
守

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

5
3
2

①
慢

性
腰

痛
を

有
す

る
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ワ
ー

カ
ー

と
他

の
医

療
従

事
者

の
仕

事
復

帰
に

影
響

を
及

ぼ
す

予
測

因
子

を
比

較
す

る
こ

と
。

②
臨

床
試

験
や

心
理

社
会

的
影

響
、

痛
み

の
影

響
に

関
す

る
指

標
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
。

標
準

理
学

療
法

を
受

け
て

い
る

2
1
7
 人

の
慢

性
腰

痛
を

有
す

る
医

療
従

事
者

の
う

ち
、

ヘ
ル

ス
ケ

ア
ワ

ー
カ

ー
9
9
人

、
非

ヘ
ル

ス
ケ

ア
ワ

ー
カ

ー
1
1
8
名

を
対

象

質
問

紙
調

査
と

臨
床

評
価

（
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

と
2
4
ヶ

月
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
後

）
職

業
グ

ル
ー

プ
間

で
有

意
差

は
認

め
な

か
っ

た
。

2
年

間
の

調
査

期
間

に
お

い
て

7
7
.3

％
が

仕
事

に
復

帰
し

た
。

2
年

後
の

職
場

復
帰

と
関

連
す

る
因

子
は

、
病

欠
日

数
、

Ｆ
Ｆ

Ｄ
、

不
安

・
抑

う
つ

ス
コ

ア
、

日
常

生
活

と
生

活
の

質
に

関
す

る
慢

性
腰

痛
の

影
響

で
あ

っ
た

。
多

変
量

解
析

で
は

職
種

の
み

が
2
年

後
の

復
職

の
影

響
因

子
で

あ
っ

た
。

本
研

究
で

は
職

場
環

境
へ

の
介

入
が

復
職

と
有

意
な

関
係

を
持

つ
と

は
言

え
な

か
っ

た
が

、
両

群
と

も
に

5
0
%
の

従
業

員
が

2
年

間
で

1
回

の
介

入
し

か
受

け
て

い
な

か
っ

た
。

今
後

は
民

間
業

と
公

共
業

種
の

比
較

や
理

学
療

法
の

ラ
ン

ダ
ム

化
介

入
に

着
目

し
た

い
。

5
3
7

腰
痛

患
者

の
ル

ー
テ

ィ
ー

ン
業

務
の

変
更

や
運

動
に

つ
い

て
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
が

長
期

的
影

響
を

及
ぼ

す
か

を
調

査
す

る
こ

と
。

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
介

入
を

受
け

た
腰

痛
患

者
2
5
名

主
題

解
釈

分
析

を
転

写
し

た
半

構
造

化
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
で

調
査

し
、

「
説

明
モ

デ
ル

」
の

ク
レ

イ
ン

マ
ン

の
概

念
を

中
心

に
編

成
患

者
は

個
別

的
に

も
疾

患
に

つ
い

て
の

信
念

は
内

的
な

も
の

で
一

貫
し

て
い

た
。

職
場

や
家

庭
で

の
役

割
を

正
当

化
す

る
患

者
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
介

入
は

疾
患

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
や

感
覚

の
制

御
可

能
性

を
構

成
し

た
。

患
者

は
腰

痛
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

運
動

が
有

益
で

あ
る

と
の

理
解

は
得

て
い

た
。

職
業

や
日

常
の

活
動

を
維

持
す

る
こ

と
は

腰
痛

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
重

要
な

要
素

で
あ

る
。

腰
痛

に
対

す
る

個
別

的
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
介

入
は

、
腰

痛
患

者
の

長
期

管
理

に
採

用
さ

れ
る

。
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表
１
２
－
１
０

 
介
入
研
究
英
語
論
文
 
作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
（
腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

    表
１
２
－
１
１

 
非
介
入
研
究
英
語
論
文
 

疾
病
予
防
関
連
論
文
の
概
要
一
覧

 

 

 
 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
bj

e
ct

s
M

e
as

u
re

m
e
nt

 I
te

m
s

R
es

u
lt
s

C
o
n
cl

u
si

o
n

5
5
7

看
護

師
の

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
で

腰
痛

予
防

教
育

を
行

い
、

そ
の

効
果

を
検

討
す

る
こ

と
。

プ
レ

テ
ス

ト
と

ポ
ス

ト
テ

ス
ト

を
完

了
し

た
看

護
師

、
看

護
学

生
な

ど
8
0名

根
拠

に
基

づ
い

た
運

動
方

法
な

ら
び

に
腰

痛
に

関
す

る
知

識
コ

ー
ス

終
了

後
の

知
識

と
自

信
ス

コ
ア

は
統

計
学

的
に

有
意

な
改

善
を

示
し

た
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
教

育
コ

ー
ス

は
、

知
識

お
よ

び
医

療
提

供
の

た
め

の
根

拠
に

基
づ

い
た

運
動

方
法

の
信

頼
性

を
高

め
る

た
め

に
費

用
対

効
果

の
高

い
、

ア
ク

セ
ス

可
能

な
ツ

ー
ル

で
あ

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

5
7
0

慢
性

腰
痛

患
者

に
対

し
て

3
群

の
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
in

di
v
id

u
a
liz

e
d 

w
a
lk

in
g 

pr
o
gr

a
m

m
e
 （

W
P

）
、

 g
ro

u
p 

e
xe

rc
is

e
 

c
la

ss
 （

E
C

）
、

 a
n
d 

u
su

al
 

ph
y
si

o
th

er
a
py

 （
U

P
、

 c
on

tr
o
l）

 ）
で

の
6
か

月
後

の
機

能
を

比
較

す
る

こ
と

。

2
46

名
の

慢
性

腰
痛

患
者

（
18

～
6
5歳

）
O

sw
e
st

ry
 D

is
a
bi

lit
y
 I
n
de

x、
腰

痛
の

程
度

（
N

R
S

）
、

健
康

関
連

Q
O

L
7
(E

u
ro

Q
O

L
）
、

身
体

活
動

に
対

す
る

F
e
ar

 A
v
o
id

a
n
ce

 
B

e
lie

fs
 Q

u
es

ti
o
n
na

ir
e

す
べ

て
の

項
目

で
有

意
な

改
善

を
示

し
た

。
し

か
し

、
群

間
で

有
意

差
は

な
く
、

E
ff

e
ct

 s
iz

e
も

小
さ

か
っ

た
。

個
別

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
W

P
）
は

、
最

も
低

い
平

均
費

用
で

、
最

も
高

い
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

監
視

付
の

歩
行

は
慢

性
腰

痛
患

者
に

と
っ

て
効

果
的

な
方

法
で

あ
る

。

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
bj

e
ct

s
M

e
as

u
re

m
e
nt

 I
te

m
s

R
es

u
lt
s

C
o
n
cl

u
si

o
n

2
7
9

1
．

B
M

I関
連

健
康

リ
ス

ク
の

発
生

予
測

因
子

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

2
．

新
た

な
健

康
障

害
の

発
生

予
測

因
子

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

海
軍

人
1
06

9名
質

問
紙

：
生

活
習

慣
（
運

動
、

飲
酒

、
喫

煙
）
、

健
康

ア
ウ

ト
カ

ム
（
B

M
I、

腹
囲

、
健

康
感

、
持

病
、

精
神

的
負

荷
の

有
無

）
、

そ
の

他
（
年

齢
、

性
別

、
職

位
、

勤
務

歴
、

船
に

乗
っ

て
い

た
期

間
）

1
．

運
動

（
β

=
-0

.3
70

）、
ア

ル
コ

ー
ル

摂
取

量
（
β

=
-0

.0
16

）、
肉

体
労

働
の

有
無

（
β

=
-0

.5
25

）は
B

M
I関

連
健

康
リ

ス
ク

と
関

連
が

あ
る

。
2
．

B
M

I高
値

は
肥

満
、

高
血

圧
、

筋
骨

格
系

疾
患

と
関

連
す

る
（
数

値
は

示
さ

れ
て

い
な

い
）

仕
事

中
、

仕
事

外
で

の
身

体
活

動
は

労
働

者
の

健
康

保
持

に
有

益
で

あ
る

。

5
2
7

ア
メ

リ
カ

ス
ポ

ー
ツ

医
科

大
学

（
A

C
S

M
）

と
ア

メ
リ

カ
糖

尿
病

協
会

（
A

D
A

）
の

推
奨

に
関

し
て

、
2
型

糖
尿

病
患

者
と

健
常

者
の

週
間

身
体

活
動

を
比

較
す

る
こ

と
。

3
1人

の
2
型

糖
尿

病
患

者
（
平

均
治

療
期

間
9
年

、
男

性
1
5、

女
性

1
6人

）
と

3
1人

の
健

常
者

（
男

性
1
5、

女
性

1
6人

）

身
体

活
動

レ
ベ

ル
は

国
際

標
準

化
身

体
活

動
質

問
票

（
IP

A
Q

）
 

sh
or

t 
v
e
rs

io
n
を

用
い

た
。

糖
尿

病
患

者
の

身
体

活
動

強
度

は
中

程
度

か
低

値
で

あ
っ

た
。

健
常

群
の

男
性

は
糖

尿
病

患
者

よ
り

も
健

康
関

連
活

動
が

有
意

に
多

か
っ

た
が

、
女

性
で

は
そ

の
よ

う
な

関
連

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

糖
尿

病
を

含
む

現
代

病
の

リ
ス

ク
に

対
し

て
身

体
活

動
を

促
通

す
る

効
果

的
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
や

開
発

が
求

め
ら

れ
る

。

5
5
8

高
齢

者
の

う
ち

、
座

り
時

間
と

M
E
T
S

と
の

関
連

性
を

客
観

的
に

分
析

す
る

こ
と

。
1
19

8名
、

平
均

年
齢

　
7
8.

7
±

5
.3

歳
毎

日
の

座
り

時
間

割
合

を
三

分
位

化
メ

ッ
ツ

と
座

位
時

間
と

の
関

係
に

つ
い

て
、

年
齢

、
性

別
、

民
族

性
、

お
よ

び
B

M
Iで

調
整

座
位

時
間

の
長

い
参

加
者

は
短

い
参

加
者

に
比

べ
て

有
意

に
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
（
M

e
tS

）
と

高
い

オ
ッ

ズ
比

を
示

し
た

 
（
O

R
=1

.5
4）

。
腹

囲
と

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

と
の

関
連

も
認

め
た

。

座
り

時
間

は
、

メ
ッ

ツ
の

オ
ッ

ズ
に

強
く
関

連
し

て
い

た
。

座
り

時
間

の
客

観
的

結
果

と
し

て
、

障
害

を
有

す
る

高
齢

者
の

メ
ッ

ツ
が

重
要

な
危

険
因

子
で

あ
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。
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表
１
２
－
１
２

 
非
介
入
研
究
英
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

1
4

労
災

に
よ

る
筋

骨
格

器
系

の
外

傷
を

受
傷

し
た

失
業

者
に

お
け

る
復

職
状

況
と

自
己

効
力

感
の

要
因

分
析

を
行

う
こ

と
。

電
話

に
て

連
絡

が
取

れ
た

受
傷

後
1
か

月
の

労
災

患
者

（
6
3
2
人

）
と

6
か

月
後

の
労

災
患

者
（
4
4
6
人

）

自
己

効
力

感
復

職
の

自
己

効
力

感
に

つ
い

て
3
つ

の
根

本
的

な
因

子
が

支
持

さ
れ

た
①

指
導

者
か

ら
の

支
援

②
痛

み
を

受
容

す
る

こ
と

③
協

力
者

の
援

助
で

あ
っ

た
。

仕
事

復
帰

し
た

人
は

自
己

効
力

感
が

低
下

し
て

お
り

、
痛

み
の

み
機

能
低

下
と

仕
事

の
ス

テ
ー

タ
ス

に
関

連
が

あ
っ

た

復
職

自
己

効
力

感
の

最
終

的
な

1
0
項

目
版

は
、

監
督

者
や

同
僚

の
助

け
を

借
り

て
痛

み
に

対
処

す
る

た
め

の
傷

害
労

働
者

の
信

頼
を

評
価

す
る

の
に

十
分

な
内

部
一

貫
性

と
妥

当
性

を
持

っ
て

い
ま

す
。

特
異

性
に

関
し

て
は

、
R

T
W

S
E
と

6
ヶ

月
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
時

の
他

の
構

築
物

と
の

よ
り

強
い

関
連

性
は

、
こ

れ
ら

の
心

理
学

的
構

築
物

間
の

関
連

が
、

損
傷

の
混

乱
事

象
後

に
時

間
の

経
過

と
と

も
に

統
合

さ
れ

る
こ

と
を

示
唆

す
る

。

1
7

病
気

の
定

義
を

理
解

す
る

上
で

、
医

療
従

事
者

と
患

者
の

間
の

ギ
ャ

ッ
プ

を
減

ら
す

こ
と

。

1
6
人

の
筋

骨
格

系
の

疾
患

に
よ

る
慢

性
疼

痛
を

有
す

る
患

者
3
回

の
質

問
筋

骨
格

系
の

疾
患

患
者

の
職

業
復

帰
に

つ
い

て
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

成
功

は
、

健
康

の
構

造
的

な
側

面
を

減
少

さ
せ

、
機

能
的

な
側

面
へ

移
行

さ
せ

る
労

働
者

に
依

存
す

る
こ

と
で

あ
る

。

本
研

究
は

、
職

業
復

帰
を

促
進

す
る

た
め

に
、

労
働

者
の

健
康

、
病

気
、

作
業

関
連

ン
筋

骨
格

系
障

害
を

認
識

し
、

認
め

る
こ

と
の

重
要

性
を

強
調

し
て

い
る

。

2
6

女
性

理
学

療
法

士
の

筋
骨

格
系

疾
患

の
リ

ス
ク

を
検

討
す

る
こ

と
。

実
務

経
験

1
5
年

以
上

の
女

性
理

学
療

法
士

2
0
3
名

職
業

性
の

筋
骨

格
系

疾
患

を
ア

ン
ケ

ー
ト

で
質

問
返

信
は

1
3
1
名

（
6
4
.5

％
）
、

9
9
名

は
職

業
特

異
的

な
答

え
を

、
5
2
名

は
少

な
く
と

も
身

体
の

1
部

分
に

影
響

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
一

番
多

か
っ

た
の

は
、

手
指

・
手

関
節

痛
（
5
8
.5

％
：
マ

ニ
ュ

ア
ル

セ
ラ

ピ
ー

時
）
）
と

腰
痛

（
5
6
.5

％
：
不

便
な

場
所

で
の

動
作

・
ス

ク
ワ

ッ
ト

）
で

あ
っ

た
。

特
異

的
な

治
療

行
為

と
同

様
に

一
般

的
な

身
体

的
・
精

神
的

作
業

関
連

暴
露

は
、

作
業

関
連

筋
骨

格
系

障
害

と
強

く
関

連
し

て
い

た
。

今
後

は
縦

断
的

研
究

が
必

要
で

あ
る

。

3
7

価
値

観
と

洞
察

力
が

、
健

康
と

安
全

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

測
定

に
従

事
す

る
最

善
の

方
法

の
継

続
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

る
か

ど
う

か
を

判
断

す
る

こ
と

。

9
名

の
安

全
衛

生
管

理
者

1
2
0
0
の

回
答

を
分

析
実

践
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

評
価

、
次

に
有

利
な

規
則

を
突

き
止

め
て

実
践

を
評

価
1
)定

量
的

対
量

的
測

定
と

報
告

、
2
）
客

観
的

ま
た

は
主

観
的

な
指

標
の

第
一

の
使

用
に

つ
い

て
、

重
要

な
測

定
上

の
問

題
の

相
違

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。

3
つ

の
指

標
カ

テ
ゴ

リ
の

中
で

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

測
定

と
報

告
ア

プ
ロ

ー
チ

を
推

奨
し

、
将

来
の

研
究

の
た

め
の

提
案

と
結

論
づ

け
、

健
康

と
安

全
管

理
の

た
め

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

指
標

の
実

用
的

有
用

性
だ

け
で

な
く
、

基
盤

理
論

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

た
め

の
新

し
く
創

造
的

な
方

法
を

呼
び

起
こ

す
こ

と
を

願
望

す
る

。

1
1
4

身
体

活
動

と
身

体
的

健
康

は
、

腰
痛

と
一

致
す

る
か

を
確

認
す

る
こ

と
。

1
7
2
3
名

の
警

察
官

S
Q

U
A

S
H

(質
問

紙
に

よ
る

身
体

活
動

を
評

価
）
を

用
い

、
活

動
の

種
類

、
強

度
、

時
間

を
評

価
し

た
。

身
体

的
健

康
は

、
V

O
2
p
e
a
k、

腰
痛

は
N

R
S

に
て

評
価

さ
れ

た
。

高
い

身
体

的
健

康
レ

ベ
ル

の
も

の
は

、
腰

痛
の

発
生

率
が

低
か

っ
た

（
O

R
 0

.5
4
）
。

ま
た

身
体

活
動

量
が

高
い

も
の

も
低

い
も

の
も

腰
痛

の
発

生
率

は
高

か
っ

た
（
活

動
量

高
い

O
R

 1
.5

2
、

活
動

量
低

い
O

R
 

1
.6

0
）
。

腰
痛

の
予

防
に

は
、

身
体

的
健

康
は

重
要

で
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。

1
2
2

性
別

に
よ

っ
て

、
個

人
と

社
会

的
心

理
差

が
あ

る
か

ど
う

か
を

調
査

す
る

こ
と

。
4
5
5
人

の
成

人
作

業
関

連
筋

骨
格

系
疾

患
（
腰

、
首

、
上

肢
）

受
傷

か
ら

職
場

復
帰

ま
で

は
性

差
な

し
。

女
性

：
週

4
0
時

間
以

上
の

勤
務

で
リ

ス
ク

高
い

。
男

性
は

5
5
歳

以
上

で
多

い
。

性
差

を
考

慮
し

た
戦

略
が

職
場

復
帰

に
は

重
要

で
あ

る
。

1
3
6

職
場

復
帰

予
定

の
従

業
員

に
健

康
感

、
ス

ト
レ

ス
、

憂
鬱

、
不

安
が

ど
う

関
わ

る
か

を
し

ら
べ

る
こ

と
。

7
2
1
人

（
2
9
8
人

が
ア

ン
ケ

ー
ト

に
回

答
）

社
会

的
保

障
額

、
病

欠
メ

リ
ッ

ト
な

ど
9
%
が

退
職

、
1
0
%
が

リ
ス

ト
ラ

、
8
2
%
が

雇
用

継
続

。
平

均
2
5
週

で
職

場
復

帰
、

5
2
週

間
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

8
5
％

が
復

帰
し

た
。

う
つ

が
あ

る
と

復
帰

が
遅

れ
、

行
政

部
門

や
個

人
職

は
復

帰
が

早
か

っ
た

。

復
職

ま
で

の
時

間
は

、
健

康
お

よ
び

仕
事

に
関

す
る

両
方

の
要

因
で

決
定

さ
れ

る
。

1
4
6

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
の

職
業

関
連

疾
病

に
関

連
す

る
作

業
活

動
に

つ
い

て
吟

味
す

る
こ

と
。

1
1
5
8
施

設
の

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
3
2
9
7
人

疾
病

状
況

（
質

的
、

量
的

）
ト

ラ
ン

ス
フ

ァ
ー

や
抱

え
上

げ
（
lif

t）
で

5
4
%
、

他
は

リ
ハ

ビ
リ

室
以

外
の

活
動

で
あ

っ
た

（
小

児
科

に
お

け
る

床
で

の
作

業
、

急
性

期
で

の
機

能
訓

練
(ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
）
、

介
護

施
設

で
の

転
倒

防
止

、
在

宅
ケ

ア
に

お
け

る
自

動
車

運
転

）

移
乗

や
徒

手
療

法
で

傷
害

が
起

き
や

す
く
、

ま
た

患
者

状
況

や
環

境
で

も
起

こ
り

や
す

い
結

果
で

あ
っ

た
。

1
5
9

職
業

幸
福

感
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

で
モ

デ
ル

化
さ

れ
る

と
き

に
、

従
業

員
の

幸
福

感
、

職
業

で
の

社
会

心
理

的
要

因
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、

労
働

衛
生

サ
ー

ビ
ス

の
認

知
が

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

ど
の

よ
う

に
予

測
さ

れ
る

か
を

決
定

す
る

こ
と

。

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

の
9
6
7
人

の
公

務
員

、
1
4
7

人
を

７
年

間
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

幸
福

感
に

関
連

し
た

個
人

の
健

康
関

連
を

調
査

永
久

雇
用

、
大

規
模

組
織

、
指

導
者

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
顧

客
の

暴
力

、
単

純
作

業
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
導

入
率

の
増

加
と

関
連

し
、

一
方

、
身

体
的

業
務

、
明

白
な

目
標

、
高

評
価

、
仕

事
満

足
度

、
仕

事
の

楽
し

み
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
導

入
率

の
減

少
と

関
連

が
あ

っ
た

。
一

般
的

な
従

業
員

の
幸

福
感

も
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
導

入
と

関
連

が
あ

り
、

良
好

な
作

業
能

力
、

良
好

な
健

康
状

態
、

精
神

的
幸

福
感

、
健

康
的

な
体

力
に

よ
り

減
少

し
、

継
続

す
る

筋
骨

格
系

障
害

の
症

状
に

よ
り

増
加

し
て

い
た

。
一

方
、

指
導

者
か

ら
の

サ
ポ

ー
ト

、
業

務
制

御
、

職
業

上
の

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

、
職

場
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
い

じ
め

・
差

別
の

風
土

、
物

理
的

な
職

場
環

境
、

S
O

C
（
ス

ト
レ

ス
対

処
能

力
）
は

関
連

が
な

い
よ

う
で

あ
っ

た
。

職
業

と
仕

事
の

幸
福

感
で

の
様

々
な

社
会

心
理

的
要

因
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

導
入

を
予

測
し

た
。

一
般

的
に

今
回

の
知

見
は

職
業

幸
福

感
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

モ
デ

ル
と

よ
く
一

致
し

、
仕

事
の

状
況

と
職

場
で

の
幸

福
感

の
改

善
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

必
要

性
を

減
少

さ
せ

る
。

1
8
6

非
特

異
的

/
タ

イ
プ

 I
I 
の

作
業

関
連

上
肢

障
害

（
W

R
U

L
D

）
を

有
す

る
キ

ー
ボ

ー
ド

の
オ

ペ
レ

ー
タ

に
お

け
る

人
間

工
学

的
な

変
化

と
の

組
み

合
わ

せ
た

身
体

的
訓

練
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
効

果
を

評
価

す
る

こ
と

。

無
痛

、
有

痛
患

者
　

1
7
名

V
A

S
、

持
久

力
、

タ
イ

ピ
ン

グ
速

度
、

計
算

記
録

リ
ハ

ビ
リ

プ
ロ

グ
ラ

ム
グ

ル
ー

プ
の

患
者

は
、

安
静

時
と

タ
イ

ピ
ン

グ
テ

ス
ト

後
両

方
で

有
意

に
疼

痛
が

減
少

し
た

。
タ

イ
ピ

ン
グ

時
の

耐
久

性
が

有
意

に
改

善
さ

れ
、

健
常

対
照

群
と

同
様

と
な

っ
た

。
タ

イ
ピ

ン
グ

速
度

は
リ

ハ
ビ

リ
後

の
患

者
群

で
有

意
に

改
善

し
た

。

キ
ー

ボ
ー

ド
作

業
の

演
算

子
を

用
い

た
非

特
異

的
タ

イ
プ

 I
I 
W

R
U

L
D

は
、

物
理

的
な

リ
ハ

ビ
リ

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

人
間

工
学

に
基

づ
い

た
個

別
の

組
み

合
わ

せ
か

ら
大

幅
な

利
益

を
得

る
こ

と
が

で
き

職
場

改
善

へ
と

つ
な

が
る

。
こ

の
有

望
な

所
見

は
R

C
T
等

で
さ

ら
な

る
立

証
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

2
0
4

労
働

衛
生

理
学

療
法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

パ
イ

ロ
ッ

ト
（
O

H
P

P
P

）
サ

ー
ビ

ス
の

実
現

可
能

性
と

費
用

対
効

果
を

評
価

す
る

こ
と

。

5
1
5
人

の
患

者
オ

レ
ブ

ロ
運

動
器

痛
ア

ン
ケ

ー
ト

（
Ö

M
P

Q
）
（
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
の

み
で

）
、

痛
み

C
a
ta

st
ro

p
h
is

in
gス

ケ
ー

ル
、

恐
怖

回
避

の
信

念
ア

ン
ケ

ー
ト

[（
仕

事
や

身
体

活
動

の
下

位
尺

度
を

含
む

）
、

場
所

特
定

の
痛

み
対

策
、

ロ
ー

ラ
ン

ド
・
モ

リ
ス

、
D

A
S

H
（
腕

、
肩

や
手

）
、

生
活

対
策

の
健

康
関

連
Q

O
L
、

 E
Q

-
5
D

（
生

活
の

質
）
、

S
F
-
1
2
（
心

身
の

健
康

の
下

位
尺

度
を

含
み

ま
す

）
、

G
H

Q
（
心

理
的

苦
痛

）

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

す
べ

て
の

臨
床

評
価

の
転

帰
、

医
療

資
源

の
使

用
量

が
改

善
し

、
病

欠
の

減
少

、
お

よ
び

自
己

申
告

作
業

性
能

の
向

上
が

観
察

さ
れ

た
。

O
H

P
P

P
の

こ
の

実
用

的
な

評
価

は
、

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
面

で
実

現
可

能
で

あ
る

可
能

性
が

あ
っ

た
潜

在
的

Q
A

L
Y
sの

面
で

費
用

効
果

が
で

き
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

－120－



表
１
２
－
１
２

 
非
介
入
研
究
英
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

2
2
3

作
業

関
連

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

後
の

4
年

間
の

追
跡

期
間

に
お

け
る

復
職

率
、

お
よ

び
異

な
る

利
点

間
で

の
確

率
の

推
移

を
分

析
す

る
こ

と
。

平
均

4
4
歳

　
5
8
4
名

の
患

者
1
）
職

業
、

2
）
部

分
的

な
病

気
休

暇
ま

た
は

部
分

的
な

医
療

リ
ハ

ビ
リ

、
3
）
常

勤
病

気
の

休
暇

、
4
）
医

療
リ

ハ
ビ

リ
の

費
用

、
5
）
職

業
リ

ハ
ビ

リ
の

費
用

、
6
）
部

分
的

な
障

害
年

金
、

7
）
時

限
の

障
害

年
金

、
 時

限
恒

久
障

害
年

金

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
中

に
は

、
働

く
確

率
が

高
ま

り
、

病
気

休
暇

に
な

る
可

能
性

が
低

く
な

り
、

障
害

年
金

の
可

能
性

が
高

ま
っ

た
。

復
職

の
可

能
性

は
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
後

の
仕

事
と

福
祉

の
状

態
は

関
係

し
て

い
な

か
っ

た
。

復
職

ま
た

は
障

害
年

金
を

受
け

取
る

プ
ロ

セ
ス

は
複

雑
で

あ
り

、
仕

事
と

異
な

る
給

付
と

の
間

の
複

数
の

移
行

に
よ

り
、

数
年

か
か

る
こ

と
が

あ
る

。
長

期
間

の
病

気
休

暇
中

の
個

人
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

お
け

る
公

式
登

録
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
多

段
階

復
職

モ
デ

ル
は

、
リ

ハ
ビ

リ
プ

ロ
グ

ラ
ム

後
の

長
期

的
か

つ
複

雑
な

回
復

お
よ

び
障

害
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
有

用
な

情
報

を
提

供
す

る
。

復
職

や
離

職
へ

の
異

な
る

移
行

や
経

路
に

関
連

す
る

個
々

の
特

性
や

環
境

要
因

を
探

る
た

め
に

は
、

さ
ら

な
る

研
究

が
必

要
で

あ
る

。

2
2
8

英
国

の
一

般
集

団
で

の
座

位
作

業
と

全
疾

患
、

が
ん

、
心

血
管

疾
患

で
の

死
亡

率
と

の
関

連
を

す
ら

べ
る

こ
と

。

5
3
8
0
人

の
女

性
と

5
7
8
8
人

の
男

性
1
2
.9

年
間

を
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

健
康

調
査

職
業

で
の

立
位

、
座

位
時

間
　

　
年

齢
、

非
職

業
胴

囲
、

自
己

報
告

の
一

般
的

な
健

康
、

ア
ル

コ
ー

ル
摂

取
の

頻
度

、
喫

煙
　

身
体

活
動

、
心

血
管

疾
患

お
よ

び
癌

、
心

理
的

健
康

、
社

会
階

級

座
位

が
多

い
職

業
群

で
は

心
血

管
疾

患
や

が
ん

で
の

死
亡

率
が

高
か

っ
た

。
立

位
が

多
い

職
業

群
で

は
死

亡
率

が
低

か
っ

た
。

全
体

的
な

健
康

は
立

位
が

多
い

職
業

群
で

良
好

で
あ

っ
た

。

座
位

で
の

職
業

に
比

べ
、

立
位

が
多

い
職

業
で

は
心

血
管

や
、

が
ん

で
の

死
亡

リ
ス

ク
が

低
か

っ
た

。

2
8
0

筋
骨

格
痛

と
ワ

ー
ク

フ
ァ

ミ
リ

ー
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

関
係

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

医
療

従
事

者
1
5
7
2
名

W
o
rk

-
F
a
m

ily
 C

o
n
fl
ic

t 
S

c
a
le

 Q
u
e
st

io
n
n
a
ir
e

過
去

3
か

月
間

の
疼

痛
部

位
（
場

所
、

数
）

ワ
ー

ク
フ

ァ
ミ

リ
ー

コ
ン

フ
リ

ク
ト

と
の

関
連

は
以

下
で

あ
っ

た
。

　
頸

肩
部

痛
（
O

R
:2

.3
4
、

 9
5
%
 C

I:1
.6

4
-
3
.3

4
）

　
上

肢
痛

（
O

R
:2

.7
9
、

 9
5
%
C

I: 
1
.6

4
-
4
.7

5
）

　
下

肢
痛

（
O

R
: 
2
.2

0
、

 9
5
%
C

I: 
1
.5

4
-
3
.1

5
）

　
い

ず
れ

か
の

筋
骨

格
痛

（
O

R
: 
2
.4

5
、

 9
5
%
C

I: 
1
.5

6
-
3
.8

5
）

　
疼

痛
部

位
数

（
O

R
: 
2
.4

7
、

 9
5
%
C

I: 
1
.8

2
-
3
.3

6
）

医
療

従
事

者
に

お
い

て
は

、
筋

骨
格

痛
と

ワ
ー

ク
フ

ァ
ミ

リ
ー

コ
ン

フ
リ

ク
ト

に
関

連
が

あ
る

。

2
8
6

専
門

職
や

作
業

現
場

で
の

職
種

の
特

徴
を

明
確

に
す

る
こ

と
。

1
1
施

設
の

労
働

者
2
6
4
1
名

所
属

名
、

環
境

、
職

場
で

の
ス

ト
レ

ス
、

痛
み

、
健

康
状

態
2
6
4
1
名

の
う

ち
1
9
6
1
名

が
参

加
し

た
。

病
欠

を
し

た
こ

と
が

な
い

者
は

病
欠

ア
リ

の
者

と
比

べ
て

仕
事

で
の

ス
ト

レ
ス

や
睡

眠
障

害
、

単
純

作
業

、
腰

を
曲

げ
た

り
回

旋
し

た
り

す
る

動
作

が
少

な
い

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

ま
た

よ
り

健
康

な
人

は
上

司
が

十
分

に
サ

ポ
ー

ト
し

て
く
れ

る
環

境
や

残
業

有
無

が
影

響
し

て
い

る
こ

と
や

、
自

主
的

に
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
割

合
が

多
か

っ
た

。

仕
事

で
の

ス
ト

レ
ス

や
睡

眠
障

害
、

単
純

作
業

や
首

や
肩

、
腰

に
不

安
を

抱
え

て
い

な
い

者
は

上
司

の
サ

ポ
ー

ト
や

労
働

時
間

が
影

響
し

て
い

る
。

3
0
1

歯
科

学
生

の
間

で
作

業
関

連
筋

骨
格

系
障

害
の

有
病

率
を

調
査

す
る

こ
と

。
マ

レ
ー

シ
ア

の
５

つ
の

学
校

の
歯

学
生

（
5
6
8
名

）
痛

み
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

、
手

と
手

指
の

不
快

感
1
5
8
名

は
学

内
の

学
生

、
4
1
0
名

は
臨

床
実

習
中

の
学

生
で

あ
っ

た
。

臨
床

実
習

学
生

の
9
0
％

が
一

つ
以

上
の

身
体

領
域

に
お

け
る

W
M

S
D

の
症

状
を

訴
え

た
。

女
子

学
生

が
男

子
学

生
に

比
べ

て
症

状
の

有
意

に
高

い
数

値
で

あ
っ

た
。

頸
部

（
8
2
％

）
と

腰
部

（
6
4
％

）
が

W
M

S
D

の
最

も
高

い
有

病
率

を
有

す
る

こ
と

が
報

告
さ

れ
た

。

臨
床

実
習

を
行

っ
て

い
る

学
生

の
方

が
W

M
S

D
が

あ
り

、
特

に
頚

部
痛

、
腰

痛
が

多
い

結
果

と
な

っ
た

。
そ

れ
を

踏
ま

え
て

授
業

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

組
み

込
む

べ
き

で
あ

る
。

3
4
1

職
場

環
境

と
物

理
的

環
境

へ
の

介
入

が
職

場
関

連
の

精
神

・
身

体
的

疲
労

な
ど

に
効

果
が

あ
る

か
を

調
査

す
る

こ
と

。

4
1
2
名

の
事

務
職

員
回

復
の

必
要

性
、

仕
事

関
連

の
ス

ト
レ

ス
、

身
体

活
動

量
、

す
わ

り
が

ち
の

習
慣

な
ど

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
、

開
始

時
・
6
ヶ

月
・
1
2
ヶ

月
時

点
で

実
施

職
場

へ
の

介
入

群
で

は
、

対
照

群
と

比
較

し
て

有
意

に
疲

労
や

す
わ

り
が

ち
の

習
慣

が
減

少
し

、
仕

事
中

の
休

憩
時

間
や

余
暇

の
時

間
が

増
え

た
。

身
体

活
動

へ
の

介
入

群
で

は
、

対
照

群
と

比
較

し
て

有
意

に
仕

事
中

の
階

段
利

用
が

増
え

、
す

わ
り

が
ち

の
習

慣
が

減
少

し
た

。

今
回

行
っ

た
介

入
に

よ
り

、
職

場
で

の
身

体
活

動
の

機
会

が
ふ

え
、

悪
い

習
慣

を
避

け
る

こ
と

で
、

疲
労

が
減

少
し

、
休

憩
時

間
や

余
暇

時
間

の
増

加
な

ど
仕

事
効

率
化

は
か

る
効

果
が

あ
る

。

3
5
5

歯
医

者
の

筋
骨

格
系

障
害

と
し

て
、

上
肢

や
頸

部
の

問
題

が
多

い
と

さ
れ

て
い

る
。

中
国

の
歯

科
医

を
対

象
と

し
て

、
彼

ら
の

行
動

と
筋

骨
格

系
障

害
の

潜
在

的
な

リ
ス

ク
と

の
関

連
を

調
査

す
る

こ
と

。

中
国

の
大

都
市

に
あ

る
5
2
の

施
設

か
ら

無
作

為
に

サ
ン

プ
リ

ン
グ

し
た

2
7
2
名

の
歯

科
医

3
0
4
の

質
問

か
ら

な
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

ボ
デ

ィ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
使

用
し

、
頸

部
と

上
司

の
疼

痛
を

、
V

A
S

で
評

価 仕
事

関
連

の
リ

ス
ク

や
身

体
、

社
会

心
理

的
な

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

は
、

回
帰

分
析

を
実

施

回
答

率
は

8
9
.5

%
で

あ
っ

た
。

8
8
%
の

歯
科

医
が

少
な

く
と

も
１

つ
の

筋
骨

格
系

障
害

の
訴

え
が

あ
り

、
8
3
.8

%
が

頸
部

痛
を

訴
え

た
。

多
変

量
解

析
で

、
1
日

当
た

り
の

労
働

時
間

は
、

頸
部

痛
（
O

R
=
1
.4

3
; 
9
5
%
 C

I 
1
.0

3
 t

o
 1

.9
8
）
と

関
連

し
て

い
た

。
適

切
な

サ
イ

ズ
の

歯
科

器
具

を
選

択
は

、
肩

（
O

R
=
1
.0

9
; 
9
5
%
 

C
I 
1
.0

0
 t

o
 1

.1
8
）
、

 肘
（
O

R
=
1
.1

1
; 
9
5
%
 C

I 
1
.0

3
 t

o
 1

.1
9
）
、

手
首

と
手

 （
O

R
=
1
.0

9
; 
9
5
%
 C

I 
1
.0

2
 t

o
 1

.1
7
）
の

疼
痛

と
関

連
し

て
い

た
。

習
慣

的
な

運
動

は
、

頸
部

痛
の

減
少

と
関

連
し

て
い

た
 （

O
R

=
0
.3

7
; 

9
5
%
 C

I 
0
.1

4
 t

o
 1

.0
0
）
。

中
国

に
お

け
る

歯
科

医
の

筋
骨

格
系

障
害

の
割

合
は

高
い

結
果

と
な

っ
た

。
特

に
長

時
間

労
働

、
歯

科
器

具
の

サ
イ

ズ
選

択
、

高
い

仕
事

の
要

求
は

、
最

も
重

要
な

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

で
あ

っ
た

。

3
5
6

鋳
造

工
場

の
労

働
者

に
対

す
る

職
業

関
連

の
筋

骨
格

障
害

の
予

防
と

同
時

に
、

社
会

心
理

的
な

仕
事

ス
ト

レ
ス

と
、

性
別

や
仕

事
ス

ト
レ

ス
と

の
反

応
の

関
連

を
識

別
す

る
こ

と
。

鋳
造

業
勤

務
の

労
働

者
5
1
6
名

人
間

工
学

的
な

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
で

あ
る

L
ik

e
rt

 s
c
a
le

を
使

用
労

働
者

の
筋

骨
格

系
障

害
の

割
合

は
高

く
（
男

性
8
4
%
、

女
性

7
6
%
）
、

男
性

労
働

者
は

よ
り

頸
部

の
疼

痛
を

訴
え

（
O

R
 3

.7
、

 9
5
%
 C

I 
[1

.9
、

 
4
.8

]、
 p

 <
 .
0
0
1
）
、

一
方

女
性

は
上

背
部

痛
や

肩
痛

を
訴

え
る

傾
向

に
あ

っ
た

（
O

R
 2

.4
、

 9
5
%
 C

I 
[1

.5
、

 4
.1

]、
p
 <

 .
0
5
 、

 O
R

 2
.3

、
 

9
5
%
 C

I 
[2

.1
、

 3
.7

]、
 p

 <
 .
0
1
）
。

女
性

職
員

に
お

い
て

、
2
5
歳

以
上

 
（
p
 <

 .
0
5
）
、

経
験

年
数

1
0
年

以
上

 （
p
 <

 .
0
5
）
、

既
婚

で
あ

る
こ

と
 （

p
 

<
 .
0
5
）
は

、
筋

骨
格

系
障

害
に

有
意

に
影

響
し

て
い

た
。

相
関

分
析

で
は

、
不

快
感

や
疼

痛
と

、
労

働
局

面
に

は
有

意
な

関
連

性
が

あ
っ

た
。

仕
事

関
連

の
筋

骨
格

系
障

害
は

、
仕

事
や

仕
事

環
境

、
個

人
因

子
な

ど
に

関
連

し
た

複
数

の
相

互
作

用
に

よ
る

結
果

で
あ

る
と

証
明

さ
れ

た
。

ア
ノ

ー
バ

で
は

、
男

女
間

で
職

場
ス

ト
レ

ス
側

面
に

は
有

意
な

違
い

が
あ

る
と

し
た

。

4
8
2

看
護

師
に

お
け

る
職

業
関

連
の

筋
骨

格
系

傷
病

を
1
0
％

軽
減

さ
せ

る
こ

と
。

詳
細

不
明

勤
務

表
、

学
際

的
な

協
力

、
論

文
活

動
の

質
、

自
己

学
習

統
計

的
に

有
意

で
は

な
い

が
、

作
業

関
連

筋
骨

格
系

看
護

傷
害

の
5
0
％

の
減

少
を

示
唆

し
た

。
費

用
は

、
4
ヶ

月
で

$
 9

0
、

0
0
0
の

推
定

節
約

で
き

る
こ

と
を

示
唆

す
る

。
電

子
カ

ル
テ

導
入

で
で

毎
年

実
践

ベ
ー

ス
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

や
看

護
傷

害
率

が
こ

の
減

少
を

支
持

し
て

い
る

。
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表
１
２
－
１
２

 
非
介
入
研
究
英
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

4
8
3

職
場

の
ス

ト
レ

ス
要

因
と

オ
フ

ィ
ス

労
働

者
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

使
用

頻
度

と
の

関
連

を
調

べ
る

こ
と

。

9
3
人

の
勤

労
者

（
男

2
5
 女

6
8
）
の

パ
ソ

コ
ン

の
使

用
頻

度
報

酬
、

積
極

性
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
使

用
時

間
、

短
期

お
よ

び
長

期
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

切
断

の
数

、
お

よ
び

入
力

デ
バ

イ
ス

の
使

用
状

況
毎

日
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

使
用

が
平

均
3
0
分

以
上

の
労

働
者

は
、

そ
れ

以
下

の
労

働
者

と
比

較
し

て
、

オ
ー

バ
ー

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
で

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
や

す
い

。

職
場

で
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

の
使

用
パ

タ
ー

ン
は

、
職

場
ス

ト
レ

ス
の

さ
ま

ざ
ま

な
レ

ベ
ル

を
持

つ
個

人
間

で
異

な
る

仮
説

を
支

持
し

た
。

4
8
6

エ
チ

オ
ピ

ア
の

衣
服

産
業

（
縫

製
業

）
に

お
け

る
手

首
・
肘

の
筋

骨
格

系
障

害
に

つ
い

て
組

織
的

な
要

因
や

環
境

要
因

を
検

討
す

る
こ

と
。

4
2
2
人

の
縫

製
業

者
勤

務
歴

、
筋

骨
格

系
障

害
短

い
休

憩
の

数
は

、
高

い
努

力
の

人
は

低
い

努
力

の
人

に
比

べ
、

ま
た

高
報

酬
の

人
に

比
べ

て
低

報
酬

の
人

は
約

2
0
％

少
な

か
っ

た
。

政
府

と
衣

服
産

業
の

所
有

者
は

、
国

の
適

切
な

労
働

安
全

衛
生

政
策

の
実

施
を

通
じ

て
問

題
を

防
止

し
、

予
防

す
る

た
め

に
特

別
な

注
意

を
与

え
る

必
要

が
あ

る
。

5
0
4

長
時

間
座

位
は

、
心

血
管

疾
患

や
死

亡
の

リ
ス

ク
の

増
加

と
関

連
す

る
。

職
業

や
レ

ジ
ャ

ー
時

に
座

位
の

ブ
ル

ー
カ

ラ
ー

労
働

者
の

夜
間

心
拍

変
動

（
H

R
V

）
に

関
連

付
け

ら
れ

る
程

度
を

決
定

す
る

こ
と

。

1
3
8
名

の
ブ

ル
ー

カ
ラ

ー
労

働
者

座
位

時
間

と
夜

間
H

R
、

年
齢

、
性

別
、

体
格

指
数

、
喫

煙
、

勤
務

歴
、

物
理

的
な

作
業

負
荷

、
仕

事
の

影
響

業
務

中
の

座
位

時
間

は
、

心
拍

変
動

の
時

間
領

域
解

析
お

よ
び

周
波

数
領

域
解

析
と

有
意

な
負

の
相

関
を

示
し

た
。

座
位

時
間

は
、

共
変

量
と

は
無

関
係

に
、

H
R

V
の

変
動

の
最

大
6
％

を
説

明
し

た
。

 余
暇

時
間

で
の

座
位

時
間

は
、

ど
の

H
R

V
指

数
と

も
有

意
な

関
連

は
な

か
っ

た
。

業
務

中
の

座
位

時
間

は
ブ

ル
ー

カ
ラ

ー
労

働
者

の
夜

間
の

H
R

V
低

下
と

関
連

し
て

い
た

。
こ

れ
は

、
中

等
度

か
ら

激
し

い
身

体
活

動
に

か
か

わ
ら

ず
、

業
務

中
の

座
位

時
間

の
増

加
に

伴
う

心
臓

の
自

律
神

経
機

能
の

低
下

を
示

し
て

い
る

。

5
1
9

監
査

当
局

業
務

が
原

因
で

精
神

的
健

康
状

態
や

筋
骨

格
障

害
生

じ
て

い
る

労
働

者
の

復
職

を
容

易
に

す
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
決

定
す

る
こ

と
。

3
4
4
名

の
被

験
者

ア
ン

ケ
ー

ト
ほ

ぼ
す

べ
て

の
監

督
当

局
が

復
職

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
の

訓
練

を
受

け
る

べ
き

で
あ

る
こ

と
に

合
意

し
た

。
回

答
者

の
5
0
％

以
上

は
、

9
4
-
9
0
の

能
力

が
非

常
に

重
要

ま
た

は
必

須
で

あ
る

と
評

価
し

た
。

最
高

評
価

は
個

人
属

性
、

復
職

プ
ロ

セ
ス

の
知

識
、

お
よ

び
労

働
者

の
共

感
支

持
に

関
連

す
る

能
力

だ
っ

た
。

上
司

や
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
専

門
家

に
は

、
復

職
の

効
果

的
な

支
援

や
、

知
識

、
ス

キ
ル

、
お

よ
び

個
人

的
な

特
性

の
範

囲
を

持
っ

て
い

る
監

督
者

が
必

要
で

あ
る

。

5
2
0

回
復

期
待

が
作

業
関

連
筋

骨
格

系
障

害
を

持
つ

個
人

に
う

つ
病

と
復

職
の

関
係

に
影

響
を

与
え

る
か

ど
う

か
を

調
べ

る
こ

と
。

1
0
9
人

の
被

験
者

人
口

統
計

、
疼

痛
ア

ン
ケ

ー
ト

（
M

P
Q

-
P

R
I）

、
抑

う
つ

症
状

（
B

D
I-

II
）
、

回
復

期
待

（
各

項
目

に
対

し
て

％
で

回
答

）
回

復
期

待
が

1
年

間
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

う
つ

病
状

態
と

復
職

の
関

係
を

媒
介

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
。

作
業

関
連

筋
骨

格
系

障
害

や
う

つ
症

状
を

有
す

る
個

体
の

回
復

へ
の

介
入

が
復

職
の

成
果

を
向

上
さ

せ
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
示

唆
し

た
。

5
2
2

マ
レ

ー
シ

ア
の

事
務

職
の

ワ
ー

ク
ス

タ
イ

ル
と

筋
骨

格
系

障
害

と
の

関
係

を
検

討
す

る
こ

と

4
団

体
の

事
務

員
4
1
7
名

（
回

答
率

6
5
.5

％
）
を

調
査

身
体

的
・
心

理
社

会
的

危
険

性
、

仕
事

の
満

足
度

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

、
労

働
形

態
、

筋
骨

格
系

障
害

の
不

快
感

レ
ベ

ル
筋

骨
格

系
の

不
快

感
は

労
働

中
の

痛
み

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
身

体
的

需
要

、
性

別
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
と

有
意

な
関

連
を

認
め

、
労

働
中

の
痛

み
は

他
の

因
子

に
比

べ
筋

骨
格

系
の

不
快

感
と

最
も

強
い

関
連

因
子

で
あ

っ
た

。

痛
み

を
通

し
て

働
く
こ

と
は

、
仕

事
、

社
会

文
化

、
宗

教
的

信
仰

の
影

響
を

受
け

る
。

有
害

な
作

業
ス

タ
イ

ル
に

取
り

組
む

こ
と

に
重

点
を

お
い

て
、

身
体

的
・
心

理
社

会
的

ハ
ザ

ー
ド

の
影

響
に

焦
点

を
当

て
た

職
場

で
の

筋
骨

格
系

障
害

へ
の

介
入

は
、

対
象

と
な

る
人

々
の

仕
事

お
よ

び
社

会
的

文
化

に
関

連
す

る
側

面
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

筋
骨

格
系

障
害

最
小

化
に

て
、

職
場

の
問

題
に

関
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
理

解
の

向
上

な
ど

、
従

業
員

レ
ベ

ル
と

管
理

者
レ

ベ
ル

両
方

で
の

変
更

を
推

奨
す

る
。

5
2
3

心
血

管
疾

患
を

持
つ

患
者

の
職

場
復

帰
や

病
欠

に
対

し
て

心
理

社
会

的
な

作
業

環
境

の
影

響
を

検
討

す
る

こ
と

。

6
7
歳

未
満

で
P

C
I手

術
を

受
け

た
患

者
6
2
5
名

心
理

社
会

的
労

働
環

境
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

5
2
8
名

が
P

C
I後

3
か

月
間

に
職

場
復

帰
し

、
9
7
名

が
病

気
リ

ス
ト

に
残

っ
た

。
1
年

後
は

1
名

が
死

亡
、

4
6
5
名

が
就

労
、

8
5
名

が
健

康
関

連
の

給
付

を
受

け
て

い
た

。
仕

事
ペ

ー
ス

が
高

い
、

職
場

へ
の

満
足

が
低

い
、

低
認

識
（
報

酬
）
な

ど
は

3
ヶ

月
で

病
欠

と
関

連
し

て
い

た
が

、
1
年

後
で

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

心
理

社
会

的
労

働
環

境
は

P
C

I後
3
ヶ

月
の

病
欠

に
関

連
し

て
い

た
が

1
年

後
で

は
関

連
が

な
か

っ
た

。

5
2
9

美
容

師
の

作
業

関
連

筋
骨

格
系

障
害

（
W

M
S

D
s）

の
危

険
因

子
と

有
病

率
を

調
査

す
る

こ
と

。

美
容

師
2
9
9
人

（
2
4
2
人

の
女

性
と

5
7
人

の
男

性
）

2
7
項

目
の

ア
ン

ケ
ー

ト
1
2
か

月
の

調
査

で
筋

骨
格

系
障

害
の

有
訴

率
は

7
5
.6

%
で

、
腰

痛
7
6
.3

％
、

肩
痛

6
2
.5

％
、

首
痛

4
6
.3

％
で

あ
っ

た
。
Χ

二
乗

検
定

に
て

、
年

齢
、

実
務

経
験

年
数

、
立

ち
姿

勢
時

間
と

筋
骨

格
系

障
害

で
有

意
な

関
連

が
見

ら
れ

た
。

美
容

師
の

年
齢

、
勤

務
年

数
、

立
位

時
間

が
筋

骨
格

系
障

害
の

要
因

で
、

最
も

影
響

を
受

け
る

部
位

は
腰

、
肩

、
首

で
あ

っ
た

。

5
3
8

ド
イ

ツ
の

労
働

活
動

に
お

け
る

標
準

的
リ

ハ
ビ

リ
の

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

と
強

化
さ

れ
た

作
業

関
連

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ケ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
比

較
す

る
こ

と
。

1
1
施

設
の

リ
ハ

ビ
リ

セ
ン

タ
ー

か
ら

筋
骨

格
系

障
害

を
持

つ
3
0
7
人

の
患

者
介

入
群

（
機

能
訓

練
、

労
働

衛
生

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

、
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
、

運
動

療
法

）
と

対
照

群
（
運

動
療

法
の

み
）
に

割
り

当
て

た

介
入

初
期

と
6
か

月
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

6
か

月
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

時
点

で
7
8
.5

%
の

回
収

率
だ

っ
た

。
介

入
初

期
に

は
、

労
働

能
力

や
Ｑ

Ｏ
Ｌ

、
病

欠
期

間
な

ど
で

有
意

差
は

な
か

っ
た

が
、

6
か

月
後

に
は

両
群

と
も

に
有

意
な

改
善

が
見

ら
れ

、
重

症
例

で
は

介
入

群
で

改
善

が
見

ら
れ

た
。

改
善

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

治
療

は
、

実
際

の
作

業
環

境
内

に
お

い
て

雇
用

者
の

参
加

と
関

与
に

着
目

す
る

必
要

が
あ

る
。

5
4
1

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
部

門
や

介
護

施
設

で
働

く
看

護
師

の
腰

痛
や

肩
こ

り
の

有
病

率
お

よ
び

関
連

因
子

を
評

価
し

比
較

す
る

こ
と

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
部

門
看

護
師

5
7

名
、

介
護

施
設

看
護

師
5
4
名

属
性

、
子

の
数

、
労

働
時

間
、

家
事

労
働

時
間

、
喫

煙
習

慣
、

腰
痛

、
肩

こ
り

の
程

度
、

仕
事

の
満

足
度

な
ど

を
調

査
多

変
量

解
析

よ
り

、
介

護
施

設
看

護
師

よ
り

も
リ

ハ
部

門
看

護
師

で
職

業
性

筋
骨

格
系

障
害

が
有

意
に

高
い

こ
と

を
認

め
た

。
体

幹
前

屈
、

姿
勢

、
反

復
作

業
、

上
司

の
認

識
が

腰
痛

と
関

連
し

て
い

た
。

業
務

技
術

の
選

択
の

自
由

度
等

が
肩

こ
り

と
関

連
し

て
い

た
。

看
護

師
の

グ
ル

ー
プ

間
で

筋
骨

格
障

害
の

違
い

が
見

ら
れ

た
の

は
作

業
タ

ス
ク

の
違

い
か

ら
か

も
し

れ
な

い
。

将
来

的
に

は
様

々
な

分
野

で
働

く
看

護
師

の
調

査
を

行
い

、
潜

在
的

危
険

因
子

を
明

ら
か

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

5
4
9

中
小

企
業

作
業

員
の

職
場

健
康

増
進

（
W

H
P

）
と

労
働

安
全

衛
生

（
O

S
H

）
を

調
整

す
る

健
康

へ
の

統
合

的
ア

プ
ロ

ー
チ

の
受

容
性

と
実

現
可

能
性

を
調

査
す

る
こ

と
。

7
5
0
人

以
下

の
中

小
企

業
の

職
員

1
4
項

目
の

半
構

造
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
従

業
員

の
健

康
と

安
全

を
改

善
す

る
た

め
の

強
力

な
管

理
サ

ポ
ー

ト
が

報
告

さ
れ

た
が

、
コ

ス
ト

や
人

員
配

置
の

考
慮

事
項

は
、

し
ば

し
ば

障
壁

と
し

て
認

識
さ

れ
た

。

既
存

の
資

源
と

価
値

を
持

つ
中

小
企

業
の

総
合

的
な

職
場

環
境

保
健

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

機
会

が
あ

る
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の

職
場

に
は

魅
力

的
な

資
源

が
不

足
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

実
施

へ
の

挑
戦

が
存

在
す

る
。
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表
１
２
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１
２

 
非
介
入
研
究
英
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
論
文
の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

 
 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
bj

e
c
ts

M
e
as

u
re

m
e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

5
5
1

ブ
ラ

ジ
ル

の
乳

製
品

会
社

社
員

の
筋

骨
格

系
障

害
の

有
病

率
、

リ
ス

ク
お

よ
び

症
状

を
調

査
す

る
こ

と
。

5
0
人

の
労

働
者

上
肢

機
能

評
価

、
歪

み
指

数
、

筋
疲

労
評

価
、

北
欧

の
一

般
的

質
問

票
、

O
sw

e
st

ry
障

害
指

数
筋

骨
格

系
障

害
の

有
訴

率
は

7
4
%
（
3
7
人

）
で

あ
っ

た
。

腰
痛

は
8
1
%
、

上
肢

障
害

7
0
%で

あ
っ

た
。

筋
骨

格
系

障
害

の
有

病
率

は
高

く
背

中
と

上
肢

は
、

最
も

影
響

を
受

け
て

い
た

。
上

肢
障

害
評

価
と

歪
み

指
数

は
筋

疲
労

評
価

よ
り

も
症

状
リ

ス
ク

の
良

い
指

標
で

あ
っ

た
。

5
7
5

作
業

姿
勢

と
筋

骨
格

系
症

状
の

暴
露

結
果

の
関

連
性

を
決

定
す

る
こ

と
、

作
業

姿
勢

に
関

す
る

暴
露

限
界

を
確

立
す

る
こ

と
。

7
8
9名

の
労

働
者

強
度

、
姿

勢
の

頻
度

お
よ

び
持

続
時

間
（
観

察
）、

筋
骨

格
系

障
害

ひ
ざ

ま
ず

く
こ

と
・
し

ゃ
が

み
こ

み
と

腰
痛

、
頸

部
の

屈
曲

や
回

転
と

頸
部

痛
、

体
幹

屈
曲

と
腰

痛
、

上
肢

拳
上

と
頸

部
・
肩

痛
の

関
連

性
が

わ
か

っ
た

。

作
業

姿
勢

と
筋

骨
格

系
症

状
と

の
暴

露
転

帰
の

関
連

性
を

示
し

た
。

5
8
2

イ
ラ

ン
の

ミ
シ

ン
作

業
者

に
お

け
る

労
働

状
況

と
自

己
報

告
筋

骨
格

系
の

症
状

の
発

生
率

を
評

価
す

る
こ

。

2
5
1名

の
イ

ラ
ン

人
の

ミ
シ

ン
作

業
者

質
問

紙
、

ra
pi

d 
u
pp

e
r 

lim
b 

a
ss

e
ss

m
e
n
t 

（
R

U
L
A

）
 m

e
th

o
dを

用
い

た
作

業
姿

勢
の

観
察

特
に

頸
部

/
肩

、
腰

部
、

手
/手

関
節

で
の

筋
骨

格
系

症
状

の
有

病
率

が
高

か
っ

た
。

R
U

L
A

の
平

均
点

は
5.

7
点

で
、

作
業

姿
勢

は
不

良
で

あ
り

、
作

業
環

境
の

変
更

が
示

さ
れ

た
。

作
業

関
連

要
因

（
経

験
年

数
、

シ
フ

ト
時

の
作

業
時

間
の

延
長

、
休

憩
以

外
の

座
位

時
間

の
長

さ
、

仕
事

に
対

し
る

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

感
、

作
業

姿
勢

）、
個

人
要

因
（
年

齢
、

性
別

、
B

M
I、

定
期

的
な

ス
ポ

ー
ツ

や
身

体
活

動
）
が

多
重

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
分

析
で

、
筋

骨
格

系
の

症
状

と
関

連
し

て
い

た
。

縫
製

活
動

を
含

む
他

の
業

務
の

作
業

状
況

の
離

解
を

追
加

し
、

将
来

の
筋

骨
格

系
の

症
状

を
軽

減
す

る
た

め
に

人
間

工
学

的
介

入
の

必
要

性
を

強
調

す
る

。

5
8
3

pr
o
te

c
ti
o
n
 m

o
ti
v
a
ti
o
n
 t

h
e
or

y
（
P

M
T
;

保
護

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
理

論
）
を

用
い

て
職

業
が

ん
予

防
行

動
に

影
響

を
与

え
る

要
因

と
労

働
者

の
予

防
行

動
を

記
述

す
る

こ
と

。

イ
ラ

ン
で

の
 1

6
1名

の
 石

油
化

学
労

働
者

人
工

統
計

学
的

特
徴

（
年

齢
、

性
、

職
業

歴
、

一
日

の
業

務
時

間
、

結
婚

歴
、

家
族

構
成

、
教

育
歴

、
年

収
、

な
ど

）
、

P
M

T
M

e
as

u
re

s
（
脆

弱
性

、
重

症
度

、
自

己
効

力
感

、
が

ん
の

恐
怖

、
知

覚
さ

れ
る

報
酬

、
知

覚
さ

れ
る

コ
ス

ト
な

ど
）
、

職
業

上
の

癌
予

防
行

動
に

関
す

る
質

問
紙

P
ro

te
c
ti
o
n
 M

o
ti
v
a
ti
o
n
 （

P
M

）
と

自
己

効
力

感
、

レ
ス

ポ
ン

ス
の

有
効

性
、

お
よ

び
癌

予
防

行
動

の
間

に
統

計
的

に
有

意
な

正
の

相
関

が
認

め
ら

れ
た

。
一

方
、

P
M

、
コ

ス
ト

、
報

酬
の

間
に

統
計

的
に

有
意

な
負

の
相

関
が

認
め

ら
れ

た
。

利
用

可
能

な
P

M
T
の

中
で

は
、

唯
一

の
自

己
効

力
感

と
コ

ス
ト

は
、

予
防

行
動

の
有

意
な

予
測

因
子

で
あ

っ
た

。
自

己
効

力
感

と
コ

ス
ト

を
中

心
と

し
た

保
護

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

ベ
ー

ス
の

健
康

増
進

介
入

は
、

職
業

癌
予

防
の

場
合

に
望

ま
し

い
で

あ
ろ

う
。

5
8
6

身
体

活
動

量
、

座
位

時
間

、
体

力
、

体
組

成
に

つ
い

て
通

常
勤

務
者

と
シ

フ
ト

労
働

者
で

比
較

を
す

る
こ

と
。

th
e
 C

a
n
ad

ia
n
 H

e
al

th
 M

e
as

u
re

s 
S

u
rv

e
y 

（
n
 =
 4
3
23

）
身

体
活

動
量

、
体

力
と

身
体

計
測

、
人

工
統

計
学

的
特

徴
（
年

齢
、

性
、

結
婚

歴
、

民
族

性
、

教
育

歴
、

扶
養

家
族

数
、

喫
煙

状
況

、
自

己
報

告
さ

れ
た

身
体

活
動

、
夜

間
の

睡
眠

時
間

、
仕

事
の

特
徴

 （
フ

ル
タ

イ
ム

ま
た

は
パ

ー
ト

タ
イ

ム
）
、

雇
用

条
件

、
労

働
時

間
な

ど
）
。

重
み

づ
け

な
し

の
解

析
で

は
、

シ
フ

ト
ワ

ー
ク

労
働

者
は

週
の

座
位

時
間

は
よ

り
少

な
か

っ
た

が
、

貧
弱

な
体

組
成

で
あ

っ
た

。
身

体
活

動
に

差
が

な
か

っ
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

シ
フ

ト
ワ

ー
ク

労
働

者
は

、
有

酸
素

能
力

が
低

か
っ

た
。

重
み

づ
け

し
た

解
析

で
は

、
有

酸
素

能
の

み
が

異
な

っ
て

い
た

。

こ
の

分
析

は
、

シ
フ

ト
労

働
者

が
常

勤
労

働
者

よ
り

も
劣

っ
た

体
組

成
で

あ
る

と
い

う
過

去
の

知
見

と
一

致
し

、
シ

フ
ト

労
働

者
は

、
常

勤
労

働
者

と
同

様
の

有
酸

素
能

力
を

達
成

す
る

た
め

に
よ

り
多

く
の

身
体

活
動

に
従

事
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

を
示

唆
す

る
。

5
9
1

筋
骨

格
系

障
害

の
有

病
率

の
違

い
と

病
院

ス
タ

ッ
フ

間
に

お
け

る
身

体
負

荷
の

違
い

を
調

べ
る

こ
と

。

4
1
6名

の
病

院
ス

タ
ッ

フ
N

o
rd

ic
 M

u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
Q

u
e
st

io
n
n
ai

re
P

h
ys

ic
al

 W
o
rk

lo
a
d 

Q
u
e
st

io
n
n
ai

re
腰

部
、

頸
部

、
胸

背
部

、
肩

の
一

年
間

の
有

病
率

は
、

そ
れ

ぞ
れ

7
3
.8

％
、

5
9
.9

％
、

5
9
.4

％
、

5
2
.2

％
で

し
た

。
職

業
か

ら
の

筋
骨

格
系

障
害

の
多

く
の

予
防

は
腰

部
（
3
9.

2
％

）
、

胸
背

部
（2

6
.7

％
）
、

頸
部

（
2
4.

5
％

）
で

認
め

ら
れ

た
。

腰
部

の
筋

骨
格

系
障

害
は

、
8
1
.3

％
の

過
去

1
年

間
の

有
病

率
を

有
す

る
看

護
師

に
認

め
ら

れ
、

5
7
.1

％
は

予
防

さ
れ

て
い

た
。

看
護

師
、

サ
ー

ビ
ス

業
、

清
掃

ス
タ

ッ
フ

は
、

秘
書

や
医

師
よ

り
も

有
意

に
身

体
負

荷
を

有
し

て
い

た
。

看
護

師
は

病
院

の
ス

タ
ッ

フ
の

間
で

の
最

も
筋

骨
格

系
障

害
の

リ
ス

ク
が

大
き

く
、

身
体

的
負

荷
は

、
秘

書
や

医
師

よ
り

も
看

護
師

、
サ

ー
ビ

ス
業

、
清

掃
ス

タ
ッ

フ
で

有
意

に
高

か
っ

た
。
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表
１
２
－
１
３

 
非
介
入
研
究
英
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連

(腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一
覧

 

 

 
 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

1
4
8

腰
痛

に
お

け
る

仕
事

復
帰

治
療

（
T
h
e
 

T
h
e
ra

p
e
u
ti
c
 R

e
tu

rn
 t

o
 W

o
rk

 
（
T
R

W
）
）
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
検

証

2
0
人

の
腰

痛
患

者
半

構
造

的
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
有

能
な

作
業

行
動

の
発

展
は

、
復

職
を

促
進

す
る

重
要

な
要

因
で

あ
り

、
作

業
環

境
の

制
約

の
軽

減
、

作
業

能
力

と
協

調
的

な
行

動
の

存
在

の
改

善
に

関
連

す
る

だ
ろ

う
。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
介

入
は

職
場

で
行

わ
れ

、
腰

痛
を

有
す

る
労

働
者

の
関

与
は

複
雑

か
つ

社
会

環
境

に
埋

め
込

ま
れ

る
こ

と
が

示
さ

れ
た

。
そ

し
て

行
動

の
撮

影
は

様
々

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

あ
る

べ
き

で
あ

る
。

1
6
5

急
性

期
、

亜
急

性
期

の
作

業
関

連
Ｌ

Ｂ
Ｐ

の
痛

み
と

機
能

へ
Ｂ

Ｍ
Ｉ指

数
が

影
響

し
て

い
る

か
を

検
討

す
る

こ
と

生
産

年
齢

の
男

性
4
1
0
名

　
女

性
1
1
7
名

の
腰

痛
患

者
B

a
c
k 

D
is

a
b
ili
ty

 R
is

k 
Q

u
e
st

io
n
n
a
ir
e
（
B

D
R

Q
）
、

P
a
in

（
N

R
S

）
、

R
o
la

n
d
-
M

o
rr

is
 D

is
a
b
ili
ty

 Q
u
e
st

io
n
n
a
ir
e
 （

R
M

D
Q

）
、

復
職

状
況

B
M

Iは
、

通
常

、
過

体
重

、
ま

た
は

肥
満

と
参

加
者

を
分

類
す

る
た

め
に

使
用

さ
れ

た
。

分
析

結
果

と
し

て
は

、
機

能
制

限
と

職
場

復
帰

に
お

け
る

予
後

因
子

と
し

て
B

M
Iに

よ
る

有
意

差
を

認
め

な
か

っ
た

。

B
M

Iは
、

作
業

関
連

Ｌ
Ｂ

Ｐ
に

お
け

る
急

性
お

よ
び

亜
急

性
期

段
階

で
有

用
な

予
側

因
子

で
は

な
い

。

2
0
3

本
研

究
の

目
的

は
、

①
清

掃
員

に
お

け
る

腰
痛

（
L
B

P
）
と

余
暇

活
動

（
L
T
P

A
）
の

関
連

性
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。
②

急
性

腰
痛

発
症

後
の

4
週

間
に

お
け

る
L
T
P

A
を

維
持

し
た

際
の

腰
痛

の
強

度
に

与
え

る
効

果
を

検
討

す
る

こ
と

。

1
8
8
名

の
清

掃
員

5
2
週

間
観

察
し

、
①

1
週

間
毎

の
L
B

P
と

L
T
P

A
の

関
連

を
み

る
。

②
急

性
腰

痛
発

生
後

4
週

間
身

体
活

動
量

を
維

持
さ

せ
た

際
の

腰
痛

の
強

度
と

急
性

腰
痛

受
傷

前
の

疼
痛

レ
ベ

ル
に

戻
る

確
率

を
み

た

①
L
B

P
と

L
T
P

A
に

は
負

の
相

関
が

あ
っ

た
。

②
急

性
腰

痛
を

発
症

し
た

の
は

8
2
名

で
あ

り
、

急
性

腰
痛

発
症

期
間

中
、

L
T
P

A
は

減
少

し
た

。

L
B

P
と

1
週

間
毎

の
L
T
P

A
は

有
意

な
相

関
を

認
め

な
か

っ
た

。
4
週

間
で

は
、

急
性

腰
痛

後
の

身
体

活
動

量
の

維
持

に
お

け
る

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

結
果

は
認

め
な

か
っ

た
。

2
0
7

慢
性

腰
痛

と
集

学
的

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

南
東

欧
文

化
的

背
景

を
持

つ
患

者
の

経
験

を
理

解
す

る
こ

と
。

1
3
人

の
患

者
（
3
8
歳

～
6
0
歳

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
　

詳
細

評
価

不
明

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

持
続

時
間

は
4
5
～

9
0
分

腰
痛

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
職

場
復

帰
の

為
に

重
要

と
示

さ
れ

た
。

2
3
9

腰
痛

の
有

病
率

と
要

因
と

の
関

連
に

つ
い

て
調

べ
る

こ
と

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

　
7
7
7
0
9
名

2
0
～

7
9
歳

ア
ン

ケ
ー

ト
体

重
、

身
長

、
喫

煙
習

慣
、

配
偶

者
の

有
無

、
作

業
状

況
、

生
涯

の
腰

痛
の

有
無

　
4
週

間
の

腰
痛

の
有

無

生
涯

腰
痛

有
病

率
は

8
3
％

、
過

去
4
週

間
の

腰
痛

有
病

率
3
6
％

⇒
有

病
率

を
持

つ
大

半
が

、
職

業
性

腰
痛

、
交

通
外

傷
、

労
働

災
害

補
償

、
放

散
痛

、
腰

部
手

術
、

痛
み

が
あ

る
と

き
に

休
ま

せ
る

ア
ド

バ
イ

ス
は

慢
性

腰
痛

と
関

連
が

あ
っ

た
。

腰
痛

は
他

の
先

進
国

と
同

様
に

日
本

で
も

一
般

的
で

あ
る

。
休

息
ア

ド
バ

イ
ス

と
慢

性
障

害
腰

痛
と

の
関

連
性

は
、

日
々

の
活

動
の

継
続

を
重

視
す

る
最

近
の

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
支

持
し

て
い

る
。

2
4
2

筋
骨

格
系

疾
患

や
精

神
疾

患
患

者
に

対
し

て
ど

う
い

う
介

入
方

法
が

適
切

か
を

検
討

す
る

こ
と

。

8
1
0
名

（
筋

骨
格

系
患

者
：
6
2
%
、

精
神

疾
患

患
者

：
3
8
%
）

re
h
a
b
ili
ta

ti
o
n
 i
n
te

rv
e
n
e
ti
o
n
 m

o
d
a
lit

ie
s（

R
IM

s）
、

既
婚

未
婚

、
職

業
、

休
暇

日
数

2
5
%
が

医
学

的
介

入
（
M

I）
、

4
5
%
が

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
介

入
（
C

R
I）

、
3
1
%
が

医
学

的
介

入
及

び
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

介
入

（
W

I）
を

受
け

た
。

C
R

Iの
中

で
行

動
治

療
は

筋
骨

格
疾

患
よ

り
も

精
神

疾
患

を
対

象
と

し
て

い
る

こ
と

が
多

く
、

逆
に

運
動

療
法

に
お

い
て

は
精

神
疾

患
よ

り
も

筋
骨

格
系

疾
患

を
対

象
と

し
て

い
る

こ
と

が
多

か
っ

た
。

精
神

疾
患

患
者

に
お

い
て

は
M

I、
C

R
Iの

み
の

介
入

よ
り

も
そ

れ
を

組
み

合
わ

せ
た

W
Iの

方
が

最
も

有
用

性
が

あ
り

、
作

業
能

力
の

改
善

に
つ

な
が

っ
た

。

精
神

疾
患

患
者

に
お

い
て

は
M

I、
C

R
Iの

み
の

介
入

よ
り

も
そ

れ
を

組
み

合
わ

せ
た

W
Iの

方
が

最
も

有
用

性
が

あ
り

、
作

業
能

力
の

改
善

に
つ

な
が

っ
た

。

2
6
6

腰
痛

関
連

能
力

障
害

に
影

響
を

与
え

る
因

子
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。
過

去
1
年

間
に

3
週

間
以

上
仕

事
に

関
連

し
た

腰
痛

を
有

し
て

い
た

労
働

者
2
3
5
名

m
o
d
if
ie

d
 O

sw
e
st

ry
 L

o
w

 B
a
c
k 

P
a
in

 D
is

a
b
ili
ty

 Q
u
e
st

io
n
n
a
ir
e

（
m

O
S

W
）
、

F
e
a
r 

A
v
o
id

a
n
c
e
 B

lie
f 

Q
u
e
st

io
n
n
a
ir
e
（
F
A

B
Q

）
、

腰
痛

の
期

間
、

N
R

S
、

腰
部

R
O

M
、

下
肢

筋
力

、
脚

長
差

、
姿

勢
制

御

1
1
1
名

が
m

O
S

W
が

2
0
以

下
（
軽

度
）
で

あ
り

、
1
2
4
名

が
m

O
S

W
が

2
1

以
上

（
中

等
度

以
上

）
で

あ
っ

た
。

m
O

S
W

が
2
0
以

下
と

2
1
以

上
を

従
属

変
数

と
し

て
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

分
析

を
実

施
し

た
結

果
、

腰
背

部
痛

の
期

間
、

疼
痛

N
R

S
、

F
A

B
Q

の
身

体
活

動
項

目
、

前
方

へ
の

重
心

移
動

速
度

が
有

意
な

独
立

変
数

と
し

て
抽

出
さ

れ
た

。

労
働

者
の

腰
痛

関
連

能
力

障
害

に
は

腰
背

部
痛

の
期

間
、

腰
痛

の
程

度
、

恐
れ

回
避

信
念

、
重

心
移

動
が

関
係

し
て

い
る

。

2
8
1

椅
子

の
傾

斜
角

度
と

腰
痛

の
関

係
性

を
調

べ
る

こ
と

。
長

時
間

の
座

位
で

腰
痛

が
引

き
起

こ
る

2
1
名

b
o
d
y
 p

a
rt

 d
is

c
o
m

fo
rt

 s
c
a
le

 （
B

P
D

S
）
 、

L
o
w

 b
a
c
k 

d
is

c
o
m

fo
rt

 
（
L
B

D
）
 、

o
v
e
ra

ll 
b
o
d
y
 d

is
c
o
m

fo
rt

 （
O

B
D

）
腰

痛
は

標
準

型
の

椅
子

で
増

加
し

た
が

、
全

体
的

な
痛

み
は

両
群

で
有

意
差

は
得

ら
れ

な
か

っ
た

。
傾

斜
角

度
の

あ
る

椅
子

を
使

用
す

る
こ

と
に

よ
り

腰
痛

を
軽

減
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

。

2
8
7

織
物

職
人

の
腰

痛
を

調
査

す
る

こ
と

と
、

腰
痛

を
引

き
起

こ
す

姿
勢

を
調

べ
る

こ
と

。

ネ
パ

ー
ル

の
織

物
職

人
9
3
5
名

腰
痛

の
有

無
、

腰
痛

を
引

き
起

こ
す

姿
勢

本
研

究
に

は
9
2
％

が
参

加
し

た
。

腰
痛

が
あ

る
も

の
は

全
体

の
3
5
％

（
3
2
4
名

）
で

あ
り

、
男

性
よ

り
も

女
性

で
多

か
っ

た
。

ま
た

腰
痛

を
引

き
起

こ
す

姿
勢

で
一

番
多

か
っ

た
の

が
、

片
手

で
も

の
を

持
ち

上
げ

る
動

作
で

あ
り

、
次

い
で

重
り

を
押

す
動

作
で

あ
っ

た
。

腰
痛

の
を

引
き

起
こ

す
の

は
繰

り
返

し
の

作
業

の
み

が
原

因
で

は
な

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

、
こ

れ
は

発
展

途
上

国
の

腰
痛

に
お

い
て

重
要

な
要

因
で

あ
る

。

2
9
3

一
般

的
な

労
働

人
口

に
お

け
る

心
理

社
会

的
及

び
メ

カ
ニ

カ
ル

的
な

要
素

の
腰

痛
へ

の
影

響
を

調
査

す
る

こ
と

。

ノ
ル

ウ
ェ

ー
の

一
般

集
団

か
ら

ラ
ン

ダ
ム

に
抽

出
さ

れ
た

1
8
歳

か
ら

6
6
歳

の
1
2
5
5
0

人

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
る

4
週

間
の

腰
痛

の
報

告
強

度
合

計
で

1
2
.8

%
（
8
6
1
人

）
が

fo
llo

w
 u

p
中

に
腰

痛
を

報
告

し
た

。
腰

痛
の

心
理

社
会

的
予

測
因

子
は

仕
事

の
質

の
高

い
要

求
と

仕
事

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

低
さ

で
あ

っ
た

。
メ

カ
ニ

カ
ル

的
な

要
因

は
長

時
間

の
立

位
や

厄
介

な
持

ち
上

げ
動

作
、

し
ゃ

が
み

込
み

で
あ

っ
た

。
こ

れ
ら

の
要

因
に

よ
る

腰
痛

の
推

計
人

口
リ

ス
ク

は
約

4
2
％

で
あ

っ
た

。

長
時

間
の

立
位

や
厄

介
な

持
ち

上
げ

動
作

な
ど

の
厳

し
い

仕
事

が
腰

痛
の

発
生

に
対

し
て

最
も

一
貫

性
が

あ
る

予
測

因
子

で
あ

る
。

2
9
5

腰
痛

の
社

員
と

非
腰

痛
の

社
員

の
運

動
能

力
と

健
康

関
連

Q
O

L
を

比
較

す
る

こ
と

。

1
1
8
名

の
腰

痛
社

員
と

７
２

名
の

非
腰

痛
社

員
身

体
能

力
、

健
康

関
連

Q
O

L
腰

痛
の

社
員

は
非

腰
痛

の
社

員
に

比
べ

身
体

能
力

、
健

康
関

連
Q

O
L
が

と
も

に
低

い
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
腰

痛
の

社
員

は
非

腰
痛

の
社

員
に

比
べ

身
体

能
力

、
健

康
関

連
Q

O
L
が

と
も

に
低

い
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
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表
１
２
－
１
３

 
非
介
入
研
究
英
語
論
文
 

作
業
関
連
性
筋
骨
格
系
障
害
関
連

(腰
痛
予
防
）
論
文

の
概
要
一
覧
（
続
き
）

 

 

 
 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
bj

e
c
ts

M
e
as

u
re

m
e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

3
0
2

腰
痛

患
者

が
退

院
後

復
職

で
き

な
い

予
測

因
子

を
調

査
す

る
こ

と
。

神
経

根
障

害
の

有
無

を
含

め
な

い
腰

痛
患

者
3
2
5名

性
別

、
年

齢
、

痛
み

の
評

価
、

質
問

表
、

X
線

、
M

R
I、

喫
煙

歴
、

飲
酒

歴
、

体
勢

に
お

け
る

痛
み

の
変

化
3
2
7名

の
腰

痛
患

者
の

う
ち

1
1
7名

が
研

究
に

参
加

し
た

。
は

じ
め

の
U

-
R

T
W

（
2
4％

）も
１

年
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
U

-
R

T
W

（
3
8.

2
％

）
で

も
統

計
学

的
な

有
意

差
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

本
研

究
の

予
測

因
子

で
は

神
経

根
障

害
の

あ
る

患
者

が
な

い
患

者
に

比
べ

有
意

に
低

下
し

て
お

り
、

そ
の

ほ
か

年
齢

や
肥

満
な

ど
が

あ
が

っ
た

。
ま

た
動

作
で

の
予

測
因

子
で

は
腰

部
と

下
肢

の
痛

み
と

側
屈

が
含

ま
れ

て
い

た
。

心
理

的
予

測
因

子
で

は
痛

み
の

た
め

仕
事

を
控

え
る

こ
と

や
家

で
の

管
理

し
て

く
れ

る
人

が
い

な
い

こ
と

、
月

一
回

未
満

の
飲

酒
な

ど
が

含
ま

れ
て

い
た

。

１
年

間
を

通
し

て
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
の

臨
床

的
お

よ
び

心
理

社
会

的
リ

ス
ク

要
因

を
組

み
合

わ
せ

た
予

測
モ

デ
ル

は
復

職
に

失
敗

リ
ス

ク
因

子
を

予
測

し
た

。

3
7
8

ハ
イ

リ
ス

ク
グ

ル
ー

プ
に

お
け

る
腰

部
痛

の
た

め
の

非
職

業
性

リ
ス

ク
因

子
と

作
業

に
関

連
し

た
重

要
性

を
見

つ
け

る
こ

と
。

7
1
人

の
石

油
掘

削
者

年
齢

、
家

族
歴

、
筋

骨
格

系
障

害
の

既
往

、
体

重
、

肥
満

度
、

喫
煙

状
況

、
職

業
歴

（期
間

）
、

最
近

半
年

あ
る

い
は

最
も

最
近

で
の

腰
痛

既
往

、
坐

骨
神

経
が

原
因

の
下

肢
痛

自
己

報
告

さ
れ

た
腰

痛
の

有
病

率
は

29
.6

％
で

あ
っ

た
。

 不
良

作
業

姿
勢

で
働

く
人

で
は

、
よ

り
高

い
有

病
率

で
あ

っ
た

。
他

の
因

子
、

す
な

わ
ち

、
年

齢
、

肥
満

、
曝

露
の

持
続

時
間

、
喫

煙
習

慣
、

筋
骨

格
障

害
の

家
族

歴
、

振
動

曝
露

、
重

量
の

持
ち

上
げ

お
よ

び
過

去
の

傷
害

歴
は

統
計

的
に

有
意

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。

単
変

量
お

よ
び

多
変

量
解

析
を

使
用

し
て

、
因

子
の

ど
れ

も
、

腰
痛

の
発

生
の

リ
ス

ク
が

過
剰

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

が
、

こ
れ

は
部

分
的

に
は

サ
ン

プ
ル

サ
イ

ズ
が

小
さ

い
こ

と
に

起
因

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
職

業
リ

ス
ク

要
因

と
と

も
に

、
一

部
の

非
職

業
的

リ
ス

ク
要

因
も

ま
た

、
腰

痛
の

進
展

に
お

い
て

役
割

を
果

た
す

と
結

論
づ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
し

た
が

っ
て

、
人

間
工

学
的

な
原

則
を

職
業

リ
ス

ク
要

因
の

管
理

に
用

い
る

べ
き

で
あ

る
が

、
非

職
業

的
リ

ス
ク

要
因

を
抑

制
す

る
た

め
に

介
入

を
行

う
べ

き
で

あ
る

。

5
2
5

急
性

腰
痛

で
障

害
請

求
期

間
中

の
オ

ピ
オ

イ
ド

処
方

と
理

学
療

法
、

カ
イ

ロ
プ

ラ
ク

テ
ィ

ッ
ク

と
の

関
連

を
調

査
す

る
こ

と
。

安
全

保
険

委
員

会
（
W

S
IB

）
に

請
求

の
承

認
後

4週
間

で
完

全
な

利
益

を
得

た
1
4
42

名
の

を
分

析

主
要

ア
ウ

ト
カ

ム
は

W
S

IB
請

求
期

間
重

要
要

素
と

取
り

扱
っ

た
変

数
間

の
関

連
で

は
、

請
求

初
期

の
4週

間
で

オ
ピ

オ
イ

ド
処

方
の

た
め

の
W

S
IB

償
還

と
年

齢
が

高
く
、

長
期

請
求

と
関

連
し

て
い

た
。

理
学

療
法

の
償

還
と

カ
イ

ロ
プ

ラ
ク

テ
ィ

ッ
ク

治
療

は
い

ず
れ

も
最

初
の

4週
間

の
請

求
期

間
と

関
連

し
て

い
た

。

今
回

の
調

査
で

4
週

間
以

上
の

完
全

な
欠

勤
者

に
お

い
て

、
理

学
療

法
や

整
体

治
療

が
早

期
W

S
IB

を
償

還
し

、
請

求
期

間
と

関
連

が
な

く
、

長
期

化
す

る
オ

ピ
オ

イ
ド

処
方

の
早

期
償

還
に

つ
な

が
る

事
が

分
か

っ
た

。

5
6
3

腰
痛

相
談

を
有

す
る

新
規

メ
デ

ィ
ケ

イ
ド

登
録

者
に

よ
る

理
学

療
法

の
利

用
状

況
を

調
べ

る
こ

と
、

将
来

の
ヘ

ル
ス

ケ
ア

使
用

と
腰

痛
に

関
す

る
費

用
と

の
関

連
を

評
価

す
る

こ
と

。

2
2
89

名
の

新
規

腰
痛

者
 （

id
e
n
ti
fi
e
d 

du
ri
n
g 

2
0
12

）
 ; 

3
9
.3

±
1
1
.9

歳
、

6
8
.2

%
 

w
o
m

e
n

1
）
w

it
h
in

 1
4
 d

a
y
s 

o
f 

e
n
tr

y
2
）
>1

4
 d

a
y
s 

a
ft

e
r 

e
n
tr

y

画
像

、
注

射
、

手
術

、
救

急
搬

送
回

数
、

腰
痛

に
関

連
す

る
コ

ス
ト

4
5
7名

（2
0
.0

％
）
の

者
が

理
学

療
法

を
使

用
し

て
い

た
。

7
5
名

（
3
.3

%
）

が
入

院
し

、
8
9
名

 （
3
.9

%
）が

早
期

の
理

学
療

法
を

、
2
9
8名

（1
3
.0

%
）

が
遅

れ
て

理
学

療
法

を
受

け
て

い
た

。

理
学

療
法

は
、

腰
痛

を
有

す
る

メ
デ

ィ
ケ

イ
ド

登
録

者
に

よ
っ

て
頻

繁
に

利
用

さ
れ

ま
し

た
。

併
存

疾
患

率
の

高
さ

が
明

ら
か

で
あ

り
、

理
学

療
法

の
利

用
に

関
連

し
て

い
た

。
理

学
療

法
の

ケ
ア

に
入

院
す

る
患

者
は

ほ
と

ん
ど

い
な

か
っ

た
が

、
こ

の
パ

タ
ー

ン
は

、
コ

ス
ト

を
管

理
す

る
た

め
に

有
用

で
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。
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表
１
３
－
１
 
日
本
語
総
説
論
文
の
概
要
一

覧
 

 
  

 

N
o
.

目
的

対
象

者
(対

象
者

数
含

）
測

定
項

目
（
調

査
項

目
）

結
果

結
論

1
高

血
圧

に
対

す
る

運
動

と
身

体
活

動
の

有
用

性
に

関
す

る
文

献
を

レ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

。

M
E
D

L
IN

E
検

索
し

た
R

C
T
か

ら
2
3
論

文
を

抽
出

1
 ）

ヒ
ト

を
対

象
と

し
た

研
究

で
あ

り
，

動
物

実
験

や
細

胞
お

よ
び

遺
伝

子
レ

ベ
ル

の
研

究
は

除
外

す
る

．
2
 ）

研
究

デ
ザ

イ
ン

は
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

（R
an

do
m

iz
e
d　

C
o
n
tr

o
lle

　
dT

ri
a
l：

R
C

T
 ）

で
，

同
一

の
被

験
者

を
対

象
と

し
た

ク
ロ

ス
オ

ー
バ

ー
試

験
は

除
外

す
る

．
3
 ）

ア
ウ

ト
カ

ム
と

し
て

，
血

圧
測

定
値

や
高

血
圧

の
診

断
（
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

高
血

圧
の

発
症

）
が

明
確

に
記

載
さ

れ
て

い
る

論
文

を
採

用
し

，
血

圧
に

関
与

す
る

物
質

（
レ

ニ
ン

活
性

等
）の

測
定

値
等

の
み

を
ア

ウ
ト

カ
ム

と
し

た
研

究
は

除
外

す
る

．
4
 ）

英
語

も
し

く
は

日
本

語
の

論
文

で
あ

る
．

5
 ）

 同
一

の
被

験
者

を
対

象
と

し
て

複
数

回
発

表
さ

れ
て

い
る

研
究

は
，

原
則

と
し

て
最

近
発

表
さ

れ
た

論
文

を
採

用
す

る
．

6
 ）

 検
索

対
象

期
間

は
，

2
0
00

年
1
月

〜
20

0
5 

年
7 

月
と

す
る

．

1
5
論

文
が

血
圧

管
理

に
お

い
て

運
動

や
身

体
活

動
の

有
意

な
効

果
を

示
し

た
。

運
動

や
身

体
活

動
は

高
血

圧
症

の
予

防
や

治
療

と
し

て
推

奨
で

き
る

。

1
3
1

高
血

圧
，

２
型

糖
尿

病
，

脂
質

異
常

症
と

身
体

活
動

水
準

お
よ

び
体

力
水

準
の

関
連

性
を

調
査

し
た

近
年

の
運

動
疫

学
研

究
の

成
果

を
概

観
し

、
疾

患
一

次
予

防
に

効
果

的
な

運
動

強
度

の
推

定
を

行
う

と
と

も
に

、
身

体
活

動
水

準
と

体
力

水
準

の
関

連
性

に
つ

い
て

の
考

察
を

行
う

こ
と

。

高
血

圧
、

2
型

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
と

身
体

活
動

水
準

に
関

す
る

2
1
の

論
文

身
体

活
動

量
・運

動
強

度
・
全

身
持

久
力

な
ど

と
、

各
疾

患
発

症
や

抑
制

効
果

と
の

関
連

高
血

圧
、

2
型

糖
尿

病
及

び
脂

質
異

常
症

は
、

男
女

と
も

に
日

常
の

身
体

活
動

水
準

が
高

い
も

の
で

疾
患

の
発

症
率

が
低

い
。

全
身

持
久

力
水

準
が

高
い

も
の

で
も

、
各

疾
患

の
リ

ス
ク

が
低

い
。

健
康

2
1
の

中
間

評
価

に
よ

れ
ば

、
一

部
に

改
善

が
見

ら
れ

る
も

の
の

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

な
ど

の
有

病
者

は
、

特
に

中
高

年
男

性
で

改
善

が
見

ら
れ

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
、

検
診

後
の

運
動

指
導

の
充

実
と

と
も

に
、

特
に

若
年

期
に

全
身

持
久

力
を

高
め

る
よ

う
な

運
動

を
指

針
の

中
で

よ
り

推
奨

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

し
か

し
、

近
年

の
報

告
で

は
、

若
年

期
で

の
高

い
全

身
持

久
性

体
力

が
健

康
へ

及
ぼ

す
効

果
は

中
年

期
で

は
消

失
す

る
こ

と
も

示
唆

さ
れ

て
い

る
た

め
、

生
涯

を
通

し
た

運
動

の
重

要
性

が
再

確
認

さ
れ

る
。

－126－



表
１
３
－
２
 
英
語
総
説
論
文
 
疾
病
予
防

関
連
総
説
論
文

の
概
要
一
覧

 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

5
3

健
常

成
人

に
お

け
る

レ
ジ

ス
タ

ン
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
血

圧
や

他
の

心
血

管
リ

ス
ク

要
因

に
対

す
る

効
果

を
検

討
す

る
こ

と
。

2
8
の

R
C

T
を

含
む

3
3
件

の
論

文
（
1
0
1
2

名
）

・
血

圧
・
酸

素
摂

取
量

・
体

脂
肪

・
中

性
脂

肪
・
空

腹
時

血
糖

・
心

血
管

リ
ス

ク
要

因

レ
ジ

ス
タ

ン
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
2
8
の

論
文

で
は

有
意

に
血

圧
を

低
下

さ
せ

る
結

果
で

あ
り

、
5
の

論
文

で
は

有
意

差
を

認
め

な
か

っ
た

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

内
容

で
み

る
と

、
3
つ

の
等

尺
性

の
ハ

ン
ド

グ
リ

ッ
プ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
、

他
の

論
文

で
示

さ
れ

た
動

的
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
よ

り
も

血
圧

低
下

の
効

果
が

高
か

っ
た

。
動

的
な

レ
ジ

ス
タ

ン
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
最

高
酸

素
摂

取
量

は
増

加
し

、
体

脂
肪

と
中

性
脂

肪
減

少
し

た
。

他
の

血
液

検
査

や
空

腹
時

血
糖

で
は

有
意

差
を

認
め

な
か

っ
た

。

ハ
ン

ド
グ

リ
ッ

プ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

の
血

圧
低

下
の

効
果

が
高

く
、

動
的

な
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
も

心
血

管
リ

ス
ク

要
因

に
対

す
る

効
果

が
認

め
ら

れ
た

。

1
3
3

心
臓

血
管

患
者

に
お

け
る

筋
力

増
強

運
動

が
、

心
血

管
疾

患
（
C

V
D

）
の

リ
ス

ク
因

子
や

予
後

に
関

わ
る

影
響

を
概

説
（
レ

ビ
ュ

ー
）
す

る
こ

と
。

2
0
0
0
年

1
月

か
ら

2
0
1
1
年

1
2
月

ま
で

の
C

V
D

の
危

険
因

子
や

イ
ン

シ
デ

ン
ト

、
死

亡
率

に
関

連
す

る
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

効
果

を
検

証
し

て
い

る
英

語
論

文
を

死
亡

率
や

イ
ン

シ
デ

ン
ト

、
C

V
D

の
リ

ス
ク

フ
ァ

ク
タ

ー
（
体

重
、

安
静

代
謝

率
、

筋
力

、
毛

細
血

管
密

度
、

イ
ン

ス
リ

ン
感

受
性

、
ピ

ー
ク

V
O

2
、

血
圧

）
に

つ
い

て
の

影
響

心
疾

患
患

者
の

筋
力

増
強

運
動

：
死

亡
率

の
低

下
、

高
血

圧
是

正
、

体
重

や
B

M
Iの

低
下

、
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

改
善

に
効

果
的

で
あ

っ
た

。

レ
ジ

ス
タ

ン
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
C

V
D

の
予

防
及

び
治

療
と

し
て

有
酸

素
運

動
に

加
え

る
こ

と
で

利
点

を
提

供
で

き
る

こ
と

を
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。

1
8
9

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

に
対

す
る

有
酸

素
運

動
お

よ
び

レ
ジ

ス
タ

ン
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
組

み
合

わ
せ

た
効

果
、

な
ら

び
に

2
型

糖
尿

病
の

成
人

に
お

け
る

様
々

な
介

入
の

1
9
5
0
年

か
ら

2
0
1
2
年

ま
で

の
2
8
研

究
長

さ
、

持
続

時
間

、
強

度
、

モ
ー

ド
、

演
習

の
数

、
繰

り
返

し
頻

度
等

有
酸

素
＋

レ
ジ

ス
タ

ン
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
ど

ち
ら

か
単

独
の

訓
練

よ
り

も
効

果
的

で
あ

っ
た

。
構

造
的

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
必

要
性

、
薬

物
の

変
更

、
栄

養
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

必
要

性
、

最
低

限
の

運
動

強
度

、
刺

激
の

持
続

時
間

等
の

理
解

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。
そ

れ
ら

を
加

味
し

た
う

え
で

今
後

の
研

究
に

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

2
6
8

ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
健

康
上

の
利

点
を

解
釈

し
て

、
早

歩
き

や
ジ

ョ
ギ

ン
グ

と
比

較
し

、
慢

性
疾

患
の

有
病

率
低

下
に

つ
な

が
る

こ
と

を
検

討
す

る
こ

1
0
6
2
名

の
患

者
を

対
象

に
し

た
1
6
の

R
C

T
と

8
3
1
名

の
患

者
を

対
象

に
し

た
1
1

の
観

察
研

究

血
圧

、
心

拍
数

、
冠

動
脈

疾
患

、
歩

行
耐

久
性

、
動

的
バ

ラ
ン

ス
、

最
大

酸
素

消
費

量
早

歩
き

や
ジ

ョ
ギ

ン
グ

に
比

べ
て

、
心

肺
機

能
に

優
れ

た
効

果
が

あ
っ

た
。

心
拍

数
や

V
O

2
、

乳
酸

値
、

カ
ロ

リ
ー

消
費

に
短

期
効

果
を

示
し

た
。

ま
た

慢
性

疾
患

や
循

環
器

疾
患

に
お

い
て

も
有

効
な

効
果

を
示

し
た

。

ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

は
様

々
な

疾
患

を
有

す
る

患
者

に
お

け
る

安
静

時
心

拍
数

、
血

圧
、

運
動

能
力

、
最

大
酸

素
消

費
量

、
お

よ
び

生
活

の
質

に
有

益
な

効
果

を
発

揮
す

る
。

そ
の

為
、

1
次

お
よ

び
2

次
予

防
と

し
て

の
人

々
の

広
い

範
囲

に
推

薦
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

2
7
7

N
a
ka

n
o
jo

 S
tu

d
y
を

も
と

に
歩

数
計

の
デ

ー
タ

ー
を

参
考

に
し

て
高

齢
者

の
習

慣
的

な
身

体
活

動
と

健
康

と
の

関
係

に
お

け
る

性
差

を
検

討
す

る
こ

と
。

2
0
0
4
年

～
2
0
1
0
年

ま
で

の
1
5
研

究
加

速
度

計
を

用
い

て
歩

数
、

身
体

活
動

量
を

断
続

的
に

測
定

歩
行

速
度

や
身

体
活

動
は

女
性

よ
り

男
性

で
3
0
%
多

か
っ

た
。

男
女

と
も

大
動

脈
硬

化
症

、
骨

粗
し

ょ
う

症
や

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

に
対

し
て

7
0
0
0
～

8
0
0
0
歩

/
日

ま
た

は
1
5
～

2
0
分

/
日

継
続

す
る

こ
と

、
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
、

特
に

高
血

圧
症

や
高

血
糖

は
8
0
0
0
～

1
0
0
0
0

歩
/
日

ま
た

は
2
0
～

3
0
分

/
日

、
3
メ

ッ
ツ

以
上

継
続

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

中
之

条
ら

の
知

見
は

、
高

齢
者

に
適

切
な

活
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

考
案

す
る

人
の

た
め

の
実

用
的

な
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
示

す
。

4
1
6

労
働

衛
生

サ
ー

ビ
ス

に
よ

っ
て

行
わ

れ
た

身
体

活
動

・
食

事
習

慣
に

ね
ら

い
を

つ
け

た
健

康
増

進
介

入
評

価
す

る
こ

と
。

電
子

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
P

u
b
M

e
d
、

E
M

B
A

S
E
、

C
IN

A
H

L
）
を

用
い

て
、

職
業

上
の

健
康

に
関

連
す

る
①

身
体

活
動

、
②

身
体

的
運

動
、

③
運

動
不

足
、

④
食

事
、

⑤
栄

養
、

⑥
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
つ

方
法

論
に

お
け

る
質

の
評

価
1
4
の

研
究

が
含

ま
れ

、
1
0
の

介
入

研
究

が
あ

っ
た

。
主

な
構

成
要

素
は

心
疾

患
リ

ス
ク

因
子

と
し

て
知

ら
れ

る
も

の
の

指
導

で
あ

っ
た

。
介

入
効

果
は

生
物

学
的

リ
ス

ク
因

子
、

坐
位

行
動

、
身

体
活

動
、

食
事

の
た

め
に

報
告

さ
れ

た
。

結
果

は
有

効
で

あ
り

、
特

に
リ

ス
ク

の
あ

る
個

人
を

対
象

と
し

た
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
含

む
介

入
に

関
し

て
は

有
効

で
あ

る
。

 行
動

の
結

果
を

評
価

す
る

た
め

の
客

観
的

尺
度

と
、

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
、

処
方

中
の

身
体

活
動

量
、

お
よ

び
多

段
階

介
入

を
含

む
介

入
の

（
費

用
）
効

果
の

評
価

を
用

い
た

高
品

質
の

研
究

が
必

要
で

あ
る

。

5
1
6

高
所

得
国

（
H

IC
）
に

お
け

る
心

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

―
シ

ョ
ン

（
C

R
）
の

参
加

と
遵

守
率

に
加

え
て

、
費

用
対

効
果

を
考

慮
す

る
だ

け
で

な
く
、

低
・
中

所
得

国
を

含
む

C
R

の
利

点
に

つ
い

て
知

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

要
約

し
、

低
・
中

所
得

国
（
L
M

IC
s）

と
同

様
に

高
所

得
国

に
お

け
る

C
R

参
加

率
と

遵
守

率
に

加
え

て
、

コ
ス

ト
効

果
の

検
討

M
e
d
lin

e
、

E
xc

e
rp

ta
 M

e
d
ic

a
 

D
a
ta

b
a
se

（
E
M

B
A

S
E
）
、

お
よ

び
G

o
o
gl

e
 

S
c
h
o
la

rの
文

献
検

索
に

て
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
開

始
か

ら
2
0
1
3
年

1
0
月

ま
で

の
公

開
さ

れ
た

論
文

関
連

す
る

文
献

の
抄

録
を

質
的

に
要

約
メ

タ
ア

ナ
リ

シ
ス

に
基

づ
き

、
全

死
亡

率
は

1
3
％

〜
2
6
％

、
心

臓
死

亡
率

は
2
0
％

〜
3
6
％

、
心

筋
梗

塞
は

2
5
％

〜
4
7
％

、
危

険
因

子
は

有
意

に
減

少
し

ま
し

た
。

 C
R

は
H

IC
で

費
用

効
果

が
高

い
。

 L
M

IC
で

は
、

C
R

は
死

亡
率

や
費

用
対

効
果

に
関

す
る

研
究

を
行

わ
ず

に
リ

ス
ク

要
因

を
低

減
す

る
こ

と
が

実
証

さ
れ

て
い

る
。

利
用

可
能

な
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て
、

大
多

数
の

国
で

C
R

参
加

率
は

5
0
％

未
満

で
あ

り
、

高
所

得
国

と
中

所
得

国
で

そ
れ

ぞ
れ

5
6
％

と
8
2
％

の
低

下
率

で
あ

っ
た

。

C
R

は
高

血
圧

お
よ

び
L
M

IC
の

心
臓

病
患

者
に

有
益

な
介

入
で

あ
る

が
、

世
界

中
の

低
い

参
加

率
お

よ
び

遵
守

率
で

は
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

な
い

。
 L

M
IC

で
は

よ
り

多
く
の

研
究

が
必

要
だ

が
、

参
加

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
遵

守
を

高
め

る
た

め
の

戦
略

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

5
2
4

身
体

活
動

は
心

疾
患

や
高

血
圧

症
、

が
ん

、
糖

尿
病

な
ど

に
よ

る
早

期
の

死
亡

リ
ス

ク
を

減
少

さ
せ

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

。
本

研
究

の
目

的
は

、
死

亡
率

を
予

論
文

2
3
編

（
疫

学
研

究
1
5
編

，
臨

床
研

究
8
編

）
筋

力
（
握

力
，

膝
関

節
伸

展
筋

力
，

ベ
ン

チ
プ

レ
ス

）
、

死
亡

率
（
死

亡
の

原
因

は
問

わ
ず

）
筋

力
は

死
亡

率
と

負
の

相
関

関
係

に
あ

り
、

死
亡

率
を

予
測

す
る

独
立

し
た

因
子

で
あ

っ
た

。
筋

力
は

死
亡

率
を

予
測

す
る

因
子

で
あ

る
。

そ
の

理
由

と
し

て
は

、
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
様

の
身

体
活

動
は

身
体

機
能

や
健

康
関

連
ア

ウ
ト

カ
ム

の
改

善
の

み
な

ら
ず

、
死

亡
率

に
影

響
す

る
因

子
の

改
善

に
寄

与
す

る
た

め
で

あ
る

。

5
6
5

女
性

に
お

け
る

健
康

ア
ウ

ト
カ

ム
に

お
け

る
ピ

ラ
テ

ィ
ス

の
有

効
性

を
臨

床
的

に
分

析
す

る
こ

と
。

C
IN

A
H

L
、

M
E
D

L
IN

E
、

P
u
b
M

e
d
、

S
c
ie

n
c
e
 D

ir
e
c
t、

S
P

O
R

T
D

is
c
u
s、

P
h
y
si

o
th

e
ra

p
y
 E

v
id

e
n
c
e
 D

a
ta

b
a
se

 
（
P

E
D

ro
）
、

C
o
c
h
ra

n
e
 C

e
n
tr

a
l 

R
e
gi

st
e
r 

o
f 

C
o
n
tr

o
lle

d
 T

ri
a
ls

、
W

e
b
 

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
報

告
の

質
を

調
べ

る
た

め
に

P
E
D

ro
 s

c
a
le

を
用

い
て

評
価

し
た

。
1
3
文

献
が

基
準

を
満

た
し

た
。

内
訳

は
乳

が
ん

患
者

を
対

象
と

し
て

い
る

論
文

が
2
つ

、
日

常
生

活
の

痛
み

が
4
つ

、
Q

O
L
が

4
つ

、
下

肢
痛

が
2
つ

で
あ

っ
た

。
し

か
し

全
体

的
に

質
が

低
か

っ
た

。
P

E
D

ro
 

sc
a
le

は
3
 t

o
 7

 ；
m

e
a
n
（
カ

ッ
ト

オ
フ

値
？

）
, 
4
.5

で
結

果
は

4
.0

で
あ

っ
た

。

ピ
ラ

テ
ィ

ス
は

痛
み

を
軽

減
し

、
生

活
の

質
お

よ
び

下
肢

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

、
腰

痛
の

軽
減

に
有

効
で

あ
っ

た
。

し
か

し
質

と
し

て
は

低
か

っ
た

た
め

、
質

の
高

い
R

C
T
で

根
拠

を
示

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

5
6
9

心
血

管
系

疾
患

患
者

に
対

し
て

、
ど

の
よ

う
な

運
動

負
荷

（
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
）
が

心
肺

機
能

に
ど

の
よ

う
な

効
果

を
も

た
ら

す
の

か
、

ま
た

身
体

活
動

に
効

果
的

か
を

調
査

す
る

こ
と

。

慢
性

心
疾

患
患

者
を

対
象

と
し

た
レ

ビ
ュ

ー
9
論

文
（
1
8
0
0
0
人

以
上

を
対

象
）

疫
学

調
査

に
て

運
動

効
果

や
リ

ス
ク

を
調

査
高

強
度

の
運

動
（
7
5
分

/
週

）
、

ま
た

は
中

等
度

の
運

動
（
1
5
0
分

/
週

）
、

ま
た

は
2
0
分

程
度

の
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
2
回

/
週

以
上

で
フ

レ
イ

ル
や

カ
ヘ

キ
シ

ア
な

ど
に

も
効

果
的

な
運

動
と

な
る

。
0
か

ら
7
.2

M
E
T
ま

で
の

運
動

で
は

心
血

管
の

リ
ス

ク
は

徐
々

に
減

少
し

て
い

く
が

、
7
.2

M
E
T
以

上
の

運
動

に
な

る
と

心
血

管
リ

ス
ク

は
増

加
す

る
。

慢
性

心
不

全
や

心
疾

患
患

者
に

対
し

て
、

リ
ス

ク
は

あ
る

が
、

ル
ー

テ
ィ

ン
な

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
で

の
運

動
は

効
果

的
で

あ
る

と
言

え
る

。
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表
１
３
－
３
 
英
語
総
説
論
文
 
作
業
関
連

性
筋
骨
格
系
障
害
関
連
総
説
論
文
の
概
要
一
覧

 

 
 

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
b
je

c
ts

M
e
a
su

re
m

e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

1
1

ア
メ

リ
カ

の
消

防
士

の
循

環
器

疾
患

の
リ

ス
ク

要
因

に
つ

い
て

レ
ヴ

ュ
ー

す
る

こ
と

。

対
象

は
消

防
士

（
先

行
研

究
を

中
心

に
紹

介
し

、
論

文
ご

と
に

対
象

人
数

は
異

な
る

）

活
動

量
、

偏
っ

た
食

生
活

、
シ

フ
ト

勤
務

、
タ

バ
コ

暴
露

、
騒

音
な

ど
が

消
防

士
の

循
環

器
疾

患
発

症
リ

ス
ク

を
検

討
食

生
活

が
悪

い
と

（
フ

ァ
ー

ス
ト

フ
ー

ド
な

ど
）
、

ト
リ

グ
リ

セ
リ

ド
や

、
血

糖
値

が
優

位
に

高
く
、

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

は
低

い
。

2
4
時

間
の

シ
フ

ト
勤

務
は

、
睡

眠
の

影
響

か
ら

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

や
高

血
圧

、
C

V
D

の
リ

ス
ク

と
な

り
う

る
。

喫
煙

て
い

る
消

防
士

は
そ

う
で

な
い

者
よ

り
も

、
勤

労
世

代
で

の
心

臓
血

管
疾

患
ん

発
症

オ
ッ

ズ
比

が
8
.6

倍
、

高
血

圧
が

1
2
倍

、
B

M
I3

0
以

上
の

肥
満

が
3
.1

倍
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
≦

5
.1

8
が

4
.4

倍
、

糖
尿

病
が

1
0
.2

倍
、

心
血

管
疾

患
の

既
往

が
3
5
倍

で
、

4
5
歳

以
上

が
1
8
倍

で
あ

っ
た

。

C
V

D
は

、
消

防
士

間
の

職
務

執
行

上
の

死
の

の
主

要
な

原
因

の
ま

ま
で

あ
り

、
こ

の
職

業
集

団
で

は
、

標
準

C
V

D
リ

ス
ク

因
子

の
罹

患
率

が
高

い
ま

ま
で

あ
る

。
全

て
の

消
防

署
は

、
初

級
レ

ベ
ル

の
医

学
的

評
価

を
受

け
、

定
期

的
な

医
学

的
評

価
を

行
い

、
重

大
な

重
篤

な
病

気
の

後
に

経
験

豊
富

な
医

師
の

診
察

を
必

要
と

す
る

職
場

復
帰

評
価

手
順

を
定

め
る

べ
き

で
あ

る
。

C
H

D
の

既
往

歴
の

あ
る

消
防

士
の

死
亡

や
身

体
障

害
の

相
対

リ
ス

ク
が

著
し

く
高

い
こ

と
を

示
す

圧
倒

的
な

証
拠

に
基

づ
い

て
、

既
知

の
C

H
D

ま
た

は
他

の
臨

床
的

に
重

要
な

ア
テ

ロ
ー

ム
硬

化
性

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
を

有
す

る
ほ

と
ん

ど
の

消
防

士
は

、
激

し
い

緊
急

の
任

務
に

参
加

す
る

こ
と

を
制

限
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

1
2
0

勤
労

者
に

お
け

る
欠

勤
か

ら
の

職
場

復
帰

を
促

す
介

入
の

特
徴

を
識

別
し

、
定

義
す

る
こ

と
。

７
つ

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
よ

り
抽

出
さ

れ
た

、
1
9
9
4
年

か
ら

2
0
1
0
年

の
2
3
の

論
文

2
3
の

文
献

が
対

象
と

な
り

、
論

文
の

方
法

論
を

評
価

腰
痛

や
筋

骨
格

系
障

害
に

対
す

る
欠

勤
後

最
初

の
6
週

間
以

内
の

早
期

介
入

は
、

身
体

の
不

調
改

善
及

び
職

場
復

帰
に

効
果

的
で

あ
る

。

早
期

の
勤

労
者

に
対

す
る

多
面

的
な

介
入

は
身

体
の

不
調

改
善

及
び

職
場

復
帰

に
も

効
果

的
で

あ
る

。

3
6
6

頚
部

痛
、

む
ち

打
ち

に
関

連
し

た
障

害
(W

A
D

)ま
た

上
肢

障
害

の
あ

る
労

働
者

へ
の

介
入

に
お

け
る

労
働

障
害

予
防

(W
D

P
)の

有
効

性
の

文
献

を
統

合
し

、
批

評
的

に
評

価
す

る
こ

と
。

1
9
9
0
年

か
ら

2
0
1
2
年

ま
で

の
電

子
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
5
文

献
自

己
評

価
の

回
復

、
機

能
回

復
、

痛
み

の
強

さ
、

健
康

関
連

Q
O

L
、

鬱
の

よ
う

な
精

神
的

ア
ウ

ト
カ

ム
、

有
害

事
象

検
索

さ
れ

た
6
,3

5
9
件

論
文

の
う

ち
、

1
6
件

の
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

が
批

判
的

評
価

に
適

格
で

あ
り

、
5
件

が
許

容
可

能
で

あ
っ

た
。

腱
板

炎
が

存
在

す
る

も
の

に
対

し
て

、
復

職
調

整
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
職

場
で

の
訓

練
を

含
む

）
が

臨
床

ベ
ー

ス
の

訓
練

よ
り

優
れ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
職

場
で

の
高

強
度

で
の

訓
練

お
よ

び
職

場
で

の
ア

ド
バ

イ
ス

は
、

頸
部

痛
お

よ
び

肩
痛

に
つ

い
て

同
様

の
結

果
を

示
し

た
。

M
e
n
se

n
d
ie

c
k 

/
 C

e
sa

r姿
勢

訓
練

と
筋

力
・
体

力
強

化
訓

練
は

、
非

特
異

的
な

作
業

関
連

上
肢

愁
訴

に
対

し
て

も
同

様
の

結
果

を
示

し
た

。
 人

間
工

学
的

介
入

を
職

場
に

短
時

間
の

仕
事

ス
ト

レ
ス

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

加
え

る
こ

と
は

、
持

続
的

な
上

肢
症

状
に

は
有

益
で

は
な

か
っ

た
。

人
間

工
学

的
な

調
整

に
よ

る
休

憩
の

導
入

や
職

場
教

育
の

追
加

は
、

近
年

の
作

業
関

連
の

頸
部

痛
や

上
肢

の
不

調
に

よ
る

労
働

者
の

回
復

に
有

益
で

あ
っ

た
。

W
A

D
や

上
肢

障
害

の
あ

る
労

働
者

へ
の

介
入

の
有

効
性

は
明

ら
か

に
な

ら
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

こ
の

レ
ビ

ュ
ー

は
仕

事
に

戻
る

同
等

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
臨

床
的

w
o
rk

 h
a
rd

e
n
in

gよ
り

も
効

果
的

で
あ

る
こ

と
を

示
し

た
。

ま
た

、
人

間
工

学
的

調
整

や
職

場
教

育
の

為
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
導

入
は

労
働

者
の

回
復

に
有

益
で

あ
っ

た
こ

と
を

示
唆

し
た

。
頸

部
痛

、
W

A
D

、
お

よ
び

上
肢

障
害

を
管

理
す

る
た

め
の

W
D

P
介

入
の

有
効

性
に

関
し

て
、

確
固

た
る

結
論

は
得

ら
れ

て
い

な
い

。

3
8
4

こ
の

研
究

は
、

作
業

関
連

性
筋

骨
格

系
障

害
の

た
め

に
補

償
さ

れ
た

労
働

者
で

、
長

期
の

労
働

障
害

を
防

止
す

る
た

め
に

非
臨

床
介

入
に

成
功

し
た

研
究

の
主

な
ト

ピ
ッ

ク
や

傾
向

の
概

要
を

提
供

す
る

こ
と

。

キ
ー

ワ
ー

ド
と

記
述

語
を

使
用

し
て

、
体

系
的

な
電

子
検

索
 (

英
語

お
よ

び
フ

ラ
ン

ス
語

) 
に

て
 1

0
 の

科
学

的
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
で

実
行

5
つ

の
主

な
ト

ピ
ッ

ク
は

：
（
1
）
リ

ス
ク

要
因

と
決

定
（
2
）
介

入
の

有
効

性
;（

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

特
定

の
構

成
要

素
、

戦
略

と
方

針
）
; 
（
3
）
介

入
過

程
で

必
要

と
す

る
特

定
の

関
係

者
の

視
点

、
経

験
、

認
識

; 
（
4
）
補

償
の

問
題

; 
（
5
）
測

定
の

問
題

現
在

広
範

囲
に

及
ぶ

傾
向

は
、

適
切

な
介

入
や

学
際

的
な

複
数

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
リ

ス
ク

因
子

を
同

定
す

る
た

め
の

初
期

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

で
あ

る
。

ま
た

、
職

場
に

関
連

す
る

心
理

社
会

的
及

び
人

間
工

学
的

な
要

因
は

、
復

職
（
R

T
W

）
介

入
の

成
功

と
持

続
可

能
性

に
不

可
欠

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
R

T
W

プ
ロ

セ
ス

で
職

場
の

関
係

者
、

よ
り

具
体

的
に

は
、

影
響

を
受

け
た

労
働

者
が

関
与

す
る

こ
と

は
身

体
障

害
者

か
ら

労
働

者
の

異
動

の
可

能
性

を
改

善
す

る
上

で
強

力
な

力
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

長
期

の
作

業
障

害
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

介
入

の
い

く
つ

か
の

成
功

し
た

様
式

を
明

ら
か

に
し

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

介
入

に
関

す
る

研
究

の
主

な
動

向
や

課
題

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
。

4
0
4

J
o
a
n
 S

te
v
e
n
so

n
に

よ
る

荷
物

の
持

ち
上

げ
、

支
持

、
移

動
に

関
す

る
評

価
の

レ
ビ

ュ
ー

を
行

う
こ

と
。

1
9
8
5
年

か
ら

2
0
1
2
年

ま
で

の
ス

テ
ィ

ー
ブ

ン
ソ

ン
の

研
究

記
載

さ
れ

て
い

な
い

記
載

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
ス

テ
ィ

ー
ブ

ン
ソ

ン
の

仕
事

の
基

本
理

念
は

、
労

働
者

が
腰

痛
に

つ
な

が
る

リ
ス

ク
要

因
を

理
解

し
て

、
機

能
的

な
耐

荷
重

量
や

機
器

の
た

め
の

強
化

さ
れ

た
客

観
的

な
設

計
プ

ロ
セ

ス
を

確
立

し
潜

在
的

な
害

を
低

減
す

る
こ

と
で

あ
る

。

4
0
5

歯
科

医
師

と
歯

科
矯

正
師

に
作

業
関

連
筋

骨
格

系
疾

患
の

概
要

を
提

供
す

る
こ

と
。

最
近

の
文

献
に

重
点

を
お

い
て

p
u
b
m

e
d

を
用

い
て

過
去

の
研

究
調

査
過

去
の

報
告

に
よ

る
個

々
の

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

と
身

体
機

能
面

で
の

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

の
調

査
歯

科
医

で
は

人
間

工
学

的
問

題
の

有
病

率
に

関
す

る
数

多
く
の

論
文

が
あ

り
、

一
方

で
歯

科
矯

正
医

は
、

ほ
と

ん
ど

調
査

さ
れ

て
い

な
い

。

こ
の

レ
ビ

ュ
ー

は
、

歯
科

専
門

職
が

長
年

働
け

る
よ

う
に

研
究

す
る

W
M

S
D

の
危

険
因

子
の

予
防

の
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

研
究

の
必

要
性

を
強

調
す

る
。

4
6
5

頚
部

痛
お

よ
び

外
傷

性
頸

部
症

候
群

(む
ち

打
ち

損
傷

；
W

A
D

）
の

グ
レ

ー
ド

の
管

理
に

関
す

る
運

動
の

有
効

性
に

お
け

る
N

e
c
k 

P
a
in

 T
a
sk

 F
o
rc

e
（
N

P
T
F
）
の

知
見

を
ア

ッ
プ

グ
レ

ー
ド

す
る

こ
と

。

4
7
6
1
の

論
文

お
よ

び
2
1
の

R
C

T
を

調
査

回
復

の
自

己
評

価
、

機
能

回
復

、
疼

痛
強

度
、

健
康

関
連

Q
O

L
、

心
理

的
成

果
、

有
害

事
象

1
0
の

R
C

T
が

科
学

的
に

許
可

さ
れ

、
9
つ

の
調

査
は

頸
部

痛
に

つ
い

て
、

1
つ

の
研

究
は

W
A

D
で

あ
っ

た
。

頸
部

痛
の

グ
レ

ー
ド

Ⅰ
/
Ⅱ

の
管

理
方

法
は

関
節

可
動

域
訓

練
と

気
功

、
非

ス
テ

ロ
イ

ド
性

抗
炎

症
薬

及
び

ア
セ

ト
ア

ミ
ノ

フ
ェ

ン
で

あ
る

。
グ

レ
ー

ド
Ⅲ

は
頚

椎
カ

ラ
ー

で
あ

る
。

関
節

可
動

域
訓

練
、

筋
力

強
化

訓
練

、
ヨ

ガ
や

気
功

を
組

み
合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
頸

部
痛

の
管

理
に

有
効

で
あ

る
。

全
体

的
に

ほ
と

ん
ど

の
研

究
は

小
さ

効
果

量
を

示
し

た
。

5
8
7

上
肢

筋
骨

格
系

障
害

（
U

E
M

S
D

）
の

予
防

と
管

理
の

た
め

の
職

場
ベ

ー
ス

の
介

入
の

体
系

的
レ

ビ
ュ

ー
を

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

す
る

こ
と

。

2
0
0
8
年

1
月

〜
2
0
1
3
年

4
月

ま
で

6
つ

の
工

学
デ

ー
タ

ー
ベ

ー
ス

（
E
M

B
A

S
E
、

M
E
D

L
IN

E
、

E
rg

o
n
o
m

ic
 A

b
st

ra
c
ts

、
C

IN
A

H
L
、

C
o
c
h
ra

n
e
 L

ib
ra

ry
、

C
C

In
fo

W
e
b
）

①
質

問
啓

発
②

文
学

調
査

③
研

究
包

含
基

準
④

評
価

の
質

⑤
抽

出
デ

ー
タ

⑥
総

合
判

定
ス

ト
レ

ッ
チ

は
弱

い
エ

ビ
デ

ン
ス

で
効

果
あ

り
。

E
M

G
 b

io
fe

e
d
b
a
c
kは

有
益

で
は

な
い

。
仕

事
ス

ト
レ

ス
管

理
、

仕
事

机
の

調
整

は
弱

い
エ

ビ
デ

ン
ス

あ
り

。
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

強
い

エ
ビ

デ
ン

ス
の

元
、

効
果

あ
り

。

上
肢

末
梢

骨
格

筋
障

害
に

対
し

て
は

、
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

有
効

。
ま

た
、

ス
ト

レ
ス

管
理

や
机

に
変

更
な

ど
職

場
環

境
の

調
整

も
必

要
で

あ
る

。
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表
１
３
－
４
 
英
語
総
説
論
文
 
作
業
関
連

性
筋
骨
格
系
障
害
関
連

(腰
痛
予
防
）
総
説
論
文
の
概
要
一
覧

 

 
  

 

N
o
.

P
u
rp

o
se

S
u
bj

e
c
ts

M
e
as

u
re

m
e
n
t 

It
e
m

s
R

e
su

lt
s

C
o
n
c
lu

si
o
n

1
9
0

職
場

に
お

け
る

力
学

的
曝

露
と

腰
痛

に
関

す
る

包
括

的
メ

タ
解

析
を

行
う

こ
と

。
4
8
ト

ラ
イ

ア
ル

（2
2
コ

ホ
ー

ト
、

4
症

例
対

照
、

お
よ

び
2
2
の

横
断

研
究

）
病

態
、

症
状

、
機

能
制

限
、

お
よ

び
参

加
や

仕
事

の
イ

ン
ジ

ケ
ー

タ
．

病
理

結
果

セ
ッ

ト
、

症
状

セ
ッ

ト
、

お
よ

び
機

能
制

限
や

参
加

制
約

姿
勢

暴
露

の
オ

ッ
ズ

比
（O

R
）
は

1
.1

か
ら

2
.0

の
範

囲
で

あ
っ

た
。

強
制

暴
露

オ
ッ

ズ
比

は
1
.4

か
ら

2
.1

の
範

囲
で

あ
っ

た
。

腰
痛

の
定

義
に

従
っ

て
異

な
る

O
R

の
大

き
さ

、
お

よ
び

不
均

衡
性

は
、

研
究

レ
ベ

ル
と

個
人

レ
ベ

ル
の

両
方

の
特

性
に

関
連

し
て

い
た

。

関
係

は
複

雑
で

あ
っ

た
が

、
力

学
的

暴
露

と
腰

痛
を

調
和

し
て

関
連

付
け

た
こ

と
か

ら
小

さ
な

発
見

を
し

た
。

こ
の

よ
う

な
領

域
内

の
個

々
の

レ
ベ

ル
は

、
最

良
の

参
加

者
デ

ー
タ

の
メ

タ
分

析
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

5
8
0

作
業

関
連

腰
痛

の
一

次
、

二
次

、
三

次
予

防
す

べ
て

の
段

階
の

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
結

果
を

ま
と

め
る

こ
と

。

P
u
bM

e
d,

 E
m

ba
se

, N
IO

S
H

ti
c
-
2,

C
o
c
h
ra

n
e
 L

ib
ra

ry
を

使
用

し
、

5
つ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

1
5
9の

シ
ス

テ
マ

テ
ィ

ッ
ク

レ
ビ

ュ
ー

、
3
4
の

メ
タ

ア
ナ

リ
シ

ス
、

2
7
9

ク
リ

ニ
カ

ル
ト

ラ
イ

ア
ル

を
調

査

レ
ビ

ュ
ー

に
よ

り
推

奨
さ

れ
る

評
価

項
目

痛
み

：
V

is
u
al

 a
n
al

o
gu

e
 s

c
al

e
作

業
関

連
要

因
：
Ö

re
br

o
 M

u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
S

c
re

e
ni

n
g 

P
a
in

Q
u
e
st

io
n
n
ai

re
 (

O
M

P
S

Q
)

機
能

障
害

：
R

ol
a
n
d-

M
o
rr

is
 q

u
e
st

io
n
n
ai

re
、

D
a
lla

s 
P

a
in

Q
u
e
st

io
n
n
ai

re
、

O
sw

e
st

ry
 D

is
a
bi

lit
y
 I
n
de

x、
Q

u
e
be

c
 B

a
c
k

P
a
in

 D
is

a
bi

lit
y
 S

c
al

e
、

S
F
-
3
6 

qu
a
lit

y
 l
if
e
 q

u
e
st

io
n
n
ai

re
腰

痛
と

仕
事

に
関

す
る

労
働

者
の

信
条

：
F
e
ar

 A
v
o
id

a
n
c
e 

B
e
lie

f
Q

u
e
st

io
n
n
ai

re
(F

A
B

Q
) 

w
o
rk

-
su

bs
c
al

e

以
下

こ
と

が
推

奨
さ

れ
る

。
腰

痛
診

断
に

関
す

る
安

心
し

て
一

貫
し

た
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

（
レ

ベ
ル

B
）

腰
痛

に
関

連
す

る
重

症
度

の
医

学
的

徴
候

を
探

る
臨

床
検

査
を

行
う

こ
と

（
レ

ベ
ル

A
）

身
体

活
動

の
継

続
ま

た
は

再
開

を
促

す
こ

と
（
レ

ベ
ル

A
）
。

労
働

条
件

の
変

化
を

特
定

し
、

腰
痛

の
職

業
的

影
響

を
評

価
す

る
こ

と
（
レ

ベ
ル

D
）
。

持
続

性
/再

発
性

腰
痛

の
場

合
、

慢
性

L
B

P
へ

の
進

行
、

長
期

の
障

害
、

お
よ

び
仕

事
へ

の
戻

り
の

遅
延

に
影

響
す

る
可

能
性

の
あ

る
予

後
因

子
を

評
価

す
る

こ
と

（
レ

ベ
ル

A
）

長
期

に
わ

た
る

病
気

休
暇

の
場

合
は

、
疼

痛
、

機
能

障
害

お
よ

び
そ

の
影

響
な

ら
び

に
長

期
の

労
働

障
害

の
主

な
リ

ス
ク

要
因

を
評

価
し

（
レ

ベ
ル

A
）
、

職
場

復
帰

お
よ

び
職

業
間

調
整

を
促

進
す

る
こ

と
（
レ

ベ
ル

D
）

こ
れ

ら
の

優
れ

た
実

践
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

、
産

業
保

健
領

域
の

専
門

家
だ

け
で

な
く
、

労
働

者
お

よ
び

雇
用

主
の

腰
痛

管
理

に
関

わ
る

医
師

お
よ

び
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
従

事
者

を
対

象
と

し
て

い
る

。
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【参考資料１】 データベースを利用した文献検索－第 1 段階（作業案） 
 
● 使用するデータベース 

①PubMed   ：英語表記に関して 
②The Cochrane Library ：英語表記に関して 
③Web of Science  ：英語表記に関して 
④CiNii       ：日本語表記に関して 

 
● 検索方法 

Search methods 
 式：理学療法・運動療法関連用語群 AND 産業保健関連用語群 AND 疾患関連用語群 
   ＊用語に関しては「文献検索 keyword（最終版）」参照 
例）日本語：リハビリテーション AND 産業保健 AND 腰痛（ここは下記の①～④語群） 

 例）英語 ：”Rehabilitation” AND “occupational health” AND “Low Back Pain” 
   ※英語の場合は上記例のようにクォーテーション「“」で用語をひとまとめにする。 
 
各語群 Team：研究協力者を以下の①〜④のチームに割り付ける。 

 ①筋骨格器系疾患関連用語群   ：廣滋、早川、（湯越） 
 ②精神・心理系関連用語群 ：中元、木村 
 ③心・腎・代謝疾患系関連用語群 ：緒方、石倉、矢野、花田 
 ④呼吸器疾患系・がん関連用語群 ：大宅、池田 
 文献統合作業      ：明日、松垣 
 

Selection of studies 
 ①Search methods の例を参考に各 Team の関連用語群について検索する。 
 ②各人が別々に検索する。 
 ③検索に用いた検索式，検索日時は excel（“検索結果”シート）に記録する。 
 ④検索式でヒットした論文を excel（“論文リスト”シート）記録する（記録内容は以下項目参照） 
 ⑤検索が終了したら 2 人で記録した論文を照合する。 
 ⑥照合した後、重複した論文リストをまとめてリストを完成させる。 
 

● 記録内容 
以下の 8 項目を記録する 
① 検索日、②タイトル、③著者、④雑誌名、⑤年、⑥巻、⑦号、⑧ページ 
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● リスト作成後の作業 

各Team担当者は抽出論文のAbstractをチェックし以下の取り込み基準から論文の取捨選択を行う 
 
● 取り込み基準 ・・・この部分の作業は各 Team の文献リストを基に明日・松垣が行う 

Types of studies 
  1)比較対照研究（RCT & non-RCT & cross-over） 
 Types of participants 
  1)年齢は問わない 
  2)性別は問わない 
  3)疾病の有無は問わない 
  4)何らかの職業集団（医療従事者，タクシー運転手，清掃員など） 

Types of intervention 
  1)運動介入 
  2)指導的介入（運動に関する教育的指導など） 

Types of outcome measure 
  1)その種類を問わない 
 
● 論文まとめ作業 ・・・明日・松垣が各 Team に戻した文献リストを基に各 Team メンバーで

行う 
取りまとめた論文の Abstract を読み、以下の 6 項目を記録する 

 ①Subjects 
 ②Intervention, Exposure 
 ③Comparison 
 ④Outcome 
 ⑤Result 
 ⑥Notes (Limitation etc) 
 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
タイムスケジュール 
11 月 11 日 ：検索方法の説明 
〜11 月 30 日 ：各人で検索・記録作業 
〜12 月 11 日 ：各チームで検索結果を照合し文献リスト完成。 
〜12 月 31 日  ：全群の文献リストを回収し、重複文献等の確認を行い、全体の文献リストを作

成。 
（明日、松垣） 

～ 1 月中旬 ：各群の文献リストの論文抄録を確認し、取り込み基準に合致する文献の抽出 
〜 2 月末日   ：文献まとめ作業 

－131－



【参考資料２】 データベースを利用した文献検索－第 2 段階（作業案） 
 
● 使用するデータベース 
 ① CiNii 
② PubMed（産医大用入口） 

 
● 作業結果 
 各語群 Team での検索結果は合計 10205 件であった（過去 5 年間分で集計） 
                      和文(567 件)   英文（10205 件） 
 ①筋骨格器系疾患関連用語群     ：    94 件      2219 件 
 ②精神・心理系関連用語群  ：   175 件      4721 件 
 ③心・腎・代謝疾患系関連用語群  ：   237 件      2906 件 

③ 呼吸器疾患系・がん関連用語群    ：    61 件        359 件 
 
● 検索方法 Search methods 
①日本語論文に関して（担当：明日） 
最近 5 年間でヒットした検索式にて文献リストを作成する 

 作業１：事前に送信する Excel File（ファイル名；文献リスト入力作業用ファイル 20160118）の 
検索キーワードを入力する 

（検索ワード 1 群 AND 産業保健系ワード群 AND 各チーム関連ワード） 
 作業２：ヒットした論文のうち学会報告・抄録は除外し、雑誌掲載論文を抽出し、Excel File（文

献リスト入力作業用ファイル 20160118）の文献リストシートの表に入力する。 
     記録内容：検索日、タイトル、著者、雑誌名、発行年、巻、号.、ページ数を入力 
 ②英語論文に関して（担当：各群分担者） 
最近 5 年間でヒットした検索式にて文献リストを作成する 

 作業１：事前に送信する Excel File（ファイル名；文献リスト入力作業用ファイル 20160118）の 
検索キーワードを入力する 

（検索ワード 1 群 AND 産業保健系ワード群 AND 各チーム関連ワード） 
 作業２：Pub Med 画面（下図）の左側の Article の Customize （赤線）をクリックしリストの

中から以下の項目にチェックを入れて表示させ各々にチェックを入れる 
     Comparative Study、Controlled Clinical Trial、Randomized Controlled Trial 
     Publication dates（青線）の 5 years にチェックを入れる 
 作業３：抽出された文献をざっと眺めて今回の研究の趣旨に合う論文をピックアップし、Excel 

File（文献リスト入力作業用ファイル 20160118）の文献リストシートの表に入力する。 
     記録内容：検索日、ﾋｯﾄ数、Title、Author、Journal、Year、Vol.、No.、Page を入力 
 
● 期限：2 月末まで。3 月末までに報告書を作成予定（明日担当）。 
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 図 PubMed 検索画面 
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【参考資料３】 文献内容吟味（まとめ作業案） 

 

１）リストアップ論文結果 

①日本語論文（過去 10 年間） 236論文 

  ※No.がない部分の記載は特集で、その文章が以下のすべての論文の頭の部分に同様なタイトル

がついていますので取りまとめました。 

②英語論文（過去 5年間）  591論文 

 

２）まとめ作業内容(案) 

 リストアップされた日本語・英語論文を各人に割り振り、３）に従いエクセルファイルに入力す

る。 

 可能な範囲、全文をダウンロードし、大まかに情報収集するが、全文ダウンロードできない場合

は抄録から情報収集する。また 内容をみて本研究の趣旨に合致しないと思われる論文はこの作業

にて削除する。 

 ※Systematic Reviewや Meta-analysisの論文の場合 

論文中で用いられている各論文の内容を別途入力する（Review用シートの各項目に入力）。 

論文中に一覧表などが示されている場合はその内容を利用して入力する 

 作業完了後、自身の名前のファイル名に変更して明日（あけび）まで送信する。 

 

３）論文のまとめ作業工程 

以下の 6項目を簡潔にまとめる 

 ①purpose   ：研究の目的  

 ②subjects   ：対象者の詳細、人数 

 ③measurement items  ：測定項目（調査項目） 

④study design（comparison） ：研究デザイン（比較対照含む） 

⑤result   ：結果の列挙（簡潔に：Abstractの内容程度） 

 ⑥Conclusion   ：結語 

 ⑦notes    ：その他特記事項があれば 

  

４）エクセルファイルについて 

 1) 論文 No. ：今回の論文リスト（日本語・英語各論文）に明記されている各論文の番号を入

力。 

（Article No.） あとでどの論文の入力内容かを照合するために重要なので、論文リストに記

載している 

No.を入力する 

  2) 採否判定 ：論文の内容をみて、今回の研究に合致しているかどうかで採否を決めて入力（採

or 否） 

  （Judge）    ※プルダウン形式 
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 3) 目的 （Purpose）  ：研究の目的を簡潔に記載 

 4) 対象者（人数含む）  ：対象者の具体的内容と人数を記載 

  （Subjects） 

 5) 測定項目（調査項目）  ：測定項目（調査項目）を記載 

  (Measurement items) 

6) 研究デザイン（比較対照含） ：研究デザインについて記載（どのような比較検討を行ったか

など） 

 （Design,Comparison） 

7) 結果 （Results）  ：結果の概要 

8) 結論 （Conclusion）  ：本論文の結論（Abstractの結論程度でよい）を記載 

9) 特記事項（Note）  ：その他 
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【論文内容吟味（参考例）】 

 

Physiother Theory Pract. 2011 Apr;27(3):213-22.  

Work-related musculoskeletal disorders in female Swedish physical therapists with more than 

15 years of job experience: prevalence and associations with work exposures. 

Grooten WJ1, Wernstedt P, Campo M. 

 

Abstract 

The objective of this study was to determine the prevalence of and risk factors for 

work-related musculoskeletal disorders (WRMDs) in female physiotherapists with more than 15 

years of job experience. A self-administered postal questionnaire was sent to 203 female 

physiotherapists with more than 15 years of job experience. Unconditional logistic regression 

was used to study the association between job exposures and the risk for WRMDs. The 

questionnaire was returned by 131 physiotherapists (64.5%). Of 99 subjects who answered 

specific questions about WRMDs, 52 (53.5%) were affected by WRMDs in at least one body part. 

Regions most affected were the hand/wrist (n=31; 58.5%) and the lower back (n=30; 56.5%). 

For hand/wrist pain, associations were found with: orthopedic manual therapy techniques 

(adjusted odds ratio [OR]=3.90; 95% confidence interval [CI]=1.2-13.1); working in awkward 

or cramped positions (OR=4.96; 95% CI=1.3-18.7); and high psychological job demands (OR=4.34; 

95% CI=1.2-15.0). For lower back pain, associations were found with: working in awkward or 

cramped positions (adjusted OR=6.37; 95% CI=1.6-24.7); and kneeling or squatting (adjusted 

OR=4.76; 95% CI=1.4-15.9). More than half of the respondents reported WRMDs. General physical 

and psychosocial work-related exposures, as well as specific therapy tasks, were strongly 

associated with WRMDs. Larger, longitudinal studies are needed to determine the direction 

of causality. 

 

 ①purpose   ： 

15 年以上の経験を持つ女性理学療法士の作業関連筋骨格系障害（WMSDs）の有病率と危険因子

を決定すること 

 ②subjects   ： 

  15年以上の経験を有する女性理学療法士 203名 

 ③measurement items  ：測定項目（調査項目） 

④study design（methods） ： 

自記式郵送アンケート調査 

⑤comparison   ： 

 なし 

 ⑥result   ： 

  回収率は 64.5％（131 名） 
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  99 名が WRMDs に関する質問に回答、うち 52 名（53.5％）が身体の一部に WRMDs が影響してい

ると回答。 

部位は hand/wrist (n=31; 58.5%) 、lower back (n=30; 56.5%) であった。 

  原因は、整形外科的徒手療法（OR 3.9）、ぎこちない肢位や窮屈な姿勢（OR4.96）、心理的な要

求（OR4.34）、ひざまずく・スクワット姿勢（OR4.76）であった。 

 ⑦Conclusion   ： 

  回答者の半数以上が WRMDsを有し、特殊な治療作業と同様に一般的な身体的・心理的職業関連

暴露は WRDMsと強く関連。 

 ⑧notes   ：なし 

 

 上記のような感じでまとめてエクセルファイル内の各セルに入力してもらえたら幸いです。 
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平成 28年度労災疾病臨床研究事業費補助金研究 分担研究報告書 

 

産業保健での活用が期待できるリハビリ技法に関する実態調査 

（最終報告） 

 
研究分担者 松嶋康之（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 准教授） 

     佐伯 覚（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 教授） 

  

研究要旨：  

【目的】リハビリテーション領域において産業保健への介入がどの程度実施されている

か、その内容を含めて実態を明らかにする目的で施設単位での調査を企画した。 

【方法】リハビリ技法における①治療技術および②個別管理システムについて、臨床現

場で使用されている、あるいは、今後産業保健で活用が期待できる①および②について、

専門家であるリハリリテーション科専門医および理学療法士を対象に、郵送による施設

単位での質問紙調査を実施した。 

【結果】アンケートの回収率は 59%（362施設/609施設）であり、産業保健領域でリハ

ビリテーション専門職が介入をおこなっているのは 56施設（16%）であった。具体的な

内容については、産業保健領域の介入は職場体操が 28件、職場環境調整が 18件、作業

姿勢指導が 22件、両立支援が 10件、メンタルヘルスが 20件、その他が 6件であり、

予防領域の介入は腰痛予防が 45件、作業関連疾患予防が 7件、生活習慣病予防（一次

予防）が 22件、疾患二次予防が 11件、その他が 1件であった。介入していない（でき

ない）理由は「診療報酬に反映されない」が 106件、「設備がない」が 47件、「スタッ

フ不足」が 159件、「時間が無い」が 118件、「対象者がいない」が 89件、「必要性を感

じない」41件、その他が 44件であった。 

【考察】産業保健へのリハビリテーション専門職の介入を困難にしている要因は、診療

報酬に反映されず、日常診療業務以外の時間に行わざるを得ないことであることが示唆

された。 

研究協力者   

明日 徹（産業医科大学若松病院リハビリテーション部 副技師長） 

廣滋恵一（九州栄養福祉大学リハビリテーション学部 准教授） 

久原聡志（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

緒方友登（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

大宅良輔（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 
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松垣竜太郎（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

早川 淳（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

河野千恵（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

花田菜摘（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

湯越愛美（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 
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A. 研究の背景と目的 

近年労働人口は高齢化し、特に中

高年労働者の就労能力の低下、疾病

の多発、労働災害の増加がみられる。

加齢と就労の問題の本質は就労能力

と作業負荷量との不均衡であり、こ

の不均衡を是正する対策の一つが、

労働者の身体能力の増進を図ること

である。 

第三次予防であるリハビリテーシ

ョン医学は障害へのアプローチとし

て、固有の治療技術と障害管理技法

を有する専門医学である。固有治療

技術は、脳神経機能、心肺機能、筋

骨格系、姿勢など広範囲の領域に対

応しており、第一次予防として産業

保健の現場で実施される運動プログ

ラムとの共通部分が多い。労働者の

健康の保持・増進のために事業所内

での産業医や理学療法士による運動

介入や食事指導が行われているもの

の、本邦ではリハビリテーション科

医師をはじめとするリハビリテーシ

ョン専門職の関わりが少ない。リハ

ビリテーション医学で用いる治療技

術や管理方法は中高年齢労働者へも

十分適用可能であるが、積極的に活

用されていないと考えられる。 

今回、リハビリテーション領域に

おいて産業保健への介入がどの程度

実施されているか、その内容を含め

て実態を明らかにする目的で施設単

位での調査を実施した。 

B. 方法 

１）対象 

  本研究は、日本リハビリテーショ

ン医学会に登録された認定研修施設

全数（609施設）を対象とした。 

 

２）方法 

 上記対象施設に対して、2016年1月
に説明文書、質問票と返信用封筒を郵

送した。回答は匿名回答とし、無記名

にて質問票に記載し返送を依頼した。

回収の期限予定日においても回収率が

30％以下の場合には、匿名調査のため

すべての対象施設に対してはがきにて

調査の参加および回答を再度依頼した。

回答は各項目の単純集計を行い、頻度

を比較検討し、具体的内容についても

調査した。 

３）調査項目（質問紙の調査項目を具

体的にあげてください） 

①主要評価項目：産業保健領域への            

介入の有無および具体的内容と対

象者、担当スタッフ 

・産業保健領域（職場体操、職場環境

調整、作業姿勢指導、両立支援、メ

ンタルヘルス） 

・予防領域（腰痛予防、作業関連疾患

予防、生活習慣病予防、疾患二次予

防） 

・介入していない（できない）理由 

②副次的評価項目：回答施設の規模、

種類 

 

C. 結果 

 

アンケートの回収率は 59%（362施

設/609施設）であった。アンケート 
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回答者の職種は医師が 252名、理学

療法士が 75名、作業療法士が 12名、

言語聴覚士が 1 名、看護師が 2 名、

保健師が 2 名、その他が 18 名であ

った。施設の種類は特定機能病院が

69施設、地域医療支援病院が 77施

設、一般病院が 180 施設、その他が

35 施設であり、平均病床数は 383。

6±297床であった。 

産業保健領域でリハビリテーショ

ン専門職が介入をおこなっているの

は 56施設（16%）であった（図 1）。

具体的な内容は、産業保健領域の介

入は、職場体操（始業時の準備体操

や腰部に負担のかかる作業前、作業

終了時に行う筋のストレッチや循環

改善のための腰痛予防体操）が 28件、

作業姿勢指導（腰部に負担のかかる

不自然な姿勢によって発生する腰痛

を予防するために動作自体を指導す

ること）が 22件、メンタルヘルス（心

の健康管理のことであり、メンタル

ヘルス不調をきたすことを未然に防

止する一次予防、メンタルヘルス不

調を早期に発見して適切な措置を行

う二次予防、メンタルヘルス不調と

なった労働者の職場復帰支援を行う

三次予防を行うこと）が 20件、職場

環境調整（腰部に負担のかかる不自

然な姿勢をとらずに作業できるよう

に作業環境の調節を行うこと）が 18

件、両立支援（身体疾患や内部障害

を有する就労者が治療を継続しつつ 

、事業所側で健康状態に応じた配慮

を受けて治療と仕事の両立の支援を

行えるようにすること）が 10件、そ

の他が 6件であった（図 2）。予防領

域の介入は、腰痛予防が 45件、生活

習慣病予防（一次予防）が 22件、疾

患二次予防が 11件、作業関連疾患予

防が 7件、うつ病予防が 1件であっ

た（図 3）。 

担当スタッフは医師が 21件、理学

療法士が 47件、作業療法士が 27件、

言語聴覚士が 5 件、看護師が 13 件、

保健師が 6件、管理栄養士が 5件、

健康運動指導士が 7件、その他が 9

件であり、介入場所は、施設内が 51

件、施設外が 18件であった。 

対象者は入院患者が 13件、外来患

者が 16件、65歳以上の健常者が 17

件、就労者が 45件であり、参加者数

は 1～10名/回が 25 件、11～20名/

回が 16件、21～30 名/回が 9件、31

名以上/回が 12件であった。 

介入頻度は毎日が 8件、3～5回/

週が 8件、1～2回/週が 5件、2～3

回/月が 7件、1回/月が 8件、1回/

月以下が 26件であった（図 4）。 

介入していない（できない）理由

は、「スタッフ不足」が 160件、「時

間が無い」が 119件、「診療報酬に反

映されない」が 107 件、「対象者がい

ない」が 89件、「設備がない」が 48

件、「必要性を感じない」41件、その

他が 46件であった（図 5）。  
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図 3 介入内容（予防領域）：複数回答 

図 4 介入頻度：複数回答 

図 1 産業保健領域のリハビリテーション 

専門職の介入の有無 
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図 2 介入内容(産業保健領域)：複数回答 
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D. 考察 

 

日本リハビリテーション医学会に登

録された 362施設の中で、産業保健領

域でのリハビリテーション専門職によ

る介入を行っているのは 56施設（約

16%）であり、日本リハビリテーション

医学会に登録された認定研修施設でさ

え、産業保健領域での介入率は極めて

低率であった。 

産業保健領域へのリハビリテーシ

ョン専門職種による介入が行われて

いない主な理由に、「スタッフ不足」

や「時間が無い」、「診療報酬に反映

されない」といった内容があがった。

産業保健領域や予防領域での活動が

診療報酬に反映されず、日常診療業

務以外の時間に行わざるを得ないこ

とが産業保健領域への介入を困難に

している要因と考える。 

本研究の限界は、対象が認定研修施

設のみと限定されたことや質問票 

の回収率が 59%と低かったことであ

る。 

 また、介入対象者の詳細を回答に

含まなかったため、回答された活動

が患者あるいは自施設の健康管理と

して実施されてるのか、事業の一つ

として実施しているのかの区別が不

明なことであった。 

最近、産業保健の現場では労働生

産性の維持向上を医学的に支援する

ことへの関心が高まっており、リハ

ビリテーション専門職の介入に対す

る期待も大きい。今回の結果では、

産業保健領域の介入内容として、職

場体操や腰痛予防を行っている施設

が多かった。これらの介入は産業保

健領域の中でもリハビリテーション

の技法を適用しやすく、今後具体的

な方法や効果を検討する必要がある

と考えられた。 

 

E. 研究発表 

 

・久原聡志、石倉龍太、明日徹、松

嶋康之、佐伯覚：リハビリテーシ

ョン専門職の産業医学領域での活

動状況．総合リハ（投稿中）

図５ 介入できない（しない） 
理由：複数回答 
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平成 28年度労災疾病臨床研究事業費補助金研究 分担研究報告書 

 

産業保健現場で実施されている運動指導などに関する実態調査 

（中間報告） 

 

研究分担者 松嶋康之（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 准教授） 

    佐伯 覚（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 教授） 

 

研究要旨：  

【目的】産業保健現場で労働者の健康保持・増進を目的とした運動を主とする介入

がどの程度の企業で実施され、どのような内容であるのかを明らかにする目的で事

業所単位での調査を企画した。合わせて、運動を主とする介入を実施する環境に関

する調査も企画した。 

【方法】産業保健現場で実施している運動指導等に関して、国内に存在する従業員

数が 500名以上の事業所（2752件）を対象に、郵送による事業所単位での質問紙調

査を実施した。 

【結果】平成 29年 2月 15日現在、アンケートの回収率は 16.4%（450件/2752件）

であった。運動教育を実施している事業所は 34.0%（153件/450 件）であり、その

中で、運動教育の効果判定を実施している事業所は 26.1%（40 件/153件）、運動教

育が効果的に行えていると回答した事業所は 47.7%（73件/153 件）であった。運動

指導を実施している事業所は 14.0%（63 件/450件）であり、その中で、運動指導の

効果判定を実施している事業所は 42.9%（27件/63件）、運動指導が効果的に行えて

いると回答した事業所は 54.0%（34件/63 件）であった。運動実践を実施している

事業所は 6.0%（27 件/450件）であり、その中で、運動実践の効果判定を実施して

いる事業所は 40.7%（11件/27件）、運動実践が効果的に行えていると回答した事業

所は 55.6%（15件/27 件）であった。また、労働者が自由に利用できる運動施設を

職場に有する事業所は 26.9%（121件/450 件）であり、それが有効活用されている

と回答した事業所は 38.0%（46件/121件）であった。 

【考察】日本国内に存在する従業員数が 500人以上の事業所において、運動教育の

実践率は 34.0%、運動指導の実践率は 14.0%、運動実践の実践率は 6.0%であり、集

団を対象とした介入と比較して、個人を対象とした介入の実践率が低いことが明ら

かになった。また、いずれの介入も効果判定の実施事業所は半数未満であり、かつ、
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それらの介入が効果的に行われていると回答した企業は半数程であった。運動を主

とする介入の実施率の向上、効果判定の実施率の向上、効果的な介入方法の検討が

今後の課題として挙げられた。  

研究協力者   

伊藤英明（産業医科大学リハビリテーション医学講座 助教） 

明日 徹（産業医科大学病院リハビリテーション部 副技師長） 

賀好宏明（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

久原聡志（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

松垣竜太郎（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

早川 淳（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

池田千恵（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

花田菜摘（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

湯越愛美（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 
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A. 研究の背景と目的 

 

近年労働人口は高齢化し、特に、中

高年労働者の就労能力の低下、疾病の

多発、労働災害の増加がみられる。加

齢と就労の問題の本質は、就労能力と

作業負荷量との不均衡であり、この不

均衡を是正する対策の一つが、労働者

の身体能力の増進を図ることである。

これまでに、労働者に対するウォーキ

ングや筋力増強運動が代謝系疾患のリ

スクとなる因子や抑うつ症状の改善に

寄与することが報告されており、一次

予防として産業保健現場で実施される

運動を主とした介入の役割は大きいと

考えられる。しかし、本邦においては、

どの程度の企業で運動を主とした介入

が行われており、それがどのような内

容であるのか、また、運動を行う環境

がどの程度整備されているのかは明ら

かではない。これらを調査することは、

現状の産業保健現場における運動を主

とする介入の問題点の抽出を可能とし、

効果的な介入方法の開発につながると

考える。 

今回、産業保健現場における運動を主

とする介入に関する実態を明らかにす

る目的で事業所単位での調査を企画し

た。 

 

B. 方法 

 

１）対象 

本研究は、本邦における従業員数が 

500名以上の事業所（2752 件）を対

象とした。 

 

２）方法 

上記対象に対して、説明文書、質問

票と返信用封筒を郵送した。回答は匿

名回答とし、無記名にて質問票に記載

し返送してもらった。回収の期限予定

日においても回収率が30％以下の場合

には、すべての対象施設に対してはが

きにて調査の参加－回答を依頼する

（匿名調査のため全対象施設に再度依

頼をする）。回答は各項目の単純集計

を行い、頻度を比較検討した。 

調査項目 

①企業情報 

・産業の分類 

・従業員数 

・産業保健業務に従事する従業員数 

 ② 運動教育に関して 

・運動教育実施の有無 

・運動教育担当者の職種 

・運動教育の主たる対象者 

・運動教育を実施する上で参考にする

検査データ 

・運動教育の効果判定の有無 

・運動教育の効果判定の内容 

・運動教育の主観的な効果度 

③ 運動指導に関して 

・運動指導実施の有無 

・運動指導担当者の職種 

・運動指導の主たる対象者 

・運動指導を実施する上で参考にする

検査データ 
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・運動指導の効果判定の有無 

・運動指導の効果判定の内容 

・運動指導の主観的な効果度 

④ 運動実践に関して 

・運動実践実施の有無 

・運動実践担当者の職種 

・運動実践の主たる対象者 

・運動実践を実施する上で参考にする

検査データ 

・運動実践の効果判定の有無 

・運動実践の効果判定の内容 

・運動実践の主観的な効果度 

⑤ 労働者が運動を行う環境に関して 

・職場内の労働者が自由に利用できる

運動施設の有無 

・職場内の労働者が自由に利用できる

運動施設にある設備の充実度 

・職場内の労働者が自由に利用できる

運動施設にある設備名 

・職場内の労働者が自由に利用できる

運動施設の活用度 

・職場内の労働者が自由に利用できる

運動施設専属の運動スタッフの有無 

・労働者が無料で利用できる職場外の

運動施設の有無 

・労働者が無料で利用できる職場外の

運動施設の活用度 

・就労時間内に労働者が運動を行う時

間の有無 

 

C. 結果 

 

アンケートの回収率は 16.4%（450

件/2752件）であった。 

アンケート回答者の職種（複数回答有

り）は、産業医が 68名、保健師が 155

名、その他が 228 名であった。アンケ

ート回答企業（複数回答有り）は、農

業・林業が 0件、漁業が 0件、鉱業・

採石業・砂利採取業が 0件、建設業  

が 21件、製造業が 137件、電気・ガス・

熱配給・水道業が 7件、情報通信業が

20件、運輸業・郵便業が 17件、卸売

業・小売業が 33 件、金融業・保険業が

23 件、不動産業・物品賃貸業が 1 件、

学術研究・専門、技術サービス業が 8

件、宿泊業・飲食サービス業が 6件、

生活関連サービス業娯楽業が 3件、教

育・学習支援業が 31件、医療・福祉が

36件、複合サービス業が 6件、サービ

ス業（他に分類されないもの）が 34件、

公務が 70件、分類不能の産業が 10 件

であった。 

 回答事業所の従業員数は 3678.9±

4569.2名であった。 

 産業保健業務に従事する職員の人数

は、産業医が 4.9±11.1名、保健師が

2.6±5.4名、看護師が 1.2±4.3名、

薬剤師が 0.1±0.5名、理学療法士が

0.0±0.2名、健康運動指導士が 0.0±

0.2名、管理栄養士が 0.1±0.3名、栄

養士が 0.0±0.0 名、スポーツトレーナ

ーが 0.0±0.2 名、その他が 1.0±3.8

名であった。 

 運動教育が実施されている事業所は

34.0%（153件/450 件）であり、主たる

運動教育者（複数回答有り）は、医師

が 27件、保健師が 76件、看護師が 21 
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件、薬剤師が 0件、理学療法士が 8件、

健康運動指導士が 23件、管理栄養士が

3件、栄養士が 1 件、スポーツトレー

ナーが 28件、その他が 32件、不明が

2件であった。運動教育の主な対象（複

数回答有り）は、全労働者とする事業

所が 40件、健康リスクを有する労働者

とする事業所が 57 件、希望者とする事

業所が 56件、その他が 24件であり、

運動教育の際に参考にする対象者の検

査データ（複数回答有り）は、食習慣

が 47件、飲酒習慣が 38件、喫煙習慣

が 43 件、体重が 63 件、BMI が 88 件、

腹囲が 67件、年齢が 71件、血圧が 72

件、心拍数・脈拍が 17件、肝機能（GOT、

GPT、γ-GTP）が 35 件、血中脂質（LDL-C、

HDL-C、TC、TG）が 66件、貧血検査値

（RBC、Hb）が 16 件、血糖が 57件、尿

糖・尿蛋白が 22件、心電図が 21件、

自覚症状が 30件、既往歴が 28件、業

務歴が 21件、運動習慣が 58件、筋力

検査値が 6件、持久力検査値・有酸素

運動検査値が 4件、平行機能検査値が

6件、柔軟性検査値が 5件、その他が

24件であった。運動教育の効果判定を

実施している事業所は 26.1%（40件

/153件）であった。「運動教育が労働

者の健康増進に効果的に行えているか」

との質問に対する回答として、「そう思

う」が 5.2%（8件/153件）、「まあまあ

思う」が 42.5%（65/153件）、「わから

ない」が 32.0%（49件/153件）、「あま

り思わない」が 17.6%（27件/153件）、

「思わない」が 1.3%（2件/153件）、

未回答が 1.3%（2件 /153件）であっ

た。 

 運動指導が実施されている事業所は

14.0%（63件/450 件）であり、主たる

運動指導者（複数回答有り）は、医師

が 15件、保健師が 38件、看護師が 10

件、薬剤師が 0 件、理学療法士が 1件、

健康運動指導士が 8件、管理栄養士が

4件、栄養士が 0件、スポーツトレー

ナーが 8件、その他が 5件、不明が 0

件であった。運動指導の主な対象（複

数回答有り）は、全労働者とする事業

所が 6件、健康リスクを有する労働者

とする事業所が 45件、希望者とする事

業所が 15件、その他が 6件であり、運

動指導の際に参考にする対象者の検査

データ（複数回答有り）は、食習慣が

36件、飲酒習慣が 33件、喫煙習慣が

36件、体重が 48件、BMIが 48件、腹

囲が 38件、年齢 46 件、血圧が 46 件、

心拍数・脈拍が 16件、肝機能（GOT、

GPT、γ-GTP）が 30件、血中脂質（LDL-C、

HDL-C、TC、TG）が 41件、貧血検査値

（RBC、Hb）が 20件、血糖が 41件、尿

糖・尿蛋白が 22 件、心電図が 24件、

自覚症状が 27 件、既往歴が 29件、業

務歴が 19件、運動習慣が 41件、筋力

検査値が 8件、持久力検査値・有酸素

運動検査値が 5 件、平行機能検査値が

6件、柔軟性検査値が 7件、その他が 6

件であった。運動指導の効果判定を実

施している事業所は 42.9%（27件/63

件）であった。「運動指導が労働者の健

康増進に効果的に行えているか」との
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質問に対する回答として、「そう思う」

が 7.9%（5件/63件）、「まあまあ思う」

が 46.0%（29件/63 件）、「わからない」

が 14.3%（9件）、「あまり思わない」が

25.4%（16件/63件）、「思わない」が

1.6%（1件/63件）、不明が 4.8%（3件

/63件）であった。 

 運動実践が実施されている事業所は

6.0%（27件/450件）であり、主たる運

動実践者（複数回答有り）は、医師が

3 件、保健師が 13 件、看護師が 5 件、

薬剤師が 1件、理学療法士が 2件、健

康運動指導士が 5 件、管理栄養士が 1

件、栄養士が 1件、スポーツトレーナ

ーが 6件、その他が 5件であった。運

動実践の主な対象（複数回答有り）は、

全労働者とする事業所が 4件、健康リ

スクを有する労働者とする事業所が14

件、希望者とする事業所が 14件、その

他が 3件であり、運動実践の際に参考

にする対象者の検査データは、食習慣

が 9件、飲酒習慣が 9件、喫煙習慣が

11件、体重が 13 件、BMIが 15件、腹

囲が 10件、年齢が 15件、血圧が 14件、

心拍数・脈拍が 7件、肝機能（GOT、GPT、

γ-GTP）が 13件、血中脂質（LDL-C、

HDL-C、TC、TG）が 14件、貧血検査値

（RBC、Hb）が 14 件、血糖が 13件、尿

糖・尿蛋白が 8件、心電図が 6件、自

覚症状が 7件、既往歴が 9件、業務歴

が 7件、運動習慣が 15件、筋力検査値

が 3件、持久力検査値・有酸素運動検

査値が 3件、平行機能検査値が 2件、

柔軟性検査値が 2 件、その他が 3件で

あった。運動実践の効果判定を実施し

ている事業所は 40.7%（11件）であっ

た。「運動実践が労働者の健康増進に効

果的に行えているか」との質問に対す

る回答として、「そう思う」が 7.4%（2

件/27件）、「まあまあ思う」が 48.1%

（13件）、「わからない」が 25.9%（7

件）、「あまり思わない」が 14.8%（4件）、

「思わない」が 0%（0 件）、不明が 3.7%

（1件/27件）であった。 

 労働者が自由に利用できる運動施設

が職場に存在する事業所は 26.9%（121

件/450件）であり、運動施設に専属の

運動指導スタッフが存在する事業所は

9.9%（12件/121 件）であった。「その

運動施設が有効活用されているか」と

いう質問に対する回答として、「そう思

う」が 3.3%（4 件/121件）、「まあまあ

思う」が 34.7%（42件/121件）、「わか

らない」が 14.0%（17件/121件）、「あ

まり思わない」が 39.7%（48件/121件）、

「思わない」が 8.3%（10件/121件）

であった。 

 労働者が無料で利用できるように企

業が提携している職場外の運動施設が

ある事業所は 6.0%（27件/450件）で

あり、「その運動施設が有効活用されて

いるか」という質問に対する回答とし

て、「そう思う」が 0%（0件/27件）、「ま

あまあ思う」が 51.9%（14件/27件）、

「わからない」が 25.9%（7件/27件）、

「あまり思わない」が 22.2%（6件/27

件）、「思わない」が 0%（0件）であっ

た。 
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 就労時間内に労働者が運動を行う時 

間を確保している事業所は 7.6%（34件

/450件）であり、確保されている運動

時間は最小値が 3分から最大値が 15分

であり、中央値は 5分であった。 

 

D. 考察 

 

 今回、産業保健現場で労働者の健康

保持・増進を目的とした運動を主とす

る介入がどの程度の企業で実施され、

どのような内容であるのかを明らかに

する目的で事業所単位での調査を実施

した。 

 運動教育を実施している事業所は

34.0%（153件/450 件）であった。本調

査は従業員数が 500 名以上の事業所を

対象としており、全ての事業所に産業

保健スタッフが配置されていることか

ら健康教育は実施されているものと想

定されるが、運動教育の実施率は低か

った。このことから、現在実施されて

いる健康教育は、疾病の説明、メンタ

ルヘルスや食習慣など運動以外の内容

が主となっていることが示唆された。 

 運動指導、運動実践は運動教育と比

較して実践率が低かった。運動教育は

集団を対象とする教育活動であり、「健

康づくりのための身体活動基準 2013

（厚生労働省）」や「Global recom-

mendations on physical activity for 

health(世界保健機構)」などの既存の

指針を参考に容易に実施することが可

能であるが、運動指導・運動実践では

対象者に適した運動を選択・提示する 

必要があり、運動に関する専門的な知

識とスキルを要求される。本調査の対

象事業所における産業保健業務に従事

する職員の多くは、医師、保健師、看

護師であり、いずれも運動に関する専

門職ではないことから、それらの実施

率が低かったのかもしれない。また、

本研究の対象事業所は職員数が多く、

運動指導・運動実践を実施しにくい環

境であることも影響していると考えら

れる。しかし、運動教育と比較して運

動指導、運動実践では「効果的に行え

ている」という回答が多く、それらは

実施が困難である一方、より効果的な

介入方法であることが示唆された。 

 各介入に関する効果判定の実施率は、

運動教育が 26.1%（40件/153件）、運

動指導が 42.9%（27件/63件）、運動実

践が 40.7%（11 件/27件）であり、い

ずれも半数以上の事業所で効果判定が

実施されていなかった。効果的な介入

を行うには効果判定は不可欠であり、

効果判定実施率の向上が望まれる。 

 本調査にて、運動を主とする介入の

実施率が低く、また、実施されていて

もそれらを効果的に行えている事業所

数が少ない実態が明らかになった。ま

た、効果判定の実施率が低い実態も明

らかになった。運動を主とする介入の

実施率の向上、効果判定の実施率の向

上、効果的な介入方法の検討が今後の

課題として挙げられた。 
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E. 研究発表 

 

なし 
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平成 28年度労災疾病臨床研究事業費補助金研究 分担研究報告書 

 

障害個別対応管理システムの運用に関する実態調査（中間報告） 

 

研究分担者 松嶋康之（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 准教授） 

   佐伯 覚（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 教授） 

 

研究要旨：  

【目的】中高年齢労働者の体力増進を図る一助として個別管理システムの構築を検討す

るため、全国各地で実施されているポリオ検診などを実地調査し個別管理システムの構

築に必要な情報を収集することに加えて当院で実施しているポリオ検診を元に、個別管

理システムの効果を検討することを目的とする。 

【方法】全国各地で実施されている加齢就労モデルであるポリオ後症候群患者の定期検

診において、評価・運動生活指導・追跡・データ管理などの個別管理システムの運用方

法の実態を比較調査した。加えて、当院で実施しているポリオ検診の内容を検討し、個

別管理システムの構築を図る。 

【結果】2015年福岡県（産業医科大学病院）および愛知県で実施されているポリオ検

診を視察した。両検診における共通点としては、1年に少なくとも 1回以上ポリオ検診

を実施し、ポリオ罹患者の身体機能（筋力、関節可動域、歩行能力など）または ADL状

況を把握している。福岡県（産業医科大学病院）においては身体機能に加え ADL及び

QOL評価が特徴的であり、愛知県においては歩行機能の特徴的であった。両検診の特徴

を踏まえ、福岡県（産業医科大学病院）のポリオ検診では、2016年より新たに、移動

能力との関連がある 10m 歩行試験（快適下、努力下）、転倒の有無や転倒状況や歩行・

階段昇降に対する自信度の問診票を追加した。 

【考察】今回の調査では、特に当院で実施しているポリオ検診を元に個別管理システム

の構築を目指し、2015 年に調査した愛知県の検診を参考に参加スタッフの参加人数や

歩行機能評価（歩行速度）、加齢に伴う身体機能の低下を懸念し転倒の有無や転倒状況、

歩行・階段昇降に対する自信度の問診項目を 2016年より追加実施した。今回追加した歩行

速度や転倒に関する問診票から得た結果より、それぞれに影響を与える因子を明確にす

ることが出来れば、PPS の発症の予防や活動性の低下を防ぐことが可能となるかもしれ

ない。また年度別の比較で、大きな違いを認めなかった。その要因としては、追跡期間

が短期間であったかもしれない。ポリオ罹患者の変化を検出するためには十分な追跡期

間（少なくとも 4年以上）が必要であると報告されており、今回は 1年間と短期間の変
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化の比較であり大きな差を認めなかった可能性がある。また今後よりポリオ検診の個別

管理システム化の構築には、2016年度の課題についてリハビリテーション科医師を中

心とした全参加職種にて検討し、さらなる検診の個別化が確立できるように今後改訂し

ていく予定がある。 

中高齢のポリオ罹患者における定期的なポリオ検診におけるチェックは、より小さな

変化を早期より発見することで、ポリオ罹患者の症状の進行や機能低下を防止する可能

性があるかもしれない。また現在ポリオ罹患者自らが全国各地に患者会を結成し、活発

的な活動を展開していることが知られており、現在実施しているようなポリオ検診はそ

れらの患者の助けとなることが予想される。 

研究協力者   

蜂須賀明子（産業医科大学リハビリテーション医学講座 助教） 

明日 徹（産業医科大学若松病院リハビリテーション部 副技師長） 

村上武史（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

大宅良輔（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

木村公宣（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

湯越愛美（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 
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A. 研究の背景と目的

近年労働人口は高齢化し、特に、中

高年労働者の就労能力の低下、疾病の

多発、労働災害の増加がみられる。加

齢と就労の問題は、就労能力と作業負

荷量との不均衡より生じる。この不均

衡を是正する対策の一つが、労働者の

身体能力の増進を図ることである。労

働者の業務は複雑なタスクの組み合わ

せで構成され、さらに複数の業務を受

け持つなど多様化が進んでいる。その

ため業種・職種で作業態様を一元化し

にくく、一律的な集団的運動指導など

では十分な効果が得られにくい。研究

分担者は加齢と就労について、障害者

の加齢モデルであるポリオ後症候群の

長期追跡コホート研究を実施し、身体

機能低下のハイリスクグループを同定

し、徹底した個別対応管理が加齢によ

る身体能力低下を予防できることを明

らかとした（佐伯、科研費 2001～2）。

この個別管理対応を北九州市消防士の

体力低下防止プログラムにも取り入れ

たが、健常者である中高年齢労働者へ

は十分普及していない。

中高年齢労働者の体力増進を図る

一助として個別管理システムの構築を

検討するため、全国各地で実施されて

いるポリオ検診などを実地調査し個別

管理システムの構築に必要な情報を収

集すること、加えて当院で実施してい

るポリオ検診を元に、個別管理システ

ムの効果を検討することを目的とする。

B. 方法

全国各地で実施されている加齢就労

モデルであるポリオ後症候群患者の定

期検診のうち、参加者数が多く（概ね

30名以上）、複数年にわたって継続さ

れている主要定期検診をピックアップ

し、評価・運動生活指導・追跡・デー

タ管理などの個別管理システムの運用

方法の実態を調査するため、視察を行

うとともに定期検診の企画責任者およ

び現場担当者からの聞き取り調査を行

う。加えて、当院で実施しているポリ

オ検診の内容を検討し、個別管理シス

テムの構築を図る。

C. 結果

１）福岡県（産業医科大学病院）にお

けるポリオ検診

① 検診の概要

2001年より年一回九州山口地区を中

心としたポリオ患者会（エンジョイポ

リオの会）と協力し、ポリオ罹患者を

対象にポリオ検診を開催している。ポ

リオ検診は、産業医科大学病院で年に

一回実施し、検診スタッフは産業医科

大学病院および近隣施設のリハビリ

テーション科医師、理学療法士、作業

療法士、義肢装具士、検査技師にて構

成されている。エンジョイポリオの会

が参加者の募集と当日の受付を担当

している。ポリオ検診の目的は、ポリ

オ罹患者の身体機能（下肢筋力等）や

ADLおよび QOLの経年的変化、就業状

態を追跡すること、ポリオ罹患者が抱
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える問題点に対して個別に対応する 

こと、障害の早期発見をすることであ

る。検診項目は以下のものである。 

 

【検診項目】 

 

○リハビリテーション科医師による  

診察 

 

○対象者の属性項目として身長、体重、

ポリオ罹患年齢、発症時の状態、自

覚症状 

 

○身体機能として四肢関節可動域

（Range Of Motion:ROM）、四肢筋力

（ Manual Muscle testing:MMT）、等            

運動性筋力測定機器（Biodex）による

筋力測定、固定式ダイナモメーターを

用いての下肢筋力の測定（Hand-Held 

dynamometer：HHD）、呼吸機能検査を実

施する。 

・ROM： 

上肢…肩関節、肘関節、手関節  

下肢…股関節、膝関節、膝関節、足関

節                            

リハビリテーション医学会が定める方

法に準じて測定する。 

・MMT： 

上肢…三角筋、上腕二頭筋、上腕三 頭

筋、手関節背屈筋群、手関節掌屈筋群、

手指屈曲筋群、手指伸展筋群 

下肢…腸腰筋、大殿筋、中殿筋、ハム

ストリングス、大腿四頭筋、 

前脛骨筋、下腿三頭筋新・徒手筋力検 

査法に準じて測定する。 

・Biodex（図 1）…大腿四頭筋とハム

ストリングスの等運動性筋力を測定す

る。測定には角速度 60°/秒、角速度

120°/秒を用い、測定時の可動範囲は

膝関節屈曲 20 度から 80 度までの全可

動範囲は 60度である。また各測定を行

う前には、測定に慣れるために 3 回の

練習を行い、測定は本人の最大努力下

で 5 回繰り返し実施し、代表値は 5 回

のピークトルク値を体重で除したもの

を用いる。Biodex は測定可能な対象者

のみ（概ね MMT4以上）で測定する。 

・HHD（図 2）…大腿四頭筋を対象とし、

測定時は、端座位、股関節、膝関節屈

曲 90°位とし、センサーを下腿長の

1/3 遠位の中央部にくるよう設置する。

測定の際、上肢や体幹下肢による支持

や固定を出来るだけ排除する。最大随

意収縮を 5 秒間持続させ、測定は 2 回

でその際の最大値を代表値として採用

する。疲労を考慮し、各測定は 30秒以

上の間隔を空け測定する。また測定値

（N）を対象者の体重（kg）で除した体

重比（N/kg）を求める。HHD は測定可

能な対象者のみ（概ね MMT2以上）で測

定する。 
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図 2 Hand-Held dynamometer 

図 1 Biodex 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・呼吸機能検査： 

努力性肺活量測定（ Forced Vital 

Capacity:FVC）の測定を行っている。

測定にはスパイロメーターを用い、対

象者は座位の姿勢から鼻から息がもれ

ないようノーズクリップを装着し測定

を実施する。まず対象者は安静呼吸を

行い、深く吸って、吸えなくなったと

ころから一気に強く息を吐けなくなる

まで吐き出すように促す。 

 

○問診表を用い ADLや QOL等の評価

を行う。項目は基本的日常生活動作

能力（Barthel Index：BI）、応用的

日常生活動作能力（Frenchay Ac-

tivities Index：FAI）、 日常生活

満足度（ Satisfaction of Daily 

Life:SDL）、QOL（MOS Short Form 

36-Item Health Survery:SF-36）、

社会参加（Community Integration 

Questionnaire:CIQ）、職種や就業状

況となっている。 

 

・BI: 

BIは代表的な ADL評価法の一つであ

り、原法は日常生活に関する 10項目を

評価し、各項目には重みづけがなされ

ている。BIには数多くの修正版が発表

さてれており、本検診では、BI修正版

の一つである「産業医大版 Barthel 

Index 自己評価表」を用いている。こ

れは 13項目（食事、整容、入浴、上衣

更衣、下衣更衣、トイレ動作、排尿コ

ントロール、排便コントロール、ベッ

ド移乗、トイレ移乗、浴槽移乗、平地

歩行および階段昇降）よりなる自記式

質問し評価方法であり、合計点は 0 点

（全介助）～100 点（自立）で表す。

信頼性および妥当性は確認されている。 

 

・FAI: 

応用的 ADL（手段的 ADL、生活関動作）

評価法の一つであり、Holbrookらによ

って開発された。日常生活の応用的な
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活動や社会生活に関する 15項目（食事

の用意、食事の片付け、洗濯、掃除や

整頓、力仕事、買物、外出、屋外歩行、

趣味、交通手段の利用、旅行、庭仕事、

家や車の手入れ、読書、勤労）を 0～3

点の段階で評価し、合計点は 0（非活

動的）点～45（活動的）点の範囲であ

る。本検診では改訂版 FAI 自己評価法

を用いた。FAI原法ならびに改訂版 FAI

自己評価法の信頼性と妥当性は確認さ

れている。

・SDL:

日常生活に関する主観的満足度の評価

であり、スクリーニングの目的で疾患

を問わず使用でき、再現性や妥当性が

確認されている SDL は 7 項目より構成

され、各項目に対して 0 点（不満足）

点～4（満足）点の 5段階で評価し、総

得点は 28点である。

・SF-36:

代表的な包括的健康関連 QOL 評価法で

ある。36項目よりなる自己式質問紙法

で 8 つの概念領域を下位尺度として測

定する。それぞれ 0～100点の範囲の得

点で表され、高得点ほどよい QOL 状態

を表す。さらに、8 つの下位尺度の因

子分析の結果をもとにした 2 つのサマ

リースコア「身体的健康（Physical 

component summary:PCS）」と「精神的

健康（Mental component summary:MCS）」

を算出することができ、SF-36 の信頼

性および妥当性は確認されている。

・CIQ:

外傷性脳損傷者の帰結評価法の一つと

して開発され、評価対象者の地域統合

状態、いわゆる社会参加状況を家事、

買物、日常の用向き、レジャー活動、

友人訪問、社会活動および生活活動の

15評価項目で評価するものである。本

検診では CIQ 日本語版を用いた。合計

得点は、0 点～28 点で、得点が高いほ

ど社会参加の度合いが大きいと判断す

る。因子分析の結果により、15項目が、

家 庭 内 活 動 （ CIQ-H ）・ 社 会 活 動

（CIQ-S）・生産活動（CIQ-P）の 3つの

サブスケールに区分される。評価基準

は、自分で出来ているか、実施頻度は

どうかなどについて、評価点を与える。

CIQ の信頼性と妥当性は確認されてい

る。

○義肢装具の相談：

希望者に対し個別に義肢装具士によ

る相談、装具の紹介を行っている。

【検診項目の検討】

2016年では、ポリオ検診の検診項目の

再検討を行った（別紙資料 1-3）。2015

年までの内容では、歩行形態や歩行補

助具の仕様の有無に関する問診は実施

していたが、実際の歩行速度の測定は

実施していなかった。またポリオは、
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1961年にワクチン接種が開始され、新

規発生が激減したため、現在ポリオ検

診に参加しているポリオ罹患者の年齢

も高齢化している。加齢に伴う身体機

能の低下は、ポリオ罹患者において、

過用を引き起こし、新たな能力障害へ

つながり、転倒などが増大することが

予想される。また転倒における外傷や

転倒に伴う移動動作の恐怖心は活動性

の低下に繋がる。そこで 2016年より新

たに、移動能力との関連がある 10m 歩

行試験（10m Walking Test：10mWT）に

おける歩行速度（快適下、努力下）、転

倒の有無や転倒状況や歩行・階段昇降に

対する自信度について調査することとし

た。 

 

○10ｍWT 

・測定方法 

10m の距離を快適下、努力下で歩き、

その所要時間を測定し、速度を算出す

る。10m歩行速度の測定時の歩行路は平

坦で滑りにくい床上に 16m を設け、両

端の 3mを予備路とする。被験者の遊脚

側の下肢が、3m のラインを横切った時

点から 13m のラインを横切った時まで

の時間を測定する(図)。 

 

 
歩行速度は計算がやや煩雑なので、臨

床の現場ではより簡便な 10m 歩行時間

を歩行速度の代わりに用いることがし

ばしばある。10m の快適下歩行速度の

正常値は、65～69歳男性で 1.21m/sec、

女性で 1.14m/sec、70～74 歳男性で

1.17m/sec、女性で 0.95m/sec、75～79

歳男性で 1.08m/sec、女性で 0.95m/sec、

80～84 歳男性で 0.88m/sec、女性で

0.78m/sec と報告（岩谷ら、2005）さ

れている。努力下歩行速度の正常値は、

65～69 歳男性で 2.08m/sec、女性で

1.77m/sec、70～74歳男性で 1.92m/sec、

女性で 1.49m/sec、75～79 歳男性で

1.75m/sec、女性で 1.46m/sec、80～84

歳男性で 1.43m/sec、女性で 1.12m/sec

と報告されている。また 10m 歩行速度

の信頼性は、多くの疾患で確認されて

いる（健常成人：Wolf et al,Phys There 

1999、脊髄小脳変性症患者：Van Hedel 

et al, Archives of Physical Medicine 

and Rehabilitation 2005、脳卒中患

者：Wolf et al, Phys There 1999、外

傷性脳損傷患者：Tyson & Connell, 

Clin Rehabili 2009)。また歩行速度と

死亡率との関連では、1m/sec以下にな

ると下肢障害や入院、死亡の危険性が

上がると報告されており(Cesari M, 

Study Jam Geriatr 2005)、男性では

1.50m/sec 未満、女性では 1.35m/sec

未満の歩行速度となると、心血管疾患

由来の死亡率が上がると報告されてい

る(Dumurgier J, BMJ 2009)。努力下で

の歩行速度は生活活動レベルや活動量

と関連することが示されている。 

・ポリオ検診における評価の実際 

ポリオ罹患者の 10mWT の実施は、日常

における歩行動作能力を把握するため

に、通常使用している装具、杖等の歩

行補助具の使用し測定した。測定は、

数値を測定するもの、結果を記録する

もの、測定時患者様の横に付き添い転
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倒などのリスク管理をするものの計 3

名での介入とした。評価対象者は、検

診に参加し測定に同意の得られたもの

のなかで、歩行補助具を用いて自力歩

行可能な者とした。米国国立衛生研究

（NIH）によると、快適、努力での両方

の歩行速度で計測することを推奨され

ており、努力下・快適下両方で測定し

た（別紙資料 4）。また測定回数に関し

ては、疲労や転倒のリスクを配慮し、2

回実施し、時間の速い方を代表値とし

た。

○転倒、歩行・階段昇降に対する自信度に

関する問診票

ポリオ罹患者は高齢化に伴い、併存疾患を

有するものも少なくなく、加齢に伴い今後

身体機能低下していくことが予想される。

身体機能低下の弊害として、転倒は大きな

問題となる。厚生労働省によると近年転倒

災害は増加傾向にあり、日常生活において、

転倒・転落災害死は交通事故死より多い結

果となっていると報告している。そこで今

年度より、当院で実施しているポリオ検診

において従来の問診票に加えて、新たに転

倒に関する問診票（別紙資料5）、歩行・

階段昇降に対する自信度（日本語版－改訂

Gait Efficacy Scale）に関する問診票（別

紙資料6）を追加した。

転倒に関する問診票では、1987年に発表さ

れた転倒の定義、「他人による外力、意識

消失、脳卒中などにより突然発症した麻痺、

てんかん発作によることなく、不注意によ

って、人が同一平面あるいはより低い平面

へ倒れること：unintentionally coming to 

the ground or some lower level and other 

than as a consequence of sustaining a 

violent blow、 loss of consciousness、

sudden onset of paralysis as in stroke 

or an epileptic seizure」を用いた

（ Gibson MJ et al, Danish Medical 

Bulletin 1987）。その他問診票の内容は、

転倒歴の有無、頻度、転倒状況、転倒場所

や服薬状況とした。

歩行・階段昇降に対する自信度では、日

本語版一改訂Gait Efficacy Scaleを使

用した。この日本語版一改訂Gait Ef-

ficacy Scaleは、高齢者を対象とした歩

行の自信の程度を把握する指標として信

頼性と妥当性を有することが報告されて

いる。この日本語版－改訂Gait Efficacy 

scaleは10項目の質問項目で構成され、各

項目を1～10点のリッカート尺度で回答す

るものである。質問項目は、日常的な環境

下で安全に歩くことができるかを判断す

る質問内容であり、10個の質問に対して、

それぞれ１（No Confidence：まったく自

信がない）から10（Complete Confidence:

完全に自信がある）の10段階で回答しても

らい、合計得点（得点範囲：10～100点）

が算出される。この評価に含まれる歩行環

境条件は、床板のような固い平面上、芝生

の上、通路の障害物の回避、縁石の上り下

り、階段昇降（手すりの有無）、長距離歩

行（800ｍ）である。

現在、ポリオ罹患者の転倒状況や転倒因

子を検討している報告は世界でも多くな

い。その為、今後当院で実施しているポリ

オ検診をもとに、転倒、歩行・階段昇降に

対する自信度に関する問診票からポリオ

罹患者の転倒状況や転倒因子を調査して

いく。また、それらの結果をポリオ罹患者

へフィードバックし転倒予防に努め、より

よい個別管理システムの構築につなげ

ていく。
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② 検診結果の活用

【2015年度の検診結果】

2015年のポリオ検診にはポリオの既

往のある 60名の方が受診した。内訳は

男性 23名、女性 37名、平均年齢は 64.0

±5.9歳であった。

【問診結果】

参加者 60 名の現在の自覚症状に対

する問診では、ほとんどの方が筋力低

下、80%以上の方が歩行障害、70%以上

の方が疲労感、筋肉痛などの症状を自

覚されている（下図）。各症状を自覚さ

れている割合は昨年の結果とほぼ同様

であった。

上記の症状はいわゆるポストポリオ

症候群の診断基準に含まれるもので、

これらの症状は通常の加齢現象や整形

疾患、神経疾患でも生じる可能性があ

るため、診断には他の原因疾患がない

かを調べる必要があり、該当する項目

の多い方は精密検査を勧めている。

【ADL及び QOL評価結果】

・BI：今回の参加者の平均値は 93.4±

11.6点（100点満点）と高得点であり、

麻痺がありながらも身の回りのことは

ほぼ自立されている方が多い結果であ

った。

・FAI：今回の参加者の平均値は 24.9

±9.1点（45点満点）で、男性 21.6±

9.1 点、女性 27.0±8.6 点であった。

在宅で家族と同居している重大な疾病

や障害のない健常者の平均値は男性

26.8 点、女性 34.6 点と報告されてお

り、男女とも健常者よりも低値であっ

た。主要な項目を円グラフで示す。

週3回以上

している

52%月に1～3

回している

28%

まれにして

いる

15%

していない

5%

買い物の頻度（N＝60）
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買い物に関しては「週に 3 回以上」

「月に 1～3 回している」の 2 項目で

全体の 80%、外出に関しては「週に 3

回以上」「月に 1～3回している」の 2

項目で全体の 76%を占めており、今回

参加者の活動性が比較的高いことが

分かった。

・SDL：今回の参加者の平均値は 38.6

±9.0 点（55 点満点）であった。次の

グラフにその詳細を示す。家族関係、

身の回り動作、社会的交流、趣味、住

居での満足度は比較的高く、健康状態、

年金・貯蓄での満足度が低い傾向であ

った。

・SF-36：今回の参加者の身体の総合ス

コアの平均値は 38.8±10.0点、精神的

総合スコアの平均値は 54.0±9.9 点で

あった。身体的な生活の質の低下は認

められたが、日々の中で精神的な生活

の質を維持している傾向が分かった。

・CIQ：今回の参加者の平均値は 16.3±

5.3 点（29 点満点）であった。わが国

の標準的な値（17.3 点）よりやや低い

結果であった。

【歩行障害】

歩行障害の程度に関する結果を図に

示す。歩行時、装具や杖などの補装具

を使用するような中等度以上の歩行障

害のある方が 8割以上であった。

補装具の内訳に関しては以下のよう

な結果であった。装具や車椅子の使用

状況（重複あり）については、杖を使

用している方が約 7 割、短下肢装具あ

るいは長下肢装具を使用されている方

が約 5割であった。車椅子の使用者が

約 3割、電動車椅子を使用者が約 1割

という結果であった。自分にあった補

装具を活用しながら、日常生活をこな

している状況が分かった。
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【2016年度の検診結果】 

 

2016年のポリオ検診には、ポリオの

既往のある 64名の方が受診し、内訳は

男性 25名、女性 39名、平均年齢は 65.2

±6.3歳であった。 

 

【問診結果】 

 

参加者 64 名の現在の自覚症状に対

する問診では、90%以上の方が筋力低下、

80%以上の方が歩行障害、70%以上の方

が疲労感、筋肉痛などの症状を自覚さ

れている（下図）。各症状を自覚されて

いる割合は昨年の結果とほぼ同様であ

った。 

上記の症状はいわゆるポストポリオ

症候群の診断基準に含まれるもので、

これらの症状は通常の加齢現象や整形

疾患、神経疾患でも生じる可能性があ

るため、診断には他の原因疾患がない

かを調べる必要があり、該当する項目

の多い方は精密検査を勧めている。 

 

 

 

 

【ADLおよび QOL評価結果】 

 

・BI：今回の参加者の平均値は 91.3

±14.9点（100点満点）と高得点であ

り、麻痺がありながらも身の回りのこ

とはほぼ自立されている方が多い結

果であった。 

・FAI：今回の参加者の平均値は 24.3

±10.5点（45点満点）で、男性 20.2

±9。3点、女性 26.8±10.5点であっ

た。在宅で家族と同居している重大な

疾病や障害のない健常者の平均値は

男性 26.8点、女性 34.6点と報告され

ており、男女とも健常者よりも低値で

あった。主要な項目を円グラフで示す。 
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買い物に関しては「週に 3 回以上」

「月に 1～3 回している」の 2 項目で

全体の 78%、外出に関しては「週に 3

回以上」「月に 1～3回している」の 2

項目で全体の 69%を占めており、活動

性が比較的高いことが分かった。 

・SDL：今回の参加者の平均値は 37.5

±8.4点（55点満点）であった。次の

グラフにその詳細を示す。家族関係、

趣味、住居、身の回り動作、社会的交

流での満足度は比較的高く、健康状態、

年金・貯蓄での満足度が低い傾向であ

った。 

 

 
 

・SF-36：今回の参加者の身体の総合ス

コアの平均値は 39.3±9.8 点、精神的

総合スコアの平均値は 51.6±11.6 点

であった。身体的な生活の質の低下は

認められたが、日々の中で精神的な生

活の質を維持している傾向が分かった。 

 

・CIQ：今回の参加者の平均値は 17.1

±5.0 点（29 点満点）であった。わが

国の標準的な値（17.3 点）とほぼ同等

な結果であった。 

 

【歩行障害】 

 

歩行障害の程度に関する結果を図に

示す。歩行時、装具や杖などの補装具を

使用するような中等度以上の歩行障   

害のある方が 7割以上であった。 

補装具の内訳に関しては以下のよう

な結果であった。装具や車椅子の使用状
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況（重複あり）については、杖を使用し

ている方が約 7割、短下肢装具あるいは

長下肢装具を使用されている方が約 4

割であった。車椅子の使用者が約 3 割、

電動車椅子を使用している方が約 1割

という結果であった。自分にあった補装

具を活用しながら、日常生活をこなされ

ている状況が分かった。

＊参加者には、個別に別紙のような評

価結果用紙を郵送している（別紙資料

7）。

【2015 年度と 2016 年度の比較】

2015年と2016年の比較では、検診参

加人数や男女の内訳、平均年齢では大

きな違いは無く、2000 年より実施して

いる検診の参加人数平均人程度と、大

きな変動はなかった（別紙資料 8）。ま

た参加者の自覚症状に対する問診では、

ほとんどの方が筋力低下、80%以上の方

が歩行障害、70%以上の方が疲労感、筋

肉痛などの症状を自覚されており、各

症状を自覚されている割合は昨年の結

果とほぼ同様であった。ADLおよび QOL

評価結果、歩行評価の結果においても

2015 年度と 2016 年度の結果には大き

な違いは認めなかった。

D. 考察

全国各地で実施されている加齢就労

モデルであるポリオ後症候群患者の定

期検診のうち、参加者数が多く（概ね

30名以上）、複数年にわたって継続され

ている主要定期検診をピックアップし、

評価・運動生活指導・追跡・データ管理

などの個別管理システムの運用方法の

実態を調査に加え、当院で実施している

ポリオ検診の内容を検討し、個別管理シ

ステムの構築を図った。

今回の調査では、特に当院で実施し

ているポリオ検診を元に個別管理シス

テムの構築を目指し、2015年度に調査

した愛知県の検診を参考に参加スタッ

フの参加人数や歩行機能評価（歩行速

度）、加齢に伴う身体機能の低下を懸念

し転倒の有無や転倒状況、歩行・階段昇

降に対する自信度の問診項目を2016年度

より追加実施した。

ポリオの大流行から約 50年を経過し

た今日、新たな筋力低下、筋萎縮、呼

吸機能低下などの症状を生ずるポスト

6
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ポリオ症候群（以下、PPS）の発生が認

められている。現在の PPS発症年代は、

50年前の乳幼児期にポリオ罹患した世

代で、就労問題や QOL の低下など、多

くの問題を抱えている。また PPSは過

用で生じることが多いが、廃用や加齢

もそれに関与してくる可能性が考えら

れる。今後、今回追加した歩行速度や

転倒に関する問診票から得た結果より、

それぞれに影響を与える因子を明確に

することが出来れば、PPSの発症の予

防や活動性の低下を防ぐことが可能と

なるかもしれない。 

また年度別の比較で、大きな違いを

認めなかった要因としては、追跡期間

が短期間であったかもしれない。ポリ

オ罹患者の変化を検出するためには十

分な追跡期間（少なくとも 4年以上）

が必要であると報告されており（佐伯、

総合リハ 2010）、今回は 1年間と短期

間の変化の比較であり大きな差を認め

なかった可能性がある。当院で実施し

ている検診の結果で、ポリオ罹患者の

下肢筋力は経年的に低下することが分

かっており（Saeki S, et al, J UOEH 

2009 ）、その中でもより重症度の高い

ポリオ罹患者の方が低下率が高い（別

紙資料 9、10）。加えて研究責任者であ

る佐伯、松嶋、蜂須賀らによって、ポ

リオ罹患者の下肢筋力の経年的変化や

ポリオ罹患者の QOL に及ぼす因子の検

討等さまざま研究報告が現在行われて

おり（別紙資料 11、12）、今後はそれ

ぞれの項目にける長期的なデータの追

跡と解析が必要となる。また今後より

ポリオ検診の個別管理システム化の構

築には、2016年度の課題についてリハ

ビリテーション科医師を中心とした全

参加職種にて検討し、さらなる検診の

個別化が確立できるように今後改訂し

ていく予定がある。 

中高齢のポリオ罹患者における定期

的なポリオ検診におけるチェックは、

より小さな変化を早期より発見するこ

とでき、ポリオ罹患者の症状の進行や

機能低下を防止する可能性があるかも

しれない。今後も長期にわたるポリオ

検診を継続し、データを集積するとと

もに、各項目における変化を予測する

研究を進めていくことは大変重要なこ

とである。また現在ポリオ罹患者自ら

が全国各地に患者会を結成し、活発的

な活動を展開していることが知られて

おり、現在実施しているようなポリオ

検診はそれらの患者の助けとなること

が予想される。 

 

E. 研究発表 

 

・村上武史,湯越愛美,木村公宣,中元洋  

子,明日徹,舌間秀雄,蜂須賀明子,松

嶋康之,佐伯覚：ポリオ罹患者の ADL

と QOLの経年的変化.第 53回日本リハ

ビリテーション医学会学術集会, 

2016年 6月,京都（別紙資料 13） 

・蜂須賀明子,塚本浩,松嶋康之,佐伯覚 
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：上腕二頭筋に島状筋変性を呈したポ

リオの一例 筋超音波と針筋電図の

検討.第 53回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会, 2016年 6月,京

都 

  ・塚本浩,蜂須賀明子,佐伯覚：ポリオ 

    罹患者の神経筋超音波所見の検討 

（上肢）（第 1報）.第 53回日本リハ

ビリテーション医学会学術集

会,2016年 6月,京都 

・小松拓朗,白石純一郎,岡崎哲也,松

嶋康之,佐伯覚:腱板損傷がポスト

ポリオ症候群発症の一因となった

一例. 臨床リハ25:1029-1032, 2016 
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【別紙資料 1】 

第 1回 ポリオ会議議事録 

日時：平成 28年1月19日（火）17時30分～18時15分 

場所：リハビリテーション部 運動療法室 

参加者：明日、木村、湯越、村上 

議題：  

1.ポリオ相談会（ポリオ検診）の評価内容の検討（理学療法部門） 

現在のポリオ相談会（ポリオ検診）における今後の評価方法の変更、追加の必要性について検討した。 

・これまでの理学療法部門の評価項目は、ROM、筋力（MMT、HHD、BIODEX）である。 

・ROMは現状維持としたいが、作業療法士に上肢評価の協力を求めたく、今後作業療法部門に協力依頼を検討する。 

・筋力測定は、BIODEXは今後も継続し、HHDは大腿四頭筋、ハムストリングは徒手抵抗ではなくバンドでの固定法を用い

ての測定を行う。また大殿筋、中殿筋は理学療法士木村により健常者における測定の再現性を検討し、今後導入を予定

する。HHDの計測基準を各筋の MMT2以上を全例測定することとする。 

・追加項目として、歩行機能評価を歩行可能者全例に実施し、歩行速度測定、動画撮影を実施することとする。歩行機能

評価の詳細（回数や代表値）については今後更に検討する。 

・今後、評価のグループ分けに関して、現在スタッフ配分を確認し、各評価における必要スタッフ数を検討し、今後もポ

リオ相談会（ポリオ検診）におけるスタッフ増員も検討することとなった。 

2.今後の研究内容について 

・発表予定 

H28リハ医学会（6月、演題登録中） 

・平成 28年－平成29年における計画 

木村：健常人における HHDを用いた下肢筋力評価の再現性と信頼性 

村上：ポリオ患者における転倒率と転倒の危険因子の検討 

3.業務分担について 

・評価用紙の改定（理学療法部門）：湯越 

・測定のマニュアル作成：湯越、木村 

・倫理委員会の書類作成：村上 

・指導：明日 

4.今後について 

次回会議は 2月の1週目に開催し、継続議題に関して検討する。 

平成28年1月22日 文責 村上武史 
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【別紙資料２】 

第 2回 ポリオ会議議事録 

日時：平成 28年2月12日（金）17時30分～18時00分 

場所：リハビリテーション部 運動療法室 

参加者：明日、村上、木村、湯越 

議題：  

1.ポリオ相談会（ポリオ検診）の評価内容の検討（理学療法部門） 

現在のポリオ相談会（ポリオ検診）における今後の評価のスタッフ配分の確認、追加評価について検討した。 

・ポリオ検診における評価項目の再考と各評価における必要スタッフ数を検討（別紙 1、2）。 

・質問用紙の内容は、今まで通りの ADLやQOL評価に加え、転倒歴や疼痛を追加することとする。転倒歴、疼痛の詳細な

評価内容は、今後検討することとする。 

2.今後の研究内容について 

・発表予定 

H28リハ医学会（6月、村上発表） 

・平成 28年－平成29年における計画 

湯越：未定 

木村：健常人における HHDを用いた下肢筋力評価の再現性と信頼性 

村上：ポリオ患者における転倒率と転倒の危険因子の検討 

3.業務分担について 

・評価用紙の改定（理学療法部門）：湯越 

・測定のマニュアル作成：湯越、木村 

・倫理委員会の書類作成：村上 

・指導：明日 

4.今後について 

 今後は2回の会議でまとめた内容を医師へ相談する。 

 

平成28年3月2日 文責 村上武史 湯越愛美 
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 現在の評価項目                     追加項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目のグループ分け（案） 

評価項目 PT OT 組み合わせ 合計人数 

上肢ROM・MMT・握力 
14-16 4 2人組：9-10グループ 18-20 

下肢ROM・MMT・体幹（下肢長） 

HHD（大腿四頭筋・ハムストリングス） 2 0  2 

BIODEX 2 0  2 

歩行機能評価（動画・歩行速度・歩数） 2 0  2 

QOL・転倒・疼痛評価 0 1  1 

合計 20-22 5  25-27 

・平成 27年度に比べ3-5人増員が必要。 

 

※平成 27年度スタッフ配分 

 PT OT 合計

人数 

平成27年度 19 3 22 

当院 7 2 9 

他院 12 1 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ROM（上肢・下肢） 
上肢筋力：MMT、握力 
下肢筋力：MMT、HHD（大腿四頭筋）、

BIODEX 
形態測定 
ADL評価 
QOL評価 

従来の内容に加え 
HHD：ハムストリングス 
 大殿筋、中殿筋は今後理学療法士木村によ

り健常者における測定の再現性を検討し今

後導入予定。 
歩行評価：歩数、歩行速度、歩行時動画 
疼痛の調査 
転倒歴の調査 
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【別紙資料３】 

第 3回 ポリオ会議議事録 

 

日時：平成 29年1月6日（金）17時15分～17時45分 

場所：リハビリテーション部 運動療法室 

参加者：木村、大宅、湯越、村上 

会議の検討内容：平成 28年ポリオ検診の課題検討、今後の研究計画、仕事分担  

1.平成28年ポリオ検診の課題検討 

今年度より下肢筋力評価（HHD）、歩行機能評価、転倒に関する問診を追加した。 

・下肢筋力評価 

 →今回より固定にバンドを使用し、より再現性が高まるように工夫した。測定において、有害事象等は認めず実施が可

能であった 

・歩行評価 

 →10m 歩行速度（快適・努力）を導入、有害事象なく実施可能であったが、努力下での測定時は転倒の危険性がある。

測定場所と対象者の検討が必要。記載漏れを認めた。 

・転倒に関する問診票 

 →日本語版 gait efficacy scale、転倒状況に関して問診票を導入。結果の解析は、今後実施していく。 

・全体を通して 

→身長、体重測定の担当者が不在で、転倒の危険性があった。呼吸機能評価で混雑が確認された。今回も測定がスムー

ズに行くように、案内係を導入すべきである。 

2.今後の研究内容 

・発表予定 

平成29年 日本リハビリテーション医学会（6月、村上、湯越 演題登録中） 

・平成 29年以降の予定 

ポリオ患者における転倒率と転倒の危険因子の検討 

ポリオ患者における歩行速度に影響する因子の検討 

重症度による下肢筋力と筋疲労の検討 

・現在報告したポリオ研究に関する論文投稿 

3.仕事分担 

・平成 28年度研究報告書の分担 

 下肢筋力評価、歩行評価、転倒に関する問診票、全体を通して、それぞれ担当者が記載し、村上がその他内容を含めま

とめる。その後明日先生、松嶋先生へ確認頂く。 

4.今後 

今回の会議の結果を松嶋先生へ報告し、再度班会議を実施する。 

 

平成29年1月10日 文責 村上武史 
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【別紙資料４】 

 

 

 

歩行：初回検診患者は医師の診察後歩行可能者のみ 10MWT歩行試験を実施する。 

   歩行可能者は歩行補助具、装具を使用して屋内歩行が可能なものとする。 

 

10MWT： 1回目         m/sec  2回目           m/sec 
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【別紙資料５】 

 

転倒に関してお尋ねします。 

当てはまるものに☑をつけて下さい。 

※転倒の定義：不注意によって人が同一平面あるいはより低い平面へ倒れること。 

（他人による外力、意識消失、脳卒中などにより突然発症した麻痺、てんかん発作を除く）。 

 

問1 過去1年間に転倒したことがありますか？またその回数についてお答え下さい 

 0□なし  → 問 2～5は回答せず、「歩行・階段昇降に対する自信度」へ 

1□あり：回数（   ）回   → 問2へ 

 

問2 どこで転倒されましたか？（複数回答可） 

 1□屋外   2□屋内（トイレ ・ お風呂 ・ 階段 ・ 玄関 ・ その他：           ）   

 

問3 いつ転倒されましたか？（複数回答可） 

 1□朝方   2□日中    3□夜間    4□その他：   

 

問4 どのような動作のときに転倒されましたか？（複数回答可） 

 1□起き上がり  2□椅子からの立ち座り  3□歩行中  4□階段  5□その他： 

 

問5 転倒時にお薬はのんでいましたか？ 

 1□なし       2□あり（お薬の名前：                 ） 
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【別紙資料６】 

歩行・階段昇降に対する自信度 

以下の質問について、自信の程度を「まったく自信がない」から「完全に自信がある」の 

1～10点で当てはまる番号に○をつけてください。 

 

0 

 

 

 

 

 

 

1.床板のような固い平面を安全に歩ける自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

2.芝生の上を安全に歩ける自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

3.通路の障害物を安全に越えて歩ける自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

 

4.縁石から安全に降りられる自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

5.縁石の上に安全に上がれる自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

まったく 

自信がない 
完全に 

自信がある 

記入例 

まったく 

自信がない 

完全に 

自信がある 

まったく 

自信がない 

完全に 

自信がある 

まったく 

自信がない 

完全に 

自信がある 

まったく 

自信がない 

完全に 

自信がある 

まったく 

自信がない 
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6.手すりにつかまって階段を安全に昇れる自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

7.手すりにつかまって階段を安全に降りられる自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

8.手すりにつかまらずに階段を安全に昇れる自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

9.手すりにつかまらずに階段を安全に降りられる自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

10.800mくらいの長距離を安全に歩ける自信はどのくらいありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

まったく 

自信がない 

完全に 

自信がある 

まったく 

自信がない 

完全に 

自信がある 

まったく 

自信がない 
完全に 

自信がある 

まったく 

自信がない 

完全に 

自信がある 

まったく 

自信がない 

完全に 

自信がある 

－180－



【別紙資料 7】 

  ○○△△   様   今回のあなたの検診結果をご報告いたします。 

●主な筋力の評価では、 両下肢に重度の麻痺があり、両上肢も筋力低下があります。昨年と比較し筋力に大きな変化は

ありません。握力は右 13kg、左41.5kgでした。                                  

 

●歩行に関しては（ 両松葉杖と装具を使用しており中等度の障害です。     ） 

 

●肺活量は 4.32 リットルで、これは同年代の方の平均値の 152 ％に当たります。 

 

●バーサルインデックスという日常生活動作の自立度を表す指標では 95 点（100点満点）でした。（あなたと同年代の

方の平均は 99.6点、今回参加された方の平均は 93.4点でした） 

 

●家事や趣味、仕事などをどのくらい行なっているかを表す FAI という指標では 17 点（45 点満点）でした。（あなた

と同年代の方の平均は 24.6点、今回参加された方の平均は 24.9点でした） 

 

●健康や日常生活にどれだけ満足しているかを表す SDL という指標では 40 点（55 点満点）でした。（あなたと同年代

の方の平均は 45点、今回参加された方の平均は 38.0点でした） 

 

●健康関連の QOL(Quality of Life：生活の質)を評価するSF-36（Short Form 36）では身体的スコア 39.5 点、精神的

スコア 65.0 点でした。（その数値は偏差値のように50点を基準に評価します。今回参加された方の平均点は身体的ス

コア38.8点、精神的スコア54.0点でした） 

 

●社会活動や社会参加を評価する CIQという指標では 14.8 点（29点満点）でした。今回参加された方の平均点は 16.3

点でした。 

 

● 担当医師よりのコメント： 日常生活動作や社会参加は比較的維持されています。両下肢の麻痺が重度で、両上肢に

負担がかかると思われます。右上肢の筋力低下の自覚もありますので、上肢の筋肉痛や疲労感が生じないように、過

負荷に注意してください。上肢に負担がかからないように日常生活動作に工夫が必要と思います。ご心配の点がござ

いましたら当科外来にご相談ください。                                

 

今回測定したデータの詳細は当科で保管しており、今後何らかの体調の変化が生じた際に今回の記録と比較で

きるようにしたいと考えています。当科では今後も定期的に今回のような検診を行なう予定であり健康維持にお

役立て頂ければ幸いです。 

 

平成27年 10 月 7日               担当医師：  松嶋 康之        
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【別紙資料８】 
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【別紙資料９】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 軽症群5年後の下肢筋力の変化 
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【別紙資料１０】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 重症群5年後の下肢筋力の変化 
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【別紙資料１１】 

 

 

第54回 日本リハビリテーション医学会学術集会 演題登録 

ポリオ罹患者のADL、生活満足度、QOLの特性について 

【目的】 

ポリオ罹患者の特性について検診データをもとにした報告は、欧州にて散見されるが本邦においてはほとんどない。本

研究は、当院で実施しているポリオ検診での初回検診時の ADL、生活満足度、QOLの特性について調査した。 

【方法】 

2001年～2016年の間に当院ポリオ検診に参加したポリオ罹患者 210名（男性：85名 女性：125名）を対象とし、初回

検診データを後方視的に収集した。ADL評価はBarthel Index(BI)、Frenchay Activities Index(FAI)、生活満足度評価は

Satisfaction in Daily Life(SDL)、QOL評価はSF-36（身体的健康、精神的健康）を使用した。統計解析は各評価の男女

間の比較に対応のない t検定、Halsteadによるポストポリオ症候群の診断基準にある自覚症状の該当項目数と各評価の相

関をスピアマンの順位相関係数を用い、有意水準は 5%未満とした。 

【結果】 

BIは95.7±9.2点、FAIは25.0±9.1点、SDLは37.3±9.2点、SF-36の身体的健康は39.9±9.9点、精神的健康は50.5

±10.0 点であった。男女間比較では、FAIは女性が有意に高く、SF-36の身体的健康は男性が有意に高かった。また自覚

症状と ADL、生活満足度、QOLに軽度から中等度の負の相関を認めた。 

【考察】 

初回検診時の特性は、ADLはほぼ自立し、FAI、身体的健康のQOLは性差を認めた。自覚症状が多いポリオ罹患者は、ADL、

生活満足度、QOLともに低下する傾向があった。 
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【別紙資料 1２】 

 

第54回 日本リハビリテーション医学会学術集会 演題登録 

ポリオ罹患者の身体的特性について 

【目的】 

ポリオ罹患者の特性について検診データをもとにした報告は、欧州にて認めるが、日本を含むアジアでの報告はほとん

どない。本研究は、当院で開催しているポリオ検診での初回検診時のポリオ罹患者の身体的特性について調査した。 

【方法】 

2001年～2016年に当院でのポリオ検診（年 1回開催）に参加したポリオ罹患者 210名(男性 85名、女性125名)を対象

とし、初回検診時のデータを後方視的に収集した。評価項目は、患者特性、関節可動域（膝関節伸展、足関節背屈）、筋力

（MMT、握力、等運動性・等尺性の膝関節筋力）、移動能力、補装具を含む歩行補助具の有無とした。統計解析は、初回検

診時の各項目における記述統計量、男女間の比較には対応のない t検定、Halsteadによるポストポリオ症候群の診断基準

にある自覚症状の該当項目数と各項目の相関をスピアマンの順位相関係数を用い、有意水準は 5%未満とした。 

【結果】 

ポリオ罹患者の身体的特性は、下肢は上肢に比べ重症度が高く、歩行機能障害がある患者が多かった。男女間の比較で

は、足関節背屈角度、握力、等尺性の膝関節伸展筋力、呼吸機能で男性に比べ女性が有意に低値であった。また、自覚症

状と筋力、呼吸機能に軽度から中等度の負の相関を認めた。 

【考察】 

今回の結果より、ポリオ罹患者は身体的特性において性差を認めた。また自覚症状が多いポリオ罹患者では、身体機能が

低下する可能性が高く、個々の身体的特性に応じた運動療法や生活指導が重要となると思われた。 
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【別紙資料 1３】 

 
 

第53回 日本リハビリテーション医学会学術集会 演題発表 

ポリオ罹患者のADLとQOLの経年的変化  

【目的】 

ポリオ罹患者の下肢筋力は経年的に低下すること、しかもその筋力低下の程度は同年代の健常者の加齢による変化より

も大きいことが報告されている。しかし、ポリオ罹患者における ADLとQOLの経年的変化を検討した報告はほとんどない。

そのため、本研究ではポリオ罹患者の ADLおよび生活満足度、QOLの経年的変化を明確にすることとした。 

【方法】 

当院にて年一回開催しているポリオ相談会に 2006年～2015年の間に参加したポリオ罹患者 197名を対象とし、初回検

診時から 5年後に再評価が行えた 44名(男性13名、女性31名、年齢57.0±3.7歳)を解析対象とした。評価項目は、ADL

はBarthel Index(BI)、Frenchay Activities Index(FAI)、生活満足度は Satisfaction in Daily Life(SDL)、QOLはSF-36

を使用した。統計解析は、初回検診時と 5年後の比較には対応のある t検定を、初回検診時と 5年後の男女間の比較には

対応のない t検定を用い、有意水準は 5%未満とした。 

【結果】 

ポリオ罹患者の ADL、生活満足度、QOLの経年的変化に関して、BIは初回検診時と比べ5年後に有意な低値を示したが、

その他の項目は維持されていた。また、男女間の比較では、FAIのみ初回検診時、5年後で女性に比べ男性が有意に低値で

あった。 

【考察】 

今回の結果より、経年的にADLは低下を認めるが、QOLは維持される傾向にあり、ポリオ罹患者の生活満足度とQOLはADLで

はなく、その他の因子が影響している可能性が示唆された。 
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平成 28 年度ポリオ検診（第 16 回）結果の概要 

 
平成28年8月21日実施 

於 産業医科大学病院 
 
§先日は検診にご参加いただき誠にありがとうございました。さて、今回の問診ならびに診察・検査結果の集計が完了い

たしましたので、概要を報告させていただきます（各参加者の結果は、個別にお送りしています検診報告書をご覧下さい）。 
 
● 今回はポリオの既往のある64名の方が受診されました。内訳は男性25名、女性39名、平均年齢は65.2±6.3歳でし

た。 
 
● 参加者64名の現在の自覚症状に対する問診では、90%以上の方が筋力低下、80%以上の方が歩行障害、70%以上の方

が疲労感、筋肉痛などの症状を自覚されています（下図）。各症状を自覚されている割合は昨年の結果とほぼ同様です。 
上記の症状はいわゆるポストポリオ症候群の診断基準に含まれるものですが、これらの症状は通常の加齢現象や整形疾

患、神経疾患でも生じる可能性があるため、診断には他の原因疾患がないかを調べる必要があります。該当する項目の多

い方は精密検査をお勧めいたします。 
 

 
 
 
§今回記入していただいたアンケートではバーサルインデックス、FAI、SDL、SF‐36、CIQ という 5 つの指標の評価

を行いました。以下、全体的な結果をご報告いたします。 
 
● バーサルインデックス（Berthel Index）とは日常生活を行う能力を評価する尺度です。今回参加された方々の平均点

は91.3±14.9（100点満点）と高得点であり、麻痺がありながらも身の回りのことはほぼ自立されている方が多いようで

す。 
 
● FAI(Frenchay Activities Index)とは家事や趣味、仕事等をどのくらい行っているかという毎日の生活習慣（ライフス

タイル）を表す指標で、日本人では女性よりも男性で低い傾向があります。今回参加された方の平均は 24.3±10.5（45
点満点）で、性別では、男性20.2±9.3、女性26.8±10.5でした（在宅で家族と同居している重大な疾病や障害のない方

の平均値は男性26.8、女性34.6です）。主要な項目を円グラフで示します。 
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買い物に関しては「週に3回以上」「月に1～3回している」の2項目で全体の78%、外出に関しては「週に3回以上」

「月に1～3回している」の2項目で全体の69%を占めており、活動性が比較的高いことが伺われます。 
 
● SDLとは健康や日常生活の満足度を表すという指標で、今回参加された方の平均は37.5±8.4点（55点満点）でした。

次のグラフにその詳細を示します。家族関係、趣味、住居、身の回り動作、社会的交流での満足度は比較的高く、健康状

態、年金・貯蓄での満足度が低い傾向が伺われます。 
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●SF-36（Short Form 36）とは健康関連のQOL(Quality of Life：生活の質)を評価する尺度です。その数値は偏差値のよ

うに50を基準に評価します。今回の調査では身体の総合スコアの平均値は39.3±9.8、精神的総合スコアの平均値は51.6
±11.6でした。身体的な生活の質の低下は認められますが、日々の中で精神的な生活の質を維持している傾向が伺われま

す。 
 
●CIQ（Community Integration Questionnaire）とは仕事やボランティア活動などの社会活動の状況を表す指標で、今

回参加された方の平均値は17.1±5.0点（29点満点）でした。わが国の標準的な値（17.3点）とほぼ同等な結果でした。 
 
●次のグラフは歩行障害の程度に関する結果です。歩行時、装具や杖などの補装具を使用するような中等度以上の歩行障

害のある方が7割以上いらっしゃいました。 
補装具の内訳に関しては以下のようになっています。装具や車椅子の使用状況（重複あり）については、杖を使用して

いる方が約7割、膝から下の短い装具（短下肢装具）あるいは大腿まである長い装具（長下肢装具）を使用されている方

が約4割いらっしゃいました。車椅子の使用者が約3割、電動車椅子を使用している方が約1割という結果でした。自分

にあった補装具を活用しながら、日常生活をこなされている状況が伺えます。
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ポリオに罹患された方々は下肢麻痺によって歩行に何らかの障害をきたしていることが多く、今回も「杖と装具（短下

肢あるいは長下肢道具）」を組み合わせて使用している方が多くいらっしゃいました。また、車椅子や電動車椅子も組み合

わせて使用している方もいらっしゃいました。ポリオの麻痺は「弛緩性麻痺」で、筋の緊張が低下して支持性が乏しいの

が特徴で、より軽量の装具が適しています。現在、軽量で支持性が高く、そして見た目もスマートなカーボン製の下肢装

具が実用化され、当科でも荒井義肢製作所の協力を得て作製しています（すでに使用されている方や相談会当日にご覧に

なった方も多いと存じます）。 
 
ご不明な点がございましたら、当講座までお問い合わせいただければ幸いです。 

（文責：松嶋康之） 
 
【お問合せ先】 
産業医科大学リハビリテーション医学講座（松嶋） 

〒807-8555 北九州市八幡西区医生ヶ丘1－1 
Tel. 093-691-7266, FAX. 093-691-3529, E-mail: reha@mbox.med.uoeh-u.ac.jp 
ホームページアドレス：http://www.uoeh-u.ac.jp/kouza/rihabiri/intro_j.html 
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平成 28年度労災疾病臨床研究事業費補助金研究 分担研究報告書

産業保健で活用できるリハビリ治療技術のマニュアル作成

（中間報告）

研究分担者 松嶋康之（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 准教授）
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研究要旨：

【目的】リハビリテーション医学の固有治療技術を産業保健で活用できるよう、主要項目を抽

出した活用マニュアルを作成し、ホーム―ページ（HP）や書籍で公開する。本年度は、マニュ

アル化にあたり、マニュアルの項目立ておよび構成を検討する。

【方法】【文献調査】および【実態調査（リハビリ専門職）】の結果に基づき、産業保健の現場

で活用できる治療技術を抽出整理し、活用マニュアルの項目立ておよび構成を検討する。それ

を試作版として取りまとめる。

【結果】フローチャート方式で治療技術の選択に至るマニュアル試作版を作成した

【考察】ユーザーフレンドリーの構成で、エビデンスのある実用性の高い項目で取りまとめら

れた。次年度（平成 29 年度）でも引き続き検討を行い、最終版を完成させる。なお、本試作

版は、次年度実施する「個別対応管理システムの試験的運用実施【試験運用】（平成 29 年）」

においても活用する。
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A. 研究の背景と目的 

 

第三次予防であるリハビリテーショ

ン医学は障害へのアプローチとして、固

有の治療技術と障害管理技法を有する

専門医学である。固有治療技術は、脳神

経機能、心肺機能、筋骨格系、姿勢など

広範囲の領域に対応しており、第一次予

防として産業保健の現場で実施される

運動プログラムとの共通部分が多い。申

請者は約 10年の歳月をかけ、わが国で

汎用されているリハビリ治療技術を網

羅した技術全書の編集・執筆に携わり同

書を刊行した（服部リハ技術全書、2014）。

障害者へのアプローチ（治療技術や管理

方法）は中高年齢労働者へも十分適用可

能であるが、積極的に活用されていない

現状がある。本研究の目的は、本研究事

業「産業保健での活用が期待できるリハ

ビリ技法に関する文献調査【文献調査】」

および「産業保健での活用が期待できる

リハビリ技法に関する実態調査【実態調

査（リハビリ専門職）】」基づきリハビリ

テーション医学の固有治療技術を産業

保健で活用できるよう、主要項目を抽出

したマニュアルを作成し、ホーム―ペー

ジ 

（HP）や書籍で公開することである。本

年度は、マニュアル化にあたりマニュア

ルの項目立てを検討する。 

B.方法 

【文献調査】および【実態調査（リハビ

リ専門職）】の結果に基づき、産業保健

の現場で活用できる治療技術を抽出整

理し、活用マニュアルを作成にあたって、

項目立ておよび構成を検討し、それを試

作版としてまとめる。 

C.結果 

 

フローチャート方式で治療技術の選

択に至るマニュアル試作版を作成した

（参考資料）。試作版は、【文献調査】の

結果に基づき、写真や図を含めたわかり

やすい内容としている。 

 

D.考察 

 

フローチャート方式とすることで、HP

上で選択しながら目的とする項目が閲

覧できる、ユーザーフレンドリーの構成

とすることとした。項目立ては、【文献

調査】およびの【実態調査（リハビリ専

門職）】の結果に基づき、エビデンスの

ある実用性の高い項目で取りまとめら

れた。今後、業種別・職種別などでの対

応、作業態様別の対応方法などにおいて

も対応できるよう、次年度（平成 29年

度）でも引き続き検討を行い、最終版を

完成させる。なお、本試作版は、次年度

実施する「個別対応管理システムの試験 

的運用実施【試験運用】（平成 29年）」 

においても活用する。 

 

E.研究発表 

 

 なし         
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【参考資料】 

 
 
 
 
 
 

   産業保健で活用できるリハビリ利用技術の 
 マニュアル 
 （試作版） 
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はじめに 
 

労働者が健康な状態で働き続けるためには、日頃から自身の健康管理に勤め、疾病予防意識を持つことが

重要です。近年、勤労世代の職業関連疾病が問題となっています。「職業関連疾患」とはあまり聞きなれな

い言葉かもしれませんが、労働者には非常に身近な問題であると言えます。例えば、重力物運搬作業など

で生じる腰痛や、デスクワークで生じる頸肩腕症候群などの筋骨格系疾患があります。こういった身体的

な問題が生じると、欠勤あるいは痛みなどにより個人の生産性が低下し、そのような問題を抱えた労働者

が増えると、勤務している会社の損失に繋がり、結果として社会経済全体に影響を及ぼすと言われていま

す。これは大げさな話ではなく、海外ではこのような問題による社会経済の損失を概算した研究が多数報

告されています。 

労働者が健康に働き続けるためには、これら職業性疾病を予防することが重要であり、特に上述した筋骨

格系疾患や内科疾患は、習慣的な運動で予防できることが証明されています。 

日本では労働者に対する運動介入はあまり行われていませんが、海外ではごく一般的な介入方法として現

在でも積極的に行われています。 

ここでは、糖尿病やメタボリックシンドロームなどの内科的疾患の予防方法及び、職種ごとでの腰痛や頸

肩腕症候群などの筋骨格系疾患の予防方法を紹介します。 

 

（上記文章が全体のはじめになる。全体の流れとして、ここから内部疾患・運動器疾患に枝分かれしてい

くイメージです） 

頸肩腕症候群及び腰痛フローチャート 

あなたの職業についてお聞きします。現在働いているお仕事内容は、下図に記載されている以下の①〜③

のうちどれですか。当てはまる職種を選択し、ご希望の項目を選択してください。 
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腰痛編(総論) 
なぜ、腰痛が起きるのか？ 

腰痛は、大きく特異的腰痛と非特異的腰痛に分けられます。特異的腰痛とは、筋骨格系に飽き特定の病態

に起因した腰痛を指し、非特異的腰痛とは、検査上、明らかな原因が見つからない場合の腰痛を指します。

腰痛全体の約 80%がこの非特異的腰痛とされており、労働者の腰痛として近年問題になっています。 

身近な問題として、皆様の中にも腰痛によって仕事に集中できないといった経験がある方もいるかもしれ

ません。仕事に集中できないと、仕事効率が低下し、労働者の生産性が低下します。このように、出勤し

ているのにも関わらず、なぜか生産性が上がらない状態が、社会経済において大きな問題となっています。 

このような腰痛は、働く環境を調整したり、運動したり、適切な教育を受けることによって予防あるいは

改善できることが知られていますが、日本は海外と比較すると事業主や労働者の腰痛に対する取り組みが

不十分です。社会そして労働者個人がこのような労働関連で生じる問題を把握し、予防改善に努める必要

があります。 

・労働者における腰痛の危険因子 

下の図は、労働者の腰痛を発生させやすい因子を示しています。皆様の現在の状況と照らし合わせてみて

ください。 

まず、年齢が 10歳上がると腰痛発症のオッズは 1.18上昇すると言われています。 

家族の中に腰痛がある人は、家族の中に腰痛がない人と比較すると、腰痛発症のオッズ比は 1.43倍と報告

されています。これは、遺伝的要因が原因という説がありますが、はっきりとわかっていません。家庭内

で類似した環境で生活している点が、家族内での腰痛を発生させるとも考えられています。 

運動量と腰痛発症の予防にも関連があることが報告されており、定期的な運動習慣を獲得することが腰痛

予防には重要となります。 

日本人の腰痛の発症オッズ比は喫煙本数が 10 本増えるごとに 1.1倍に増加すると報告されています。これ

は、喫煙により椎間板と呼ばれるクッションのような役割を果たす部位の血流障害が生じ、それが長期化

することで椎間板がクッションの役割を果たせなくなるからだと考えられています。 

日本人では、BMIと腰痛の発症オッズとの関連は認めませんが、BMIが高い群と低い群で有症状割合が高く

なる傾向が報告されています。 

勤労者の仕事満足度と腰痛発症は深く関係しており、仕事満足度が低いと腰痛を発症しやすかったり、慢

性腰痛に移行しやすいことが数々の論文で報告されています。 

個々人でこれら危険因子を把握し、個人単位で意識して適切な対処が成されれば、腰痛の発生や慢性化を

予防することができるかもしれません。 

ここでは、様々な職種の方を対象に、腰痛予防のための注意点や運動方法を中心に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－199－



重量物運搬作業のある職種 

医療・介護職の皆様へ 

腰痛予防編 

 

 看護師や介護士の腰痛発生率は全体の約 80%と極めて高く、労働衛生上深刻な問題となっています。平

成 23 年に休業４日以上の休業を要する腰痛は職業性疾病の６割を占め 4,822 件発生しています。このう

ち業種別では、社会福祉施設が約１９％を占めていて、この 10 年で件数が 2.7 倍に増加しており、医療・

介護職の腰痛発生率は他職種の労働者の中でも特に多いとされています(図 ) 

これは、低いベッド周りで腰を曲げて作業をする機会が多い、起立・移乗介助を行うためですが、介助方

法や作業環境を見つめ直し、腰痛予防体操や筋力強化を行うことで予防できることが報告されています。

しかし、のような有効性を認識している労働者が少ないのが現状です。 

ここでは、医療・介護職種の労働者を対象に、適切な作業方法( ページへ)、介助方法(ページへ)及び腰

痛予防のための運動方法(ページへ)を紹介します。 

 

腰痛が起きやすい姿勢 

図のように、膝を伸ばしたまま腰を曲げ、物を持ち上げる動作が最も腰に負担を与え、腰痛を発生しやす

くします。 

そのため、業務中にはなるべくこのような姿勢を取らないことが腰痛予防のポイントとなります。 

このような姿勢を取りやすい業務内容として、以下のものが挙げられます。 

① 寝たきりの患者様をベッドの上に水平移動させる(●ページへ) 

② ベッド上での処置(●ページへ) 

③ 起き上がりの介助(●ページへ) 

④ 端座位の介助(●ページへ) 

⑤ 起立介助(●ページへ) 

⑥ 移乗介助(●ページへ) 

⑦ 歩行介助(●ページへ) 

⑧ パソコンあるいは手書きでのカルテ入力( ページへ) 

 

これらの腰痛を発生しやすいと考えられる業務内容について悪い例・良い例をあげて説明します。 
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① 寝たきりの患者様をベッド上で水平移動させる 

 

ポイント１：ベッドを高く上げる、 

ベッドの高さが低いと、腰が曲がった状態で持ち上げ動作を行わなければならないので、腰に負担が

かかります。ベッドの高さを高くするだけで、腰への負担は大幅に減らすことができます。また、ベ

ッドのヘッドは必ず完全に下げた状態で行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 2：患者に協力してもらう 

手足の機能が残存しており、こちらの指示が通る患者の場合は、協力を依頼しましょう。図のように膝を

曲げさせ、ブリッジ運動をさせると同時に介助者が引き上げることで、より少ない力で移動が行えます。

また、上肢機能が残存している者は、ベッド柵などをつかませ、引っ張るように指示することも有効です。 
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ポイント３：環境をうまく利用する 

介助者は、患者をベッドへ水平移動させる際に、ベッド柵やベッドの縁に大腿部の前面を密着させること

で、腰部を固定することができ、腰椎の安定化を図ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ベッド上での処置 

特に看護師の皆様は、ベッド上で寝ている患者さんの処置を行うことが多いと思います。点滴の付け

替えや採血、オムツ交換など腰に負担のかかるような作業が数多くあります。図のように、低いベッ

ドの患者さんに、前かがみになりながらの作業は腰に非常に負担がかかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのため、作業を行う際は、図 のように座る。 

 

 

 

 

 

 

 

図：中腰で点滴を操作している場面 図：点滴の入れ替えを中腰で行っている場面 
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③ 起き上がりの介助 

 

ポイント 1：まず横向きに寝かせること 

患者を仰向けのまま力任せに起こそうとしても、患者さん・介助者の双方の負担になるだけです。ま

ずは、しっかりと患者を横向きにします。この際、頸部を起こしたい方向に向け、肩甲帯、腰部、下

肢の順に起き上がりたい方向に引きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 2：起きる前に足をベッドから下ろすこと 

下肢を下ろさないと、体幹をただ側屈させるだけであり、起きあがることは不可能です。そのため、

下肢をベッドから下ろすことで、下肢の重量を利用し、体幹を起こしやすくします。 
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④ 起立介助 

誤った方法での介助は、介助者の負担になるだけでなく、患者の負担にもなります。患者と息のあっ

た起立動作を行うためには、相互理解が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 1：足の位置を確認しましょう 

足の位置が不適切だと、患者自身の機能を上手く引き出すことができず、結果として介助量は増えて

しまいます。図 の例をご覧ください。足部が前方に位置しているため、立つ際に患者の体重が後方

へと押され、介助量が増えてします。適切な位置に足を置くことで、効率よく患者の機能を利用した

立ち上がりを行えます。また、図 のように、介助者が患者から離れすぎると腰が深く曲がるため、

腰への負担が増加しますし、立ち上がり中に患者がバランスを崩した際の対応が遅れたりします。 
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ポイント 2：患者さんにお辞儀をしてもらう 

起立介助を行う際、図のように患者さんの体幹を前屈させずに起立を行おうとすると、患者の重心が

後方へ移動し、介助量が非常に増えます。そのため、まず座った状態から患者さんにお辞儀をしても

らい、お尻が浮いたところで患者さんに立つよう指示をしましょう。そうすることで、患者さんの膝

を伸ばす力を有効に活用することができ、スムーズな起立動作を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 3：腰の負担が最もかかる瞬間を理解する 

起立介助を行う際、腰に最も負担がかかるのは、持ち上げ動作の開始直後と座るせる直前と言われて

います。 

立たせる際、あるいは座らせる際に、とにかく介助者の膝を曲げるよう意識しましょう。膝を伸ばし

たまま持ち上げ動作を行うと、腰の脊柱起立筋の負担が増大し、腰痛につながります。膝を曲げるこ

とで、介助者の太ももの力を有効活用でき、腰への負担は大幅に減少します。 
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ポイント３：介助量の多い患者の介助には、介助ベルトを用いる 

起立介助時に、介助ベルトを装着することで、腰の負担は軽減すると言われています。 

介助ベルトを装着することで、介助者の持ち手部分を前方あるいは上方に移動させることができ、腰

を曲げる角度が減少するため、負担が軽減されます。また、腕の力を有効に使うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 移乗介助 

④の起立介助を基本に、適切な移乗介助方法をご紹介します。移乗動作は、起立動作に体幹の方向転

換が加わる応用編です。しかし、起立介助の基本をしっかり守り、少しの工夫を行うだけで同じ患者

でも介助量は大きく異なります。 

 

ポイント 1：周囲の環境を確認しましょう 

患者を車椅子に乗せる前に、ベッドの高さは適切か、手すりの種類は適切か、車椅子は適切な位置に

準備されているか、靴は準備できているかを確認します。患者を座らせた状態での準備作業は、患者

の転倒や、介助者の無理な姿勢を強いることにもつながります。 

 

ポイント 2：移乗開始前の患者の準備 

図 に悪い車椅子移乗の開始時の例を示します。このまま移乗すると、患者さんが深く座っているた

め、過度の体幹前屈介助が必要となりますし、方向転換時の回転角度が大きくなってしまいます。 

図は、適切な移乗開始時の状況です。端座位を取らせた患者を少し前方に移動させます。なるべく車

椅子に近づき、車椅子の向きとなるべく平行に近い位置に体を移動させます。この時、患者が転落し

ないように、患者の端座位機能に合わせて座る位置を決定しましょう。この位置から移乗動作を行う

ことで、患者の移動距離を最小限にすることができます。 

また、移乗時の方向転換後の体勢を考慮し、下肢の巻き込み防止のため車椅子側の足を少し前方に移

動させます。両足底部が地面に接触していることを確認します。 
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⑥ 事務作業 

患者の介助だけではなく、カルテ記載やパソコン入力の際の姿勢も腰痛の原因が潜んでいることがあ

ります。 

例えば、左図をご覧ください。立った状態でパソコン入力をしている状態ですが、パソコンの位置が

低いため、腰が曲がった状態の姿勢のまま入力作業をしています。この姿勢も、腰に負担をかけこの

ような状態が毎日続くことにより、腰痛の発生原因となったりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また、座ってパソコン操作を行う場合も同様に姿勢には気をつけましょう。図 のようにお尻を前に

ずらして座る座り方は、腰に負担をかけ腰痛の原因となります。図 のように骨盤をしっかりと起こし、

背筋を伸ばして座るように意識しましょう 

 

 

①対象者ごとに決められた介助方法を実施する 

ある研究では、重度の腰痛発生と深い関連がある要因として、作業時間に余裕がない、介助スタッフの人

数が不足している、同僚間で介助方法について話し合いを怠っているなどが挙げられています。 

そのため、患者ごとに適切な介助方法を決定し、スタッフ間で共有することで業務効率化および介助に伴

う傷害を防ぐことができると考えられます。 

また、医療・福祉腰痛は経験年数が短かく、介助技術が未熟な労働者が生じやすいとされています。 

経験を積んだベテランの労働者が、介助指導を行い経験が未熟な者への腰痛予防に努める必要があります。 

また、一般企業では、衛生管理者と呼ばれる職種の者や、労働に伴う種々の問題に対して監督業務を行っ

ています。 

医療・介護職においても、管理者が腰痛 

 

 

腰痛予防のための運動 

腰痛予防に関しては、多くの研究がなされています。2016年に発表され腰痛に関する報告では、腰痛予防

のためには腰痛が起きる原因を理解し、適切な運動を実施することが、最も腰痛を予防することができる 
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と結論付けています。ここでは、腰痛予防に必要な運動を説明します。大きく分けて「腰痛予防体操」と

「筋力強化」からなります。業務前にストレッチを実施することで関節や筋肉の可動範囲を広げ、腰痛を

予防することができます。また、業務前だけでなく、日常的にストレッチを行うことで、柔軟性を獲得す

ることができ様々な筋骨格系障害の予防につながります。 

また、腰痛予防のためには、体幹の筋力強化により脊柱の安定化を図る必要があります。 

 

就業前に行う腰痛予防体操の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腰痛予防体操 

腰痛と関連の深い筋肉のストレッチを紹介します。ここでは、主に立位・座位・寝た状態でのストレッチ

方法を紹介します。 

 

① 立位で行うストレッチ 

立位で行うため、ベッドやマットなどの道具を使用することなく手軽に短時間で行えます。就業前の 5

分程度の時間で実施できるものを紹介します。 

ひとつの動作は息を吐きながらやや痛い程度の強度で実施します。実施時間は左右それぞれ 20秒ずつ

を計 2セット実施します。 

 

 1.立位でできる 5分間ストレッチ 

 業務前や業務中に横になってストレッチができない、時間がないという方は、「立位でできる 5分間スト

レッチ」が有効  

 です。職場にあるデスクや椅子を使用し、下図のようにストレッチを実施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図：就業前に集団で体操を行っている写真

を追加 
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               ハムストリングス   ハムストリングス           

               立位でできる5分間ストレッチ(腰痛体操) 

 

 

 

 

 2.立位でできる 5分間ストレッチ その 2 

 

 

                                

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.大殿筋 3.中殿筋 1.ハムストリング 

a大腿四頭筋、腸腰筋 b.脊柱起立筋 c.下腿三頭筋 d.大殿筋、腸腰筋 
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3.ハムストリングス           4.ウエスト周囲筋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.腰椎の垂直方向、横方向へのストレッチ方法 
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②椅子に座って行うストレッチ 

立位で行うストレッチと比べると、行えるストレッチの種類は減りますし、ストレッチの強度も制限され

ますが仕事中に気軽に行える利点があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ベッドやマット上で行うストレッチ 

立位や座位と比較して、脊椎そのものの運動を誘発しやすいという利点があります。 

 

 

骨盤周囲筋のストレッチ 
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腰椎の屈曲・伸展方向へのストレッチ 

 

 

 

 

 

腰椎の回旋方向へのストレッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急性腰痛を除き、むやみに腰痛ベルトを装着し続けることで体幹の筋力が低下し、腰痛が発生する場合もあ

る。 

 医療・介護現場の労働者は、頻回にわたるベッド上での作業や起立・移乗介助が必要となります。1日の

うちに複数回同一姿勢をとることで、腰には一定方向ばかりの力が加わります。そうすることで、脊柱のバ

ランスが崩れ、いつ腰痛が起きてもおかしくない状況下にあります。そのため、介助直後に定期的に腰痛予

防体操を行う必要があります。 

下図に示すのは、業務中でも短時間でできる腰痛予防体操です。医療・介護職の場合、腰を曲げた姿勢をと

ることが多いと考えられますが、この体操は曲がった状態の腰を元の位置に戻す体操です。 
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体幹の筋力強化訓練 

人間の体幹を支える脊柱は、屋台骨の役割を果たします。この屋台骨に障害が加わると日常生活場面だけ

ではなく、労働中など様々な場面で影響を来たし、痛みだけではなく気持ちの低下などにもつながります。

そのためこの屋台骨を支える脊柱周囲に存在する体幹筋を鍛え、安定化を目指す必要があります。 

体幹筋は大きく分けて浅層筋群と深層筋群とに分類されます。深層筋群とは、いわゆるインナーマッスル

のことで、様々な動作の初めに活動する筋肉であるため、ここがしっかりと働くと腰部の安定化につなが

ると言われています。 

浅層筋とは皮膚に近い部分にある筋肉です。いわゆる腹直筋や背筋などがこの筋肉に分類されます。これ

らの筋肉は、脊柱を能動的に動かす作用があるとされています。 

そのため、これら浅・深層筋両方をバランス良く強化する必要があります。 

 

① 腰部安定化運動 

Draw in 

四つ這いの状態で力を抜き、この状態から下腹部を背中側に持ち上げた状態を 10秒程度保持する。 

Bのように下腹部が凹み、背中が丸みを帯びているのがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

手順 
①足を肩幅よりやや広めに開く 

②お尻に両手を当てる 

③息を吐きながらゆっくり上体を反らす 
④上体を反らしたまま、その姿勢を 3 秒ほど保つ 

ポイント 

お尻に手を当て、 

骨盤を前に押し出す 

イメージで腰を反らす 
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上図のようにお腹を凹ませた状態で、片腕と片足を挙上し、その姿勢を 10秒維持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図の運動が楽に行えるようになったら、対角線上にある手足を同時に挙上します。 

 

 

 

②浅層筋筋力強化 

 

フロントブリッジ                    サイドブリッジ 
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腹筋 

 

 

 

 

 

背筋 

ブリッジ運動 

 

生活習慣で気をつけること 

 

タバコ 

喫煙は肺がんや脳卒中などの病気だけではなく、腰痛も発生させやすいとされています。腰の骨と骨との

間には、椎間板と呼ばれる衝撃を吸収するためのクッションのような役割を持つものがあります。喫煙に

より、この部分への血流が悪くなり、硬くなることでうまく機能せず、腰痛の原因となります。 

 

ベッド 

ベッドの硬さも腰痛と関連があると言われています。固すぎるベッドだと骨盤が前傾し、腰椎が過度に前

腕してしまうため、腰痛を生じています。逆にベッドが柔らかすぎると、骨盤が沈み込み腰椎の生理的な

ポジション保持することができず腰痛を生じてしまいます。ベッドの硬さは、やや硬いくらいが良いと言

われています。 

 

肥満 

 

 

家族間での生活環境 

 

 

 

運動習慣 

腰痛にもやはり運動が大切です。ここでいう運動習慣は腰痛予防運動のみではなく、休日のウォーキング

や野球などすべての運動が含まれます。継続的な運動を行っている人は、そうでない人と比較すると、腰

痛の発生率が低いと言われています。 
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長時間座位での作業をされる皆様へ 

デスクワーカー 

腰痛予防編 
 

 

座り仕事で腰痛？と思われる方もいるかもしれませんが、同一座位姿勢をとり続けることで、腰痛が発生

します。事務作業員を対象としたある研究では、約  %の労働者が腰痛の既往あるいは現在腰痛があると

回答しています。座り仕事で腰痛が発生するメカニズムについては、立位では、上半身の重心と腰椎・骨

盤が一直線上に近い状態で配列されており、うまく体重を支えることができています。しかし、座位にな

ると、図 のように脊柱が骨盤の後方へ引かれ重心と脊柱、骨盤の位置関係が崩れるため腰が生理的なポ

ジションを維持することができず、筋肉や脊椎に負担がかかり腰痛を発生してしまいます。 

また、座る姿勢だけではなく、座った状態での体の動かし方にも注意が必要です。 

 

 

 

 

ここでは、主に座位でお仕事をされる皆様に対し、腰痛を発生させないためのポイントと、腰痛予防のた

めのストレッチや筋力強化訓練の方法を紹介します。 
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①腰痛を発生させないためのポイント 

1) 姿勢を意識する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   正しい座位姿勢            浅く腰掛け           背中が曲がっている 

 

 

2) 同じ姿勢をとり続けない 

いくら正しい姿勢をとっていても、同じ姿勢を長時間とり続けると、腰痛が発生します。そのため、

適度に姿勢を変えたり立ってストレッチを行うことが重要です。ストレッチ方法については、後ほど

ご紹介します。 

 

3) 作業環境を整える 

姿勢を意識しても、作業環境や作業方法が誤っていると腰痛が発生します。ここでは、腰痛を発生さ

せると考えられる状況について悪い例を示し、改善方法をご紹介します。 

 

  a.机の上にあるものを取る際、手前にものを置かない 

 

 

 

 

 

 

 

b. 机の下部の引き出しからものを取る時に、腰をひねりながら取らない。 

 

 

 

 

.重いものは必ず立ってから取ること 

図：背中が曲がっている 

図 

図 
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座った状態で重いものを取ろうとすると、足の力を有効活用できないため、腰への負担が非常に大き

くなります。面倒ですが、重いものを持ち上げる際は、必ず一度立ってから取るようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 d.重いものを持ち上げる時は必ず膝を曲げること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悪い例                         良い例 

 

 

 

 

 

 

 

 

悪い例                         良い例 

  

 

図 

図 

図 図 

図 図 
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          悪い例                        良い例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                             

  膝を伸ばした状態でかがみながらものを取っている     腰よりも下にあるものを取る際は、必

ずかがんで行う 

② 腰痛予防運動 

腰痛予防に関しては、多くの研究がなされています。2016年に発表され腰痛に関する報告では、腰痛予防

のためには腰痛が起きる原因を理解し、適切な運動を実施することが、最も腰痛を予防することができる

と結論付けています。ここでは、腰痛予防に必要な運動を説明します。大きく分けて「腰痛予防体操」と

「筋力強化」からなります。業務前にストレッチを実施することで関節や筋肉の可動範囲を広げ、腰痛を

予防することができます。また、業務前だけでなく、日常的にストレッチを行うことで、柔軟性を獲得す

ることができ様々な筋骨格系障害の予防につながります。 

また、腰痛予防のためには、体幹の筋力強化により脊柱の安定化を図る必要があります。 

 

 

 

 

図 図 

図 
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 a.腰痛予防体操 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 b.筋力強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務職員に対する腰痛予防運動プログラムの無作為化比較試験�

Ra aporn�at�al,Eur�Spine�J�23:786-793,2014�

対象：563名の健康な事務職員�
ストレッチ+体幹筋力強化�VS�対照群�
１年間の追跡�

ストレッチ+体幹筋力強化群�

対照群(何もしない群)�

図 図 

図 図 
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腸腰筋のストレッチ 

業務時間中の午前 10時と午後 14 時に図 のストレッチを実施する。このストレッチを 30秒を左右、2回

ずつ実施する 

 

椎間板の後方運動 

業務時間中の午前 10時と午後 14 時に図 のストレッチを実施する。このストレッチを 30秒を左右、2回

ずつ実施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腰椎の伸展・屈曲運動 

 

 

 

図 図 

図 図 
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産業保健で活用できる個別対応管理システムの 
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平成 28年度労災疾病臨床研究事業費補助金研究 分担研究報告書 

 

産業保健で活用できる個別対応管理システムの運用モデルの試作 

（中間報告） 

 
研究分担者  佐伯 覚（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 教授） 

       松嶋康之（産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 准教授） 

 

研究要旨：  

【目的】本年度は、「個別対応管理システムの試験的運用実施（平成 29 年度実施）」に

関して、モデル事業場において試験運用で使用する「個別対応管理システムの運用モデ

ル」を試作するとともに検証方法を立案する。 

【方法と結果】「個別対応管理システムの運用モデル」の試作および検証方法は以下の

通りである。産業保健領域現場における個別管理と集団管理の、労働者の就労能力、プ

レゼンティーズム、身体機能、および抑うつ症状に与える短期効果および長期効果につ

いて、単盲検化無作為化比較対象試験のデザインを用いて検証する。モデル事業場とし

て、電子部品・電気部品等の製造業の２事業所の従業員を対象とし、掲示板に案内を掲

示して対象者を募集する。各事業所について 60名（個別管理群、集団管理群、各 30名

ずつ）を対象とする。被験者を定期健康診断時に合わせてベースライン評価した後に、

層化ランダム割付法 2群に無作為に割り付け、介入を 6か月間実施し、介入終了後に評

価を行う。主要評価項目は運動機能、副次評価項目は、プレゼンティーズム、メタボリ

ックシンドローム関連、筋骨格関連、抑うつ関連、就労能力、他とする。 

【考察】本年度は、モデル事業場において試験運用で使用する「個別対応管理システム

の運用モデル」を試作するとともに検証方法を立案した。労働者の運動管理指導におい

てより有効な介入方法が明らかになることは、労働者の健康増進につながり、傷病発生

の減少ならびに就労能力の向上を通じて社会全体にとって有益である。 

   研究協力者   

伊藤英明（産業医科大学リハビリテーション医学講座 助教） 

明日 徹（産業医科大学若松病院リハビリテーション部 副技師長） 

賀好宏明（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

村上武史（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

緒方友登（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

松垣竜太郎（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

大宅良輔（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

矢野雄大（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 

湯越愛美（産業医科大学病院リハビリテーション部 理学療法士） 
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A. 研究の背景と目的 

 

近年労働人口は高齢化し、特に、中高

年労働者の就労能力の低下、疾病の多

発労働災害の増加がみられる。加齢と

就労の問題の本質は、就労能力と作業

負荷量との不均衡であり、この不均衡

を是正する対策の一つが、労働者の身

体能力の増進を図ることである。近年、

労働者に対する運動指導をリハビリテ

ーション（リハ）職種である理学療法

士が実施することの有用性を示唆する

報告が散見されており、リハ技術の産

業保健現場への応用が期待されている。

しかし、それらの報告は労働者の集団

管理に主眼が置かれているため、被験

者には同一の内容の介入が行われてい

る。多様化が進む労働態様に対応する

には、集団管理とは別に、個別対応で

の運動指導管理（個別管理）が必要で

あると考えるが、個別管理の有用性を

示す報告はほとんどみられない。なぜ

なら、運動指導の目的は多様であり、

適切な運動がそれぞれの対象者によっ

て異なるという事実が、臨床研究によ

るエビデンス構築を難しくしている。 

本年度は、「個別対応管理システムの

試験的運用実施（平成 29年度）」に関

して、産業保健領域現場における個別

管理と集団管理の、労働者の就労能力、

プレゼンティーズム、身体機能、およ

び抑うつ症状に与える短期効果および

長期効果について、単盲検化無作為化

比較対象試験のデザインを用いて検証

するため、モデル事業場において試験

運用で使用する「個別対応管理システ

ムの運用モデル」を試作するとともに

検証方法を立案する。 

 

B. 方法 

１．対象者の選定方法 

本研究は、モデル事業場として、電子

部品・電気部品等の製造業の２事業所の

従業員を対象とし、掲示板に案内を掲示

して対象者を募集する。各事業所につい

て60名（個別管理群、集団管理群、各30

名ずつ）を対象とする。 

選択基準：30歳以上、65歳未満の従業員 

外基準：重篤な心疾患を有する者 

     重篤な呼吸器疾患を有する者 

      重篤な筋骨格系疾患を有する者 

     神経疾患を有する者 

その他、医師から運動を行うことを禁止

されている者 

現時点で、研究開始日から 1 年以内の

退職を希望している者 

中止基準：研究参加の中止を申し出た者 

     健康上の問題により、医師から運動の

継続が適切でないと判断された者 

    

２．研究デザインと具体的方法 

本研究は単盲検化無作為化比較対照

試験である（図）。被験者を定期健康

診断時に合わせてベースライン評価

（T1評価）した後に、層化ランダム割

付法（年齢により層別化）にて個別管

理群(個別群)、集団管理群（集団群）

の2群に無作為に割り付け、下記の介入

を6か月間実施し、介入終了後に評価を

行う（T2評価）。さらに6か月後に評価

（T3評価）を行い、長期効果を確認す

る。なお、本研究に参加しない従業員

に対しても、事業所主体の健康管理と

いう位置付けで集団管理群同様の介入

を実施する。 
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図１：研究の流れ

被験者の募集

被験者の取込

n = 60

層化無作為割付

n = 60

個別群 集団群

運動関連資料の配布個別指導

適格性の評価

T1 評価

介入終了

運動関連資料の配布個別指導 介入

中間解析：短期効果の検証（ITT解析）

T2 評価

最終解析：長期効果の検証（ITT解析）

介入終了6ヶ月後

T3 評価

①個別群：個々人に合わせて、月1回、

問診（健康状態、腰痛などに関して）、

各種検査（握力検査、対組成検査、腹

囲計測など）、運動教育・指導・実践、

生活指導、動作指導を理学療法士（派

遣する理学療法士は産業保健業務従事

歴が5年以上の者）が実施する。運動教

育・指導・実践、生活指導、動作指導

は体力・筋力の増強、生活習慣病の予

防、腰痛の予防を主目的とする。理学

療法士による各種指導は問診、各種検

査を含めて1回約20分とする。理学療法

士は2週に1回事業所を訪問し、指導を

行う。必要な運動関連用具（ヨガマッ

ト、セラバンドなど）は希望者に無料

配布する。被験者が自ら希望する場合

は、研究開始以前と同様に産業医、保

健師への個別面談は許可する。また、

理学療法士への運動等に関するメール

や電話での問い合わせも許可する。 

②集団群：産業医、保健師による健康

講話を介入期間中に各1回実施する。健

康講話は研究開始月に産業医、翌月に

保健師が実施する。健康講話の内容は

体力低下予防、腰痛予防、生活習慣病

予防、抑うつ予防に関するものとする。

必要な運動関連用具（ヨガマット、セ

ラバンドなど）は希望者に無料配布す

る。被験者が自ら希望する場合は、研

究開始以前と同様に産業医、保健師へ

の個別面談は許可する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．評価項目 

主要評価項目は、運動機能として、上

肢筋力－握力、下肢筋力－30秒間立ち

上がり検査、平衡機能－片足立位時間

とする。 

副次評価項目は、①プレゼンティーズ

ム‐WHO Health and Work Performance 

Questionnaire、②メタボリックシンド

ローム関連（定期健康診断の結果を用

いる）‐体組成（体重、体脂肪量、体

水分量）・内臓脂肪蓄積量（ウエスト

周囲径）・血液データ（健診結果：ト

リグリセリド、HDLコレステロール、血

糖 値 ） 、 ③ 筋 骨 格 関 連 － 腰 痛

（ Roland-Morris Disability Ques-

tionnaire）、④抑うつ関連‐抑うつ

（Center for Epidemiologic Studies 
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Depression Scale）、⑤就労能力－Work 

Ability 

 Index（WAI）、⑥その他－欠勤日数・

労働災害発生件数・有害事象の有無と

内容である。 

ベースラインの比較には一元配置分散

分析、およびpost hoc解析を行う。介

入効果の検討には二元配置分散分析を

Intention-to-treat解析にて行う。必

要に応じて、補助的にper-protocol解

析も行う。なお、短期効果の検証とし

て中間解析を介入6か月後に実施し、 

長期効果の検証として介入終了6か月

後に最終評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C. 結果 

 

本年度は、モデル事業場において試

験運用で使用する「個別対応管理シス

テムの運用モデル」を試作するととも

に検証方法を立案した。 

 

D. 考察 

 

労働者の運動管理指導においてより

有効な介入方法が明らかになることは、

労働者の健康増進につながり、傷病発

生の減少ならびに就労能力の向上を通

じて社会全体にとって有益である。 

 

 

E. 研究発表 

 

  なし 
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